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法律上の注意 
警告事項 

本書には、ユーザーの安全性を確保し製品の損傷を防止するうえ守るべき注意事項が記載されています。ユーザ

ーの安全性に関する注意事項は、安全警告サインで強調表示されています。このサインは、物的損傷に関する注

意事項には表示されません。 

危険  
回避しなければ、直接的な死または重傷に至る危険状態を示します。 

警告  
回避しなければ、死または重傷に至るおそれのある危険な状況を示します。 

注意  
回避しなければ、軽度または中度の人身傷害を引き起こすおそれのある危険な状況を示します（安全警告サイ

ン付き）。 

注意  
回避しなければ、物的損傷を引き起こすおそれのある危険な状況を示します（安全警告サインなし）。 

通知  
回避しなければ、望ましくない結果や状態が生じ得る状況を示します（安全警告サインなし）。 

複数の危険レベルに相当する場合は、通常、最も危険度の高い（番号の低い）事項が表示されることになってい

ます。安全警告サイン付きの人身傷害に関する注意事項があれば、物的損傷に関する警告が付加されます。 

有資格者 
本書が対象とする製品 / システムは必ず有資格者が取り扱うものとし、各操作内容に関連するドキュメント、特

に安全上の注意及び警告が遵守されなければなりません。有資格者とは、訓練内容及び経験に基づきながら当該

製品 / システムの取り扱いに伴う危険性を認識し、発生し得る危害を事前に回避できる者をいいます。 

シーメンス製品を正しくお使いいただくために 
以下の事項に注意してください。 

警告  
シーメンス製品は、カタログおよび付属の技術説明書の指示に従ってお使いください。他社の製品または部品

との併用は、弊社の推奨もしくは許可がある場合に限ります。製品を正しく安全にご使用いただくには、適切

な運搬、保管、組み立て、据え付け、配線、始動、操作、保守を行ってください。ご使用になる場所は、許容

された範囲を必ず守ってください。付属の技術説明書に記述されている指示を遵守してください。 

商標 
®マークのついた称号はすべて Siemens AG の商標です。本書に記載するその他の称号は商標であり、第三者が

自己の目的において使用した場合、所有者の権利を侵害することになります。 

免責事項 
本書のハードウェアおよびソフトウェアに関する記述と、実際の製品内容との一致については検証済みです。 し
かしなお、本書の記述が実際の製品内容と異なる可能性もあり、完全な一致が保証されているわけではありませ

ん。 記載内容については定期的に検証し、訂正が必要な場合は次の版て更新いたします。 
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はじめに 

マニュアルの用途 

このマニュアルには、以下に関する必要な情報が記載されています。 

● 取り付け 

● 通信 

● メモリコンセプト 

● サイクルタイムと反応時間 

● CPU のテクニカルデータ 

必要な基礎知識 

● このマニュアルの理解には、オートメーション技術に関する一般的な知識が必要に

なります。 

● 基本ソフトウェア STEP 7 に関する知識が必要です。 
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対象範囲  

CPU 31xC とは、次の表に記載されているコンパクト CPU をすべてまとめたものです。 

 

CPU 表記法： 
CPU は以下のよ

うに表記されてい

ます 

注文番号 以下の製品レベル

（バージョン）以降

ファームウェア 

CPU 312C 6ES7312-5BF04-
0AB0 

V3.3 

CPU 313C 6ES7313-5BG04-
0AB0 

V3.3 

CPU 313C-2 PtP 6ES7313-6BG04-
0AB0 

V3.3 

CPU 313C-2 DP 6ES7313-6CG04-
0AB0 

V3.3 

CPU 314C-2 PtP 6ES7314-6BH04-
0AB0 

V3.3 

CPU 314C-2 DP 6ES7314-6CH04-
0AB0 

V3.3 

CPU 314C-2 
PN/DP 

CPU 31xC 

6ES7314-6EH04-
0AB0 

V3.3 
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CPU 31x とは、次の表に記載されている標準 CPU をすべてまとめたものです。 

 

CPU 表記法： 
CPU は以下のよ

うに表記されてい

ます 

注文番号 以下の製品レベル

（バージョン）以降

ファームウェア 

CPU 312 6ES7312-1AE14-
0AB0 

V3.3 

CPU 314 6ES7314-1AG14-
0AB0 

V3.3 

CPU 315-2 DP 6ES7315-2AH14-
0AB0 

V3.3 

CPU 315-2 PN/DP 6ES7315-2EH14-
0AB0 

V3.2 

CPU 317-2 DP 6ES7317-2AK14-
0AB0 

V3.3 

CPU 317-2 PN/DP 6ES7317-2EK14-
0AB0 

V3.2 

CPU 319-3 PN/DP 

CPU 31x 

6ES7318-3EL01-
0AB0  

V3.2 
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CPU 31x PN/DP とは、次の表に記載されている PROFINET 特性付き CPU をすべてま

とめたものです。 

 

CPU 表記法： 
CPU は以下のよ

うに表記されてい

ます 

注文番号 以下の製品レベル

（バージョン）以降

ファームウェア 

CPU 314C-2 
PN/DP 

6ES7314-6EH04-
0AB0 

V3.3 

CPU 315-2 PN/DP 6ES7315-2EH14-
0AB0 

V3.2 

CPU 317-2 PN/DP 6ES7317-2EK14-
0AB0 

V3.2 

CPU 319-3 PN/DP 

CPU 31x PN/DP 

6ES7318-3EL01-
0AB0  

V3.2 

 
 

 

 注記 
S7 シリーズの F CPU の特記事項については、次のインターネットサイト 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/11669702/133300)の製品情報を参

照してください。 
 

 注記 
ただし、新しいモジュールまたは新しいバージョンのモジュールについては、当該モジ

ュールの最新情報が記載された製品情報を添付することがあります。 
 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/11669702/133300�
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先行バージョンと異なる点 

以下の表には、S7-300 マニュアルパックの以下の先行バージョンのマニュアルからの

変更点が記載されています： 

● 装置マニュアル テクニカルデータ、2010 年 6 月発行 

● 操作説明書 構成、2010 年 6 月発行 

V3.3 では、CPU 314C-2 PN/DP が新たに追加されました。 これは CPU 314C-2 DP と
同じ機能があり、同時に CPU 315-2 PN/DP と同じ PROFINET 機能があります。 

同様に、V3.3 ではすべての C-CPU と CPU 317-2 DP がそれらの先行バージョンより

も機能およびパフォーマンスが改良されました。 

さらに、「CPU 31xC または CPU 31x への変更に関する情報」の章は削除されました。

それでもこの情報が必要な場合は、インターネットサイトの FAQ を参照してください。 

 

CPU 312 312C 313C 313C-
2 DP 

313C-
2 PtP 

314 314C-
2 DP 

314C-
2 PtP 

315-2 
DP 

317-2 
DP 

ブロック-S7 プラ

イバシーを使った

暗号化によるブロ

ック 

X X X X X X X X X X 

メンテナンス 
LED の統合 

X1、2 X2 X2 X2 X2 X1、2 X2 X2 X1、2 X2 

設定変更可能な 
BuB のハイヤー

パフォーマンス 

- - - - - - - - X X 

改良された 
PT100 アナログ

入力操作ミスリミ

ット 

- - X - - - X X - - 

データセットルー

ティング 
- - - X - - X - X1 X 

設定可能なプロセ

スイメージ 
X1 X X X X X1 X X X1 X 

ブロック番号テー

プの拡張 
X1 X X X X X1 X X X1 X 
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CPU 312 312C 313C 313C-
2 DP 

313C-
2 PtP 

314 314C-
2 DP 

314C-
2 PtP 

315-2 
DP 

317-2 
DP 

CPU の RUN に表

示される診断バッ

ファの数は設定変

更可能です。 

X1 X X X X X1 X X X1 X 

サービスデータの

読み出し 
X1 X X X X X1 X X X1 X 

有効/無効にする

際に OB 86 を作

動させるための 
SFC 12 の拡張

（新しいモード 2 
個） 

- - - X - - X - X1 X 

SFC 81 による 
512 バイト のコ

ピー  

X1 X X X X X1 X X X1 X 

向上された点 

メインメモリ X1 X X X X X1 X X X1 X 

さらに高速のコマ

ンド処理によるパ

フォーマンス 

X1 X X X X X1 X X X1 X 

STEP 7 V5.5 以降

のステータス ブ
ロックによる観測

可能状態の情報 

X1 X X X X X1 X X X1 X 

ステータスブロッ

クで観測するブロ

ック 
（1 から 2 へ） 

X1 X X X X X1 X X X1 X 

2 から 4 へのブレ

ークポイント数 
X1 X X X X X1 X X X1 X 

ローカルデータス

タック 
X1 X X X X X1 X X X1 X 
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CPU 312 312C 313C 313C-
2 DP 

313C-
2 PtP 

314 314C-
2 DP 

314C-
2 PtP 

315-2 
DP 

317-2 
DP 

ブロックに関連す

るメッセージ

（Alarm_S）の

数、均一 300 

X1 X X X X X1 X X X1 X 

フラグ、タイム、

カウンタの数 
X1 X - - - - - - - - 

規格統一 

DB サイズ：最大 
64 k バイト 

X1、3 X X X X X1 X X X1 X1 

起動アラーム： 

OB 32 ～ OB 35 

X1 X X X X X 1 X X X1 X1 

8 GD 回路のグロ

ーバルデータ通信 
X1 X X X X X1 X X X1 X1 

統合された技術的機能用のシステム機能ブロック： 

SFB 41 ～ 43 - - X 1 X1 X1 - X1 X1 - - 

SFB 44 および 46 - - - - - - X1 X1 - - 

SFB 47 ～ 49 - X1 X1 X1 X1 - X1 X1 - - 

SFB 60 ～ 62 - - - - X1 - - X 1 - - 

SFB 63 ～ 65 - - - - - - - X1 - - 
1 この機能はすでに以前のバージョンでも CPU に備わっています 
2 機能しない場合があります 
3 最大 DB サイズ 32 k バイト 

規格および認可 

「共通テクニカルデータ」 (ページ 259)の章には、規格と認可についての情報が記載さ

れています。 
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リサイクルと廃棄処分  

このマニュアルに記載されている装置は、有害物質がほとんど使用されていないためリ

サイクルが可能です。 環境に配慮したリサイクルと古い装置の廃棄処分については、

電子機器専門の廃棄物処理業者にお問い合わせください。 

インターネットでのサービス & サポート 

マニュアルのほかに、インターネット 
(http://www.siemens.com/automation/service&support)においても基本情報を提供して

おります。 

以下の情報があります。 

● ご使用の製品に関する最新情報を提供するニュースレター。 

● サービス & サポート (http://www.siemens.com/automation/service&support)が提供

する最新のマニュアル類 

● 全世界のユーザーとエキスパートがノウハウを交換するフォーラム。 

● 照会先データベースは、お客さまの国/地域を担当する自動制御ドライブシステム部

門のカスタマエンジニアを検索するためのものです。 

● 近隣のサービス、修理、交換部品などに関する情報。 

● SIMATIC S7 の使用を最適化するためのアプリケーションおよびツール。 例えば 
DP と PN 用の性能試験結果もインターネット 
(http://www.siemens.com/automation/pd)に公開されます。 

http://www.siemens.com/automation/service&support�
http://www.siemens.com/automation/service&support�
http://www.siemens.com/automation/pd�
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S7-300 マニュアルの参照先 1
1.1 文書パッケージの構成 

文書パッケージの構成  

下記の資料は S7-300 のドキュメンテーションの一部を構成します。 

これらの資料はインターネットでもそれぞれの認可 ID によって確認できます。 

 

ドキュメンテーションの名前 説明 

マニュアル 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 

認可 ID： 12996906 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/12996906) 

以下についての説明です: 

 動作制御および表示エレメント 

 通信 

 メモリコンセプト 

 サイクルタイムと反応時間 

 テクニカルデータ 

操作説明書 

CPU 31xC および CPU 31x： 構成 

認可 ID： 13008499 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/13008499) 

以下についての説明です: 

 プランニング 

 取り付け 

  配線 

 アドレス指定 

 スタートアップ 

 メンテナンスおよびテストファンクシ

ョン 

 診断およびエラー処理 

操作説明書 

CPU 31xC： テクノロジファンクション 

CD を含む 

認可 ID： 12429336 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/12429336) 

個々のテクノロジファンクションの説明: 

 位置決め 

 カウント 

 ポイントツーポイント接続 

 規則 

CD にはテクノロジファンクションの例が

収録されています。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/12996906�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/12996906�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/13008499�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/13008499�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/12429336�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/12429336�
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ドキュメンテーションの名前 説明 

マニュアル 

オートメーションシステム S7-300： モジ

ュールデータ 

認可 ID： 8859629 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/8859629) 

以下のモジュールの説明とテクニカルデ

ータ:  

 シグナルモジュール 

 電源供給 

 インターフェースモジュール 

リストマニュアル 

S7-300-CPU および ET 200-CPU の命令

リスト 

認可 ID： 31977679 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/31977679) 

 CPU のオペレーションセットリストお

よびその実行時間。 

 ロード可能なブロック

（OB/SFC/SFB）のリストとその実行

時間。 

詳細情報 

さらに以下の説明情報が必要になります: 

 

ドキュメンテーションの名前 説明 

入門書 

オートメーションシステム S7-300： 
CPU 31x の入門書： スタートアップ 

認可 ID： 15390497 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/15390497) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

入門書 

オートメーションシステム S7-300： 
CPU 31xC の入門書： スタートアップ 

認可 ID： 48077635 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/48077635/0/ja) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/8859629�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/8859629�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/31977679�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/31977679�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/15390497�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/15390497�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48077635/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48077635/0/ja�
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ドキュメンテーションの名前 説明 

入門書 

CPU 31xC スタートアップのための初期

手順： アナログ出力による位置決め 

認可 ID： 48070939 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/48070939/0/ja) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

入門書 

CPU 31xC スタートアップのための初期

手順： デジタル出力による位置決め 

認可 ID： 48077520 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/48077520/0/ja) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

入門書 

CPU 31xC スタートアップのための初期

手順： カウント 

認可 ID： 48064324 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/48064324/0/ja) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

入門書 

CPU 31xC スタートアップのための初期

手順： ポイントツーポイント接続 

認可 ID： 48064280 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/48064280/0/ja) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

入門書 

CPU 31xC スタートアップのための初期

手順： 規則 

認可 ID： 48077500 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/48077500/0/ja) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48070939/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48070939/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48077520/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48077520/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48064324/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48064324/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48064280/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48064280/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48077500/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48077500/0/ja�
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ドキュメンテーションの名前 説明 

入門書 

CPU315-2 PN/DP、317-2 PN/DP、
319-3 PN/DP： PROFINET インターフェ

ースのプランニング 

認可 ID： 48080216 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/48080216/0/ja) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

入門書 

CPU 317-2 PN/DP: PROFINET IO デバイ

スとしての ET 200S のプランニング 

認可 ID： 19290251 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/19290251) 

個々のスタートアップ手順から正常な使

用までを、例を挙げて説明します。 

リファレンスマニュアル 

S7-300/400 用 システムおよび標準ファン

クション 1/2 巻 

認可 ID： 1214574 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/1214574) 

S7-300 および S7-400 の CPU のオペレ

ーティングシステムに含まれる、以下の

ものについての概要: 

 OB 

 SFC 

 SFB 

 IEC ファンクション 

 診断データ 

 システムステータスリスト（SZL） 

 イベント 

このマニュアルは、STEP 7 参照知識の一

部を成すものです。  
ここに記載された内容は STEP 7 のオン

ラインヘルプにも含まれています。 

マニュアル 

STEP 7 によるプログラミング 

認可 ID： 18652056 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/18652056) 

このマニュアルには STEP 7 によるプロ

グラミングについての完全な概要が含ま

れています。  

このマニュアルの内容は、STEP 7 に関す

る基礎知識の一部を成しています。 ここ

に記載された内容は STEP 7 のオンライ

ンヘルプにも含まれています。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48080216/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/48080216/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/19290251�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/19290251�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/1214574�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/1214574�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/18652056�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/18652056�
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ドキュメンテーションの名前 説明 

システムマニュアル 

PROFINET システムの説明 

認可 ID： 19292127 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/19292127) 

PROFINET に関する基礎知識： 

 ネットワークコンポーネント 

 データ交換と通信 

 PROFINET IO 

 コンポーネントベースオートメーショ

ン 

 PROFINET IO とコンポーネントベー

スオートメーションの使用例 

プロラミングマニュアル 

PROFIBUS DP から PROFINET IO へ 

認可 ID： 19289930 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/19289930) 

PROFIBUS DP から PROFINET IO への

変更の手引き書です。 

マニュアル 

SIMATIC NET： ツイストペアケーブルお

よび光ファイバネットワーク 

認可 ID： 8763736 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/8763736) 

以下についての説明です: 

 工業用イーサネットネットワーク 

 ネットワークプランニング 

 コンポーネント 

 屋内のネットワーク化されたオートメ

ーション設備の設置ガイドラインな

ど。 

プランニングマニュアル 

SIMATIC iMap システムのプランニング 

認可 ID： 22762190 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/22762190) 

プランニングソフトウェア SIMATIC iMap 
の説明 

プランニングマニュアル 

SIMATIC iMap STEP 7 アドオン、

PROFINET コンポーネントの作成 

認可 ID： 22762278 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/22762278) 

STEP 7 による PROFINET コンポーネン

トの作成およびコンポーネントベースオ

ートメーションへの SIMATIC 装置の導入

に関する説明とガイド。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/19292127�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/19292127�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/19289930�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/19289930�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/8763736�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/8763736�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/22762190�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/22762190�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/22762278�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/22762278�
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ドキュメンテーションの名前 説明 

機能マニュアル 

タイミング同期 

認可 ID： 15218045 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/15218045) 

システムプロパティ「タイミング同期」

の説明 

システムマニュアル 

SIMATIC による通信 

認可 ID： 1254686 
(http://support.automation.siemens.com/W
W/view/en/1254686) 

以下についての説明です: 

 基本 

 通信サービス 

 ネットワーク 

 通信機能 

 PG/OP の接続 

 STEP 7 でのプランニングとコンフィ

グレーション 

インターネットでのサービス & サポート 

以下のテーマについての情報は、インターネットサイト 
(http://www.siemens.com/automation/service)を参照してください。 

● SIMATIC の担当者 (http://www.siemens.com/automation/partner)  

● SIMATIC NET の担当者 (http://www.siemens.com/simatic-net)  

● トレーニング (http://www.sitrain.com) 

下記も参照 

マニュアルパック S7-300 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/10805159/133300) 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/15218045�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/15218045�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/1254686�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/1254686�
http://www.siemens.com/automation/service�
http://www.siemens.com/automation/partner�
http://www.siemens.com/simatic-net�
http://www.sitrain.com/�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/10805159/133300�
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1.2 S7-300 マニュアルの参照先 

概要 

次の表には、S7-300 のドキュメンテーションの参照先が含まれています。 

オートメーションシステムへの環境の影響 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

オートメーションシステム用にどの取り付

け空間を用意しておくべきですか? 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 構成 
プランニング - コンポーネ

ントの寸法 

取り付け - プロファイルレ

ールを取り付ける 

環境条件はオートメーションシステムにど

のような影響を与えますか? 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 構成 
補足 

電位分離 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

個々のセンサ / アクチュエータの電位を分

離する必要がある場合、どのようなモジュ

ールを使用することができるのでしょう

か？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

 モジュールデータ 

プランニング - 電気関係の

構成、保護対策および接地 

個々のモジュールの電位分離が必要になる

のはどのような場合でしょうか？ 

その配線はどのように行うのでしょうか？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

プランニング - 電気関係の

構成、保護対策および接地 

 配線 

個々のステーションの電位分離が必要にな

るのはどのような場合でしょうか？ 

その配線はどのように行うのでしょうか？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

プランニング － サブネット

プランニング 
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センサ / アクチュエータとオートメーションシステムとの通信 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

今使用しているセンサ / アクチュエータに

はどのようなモジュールが適合するのでし

ょうか？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 技術仕様 

 ご使用のシグナルモジュ

ール 

技術仕様 

モジュールには何個のセンサ / アクチュエ

ータを接続することができるのでしょう

か？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 技術仕様 

 ご使用のシグナルモジュ

ール 

技術仕様 

センサ / アクチュエータをフロントコネク

タでオートメーションシステムにどのよう

に配線しますか？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

配線 - フロントコネクタの

配線 

増設ユニット（EG）が必要となるのはどの

ような場合ですか。またどのように接続す

るのですか？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

プランニング － 複数のモジ

ュールラックにおけるモジ

ュールの配列 

モジュールをモジュールラック / プロファ

イルレールに取り付けるにはどうしたらよ

いですか？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

取り付け - モジュールをプ

ロファイルレールに取り付

ける 

中央 I/O およびリモート I/O の使用 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

どんな種類のモジュールを取り付けること

ができますか？ 
 モジュールデータ  

（中央 I/O / 
増設ユニット用） 

 各周辺機器（リモート 
I/O / 
PROFIBUS DP 用）の 

– 
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コントローラと増設ユニットに対する構成 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

今使用しているアプリケーションにはどん

なモジュールラック / プロファイルレール

が最も適していますか？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

プランニング 

増設ユニットをコントローラに接続するに

はどのインターフェースモジュール（IM）

が必要ですか? 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

プランニング － 複数のモジ

ュールラックにおけるモジ

ュールの配列 

特殊な使用ケースでは、どのような電源供

給（PS）が適しているのでしょうか？ 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 構成 
プランニング 

CPU の出力 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

今の使用に最適なメモリコンセプトはどの

ようなものでしょうか？ 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 技術仕様 
メモリコンセプト 

マイクロメモリカードはどのように取り付

け、どのように取り外しますか? 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 構成 
スタートアップ - モジュー

ルのスタートアップ - マイ

クロメモリカード（MMC）

の装着 / 交換 

現在のパフォーマンス要求に対してはどん

な CPU があればよいですか？ 
 オペレーションリスト 

S7-300： CPU 31xC お
よび CPU 31x 

– 

CPU の反応時間と処理時間はどれくらいで

すか？ 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 技術仕様 
– 

どのようなテクノロジファンクションが実

現されていますか？ 
 テクノロジファンクショ

ン 
– 

テクノロジファンクションの利用方法は？  テクノロジファンクショ

ン 
– 
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通信 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

どのような規則に注意しなければなりま

せんか？ 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 技術仕様 

 SIMATIC による通信 

 PROFINET システムの説

明 

通信 

CPU はどんなことを行いますか。またど

んなリソースを扱うことができますか？ 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 技術仕様 
技術仕様 

コミュニケーションプロセッサ（CP）に

よる通信を最適化するにはどうしたらよ

いですか？ 

 CP の装置マニュル – 

今使用しているアプリケーションにはど

んな通信ネットワークが適しています

か？ 

 CPU 31xC および CPU 
31x： 構成 

プランニング － サブネット

プランニング 

個々のコンポーネントはどのようにして

ネットワークに接続するのでしょうか？ 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 構成 
プランニング － サブネット

プランニング 

 SIMATC NET、ツイストペ

アケーブルおよび光ファイ

バネットワーク 
（6GK1970-1BA10-
0AA0）を参照してくださ

い。 

ネットワークプランニング PROFINET ネットワークのプランニング

の際にはどのような点に注意すべきでし

ょうか？ 

 PROFINET システムの説

明 
構成とスタートアップ 

ソフトウェア 

 

よくあるご質問 マニュアル 次のセクションにありま

す。 

S7-300 システムにはどのようなソフトウ

ェアが必要でしょうか？ 
 CPU 31xC および CPU 

31x： 技術仕様 
技術仕様 
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その他の事項 

 

よくあるご質問 参照先 

動作制御と観測はどのように実現するの

でしょうか？ 

（マン マシン インターフェイス） 

それぞれの装置マニュアル: 

 テキスト表示に関して 

 オペレータパネルに関して 

 WinCC に関して 

基板テクノロジコンポーネントはどのよ

うに組み込むのでしょうか？ 
 PCS7 用のそれぞれの装置マニュアル 

ハイアベイラブルでフォールトトレラン

トのシステムではどのようなことが可能

でしょうか？ 

 S7-400H – ハイアベイラブルシステム 

 フォールトトレラントシステム 

PROFIBUS DP から PROFINET IO への

変更の際にはどのような点に注意すべき

でしょうか？ 

 PROFIBUS DP から PROFINET IO へ 
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動作制御および表示エレメント 2
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

2.1.1 動作制御および表示エレメント： CPU 312C 

CPU 312C の動作制御および表示エレメント 

1 2 3

4

5

6

 
番号 名称 
① ステータス表示およびエラー表示  
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 内蔵された入出力ソケット 
④ 電源用ソケット 
⑤ 第 1 インターフェース X1（MPI） 
⑥ 動作モードスイッチ 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
30 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

以下の図では、フロントドアを開いた状態で、CPU に内蔵されているデジタル I/O を
示しています。 

1

2

 
番号 名称 
① デジタル入力（PIN 2 ～ 10） 
② デジタル入力（PIN 11）およびデジタル出力（PIN 14 ～ PIN 19） 
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ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU と S7-300 バス用の 5 V 電源は正常 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります。 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。 マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。  
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 
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動作モードスイッチ  

動作モードスイッチを使って CPU の動作モードを設定します。 

表 2- 1 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこの

位置にします。 動作モードスイッチによる完全再起動に

は、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。 このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU の特性 

表 2- 2 インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU 
312C の特性 

エレメント CPU 312C 

9 ピンの MPI インターフェー

ス（X1） 
あり 

デジタル入力 10 

デジタル出力 6 

テクノロジファンクション 2 カウンタ 

（テクノロジファンクションマニュアルピン配列 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/2
6090032)を参照） 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
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備考 

● CPU の動作モード： STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報： 取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細： 取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 
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2.1.2 動作制御および表示エレメント： CPU 313C 

CPU 313C の動作制御および表示エレメント 

1 2 3

4

5

6

 
番号 名称 
① ステータス表示およびエラー表示  
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 内蔵された入出力ソケット 
④ 電源用ソケット 
⑤ 第 1 インターフェース X1（MPI） 
⑥ 動作モードスイッチ 
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以下の図では、フロントドアを開いた状態で、CPU に内蔵されているデジタルおよび

アナログ I/O を示しています。 

1 22

21

3

3

 
番号 名称 
① アナログ入力とアナログ出力 
② デジタル入力 
③ デジタル出力 
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ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU と S7-300 バス用の 5 V 電源は正常 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります。 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 
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動作モードスイッチ 

動作モードスイッチを使って CPU の動作モードを設定します。 

表 2- 3 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこの

位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動に

は、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。 このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU の特性 

表 2- 4 インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU 
313C の特性 

エレメント CPU 313C 

9 ピンの MPI インターフェー

ス（X1） 
あり 

デジタル入力 24 

デジタル出力 16 

アナログ入力 4 + 1 

アナログ出力 2 

テクノロジファンクション 3 カウンタ 

（テクノロジファンクションマニュアルピン配列 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en
/26090032)を参照） 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
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備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 
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2.1.3 動作制御および表示エレメント： CPU 313C-2 PtP 

CPU 313C-2 PtP の動作制御および表示エレメント 

1 2 3

4

5

6

7

 
番号 名称 
① ステータス表示およびエラー表示 
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 内蔵された入出力ソケット 
④ 電源用ソケット 
⑤ 第 2 インターフェース X2 （PtP） 
⑥ 第 1 インターフェース X1（MPI） 
⑦ 動作モードスイッチ 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 
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以下の図では、フロントドアを開いた状態で、CPU に内蔵されているデジタル I/O を
示しています。 

1

1

2

2

 
番号 名称 
① デジタル入力 
② デジタル出力 
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ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU と S7-300 バス用の 5 V 電源は正常 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります。 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 
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動作モードスイッチ  

動作モードスイッチを使って CPU の動作モードを設定します。 

表 2- 5 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこの

位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動に

は、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。 このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU の特性 

表 2- 6 インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU 
313C-2 PtP の特性 

エレメント CPU 313C-2 PtP 

9 ピンの MPI インターフェー

ス（X1） 
あり 

15 ピンの PtP インターフェ

ース (X2) 
あり 

デジタル入力 16 

デジタル出力 16 

テクノロジファンクション 3 カウンタ 

ポイントツーポイント接続： 

 ASCII ドライバ 

 プロシージャ 3964 （R） 

（テクノロジファンクションマニュアルピン配列 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/2
6090032)を参照） 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書

「CPU 31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブ

ル解決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�


動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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2.1.4 動作制御および表示エレメント： CPU 313C-2 DP 

CPU 313C-2 DP の動作制御および表示エレメント  

1 2 3

4

5

6

7

 
番号 名称 
① ステータス表示およびエラー表示 
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 内蔵された入出力ソケット 
④ 電源用ソケット 
⑤ 第 2 インターフェース X2（DP） 
⑥ 第 1 インターフェース X1（MPI） 
⑦ 動作モードスイッチ 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 45 

以下の図では、フロントドアを開いた状態で、CPU に内蔵されているデジタル I/O を
示しています。 

1

1

2

2

 
番号 名称 
① デジタル入力 
② デジタル出力 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
46 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

BF 赤 バスエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU と S7-300 バス用の 5 V 電源は正常 

FRCE 黄 LED が点灯： 強制要求ジョブは有効 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります。 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 

 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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動作モードスイッチ 

動作モードスイッチを使って CPU の動作モードを設定します。 

表 2- 7 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこの

位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動に

は、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。 このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU の特性 

表 2- 8 インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU 
313C-2 DP の特性 

エレメント CPU 313C-2 DP 

9 ピンの MPI インターフェー

ス（X1） 
あり 

9 ピンの DP インターフェー

ス（X2） 
あり 

デジタル入力 16 

デジタル出力 16 

テクノロジファンクション 3 カウンタ 

（テクノロジファンクションマニュアルピン配列 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/2
6090032)を参照） 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�


動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 49 

2.1.5 動作制御および表示エレメント： CPU 314C-2 PtP 

CPU 314C-2 PtP の動作制御および表示エレメント 
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番号 名称 
① ステータス表示およびエラー表示 
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 内蔵された入出力ソケット 
④ 電源用ソケット 
⑤ 第 2 インターフェース X2 （PtP） 
⑥ 第 1 インターフェース X1（MPI） 
⑦ 動作モードスイッチ 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
50 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

以下の図では、フロントドアを開いた状態で、CPU に内蔵されているデジタルおよび

アナログ I/O を示しています。 
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番号 名称 
① アナログ入力とアナログ出力 
② デジタル入力 
③ デジタル出力 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 51 

ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU と S7-300 バス用の 5 V 電源は正常 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります。 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 

 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
52 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

動作モードスイッチ 

動作モードスイッチを使って CPU の動作モードを設定します。 

表 2- 9 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこの

位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動に

は、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。 このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU の特性 

表 2- 10 インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU 
314C-2 PtP の特性 

エレメント CPU 314C-2 PtP 

9 ピンの MPI インターフェー

ス（X1） 
あり 

15 ピンの PtP インターフェー

ス（X2） 
あり 

デジタル入力 24 

デジタル出力 16 

アナログ入力 4 + 1 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 53 

エレメント CPU 314C-2 PtP 

アナログ出力 2 

テクノロジファンクション 4 カウンタ 

1 チャンネル 位置決め 

ポイントツーポイント接続： 

 ASCII ドライバ 

 プロシージャ 3964 （R） 

 RK 512 

（テクノロジファンクションマニュアルピン配列 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en
/26090032)を参照） 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�


動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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2.1.6 動作制御および表示エレメント： CPU 314C-2 DP 

CPU 314C-2 DP の動作制御および表示エレメント 
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番号 名称 
① ステータス表示およびエラー表示 
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 内蔵された入出力ソケット 
④ 電源用ソケット 
⑤ 第 2 インターフェース X2（DP） 
⑥ 第 1 インターフェース X1（MPI） 
⑦ 動作モードスイッチ 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 55 

以下の図では、フロントドアを開いた状態で、CPU に内蔵されているデジタルおよび

アナログ I/O を示しています。 
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番号 名称 
① アナログ入力とアナログ出力 
② デジタル入力 
③ デジタル出力 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
56 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

BF 赤 バスエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU と S7-300 バス用の 5 V 電源は正常 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります。 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 

 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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動作モードスイッチ 

動作モードスイッチを使って CPU の動作モードを設定します。 

表 2- 11 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこの

位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動に

は、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。 このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
58 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU の特性 

表 2- 12 インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU 
314C-2 DP の特性 

エレメント CPU 314C-2 DP 

9 ピンの MPI インターフェー

ス（X1） 
あり 

9 ピンの DP インターフェー

ス（X2） 
あり 

デジタル入力 24 

デジタル出力 16 

アナログ入力 4 + 1 

アナログ出力 2 

テクノロジファンクション 4 カウンタ 

1 チャンネル 位置決め 

（テクノロジファンクションマニュアルピン配列 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/2
6090032)を参照） 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�


 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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2.1.7 動作制御および表示エレメント： CPU 314C-2 PN/DP 

動作制御および表示エレメント： CPU 314C-2 PN/DP  
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番号 説明 
① ステータス表示およびエラー表示 
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 内蔵された入出力ソケット 
④ 電源用ソケット 
⑤ 第 1 インターフェース X1（MPI/DP） 
⑥ 第 2 インターフェース X2 (PN)、2 つのポートスイッチ付き 
⑦ PROFINET ポート 2 

ポート 2 の状態は 2 色 LED（緑/黄）によって表示されます： 
 LED が緑色に点灯：パートナーがリンクを利用できる 
 LED が黄色に変わる:アクティブなデータトラフィック（RX/TX） 
R: メディアリダンダンシーにリングトポロジーを建てあげるリングポート 

⑧ PROFINET ポート 1 
ポート 2 の状態は 2 色 LED（緑/黄）によって表示されます： 
 LED が緑色に点灯：パートナーがリンクを利用できる 
 LED が黄色に変わる:アクティブなデータトラフィック（RX/TX） 
R: メディアリダンダンシーにリングトポロジーを建てあげるリングポート 

⑨ MAC アドレスと 2D バーコード 
⑩ 動作モードスイッチ 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
60 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

以下の図は、フロントドアを開いた状態での内蔵されている デジタルおよびアナログ 
CPU I/O の位置を示しています。 
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番号 名称 
① アナログ入力とアナログ出力 
② デジタル入力 
③ デジタル出力 

ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

BF1 赤 第 1 インターフェース（X1）でのバスエラー 

BF2 赤 第 2 インターフェース（X2）でのバスエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求あり 

DC5V 緑 CPU と S7-300 バス用の 5 V 電源は正常 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 



 動作制御および表示エレメント 
 2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 
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LED の名称 色 意味 

RUN 緑 CPU は RUN にあります。 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。 マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 

 

動作モードスイッチ  

動作モードスイッチを使って CPU の動作モードを設定します。 

表 2- 13 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこの

位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動に

は、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。 このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 



動作制御および表示エレメント  
2.1 コンパクト CPU（CPU 31xC）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU の特性 

表 2- 14 インターフェース、内蔵 I/O、テクノロジファンクションに関連する CPU 
314C-2 PN/DP の特性 

エレメント CPU 314C-2 PN/DP 

9 ピンの MPI/DP インターフェース

（X1） 
あり 

2 ポートスイッチ付き PN インターフ

ェース（X2） 
あり 

デジタル入力 24 

デジタル出力 16 

アナログ入力 4 + 1 

アナログ出力 2 

テクノロジファンクション 4 カウンタ 
1 チャンネル位置決め 
（テクノロジファンクションマニュアル ピン

配列 
(http://support.automation.siemens.com/WW/vi
ew/en/26090032)を参照） 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書

「CPU 31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブ

ル解決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/26090032�


 動作制御および表示エレメント 
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2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 

2.2.1 動作制御および表示エレメント： CPU 312 および CPU 314 

CPU 312 および CPU 314 の動作制御および表示エレメント  

1
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番号 名称 
① SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
② 電源用ソケット 
③ 第 1 インターフェース X1（MPI） 
④ 動作モードスイッチ 
⑤ ステータス表示およびエラー表示 



動作制御および表示エレメント  
2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU および S7-300 バス用 5 V 電源 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 

 



 動作制御および表示エレメント 
 2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 
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動作モードスイッチ  

動作モードスイッチを使って CPU のモードを設定します。 

表 2- 15 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチを

この位置にします。動作モードスイッチによる完全再

起動には、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 



動作制御および表示エレメント  
2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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2.2.2 動作制御および表示エレメント： CPU 315-2 DP および CPU 317-2 DP 

CPU 315-2 DP および CPU 317-2 DP の動作制御および表示エレメント  
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番号 説明 
① ステータス表示およびエラ

ー表示： 
CPU 315-2 DP のバスエラー LED（1 
個）： 
CPU 317-2 DP のバスエラー LED（2 
個）：  

BF 
BF1、BF2 

② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 動作モードスイッチ 
④ 第 1 インターフェース X1（CPU 315-2 DP の場合 MPI、CPU 317-2 DP の場合 MPI/DP） 
⑤ 第 2 インターフェース X2（DP） 
⑥ 電源用ソケット 



 動作制御および表示エレメント 
 2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 
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CPU 315-2 DP のステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

BF 赤 第 2 インターフェース（X2）でのバスエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU および S7-300 バス用 5 V 電源 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

CPU 317-2 DP のステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

BF1 赤 第 1 インターフェース（X1）でのバスエラー 

BF2 赤 第 2 インターフェース（X2）でのバスエラー 

MAINT 黄 メンテナンス要求（機能なし） 

DC5V 緑 CPU および S7-300 バス用 5 V 電源 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求 

LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 



動作制御および表示エレメント  
2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 

 

動作モードスイッチ  

動作モードスイッチを使用して、CPU の現在の動作モードを設定できます。  

表 2- 16 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチを

この位置にします。動作モードスイッチによる完全再

起動には、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 



 動作制御および表示エレメント 
 2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 
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2.2.3 動作制御および表示エレメント： CPU 315-2 PN/DP および 
CPU 317-2 PN/DP 

CPU 315-2 PN/DP および CPU 317-2 PN/DP の動作制御および表示エレメント  
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番号 説明 
① ステータス表示およびエラー表示 
② SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
③ 動作モードスイッチ 
④ MAC アドレスと 2D バーコード 
⑤ 第 1 インターフェース X1（MPI/DP） 
⑥ 電源用ソケット 
⑦ 第 2 インターフェース X2 (PN)、2 つのポートスイッチ付き 
⑧ PROFINET ポート 2 

ポート 2 の状態は 2 色 LED（緑/黄）によって表示されます: 
 LED が緑色に点灯: パートナーがリンクを利用できる 
 LED が黄色に変わる: アクティブなデータトラフィック（RX/TX） 
R: メディアリダンダンシーにリングトポロジーを建てあげるリングポート 

⑨ PROFINET ポート 1 
ポート 2 の状態は 2 色 LED（緑/黄）によって表示されます: 
 LED が緑色に点灯: パートナーがリンクを利用できる 
 LED が黄色に変わる: アクティブなデータトラフィック（RX/TX） 
R: メディアリダンダンシーにリングトポロジーを建てあげるリングポート 



動作制御および表示エレメント  
2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
70 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

ステータス表示およびエラー表示 

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

BF1 赤 第 1 インターフェース（X1）でのバスエラー 

BF2 赤 第 2 インターフェース（X2）でのバスエラー 

緑 該当するポートの接続は有効 LINK/RX/TX 

黄 該当するポートでのデータの受信/送信 

MAINT 黄 メンテナンス要求 

DC5V 緑 CPU および S7-300 バス用 5 V 電源 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット 

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。  
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。 

 



 動作制御および表示エレメント 
 2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 
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動作モードスイッチ  

動作モードスイッチを使用して、CPU の現在の動作モードを設定できます。 

表 2- 17 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこ

の位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動

には、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書「CPU 
31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブル解

決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 



動作制御および表示エレメント  
2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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2.2.4 動作制御および表示エレメント： CPU 319-3 PN/DP 

動作制御および表示エレメント  
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番号 名称 
① バスエラー用表示 
② ステータス表示およびエラー表示 
③ SIMATIC マイクロメモリカード用スロット、イジェクタ付き 
④ 動作モードスイッチ 
⑤ 第 3 インターフェース X3 (PN)、2 つのポートスイッチ付き 
⑥ MAC アドレス 
⑦  緑の LED ポート 1  

LED の名称： LINK 
LED が緑色に点灯: パートナーがリンクを利用できる 

⑧ PROFINET ポート 1  
R: メディアリダンダンシーにリングトポロジーを建てあげるリングポート 

⑨ 黄の LED ポート 1  
LED の名称： RX/TX 
LED が黄色に点灯: アクティブなデータトラフィック（RX/TX） 

⑩ 緑の LED ポート 2  
LED の名称： LINK 
LED が緑色に点灯: パートナーがリンクを利用できる 

⑪ PROFINET ポート 2  
R: メディアリダンダンシーにリングトポロジーを建てあげるリングポート 

⑫ 黄の LED ポート 2  
LED の名称： RX/TX 
LED が黄色に点灯: アクティブなデータトラフィック（RX/TX） 

⑬ 電源用ソケット 
⑭ 第 1 インターフェース X1（MPI/DP） 
⑮ 第 2 インターフェース X2（DP） 



動作制御および表示エレメント  
2.2 標準 CPU（CPU 31x）の動作制御および表示エレメント 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
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ステータス表示およびエラー表示  

 

LED の名称 色 意味 

SF 赤 ハードウェア/ソフトウェアエラー 

BF1 赤 第 1 インターフェース（X1）でのバスエラー 

BF2 赤 第 2 インターフェース（X2）でのバスエラー 

BF3 赤 第 3 インターフェース（X3）でのバスエラー 

LINK1 緑 第 3 インターフェース（X3）の該当するポートの接続は有

効 

RX/TX1 黄 第 3 インターフェース（X3）の該当するポートでのデータ

の受信/送信 

MAINT 黄 メンテナンス要求 

DC5V 緑 CPU および S7-300 バス用 5 V 電源 

FRCE 黄 LED が点灯： 有効な強制要求ジョブ 
LED が 2 Hz で点滅： ノード機能の点滅テスト 

RUN 緑 CPU は RUN にあります 

LED は起動時は 2 Hz、停止時は 0.5 Hz で点滅します。 

STOP 黄 CPU は STOP または HALT にある、または起動していま

す。 

LED は、完全再起動要求時は 0.5 Hz、完全再起動中は 
2 Hz で点滅します。 

1 CPU 319-3 PN/DP の場合、LED は RJ45 ソケットに直接付けられてており、文字が

記されていません。 

SIMATIC マイクロメモリカード用スロット  

メモリモジュールとして、SIMATIC マイクロメモリカードを使用しています。 マイク

ロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用でき

ます。 
 

 注記 
これらの CPU はロードメモリを内蔵していないため、動作させるためには SIMATIC 
マイクロメモリカードを CPU に挿入する必要があります。  
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動作モードスイッチ  

動作モードスイッチを使用して、CPU の現在の動作モードを設定できます。 

表 2- 18 動作モードスイッチの位置 

位置 意味 説明 

RUN RUN モード CPU はユーザープログラムを処理します。 

STOP STOP モード CPU はユーザープログラムを処理しません。 

MRES 完全再起動 CPU の完全再起動する際は、動作モードスイッチをこ

の位置にします。動作モードスイッチによる完全再起動

には、特別な操作手順が必要です。 

電源用ソケット 

各 CPU は、電源供給用として 2 ピンのソケットを使用できます。このソケットには出

荷時に既にスクリュ接続部付きコネクタがプラグインされています。 

備考 

● CPU の動作モード：STEP 7 のオンラインヘルプ 

● CPU の完全再起動に関する情報：取扱説明書「CPU 31xC および CPU 31x」、

「スタートアップ」、「モジュールのスタートアップ」、「CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動」 

● エラーまたは診断時における LED の表示状態に関する詳細：取扱説明書

「CPU 31xC および CPU 31x」、「テストファンクション」、「診断およびトラブ

ル解決」、「ステータスおよびエラーの LED 表示による診断」 
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通信 3
3.1 インターフェース 

3.1.1 マルチポイントインターフェース（MPI） 

可用性  

ここに記載したすべての CPU は、MPI インターフェースを使用可能です。  

CPU が MPI/DP インターフェースを装備している場合は、納品時には  
 MPI インターフェースとしてパラメータ設定されています。  

特性 

 MPI（マルチポイントインターフェース）は、CPU の PG/OP へのインターフェース、

または MPI サブネットの通信用インターフェースです。 

プリセットされたボーレートは、すべての CPU で 187.5 k ビット/秒です。 S7-200 と
の通信用として、19.2 k ビット/秒に設定することもできます。 最大 12 M ビット/秒ま

でのボーレートが、 
CPU 314C-2 PN/DP、CPU 315-2 PN/DP、CPU 317-2、CPU 319-3 PN/DP で可能です。 

CPU は MPI インターフェースに対して、設定されたバスパラメータ（転送レートな

ど）を自動送信します。 これにより、例えばプログラミング装置が正しいパラメータ

を与えられ、自動的に MPI サブネットに固定されます。 
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MPI を介して接続可能な装置  

● PG/PC 

● OP/TP 

● MPI インターフェース付き S7-300/S7-400 

● S7-200（19.2 k ビット/秒のみ） 

通知 
 

 

動作中は、MPI サブネットには PG だけしか接続できません。  
その他のノード（例：OP、TP、など）を 稼動中に MPI サブネットに接続しない

でください。これを守らないと、転送されたデータが妨害パルスによって歪曲され

たり、グローバルデータパケットが失われたりすることがあります。 

クロックタイム同期 

CPU の MPI インターフェースを介してクロックタイム同期が可能です。 これについて

の詳細は装置マニュアル CPU 31x および CPU 31x、テクニカルデータ、「クロックタ

イム同期」の章を参照してください。 
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3.1.2 PROFIBUS DP 

可用性  

「DP」の付称のある CPU には、DP インターフェースが少なくとも 1 つ装備されてい

ます。 

CPU 314C-2 PN/DP、CPU 315-2 PN/DP、CPU 317-2 PN/DP には、MPI/DP インター

フェースがあります。 CPU 317-2 DP および CPU 319-3 PN/DP には MPI/DP インター

フェースのほか、さらに DP インターフェースがあります。 MPI/DP インターフェース

は、CPU 納品時には常に MPI インターフェースとして設定されています。 DP インタ

ーフェースを使用する場合は、STEP 7 において DP インターフェースとしてプランニ

ングを変更する必要があります。 

2 つの DP インターフェースを装備した CPU 用のモード  

表 3- 1 2 つの DP インターフェースを装備した CPU 用のモード 

MPI/DP インタフェース PROFIBUS DP インタフェース 

 MPI 

 DP マスタ 

 DP スレーブ 1 

 パラメータ設定されていません 

 DP マスタ 

 DP スレーブ 1 

1 両方のインターフェースに同時に DP スレーブがあることは認められません 
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特性 

PROFIBUS DP インターフェースは、主にリモート I/O の接続に使用されます。 
PROFIBUS DP を使用して、拡張されたサブネットなどを確立できます。 

PROFIBUS DP インターフェースはマスタまたはスレーブとして構成でき、12 M ビッ

ト/秒までの転送が可能です。 

CPU は、マスタとして動作する PROFIBUS-DP インターフェースから、設定されたバ

スパラメータ（転送レートなど）を送ります。 これによりたとえばプログラミング装

置に正しいパラメータが付与され、PG を使用してのさらなる設定を行わずにオンライ

ン接続することができます。 バスパラメータの送信は、プランニングで切り換え可能

です。 
 

 注記 
（スレーブ動作の DP インターフェースに対してのみ） 
STEP 7 の DP インターフェースのプロパティで「テスト/スタートアップ/ルーティン

グ」のチェックボックスを無効にした場合、お客様によってパラメータ設定された転送

レートは無視され、自動的にマスタの転送レートに応じた設定になります。 その場合

は、このインターフェース経由のルーティング機能は利用できなくなります。 
 

PROFIBUS DP を介して接続可能な装置  

● PG/PC 

● OP/TP 

● DP スレーブ 

● DP マスタ 

● アクチュエータ/センサ 

● PROFIBUS DP インターフェース付き S7-300/S7-400 

クロックタイム同期 

CPU の PROFIBUS DP インターフェースを介してクロックタイム同期が可能です。 こ
れについての詳細は装置マニュアル CPU 31x および CPU 31x、テクニカルデータ、

「クロックタイム同期」の章を参照してください。 
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備考 

PROFIBUS についての詳細情報は、インターネットサイト (http://www.profibus.com)を
参照してください。 

3.1.3 PROFINET 

「PN」の付称のある CPU には、PROFINET インターフェースが 1 つ装備されていま

す。  

CPU31x PN/DP V3.1 以降の PROFINET インターフェースには、2 つのポートを備えた

スイッチが内蔵されています。 

スイッチ内蔵の PROFINET 装置に関する特記事項: 

● システムをバストポロジで構築可能 

● リングポートのポート１と２(P1 R、P2 R)として識別されているポートは、リング

トポロジーとして構築するのが可能です。 

● 追加のスイッチを用いることなく PG あるいは HMI 装置を 1 つ接続 

CPU < V3.1 との互換性  

CPU < V3.1 を 2 つのポートを備えた CPU と取り替えた後にも、既存の CPU プランニ

ングを利用できます。 

この際、次のことが該当します: 

● RJ45 コネクタ付きイーサネットケーブルは、新しい CPU のポート 1 に接続してく

ださい。 

ポート 1 は、既存の CPU プランニングの PROFINET インターフェースポートのプ

ランニングを使用します。 既存の CPU プランニングにおいて、ポートに対し転送

の種類がセットされており、オートネゴシエーションが無効化されている場合には、

ポート 1 はスイッチポートとしてではなく引き続き端末ポートとして作動します。 
CPU インターフェースは機能しますが、スイッチとしてです。つまり、一つのポー

トから別のポートへのイーサネットテレグラムの送信が確立されています。 

● ポート 2 はデフォルトのパラメータで起動します 

http://www.profibus.com/�
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CPU のプランニングを変更せずに CPU を変更する際の特記事項: 

● ポート 2 は診断不可能です。なぜなら、このポートはデフォルトパラメータで起動

し、固有の診断アドレスが与えられないからです。 

  注記 
ポート 2 を診断可能な状態にするか、プランニングを変更する（近隣関係、あるい

は転送媒体/二重通信のプランニングなど）には、ハードウェア設定で古い CPU の
新しい CPU への交換を行なう必要があります。 

工業用イーサネットへの接続確立 

工業用イーサネットへの接続を確立する場合は、CPU の内蔵 PROFINET インターフェ

ースにより実現可能です。 

CPU の内蔵 PROFINET インターフェースは MPI によっても、また PROFINET インタ

ーフェースによってもプランニング可能です。 

PROFINET（PN）を介して接続可能な装置  

● PROFINET IO コントローラ 

● PROFINET IO デバイス（例：ET 200S のインターフェースモジュール IM 151-3 
PN） 

● PROFINET CBA コンポーネント 

● PROFINET インターフェースのある S7-300/S7-400（例：CPU 317-2 PN/DP また

は CP 343-1） 

● 有効なネットワークコンポーネント（例：スイッチ） 

● イーサネットネットワークカード装備の PG/PC 

● IE/PB リンク 
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PROFINET インターフェースの特性 

 

特性 

IEEE 規格 802.3 

2 x RJ45 コネクタの仕様 

スイッチ、2 つのポート付き（CPU V3.1 
以降） 

転送速度 最大 100 M ビット/秒 

メディア ツイストペアケーブル Cat5（100 BASE-
TX） 

メディアの冗長度 IEC 61158 による 
 

 注記 
PROFINET コンポーネントのネットワーク化 
PROFINET コンポーネントのネットワーク化にハブに代えてスイッチを使用すること

で、バス通信の接続解除が各段に向上し、これにより特にバス負荷が高い場合の実行時

間動作が改善されます。 PROFINET CBA を周期的な PROFINET 接続により使用する

場合には、所定のパフォーマンスを維持するためにはスイッチを使用することが前提条

件となります。 周期的な PROFINET 接続では、100 M ビットの全二重動作が必ず必要

になります。 
PROFINET IO では、スイッチと 100 M ビットの全二重動作が必ず必要になります。 
IRT で作動する PROFINET IO 用に、スイッチを含むすべての PROFINET 装置は同期

ドメインで IRT に対応していなければなりません。 

ポートのアドレス指定  

PROFINET インターフェースの各ポートの診断のためには、各ポートが診断アドレス

を持っていなければなりません。 アドレス指定は「ハードウェア設定」で行います。 
必要な情報はシステムマニュアル PROFINET システムマニュアルにあります。 

ユーザプログラムにおいて確認された問題を診断するため、診断メッセージ（エラーお

よびメンテナンス情報）は OB 82 でイネーブルし（「ハードウェア設定」でイネーブ

ル）、ついで SFB 54 などにより評価することができます。 更に診断を継続するため

の種々のデータセット（SFB 52 により読み出し）およびシステムステータスリスト

（SFC 51 により読み出し）も利用できます。 

同様に STEP 7 における診断も可能です（通信診断、ネットワーク接続、イーサネット

統計、IP パラメータ等々）。 
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送信サイクルおよび更新時間  

PROFINET IO サブネットでは、コントローラとデバイスを同一の送信サイクルで動作

させることができます。 コントローラの高速な送信サイクルをサポートしていないデ

バイスに対しては、可能な送信サイクルへの調整が行われます。 したがって例えば送

信サイクル 250 マイクロ秒で動作する CPU 319-3 PN/DP（IO コントローラ）では送信

サイクル 250 マイクロ秒のデバイスも 1 ミリ秒のデバイスも作動させることができま

す。  

デバイスの更新時間のパラメータ設定は、比較的広範囲に行うことができます。 この

範囲も送信サイクルによって変化します。  

CPU 31x PN/DP の更新時間  

以下の更新時間のパラメータ化が可能です： 

 
リアルタイム通信 送信サイク

ル 
 更新時間 

250 μs ⇒ 250 µs ～ 128 ms 
500 μs ⇒ 500 µs ～ 256 ms 
1 ms ⇒ 1 ms ～ 512 ms 
2 ms ⇒ 2 ms ～ 512 ms 

RT では: 

4 ms ⇒ 4 ms ～ 512 ms 
    

250 μs ⇒ 250 µs ～ 128 ms 
500 μs ⇒ 500 µs ～ 256 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリテ

ィ」のある IRT、最大 
 1 ms ⇒ 1 ms ～ 512 ms 
    

250 μs ⇒ 250 µs ～ 4 ms 
500 μs ⇒ 500 µs ～ 8 ms 
1 ms ⇒ 1 ms ～ 16 ms 
2 ms ⇒ 2 ms ～ 32 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリテ

ィ」のある IRT、最大 

4 ms ⇒ 4 ms ～ 64 ms 

 

最小更新時間は動作するデバイスの数、プランニングされた有効データ数および 
PROFINET IO の通信への配分に依存します。 この依存性は、プランニングの際に 
STEP 7 によって自動的に考慮されます。 
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そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT、最大  
「ハイパフォーマンス」付き IRT には「偶数」の送信サイクル(250 マイクロ秒、 
500 マイクロ秒、1 ミリ秒、2 ミリ秒、4 ミリ秒)の他に、250 マイクロ秒 ～ 4 ミリ秒の

範囲内で、125 マイクロ秒の任意の倍数が「奇数」の送信サイクルで調節することがで

きます（375 マイクロ秒、625 マイクロ秒 ～ 3.875 ミリ秒）。 
「奇数」の送信サイクルには全ての PROFINET IO デバイスが有効です。 
● 更新時間 = 送信サイクル 
● RT デバイスによる「ハイパフォーマンス」付き IRT に何も加えないことは可能で

す 
 

通知 
 

スイッチ内蔵 CPU の場合、完全再起動/ファームウェア更新/電源 OFF は通信中断の

原因となります。  
完全再起動、ファームウェアの更新、および電源 OFF 時には、PROFINET インター

フェースが内蔵スイッチとともにシャットダウンされることに注意してください。 
CPU がバス構成の中にプランニングされている場合、後続の装置への通信は中断され

ます。 
 

備考 
● CPU の内蔵 PROFINET インターフェースのプランニング方法に関しては、操作説

明書 S7-300、CPU 31xC および CPU 31x 構成を参照してください。 
● PROFINET に関する詳細情報は、システムの説明 PROFINET を参照してください 

(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja)。  
● イーサネット、ネットワーク構築およびネットワークコンポーネントに関する詳細

情報は、マニュアル SIMATIC NET： ツイストペアケーブルおよび光ファイバネッ

ワークがインターネットサイト 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/8763736)にありますので、こ

ちらを参照してください。 
● CBA（コンポーネントベースオートメーション、Component Based Automation）

に関する詳細情報は、インターネットサイト 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/18403908)にあるチュートリア

ル コンポーネントベースオートメーション、システムを稼働させるを参照してくだ

さい。 
● PROFINET についての詳細情報は、インターネットサイト 

(http://www.profibus.com)を参照してください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/8763736�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/18403908�
http://www.profibus.com/�
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3.1.3.1 ポートプロパティのプランニング 

STEP 7 の PROFINET インターフェースのポートプロパティをプランニング  

弊社製装置の PROFINET インターフェースは、デフォルトでは「自動設定」(オートネ

ゴシエーション) にプリセットされています。 CPU 31x PN/DP の PROFINET インター

フェースに接続されているすべての装置についても、動作モード「オートネゴシエーシ

ョン」に設定されていることを確かめてください。 これは標準の PROFINET コンポー

ネント / イーサネットコンポーネントのデフォルト設定です。 

動作モード「自動設定」（オートネゴシエーション）をサポートしていない装置を 
CPU 31x PN/DP の PROFINET インターフェースに接続する場合、あるいは装置に

「自動設定」（オートネゴシエーション）以外の設定を選択する場合は、以下の点に注

意してください: 

● PROFINET IO と PROFINET CBA は 100 M ビット/秒 全二重の動作を必要とします。

つまり CPU 31x PN/DP の PROFINET インターフェースを PROFINET IO / CBA と
イーサネットの通信に同時に使用する場合、「自動設定」（オートネゴシエーショ

ン）のほかに、インターフェースの設定は 100 M ビット/秒 全二重のみが認められ

るということです。 

● CPU 31x PN/DP の PROFINET インターフェースをイーサネット通信のみに使用す

る場合、「自動設定」（オートネゴシエーション）のほかに 100 M ビット/秒 全二

重あるいは 10 M ビット/秒 全二重が可能です。 半二重モードの設定は、いかなる

場合でも認められません。 

背景： 例えば CPU 31x PN/DP の PROFINET インターフェースに、「10 M ビット/秒 
半二重」にセットされているスイッチが接続されている場合、CPU 31x PN/DP は「オ

ートネゴシエーション」設定によってパートナー装置の設定に適応します。これは、通

信が事実上「10 M ビット/秒 半二重」で行なわれることを意味します。 PROFINET IO 
と PROFINET CBA は 100 M ビット/秒 全二重の動作を必要とするため、この動作モー

は認められない可能性があります。 
 

 注記 
優先的に作動させるべき IO デバイスのポートをプランニングするためには、

PROFINET システム説明書の特記事項を参照してください。 
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PROFINET インターフェースのポートの無効化  

STEP 7 のハードウェア設定で、PROFINET インターフェースのポートを無効化できま

す。 デフォルトでは、有効になっています。 

PROFINET インターフェースの無効化されたポートを通じて CPU にアクセスすること

はできません。 

無効化されたポートを通じて PG/OP 機能、オープン IE 通信または S7 通信のような通

信機能を利用することはできませんのでご注意ください。 

ポートのアドレス指定  

PROFINET インターフェースの各ポートの診断のためには、各ポートが診断アドレス

を持っていなければなりません。 アドレス指定はハードウェア設定で行います。 
必要な情報は PROFINET システムマニュアルにあります。 

ユーザプログラムにおいて確認された問題を診断するため、診断メッセージ（エラーお

よびメンテナンス情報）は OB 82 でイネーブルし（ハードウェア設定でイネーブル）、

ついで SFB 54 などにより評価することができます。 更に診断を継続するための種々

のデータセット（SFB 52 により読み出し）およびシステムステータスリスト（SFC 51 
により読み出し）も利用できます。 

同様に STEP 7 における診断も可能です（通信診断、ネットワーク接続、イーサネット

統計、IP パラメータ等々）。 
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3.1.4 ポイントツーポイント (Point to Point - PtP） 

可用性  

追加記号「PtP」の付けられた CPU には、PtP インターフェースが 1 つ装備されてい

ます。 

特性 

PtP インターフェースを介して、CPU をシリアルインターフェースを装備した外部装

置と接続することができます。 この場合、全二重動作（RS 422）では最大 19.2 k ビッ

ト/秒まで、半二重動作（RS 485）では最大 38.4 k ビット/秒までの転送レートが可能

です。 

転送レート 

● 半二重： 38.4 k ビット/秒 

● 全二重： 19.2 k ビット/秒 

ドライバ 

ポイントツーポイント接続用として、これらの CPU には以下のドライバが装着されて

います。 

● ASCII ドライバ 

● プロシージャ 3964 （R） 

● RK 512（CPU 314C-2 PtP のみ） 

PtP を介して接続可能な装置 

シリアルインターフェース付き装置：バーコード読取り器、プリンタなど 

備考 

マニュアル CPU 31xC： テクノロジファンクション 
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3.2 通信サービス 

3.2.1 通信サービスの概要 

通信サービスの選択  

 

希望する機能に応じて、通信サービスを選択する必要があります。 選択された通信サ

ービスは、以下に影響を与えます。 

● 使用するファンクション 

● S7 接続が必要かどうか 

● 接続確立の時点 

ユーザインターフェースは種類が多く（SFC、SFB、...）、使用するハードウェア

（SIMATIC-CPU、PC、...）にも左右されます。 

通信サービスの概要 

以下の表は CPU の使用可能な通信サービスの概要です。 

表 3- 2 CPU の通信サービス 

通信サービス 機能 S7 接続は下記により下記

の時点で確立 
MPI 
経由 

DP 経
由 

PtP 
経由 

PN 
経由

PG 通信 スタートアップ、テス

ト、診断 
この通信サービスが使用

される瞬間に PG により 
X X – X 

OP 通信 動作制御と観測 スイッチ ON 時に OP に
より  

X X – X 

S7 基本通信 データ交換 ブロックによりプログラ

ミングされる（SFC のパ

ラメータ） 

X X – – 

S7 通信 サーバおよびクライア

ントとしてのデータ交

換： 接続のプランニン

グが必要 

スイッチ ON 時にアクテ

ィブなパートナーにより 
サー

バと

して

のみ 

サー

バと

して

のみ 

– X 



通信  
3.2 通信サービス 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
90 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

通信サービス 機能 S7 接続は下記により下記

の時点で確立 
MPI 
経由 

DP 経
由 

PtP 
経由 

PN 
経由

グローバルデータ通

信 
データの周期的な交換

（フラグなど） 
S7 接続は不要 X –  – – 

PG ファンクションの

ルーティング 

（ 
DP または 
PROFINET インター

フェース付き CPU の
み） 

ネットワーク制限を超

えたテストや診断など 
この通信サービスが使用

される瞬間に PG により 
X X – X 

ポイントツーポイン

ト接続 
シリアルインターフェ

ースによるデータ交換 
S7 接続は不要 – – X – 

PROFIBUS DP マスタとスレーブ間の

データ交換 
S7 接続は不要 – X – – 

PROFINET CBA コンポーネントベース

通信によるデータ交換 
S7 接続は不要 – – – X 

PROFINET IO IO コントローラと IO 
デバイス間のデータ交

換 

S7 接続は不要 – – – X 

ウェブサーバ 診断 S7 接続は不要 – – – X 

SNMP 

（Simple Network 
Management 
Protokoll） 

ネットワーク診断およ

びネットワークパラメ

ータ設定用標準プロト

コル 

S7 接続は不要 – – – X 

TCP/IP によるオープ

ンな通信 
TCP/IP プロトコルに

よる工業用イーサネッ

トを介してのデータ交

換（ロード可能な FB 
による） 

S7 接続は不要、ロード可

能な FB によりプログラ

ミングされる 

– – – X 

ISO on TCP によるオ

ープンな通信 
ISO on TCP プロトコ

ルによる工業用イーサ

ネットを介してのデー

タ交換（ロード可能な 
FB による） 

S7 接続は不要、ロード可

能な FB によりプログラ

ミングされる 

– – – X 
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通信サービス 機能 S7 接続は下記により下記

の時点で確立 
MPI 
経由 

DP 経
由 

PtP 
経由 

PN 
経由

UDP によるオープン

な通信 
UDP プロトコルによる

工業用イーサネットを

介してのデータ交換

（ロード可能な FB に
よる） 

S7 接続は不要、ロード可

能な FB によりプログラ

ミングされる 

– – – X 

データセット・ルー

ティング 
MPI または PROFINET 
インターフェースで使

用されるエンジニアリ

ングシステムによる 
PROFIBUS DP のフィ

ールド装置のパラメー

タ設定および診断など

（例：PDM） 

パラメータ設定ツールに

よるフィールド装置への

アクセス時 

X X – X  

ブロードキャストメッ

セージ 
S7 接続は不要 X X – –  

クロックタイム同期 
NTP プロトコル S7 接続は不要 – – – X 

下記も参照 
S7 接続リソースの割り当ておよび使用可能性 (ページ 119) 
ルーティングの際の接続リソース (ページ 122) 

3.2.2 PG 通信 

特性  
PG 通信を使用して、エンジニアリングステーション（PG、PC など）と通信能力のあ

る SIMATIC モジュール間でデータを交換します。 通信サービスは MPI サブネット、

PROFIBUS サブネットおよび工業用イーサネットサブネットを経由して実行できます。 
また、サブネット間の切り換えもサポートされます。  
PG 通信は、プログラムとコンフィグレーションデータのロード、および診断情報によ

るテストと評価の実行のために必要となるファンクションを可能にします。 これらの

ファンクションは、SIMATIC S7 モジュール 
のオペレーティングシステムに組み込まれています。 
1 つの CPU は、1 つまたは複数の PG に対して同時に複数のオンライン接続を維持す

ることができます。 
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3.2.3 OP 通信 

特性  

OP 通信により、オペレータステーション（OP、TP など）と通信能力のある SIMATIC 
モジュール間でデータを交換します。 通信サービスは MPI サブネット、PROFIBUS サ
ブネットおよび工業用イーサネットサブネットを経由して実行できます。 

OP 通信は、動作制御と観測のために必要となるファンクションを可能にします。 これ

らのファンクションは、SIMATIC S7 モジュールのオペレーティングシステムに組み込

まれています。 1 つの CPU は、1 つまたは複数の OP に対して同時に複数の接続を維

持することができます。 

ＯＰコミュニケーションは「BuB 優先のコミュニケーション」をアクティブにするこ

とによって大変加速的となりえます。 このためには、CPU サポートをこのファンクシ

ョン (CPU のテクニカルデータを参照)にします。 
 

 注記 
「BuB 優先のコミュニケーション」のインパクト  

 ユーザープログラムのデータの通常性を得ることが出来ません。 整合性はユーザー

プログラムによって確立されなければなりません（「データの調合製 (ペー

ジ 109)」を参照）。 

 サイクルタイムは延長されます 
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3.2.4 S7 基本通信 

特性 

S7 基本通信により、S7 ステーション内で S7-CPU と通信可能な SIMATIC モジュール

の間でデータを交換します（認知されたデータ交換） データ交換はプランニングされ

ていない S7 接続経由で行なわれます。 このサービスは、MPI サブネット経由またはフ

ァンクションモジュール（FM）内で可能です。 

S7 基本通信は、データ交換のために必要となるファンクションを可能にします。 これ

らのファンクションは CPU のオペレーティングシステムに組み込まれています。 ユー

ザはこのサービスをユーザインターフェース「システムファンクション（SFC）」で使

用することができます。 

備考 

詳細情報 

● SFC についてはオペレーションリストを参照してください。 
詳細な説明は STEP 7 オンラインヘルプまたはリファレンスマニュアルシステムフ

ァンクションおよび標準ファンクションに記載されています。 

● 通信に関しては、マニュアル SIMATIC による通信を参照してください。 
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3.2.5 S7 通信 

特性 

S7 通信では、CPU は基本的にサーバまたはクライアントであることが可能です。 以
下の区別があります。 

● 片側をプランニングされた接続（PUT/GET 用のみ） 

● 両側をプランニングされた接続（USEND、URCV、BSEND、BRCV、PUT、
GET） 

ただし、使用可能な機能は CPU によって異なります。 したがって、CP を使用する必

要がある場合があります。 

表 3- 3 方側/両側をプランニングされた接続での S7 通信におけるクライアントとサー

バ 

CPU 片側をプランニングさ

れた接続でのサーバと

しての使用 

両側をプランニングさ

れた接続でのサーバと

しての使用 

クライアントとしての

使用 

31xC ≥ 
V1.0.0 

一般的に、ユーザイン

ターフェースの 
プログラミングのない

MPI/DP インターフェ

ースで可能 

CP およびロード可能

な FB を使用した場合

のみ可能 

CP およびロード可能

な FB を使用した場合

のみ可能 

31x ≥ V2.0.0 一般的に、ユーザイン

ターフェースの 
プログラミングのない 
MPI/DP インターフェ

ースで可能 

CP およびロード可能

な FB を使用した場合

のみ可能 

CP およびロード可能

な FB を使用した場合

のみ可能 

31x ≥ V2.0.0 一般的に、ユーザイン

ターフェースの 
プログラミングのない 
MPI/DP/PN インター

フェースで可能 

 ロード可能な FB 
を使用した 
PROFINET で可能

または 

 CP およびロード可

能な FB を使用 

 ロード可能な FB 
を使用した 
PROFINET で可能

または 

 CP およびロード可

能な FB を使用 

ユーザインターフェースは、STEP 7 の通信ブロックにある標準ライブラリの標準ファ

ンクションブロック（FB）で実現します。 
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備考 
通信に関する詳細については、マニュアル SIMATIC による通信を参照してください。 

3.2.6 グローバルデータ通信（MPI のみ） 

特性  
グローバルデータ通信により、 MPI サブネット（例：E、A、M）を介して 
SIMATIC S7-CPU 間でグローバルデータを周期的に交換します（未確認データ交換）。 
データは 1 つの CPU から同時に MPI サブネット内の全ての CPU に送られます。 この

ファンクションは CPU のオペレーティングシステムに組み込まれています。 

パルス基準係数 
パルス基準係数は、GD 通信が何サイクルに分割されるかを示します。 パルス基準係数

はグローバルデータ通信のプランニングの際に、STEP 7 内で設定することができます。 
例えばパルス基準係数を 7 にすると、グローバルデータ通信は全て 7 サイクルになり

ます。 これにより CPU の負荷は軽減されます。 

送信条件と受信条件 
GD 回路を介しての通信では、以下の条件を守ってください。 

● GD パケットのトランスミッタに適用されるもの： 
パルス基準係数トランスミッタ x サイクルタイムトランスミッタ ≥ 60 ms 

● GD パケットのレシーバに適用されるもの： 
パルス基準係数レシーバ x サイクルタイムレシーバ 
< パルス基準係数トランスミッタ x サイクルタイムトランスミッタ 

この条件が満たされないと、GD パケットが失われる可能性があります。 その理由は以

下の通りです。 

● GD 回路中の「最小」 CPU の能力 

● グローバルデータの送信と受信は、トランスミッタとレシーバにより非同期に行わ

れる 
STEP 7 で 選択が「毎回の CPU サイクル後に送信」で、かつ CPU サイクルが短い（< 
60 ms）場合、CPU の未送信の GD パケットがオペレーティングシステムによって上

書きされることがあります。 その GD パケットが STEP 7 でプランニングされたもの

である場合、グローバルデータの喪失は GD 回路のステータス画面に表示されます。 
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CPU の GD リソース 

表 3- 4 CPU の GD リソース 

パラメータ S7-300 の全 CPU 

CPU ごとの GD 回路の数 最大 8 個 

GD 回路ごとの送信 GD パケットの数 最大 1 個 

全 GD 回路に対する送信 GD パケットの数 最大 8 個 

GD 回路ごとの受信 GD パケットの数 最大 1 個 

全 GD 回路に対する受信 GD パケットの数 最大 8 個 

GD パケットごとのデータ長 最大 22 バイト 

一貫性 最大 22 バイト 

最小パルス基準係数（デフォルト） 1 (8) 

3.2.7 ルーティング 

特性  

V5.1 + SP 4 以降の STEP 7 では、PG/PC によりサブネット境界を超えて S7 ステーシ

ョンへのアクセスが可能です。その結果、以下のことが可能となります。 

● ユーザプログラムのロード、 

● ハードウェア設定のロードまたは 

● テストや診断ファンクションの実行 

  注記 
CPU を I スレーブとして使用する場合、ルーティングファンクションは DP インタ

ーフェースがアクティブに切り換えられている場合にのみ可能です。 STEP 7 の DP 
インターフェースのプロパティで、チェックボックス「テスト、スタートアップ、

ルーティング」を有効にしてください。 詳細情報はマニュアル STEP7 によるプロ

グラミングまたは直接 STEP7 オンラインヘルプを参照してください。 
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ルーティング ゲートウェイ： MPI - DP  

あるサブネットから 1 つあるいは複数の他のサブネットへの切り換えポイントは、該当

するサブネットへのインターフェースを持った SIMATIC ステーション内にあります。 
下図は、サブネット 1 とサブネット 2 間のルータとしての CPU 1（DP マスタ）を示し

ています。 

 

下図は、MPI から PROFIBUS を経由して PROFINET へアクセスする経路を示してい

ます。 CPU 1 （例：315-2 DP）はサブネット 1 とサブネット 2  
間のルータ、CPU 2 はサブネット 2 とサブネット 3 間のルータです。 
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ルーティング ゲートウェイ： MPI - DP - PROFINET 
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ルーティングの接続数  

DP インターフェースを装備した CPU では、ルーティングファンクション用に使用で

きる接続数は機種ごとに異なります。 

表 3- 5 DP-CPU のルーティング接続数 

CPU 以下のファームウェア

以降 
ルーティングの接続数 

31xC、CPU 31x 2.0 最大 4 個 

インターフェース X1 ： 

 MPI としてプランニングされて

いる場合： 最大 10 

 DP マスタ： 最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）と

してプランニングされている場

合：最大 14 

317-2 DP 3.3 

インターフェース X2： 

 DP マスタとしてプランニング

されている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）と

してプランニングされている場

合：最大 14 

インターフェース X1： 

 MPI としてプランニングされて

いる場合：最大 10 

 DP マスタとしてプランニング

されている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）と

してプランニングされている場

合：最大 14 

31x-2 PN/DP 2.2 

インターフェース X2： 

 PROFINET としてプランニン

グされている場合：最大 24 
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CPU 以下のファームウェア

以降 
ルーティングの接続数 

インターフェース X1： 

 MPI としてプランニングされて

いる場合：最大 10 

 DP マスタとしてプランニング

されている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）と

してプランニングされている場

合：最大 14 

314C-2 PN/DP 3.3 

インターフェース X2： 

 PROFINET としてプランニン

グされている場合：最大 24 

インターフェース X1： 

 MPI としてプランニングされて

いる場合：最大 10 

 DP マスタとしてプランニング

されている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）と

してプランニングされている場

合：最大 14 

インターフェース X2： 

 DP マスタとしてプランニング

されている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）と

してプランニングされている場

合： 最大 14 

319-3 PN/DP 2.4 

インターフェース X3： 

 PROFINET としてプランニン

グされている場合： 最大 48 
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前提条件  

● ステーションのモジュールが「ルーティング対応」であること（CPU または CP）。 

● ネットワーク設定がプロジェクト限界を超えないこと。 

● プロジェクトの全ネットワーク設定に関する現在の「知識」を含んだプランニング

情報が、モジュールによってロードされていること。 

理由： ゲートウェイに関与する全てのモジュールは、どのサブネットにどの経路に

より到達可能であるかについての情報を受け取る必要がある（= ルーティング情

報）。 

● ゲートウェイを介しての接続の構築に使用する PG/PC は、ネットワークプランニ

ングにおいてそれが物理的に接続されているネットワークに対して割り当てられて

いること。 

● CPU がマスタとしてコンフィグレーションされていること。あるいは 

● CPU をスレーブとして設定するには、STEP 7 の DP スレーブ用 DP インターフェ

ースのプロパティにおいてチェックボックス「テスト、セットアップ、ルーティン

グ」が有効になっている必要があります。 
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ルーティング テレサービスのアプリケーション例  

次の図は、使用例として PG による S7 ステーションのテレサービスを示しています。 
接続はサブネット境界を超えて、モデム接続により行うことができます。 

図の下半分は、STEP 7 におけるテレサービスがいかに容易にプランニングできるかを

示しています。 
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備考 

詳細情報 

● STEP 7 によるコンフィグレーションいついては、マニュアル STEP 7 によるハー

ドウェア設定および接続のプランニングを参照してください。 

● 通信に関しては、マニュアル SIMATIC による通信を参照してください。 

● テレサービスアダプタについての詳細情報は、インターネットサイト 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/20983182)を参照してください。 

● SFC については オペレーションリスト、 
詳細な説明は STEP 7 オンラインヘルプまたはリファレンスマニュアルシステムフ

ァンクションおよび標準ファンクションを参照してください。 

3.2.8 データセットルーティング 

可用性 

以下の CPU はデータセットルーティングをサポートしています： 

 

CPU 以下のバージョン以降で対応 

CPU 313C-2 DP V3.3 

CPU 314C-2 DP V3.3 

CPU 314C-2 PN/DP V3.3 

CPU 315-2 DP V3.0 

CPU 315-2 PN/DP V3.1 

CPU 317-2 DP V3.3 

CPU 317-2 PN/DP V3.1 

CPU 319-3 PN/DP V2.7 

 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/20983182�
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ルーティングとデータセットルーティング 

ルーティングにより、データはネットワークの境界を越えて移動します。 この際異な

るネットワークを通じて、トランスミッタからレシーバに情報が送られます。  

データセットルーティングは「通常のルーティング」を拡張したものです。対象となる

装置も装着されている PROFIBUS-DP サブネットにプログラミング装置が直接接続さ

れておらず、例えば CPU の PROFINET インターフェースに接続されている場合、

SIMATIC PDM などによって使用されます。 データセットルーティングで送られるデー

タには、関連するフィールド装置（スレーブ）用のパラメータ設定のほかに、目標値や

限界値などの装置特有の情報が含まれます。 目標アドレスの構造は、データセットル

ーティングにおいてはデータの内容、つまりデータが設定されているスレーブによって

決まります。  

PG が他のサブネットに目標スレーブとして割り当てられている場合、PG によって、

すでにフィールド装置に存在しているパラメーターセットもデータセットルーティング

を通じて読み込まれ、編集され、フィールド装置に再び送られます。 
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フィールド装置自体は保有するデータを転送しないため、データセットルーティングを

サポートする必要がありません。  

 

図 3-1 データセットルーティング 

下記も参照 

SIMATIC PDM についての詳細は、マニュアルプロセスデバイスマネージャを参照して

ください。  



通信  
3.2 通信サービス 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
106 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

3.2.9 クロックタイム同期 

はじめに  

CPU のインターフェースを介してクロックタイム同期が可能です。 その場合 CPU は、

クロックタイムマスタ（指定の同期間隔による）としてもクロックタイムスレーブとし

てもパラメータ設定することができます。  

初期設定： クロックタイム同期なし 

同期モードの設定 

ハードウェア設定の同期モードセットの仮想ダイアログは以下のとおりです： 

● AS（中心の周辺機器用バス）の中： タブ→診断/時計（MPI 用 DP インターフェー

スのない CPU 用） 

● DP インターフェース用 MPI / Dp インターフェースのため： タブ→時計 

● PROFINET インターフェースの特性: タブ→時間の同期 

インターフェース 

以下のインターフェースでは、クロックタイム同期が可能です: 

● MPI インターフェース 

CPU をクロックタイムマスタまたはクロックタイムスレーブとして設定することが

できます。 

● DP インターフェース 

CPU をクロックタイムマスタまたはクロックタイムスレーブとして設定することが

できます。 

● PROFINET インターフェース 

NTP プロセスの時間の同期、CPU クライアント： 

● 中央ユニットのオートメーションシステム 

CPU をクロックタイムマスタまたはクロックタイムスレーブとして設定することが

できます。 

  注記 
CPU はこれらのインターフェースのいずれか 1 つにおいてのみ、クロックタイムス

レーブとなり得ます。 
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クロックタイムスレーブとしての CPU  

CPU はクロックタイムスレーブとして同期テレグラムをクロックタイムマスタから受

信し、このクロックタイムを CPU の固有のクロックタイムとして採用します。 

クロックタイムマスタとしての CPU 

MPI インターフェースの CPU は、クロックタイムマスタとして接続されている MPI サ
ブネットの他のステーションの同期のため、パラメータ設定された同期間隔で同期テレ

グラムを送ります。 

前提条件：  CPU のクロックはデフォルト状態のままであってはなりません。 一度合

わせておく必要があります。 

クロックタイム同期をクロックタイムマスタとしてスタート: 

● クロックタイムを SFC 0 "SET_CLK" または PG 機能を通じて初めて合わせた後す

ぐ。 

● CPU が MPI/DP あるいは PROFINET インターフェースによってクロックタイムス

レーブとしてパラメータ設定されている場合は、他のクロックタイムマスタによる。 
 

 注記 
CPU の時計は呼ばれない： 

 配信のステータス 

 モードスイッチをファクトリーコンディションにリセットした後 

 ファームウエアーアップデートをした後 
 

 

例 1 

CPU が DP インターフェースのクロックタイムスレーブであるとき、同時に MPI イン

ターフェースおよび/またはオートメーションシステム内においてクロックタイムマス

タになることのみが可能です。 
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PROFINET を介してのクロックタイム同期  

CPU は PROFINET インターフェースでは、クロックタイムクライアントとして NTP
（Network Time Protocol、ネットワークタイムプロトコル）により動作させることがで

きます。 

初期設定： NTP 方式でのクロックタイム同期なし 

CPU 内のクロックを PROFINET 経由で同期させるには、オプション「クロックタイム

同期を NTP 方式でオンにする」を有効にする必要があります。 このオプションは、

PROFINET インターフェースのプロパティ「クロックタイム同期」にあります。 更に

NTP サーバの IP アドレスおよび同期間隔も入力する必要があります。 

適切な NTP サーバおよび NTP 方式の情報は、たとえば認可 ID: 17990844 で見ること

ができます。 
 

 注記 
PROFINET インターフェースはクロックタイムサーバとして用いることはできませ

ん、すなわち CPU は PROFINET の他のクロックを同期させることはできません。 
 

例 2 

CPU が PROFINET インターフェースを介したクロックタイム同期により NTP を介し

たクロックタイムサーバに同期している場合（クロックタイムスレーブとしてのファン

クションに相当）、その CPU は DP インターフェースおよび/または MPI インターフ

ェースあるいはオートメーションシステム内においてクロックタイムマスタとしてのみ

動作することができます。 

3.2.10 ポイントツーポイント接続 

特性  

ポイントツーポイント接続により、シリアルインターフェースを経由したデータ交換が

可能となります。 ポイントツーポイント接続は、オートメーション装置、コンピュー

タ、または通信能力のある他のシステム間で使用されます。 その際、通信パートナの

プロシージャへの適合も可能です。 
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備考 

詳細情報 

● SFC についてはオペレーションリスト、 
詳細な説明は STEP 7 のオンラインヘルプまたはリファレンスマニュアル「システ

ムファンクションおよび標準ファンクション」を参照してください。 

● 通信に関しては、マニュアル SIMATIC による通信を参照してください。 

3.2.11 データの一貫性 

特性 

データ領域は、オペレーティングシステムによって関連ブロックとして読み出し/書き

込みが可能な場合、一貫性をもちます。 装置間を一緒に転送されるデータは、1 つの処

理サイクルにおいて発生したものであり相互に依存し合うデータ、つまり一貫性のある

ものでなければなりません。 ユーザプログラムに共通のデータにアクセスするようプ

ログラミングされた通信ファンクション（例：X-SEND/ X-RCV）が存在する場合は、

このデータ領域へのアクセスは、パラメータ「BUSY」を介して自ら調整することがで

きます。  

PUT/GET ファンクションの場合 

例えば PUT/GET などの S7 通信ファンクション、あるいはサーバとして動作している 
CPU のユーザプログラム内のブロックを必要としない OP 通信を介した書き込み/読み

出しでは、すでにプログラミングの段階でデータの一貫性のサイズを考慮しなければな

りません。 S7 通信の PUT/GET ファンクションあるいは OP 通信を介した変数の書き

込み/読み出しは、CPU のサイクルチェックポイントで実行されます。 一定のプロセス

アラーム反応時間を保護するために、ブロックの通信変数はオペレーティングシステム

のサイクルチェックポイントで整合性を保って最大 240 バイトまでユーザメモリに、

またはユーザメモリからコピーされます。 これを超過するデータ領域に関しては、デ

ータの一貫性が保証されません。 
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PUT/GET ファンクションと「BuB 優先コミュニケーション」のため 

「BuB 優先コミュニケーション」を設計するとき（「OP 通信 (ページ 92)」参照）、

与えられたデータの整合性を得ることはできません。 整合性はアプリケーションプロ

グラムによって確立されなければなりません。 

更に、整合性とは： 

● バイトアクセス、ワードアクセス、ダブルワードアクセス、例：L MDx 

● SFC 14 「DPRD_DAT」 

● SFC 15「DPWR_DAT」 

● SFC 81 "UBLKMOV"（512 バイトまでのデータをコピーする） 

重要「BuB 優先コミュニケーション」は追加として見積もられておらず、有効なコミ

ュニケーションは整合性を保ってユーザメモリにコピーされたオペレーションシステム

のサークルチェックポイントの 240 バイトまでブロックしますが、ユーザプログラム

が使用できる間のみ有効です。 

 
 

 注記 
一定のデータ一貫性が要求される場合、CPU のユーザプログラムの通信変数は 240 バ
イトを超過してはいけません。 

 

3.3 通信サービス SNMP 

可用性 

SNMP 通信サービス V1、MIB-II は、ファームウェア 2.2 以降の PROFINET インター

フェース内蔵 CPU で利用できます。 

特性 

SNMP（Simple Network Management Protocol、簡易ネットワーク管理プロトコル）は 
TCP/IP ネットワークの標準プロトコルです。  
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備考 

SNMP 通信サービスおよび SNMP による診断に関する詳細情報は PROFINET システ

ム説明書、および S7-300 CPU 31xC および CPU 31x 操作説明書、構成を参照してく

ださい。 

3.4 工業用イーサネットを介したオープンな通信 

前提条件 

● STEP 7 V5.4 + SP4 以降 

機能  

ファームウェア V2.3.0 または V2.4.0 以降の内蔵 PROFINET インターフェース装備の 
CPU は、工業用イーサネットを介してのオープン通信機能をサポートしています（略

称： オープン IE 通信）。 

オープンな IE 通信には以下の通信サービスを提供します: 

● 接続志向のプロトコル 

– RFC 793 準拠の TCP、接続タイプ B#16#01、ファームウェア V2.3.0 以降 

– RFC 793 準拠の TCP、接続タイプ B#16#11、ファームウェア V2.4.0 以降 

– RFC 1006 準拠の ISO on TCP、ファームウェア V2.4.0 以降 

● 接続なしのプロトコル 

– RFC 768 準拠の UDP、ファームウェア V2.4.0 以降 
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通信プロトコルの特性 

データ通信では以下のプロトコルタイプを区別します: 

● 接続志向のプロトコル: 

これはデータ転送の前に通信パートナへの（論理的な）接続を構築し、必要に応じ

てデータ転送の終了後に接続を解除します。 接続志向のプロトコルは、データ転送

時に特に安全性が重要である場合に使用されます。 物理的ケーブルを経由して通常、

複数の論理的な接続を成立させることができます。 

工業用イーサネットを経由したオープンな通信のための FB では、以下の接続志向

のプロトコルがサポートされます。 

– RFC 793 準拠の TCP（接続タイプ B#16#01 / B#16#11） 

– RFC 1006 に準拠した ISO on TCP（接続タイプ B#16#12） 

● 接続なしのプロトコル: 

これは接続なしに作動します。 リモートパートナーへの接続確立と接続解消は行わ

れません。 接続なしのプロトコルはデータを確認しないでリモートパートナーに転

送するため、安全ではありません。 
工業用イーサネットを経由したオープンな通信のための FB では、以下の接続なし

のプロトコルがサポートされます。 

– RFC 768 に準拠した UDP（接続タイプ B#16#13） 
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オープン IE 通信はどのように利用できるのでしょうか？ 

ユーザプログラムにより他の通信パートナとデータを交換できるように、STEP 7 はラ

イブラリ「Standard Library」の「Communication Blocks」で以下の FB と UDT を提供

します。 

● 接続志向のプロトコル： TCP、ISO-on-TCP 

– FB 63 「TSEND」、データ送信用 

– FB 64 「TRCV」、データ受信用 

– FB 65 「TCON」、接続確立用 

– FB 66 「TDISCON」、接続解消用 

– UDT 65 「TCON_PAR」、接続パラメーター設定用のデータ構造を含む 

● 接続なしのプロトコル： UDP 

– FB 67 「TUSEND」、データ送信用 

– FB 68 「TURCV」、データ受信用 

– FB 65 「TCON」、ローカル通信アクセスポイントの設置用 

– FB 66 「TDISCON」、ローカル通信アクセスポイントの解消用 

– UDT 65 「TCON_PAR」、ローカル通信アクセスポイントのパラメータ設定用の

データ構造を含む 

– UDT 66 「TCON_ADR」、リモートパートナのアドレス指定パラメータのデータ

構造を含む 
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パラメータ設定用データブロック 

● TCP および ISO on TCP による通信接続のパラメータ設定用データブロック 

TCP および ISO on TCP による通信接続をパラメータ設定するには、UDT 65
「TCON_PAR」のデータ構造を含む DB を作成する必要があります。 このデータ構

造は、接続確立に必要なパラメータを含んでいます。 各接続用には、グローバルな

データ領域でも統合可能なデータ構造が必要です。 

FB 65「TCON」のパラメータ「CONNECT」において、該当する接続について説明

するアドレスが伝えられます（例：P#DB100.DBX0.0 バイト 64）。 

● UDP でのローカル通信アクセスポイントのパラメータ設定用データブロック 

ローカル通信アクセスポイントをパラメータ設定するには、UDT 65 
「TCON_PAR」のデータ構造を含む DB を作成します。 このデータ構造は、ユーザ

プログラムとオペレーティングシステムの通信レイヤ間の接続を確立するのに必要

なパラメータを含みます。 

FB 65「TCON」のパラメータ「CONNECT」において、該当する接続について説明

するアドレスが伝えられます（例：P#DB100.DBX0.0 バイト 64）。 

  注記 
接続説明の構成（UDT 65） 
UDT 65「TCON_PAR」では、パラメータ "local_device_id" で通信に使用するイン

タフェースを登録する必要があります（例：B#16#03： CPU 319-3 PN/DP での内

蔵 IE インタフェースを経由した通信）。 
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通信接続の確立 

● TCP および ISO on TCP での使用 

2 つの通信パートナは通信接続の確立に FB 65「TCON」を呼び出します。 パラメ

ータ設定で、アクティブおよびパッシブな通信エンドポイントがどれであるのか設

定します。 可能な接続の数は CPU のテクニカルデータを参照してください。 

接続の確立後は、その接続が CPU により自動的に監視、維持されます。 

ケーブル断線やリモート通信パートナなどにより接続が遮断された場合はアクティ

ブなパートナが接続を再確立しようと試みます。 FB 65「TCON」を新たに呼び出す

必要はありません。 

FB 66「TDISCON」を呼び出すことにより、あるいは CPU の「STOP」動作モード

で既存の接続が遮断されます。 接続を再確立するには、FB 65「TCON」を再度呼び

出します。 

● UDP での使用 

2 つの通信パートナは、ローカル通信アクセスポイントを確立するために FB 65
「TCON」を呼び出します。 その際、ユーザプログラムとオペレーティングシステ

ムの通信レイヤ間の接続が確立されます。 リモートパートナー用の接続確立は行わ

れません。 

ローカルアクセスポイントは UDP テレグラムの送信と受信に使用されます。 

通信接続の解除 

● TCP および ISO on TCP での使用 

FB 66「TDISCON」は 通信パートナへの CPU の通信接続を解除します。  

● UDP での使用 

FB 66「TDISCON」はローカル通信アクセスポイントを解除します。つまり、ユー

ザプログラムとオペレーティングシステムの通信レイヤ間の接続が解除されます。 

通信接続の解除方法 

以下のイベントは通信接続の解除に使用します： 

● 通信接続の中止を FB 66「TDISCON」でプログラミングします。 

● CPU は「RUN」状態から「STOP」状態へ移行します。 

● ネットワーク OFF/ネットワーク ON 
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接続の診断 
STEP7 V5.4 SP5 以降では、「モジュール状態 → 通信 → 工業用イーサネットによるオ

ープン通信」によって、確立された接続の詳細を読み出すことができます。 

備考 
記載のブロックに関する詳しい情報は、STEP 7 のオンラインヘルプを参照してくださ

い。 

3.5 S7 接続 

3.5.1 情報伝達経路としての S7 接続 

S7 モジュールが相互に通信することにより、モジュール間に S7 接続が成立します。 
この S7 接続は情報伝達経路です。 

 

 注記 
グローバルデータ通信、ポイントツーポイント接続、PROFIBUS DP、
PROFINET CBA、PROFINET IO、TCP/IP、ISO on TCP、UDP、ウェブサーバおよび 
SNMP を介しての通信には S7 接続は不要です。 

 

各通信接続はその接続が成立している間は、CPU 上に S7 接続リソースを必要としま

す。  
したがって S7 の各 CPU には、種々の通信サービス（PG/OP 通信、S7 通信あるいは 
S7 基本通信）に割り当てる特定数の S7 接続リソースがあります。  

接続ポイント 
通信可能なモジュールの S7 接続は、接続ポイント間で確立されます。 その際、S7 接
続には常に次の 2 個の接続ポイントがあります。 アクティブおよびパッシブ接続ポイ

ント： 
● アクティブな接続ポイントは、S7 接続を構成するモジュールに割り当てられます。 
● パッシブな接続ポイントは、S7 接続を受け入れるモジュールに割り当てられます。 
この場合、通信能力のあるどのモジュールも S7 接続の接続ポイントとなり得ます。 接
続ポイントでは、構築された通信接続が該当するモジュールの S7 接続を常に 1 つ割り

当てます。 
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通過ポイント;ツウカポイント 

ルーティングファンクションを利用する場合は、通信能力のある 2 つのモジュール間の 
S7 接続は複数のサブネットを介して構成されます。 これらのサブネットは、ゲートウ

ェイを経由して相互に接続されています。 このゲートウェイを実現するモジュールは

ルータと呼ばれます。 したがって、ルータは S7 接続の通過ポイントということになり

ます。 

DP または PN インターフェースのあるどの CPU もが、S7 接続のルータとなり得ます。 
所定の数のルーティング接続を確立できます。 その際 S7 接続のプロジェクトデータ量

に制限はありません。 

下記も参照 

ルーティングの際の接続リソース (ページ 122) 

3.5.2 S7 接続の割り当て 

通信能力のあるモジュール上の S7 接続は、いくつかの方法で割り当てることができま

す。  

● プランニング中の予約 

● プログラミングによる接続の割り当て 

● スタートアップ、テスト、診断時の接続による割り当て 

● BuB 通信サービス用接続の割り当て 

プランニング中の予約 

CPU では、PG および OP 接続に対して自動的に 接続リソースが 1 つずつ予約されま

す。 これ以上の接続リソースが必要な場合は（例：複数の OP の接続）、STEP 7 にお

いて CPU のプロパティダイアログで接続リソース数を増やします。 

S7 通信を使用するためにも接続のプランニングが必要となります（NetPro により）。 
このためには、PG/OP 接続またはその他の接続に割り当てられていない自由に使用で

きる接続が必要です。 これにより、設定の CPU へのロード時に S7 通信用に必要な 
S7 接続が確実に割り当てられます。  
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プログラミングによる接続の割り当て 

S7 基本通信および TCP/IP を介してのオープンな工業用イーサネット通信では、構成

はユーザプログラムにより行います。 その際､CPU のオペレーティングシステムより

接続構成が追加されます。 S7 基本通信では、対応する S7 接続が割り当てられます。 
オープン IE 通信では S7 接続は割り当てられません。 しかしこの通信方法においても、

最大接続数があります: 

● CPU 314C-2 PN/DP では 8 接続 

● CPU 315-2 PN/DP では 8 接続 

● CPU 317-2 PN/DP では 16 接続 

● CPU 319-3 PN/DP では 32 接続 

スタートアップ、テスト、診断時の接続による割り当て 

エンジニアリングステーション（STEP 7 による PG/PC）上のオンラインファンクショ

ンにより、S7 接続は PG 通信用に割り当てられます。 

● CPU 内のハードウェア設定で、S7 接続が PG 通信用に予約される場合、S7 接続は

エンジニアリングステーションに割り当てられます。 

● PG 通信のための予約されている S7 接続をすべて割当てずみでなおかつ非予約 S7 
接続に空きがある場合、オペレーティングシステムにより空き接続が自動的に割り

当てられます。 接続がない場合は、エンジニアリングステーションは CPU とオン

ラインで通信できません。 

BuB 通信サービス用接続の割り当て 

BuB ステーション（WinCC による OG/TP...）上のオンラインファンクションにより、

S7 接続は OP 通信用に割り当てられます。 

● CPU 内のハードウェア設定で、S7 接続が OP 通信用に予約されている場合、S7 接
続は BuB ステーションに割り当てられます。 

● OP 通信のための予約されている S7 接続をすべて割当てずみでなおかつ非予約 S7 
接続に空きがある場合、オペレーティングシステムにより空き接続が自動的に割り

当てられます。 接続がない場合は、BuB ステーションは CPU とオンラインで通信

できません。 
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S7 接続の割り当てにおける時間順序  

STEP 7 によるプランニングでは、パラメータ設定ブロックが発生し、ブロックのスタ

ートアップ中に読み出されます。 その結果、モジュールのオペレーティングシステム

により、対応する S7 接続が予約されるか、割り当てられます。 これは例えば、PG 通
信用に予約された S7 接続はオペレータステーションにアクセスできないということを

意味します。 CPU にまだ予約されていない S7 接続がある場合は、これを自由に使用

できます。 その際、S7 接続の割り当ては要求の順序に従って行われます。  

例 

CPU 上の S7 接続がまだ空いている場合にのみ、PG はバスに接続でき、 CPU と通信

可能になります。 S7 接続は、PG が CPU と通信を行う場合にのみ割り当てられます。

< PG が通信を行っていない時に OP をバスに接続すると、OP は CPU への接続を確立

します。 ただし、PG と比べて OP は 常に通信接続を保つので、それ以降は PG を介

した接続を確立することはできなくなります。  

3.5.3 S7 接続リソースの割り当ておよび使用可能性 

接続リソースの割り当て  

表 3- 6 接続の割り当て 

通信サービス 割り当て 

PG 通信 

OP 通信 

S7 基本通信 

接続リソースの割り当てが、種々の通信メッセージの時間順のみ

によって決定されないように、これらの通信サービスに対しては

接続リソースを予約することが可能です。 

PG/OP 通信に対しては、それぞれ最低 1 つの接続リソースが初

期設定として予約されています。 

以下の表と CPU のテクニカルデータには、各 CPU の設定可能な 
S7 接続と初期設定が記載されています。 STEP 7 では接続リソ

ースの「新規配分」を CPU のパラメータ設定により設定するこ

とができます。  

S7 通信 

その他の通信接続（例えば、データ

長が 240 バイト以上の CP 343-1 を
経由） 

これらに対しては、まだ特定の通信サービス（PG/OP 通信、 
S7 基本通信）のために予約されていない使用可能な接続リソー

スを割り当てることができます。 
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通信サービス 割り当て 

PG ファンクションのルーティング 

（DP-/ PN インターフェース付き 
CPU のみ） 

CPU は、ルーティング用に特定数の接続リソースを提供しま

す。 

これらの接続は接続リソースとは別に存在します。 

接続リソース数に関しては、以下の節により確認してください。 

グローバルデータ通信 

ポイントツーポイント接続 

PROFIBUS DP 

PROFINET CBA 

PROFINET IO 

ウェブサーバ 

これらの通信サービスは S7 接続リソースを割り当てません。 

TCP/IP によるオープンな通信 

ISO on TCP によるオープンな通信 

UDP によるオープンな通信 

これらの通信サービスは S7 接続リソースを割り当てません。 

S7 接続に依存することなく、TCP/IP、ISO on TCP、UDP に対

して接続またはローカルアクセスポイント（UDP）のための 
CPU に固有な数の専用リソースが利用可能です（CPU 31x のテ

クニカルデータ (ページ 383)の章および CPU 31x のテクニカル

データ (ページ 271)の章を参照）。 

SNMP これらの通信サービスは S7 接続リソースを割り当てません。 
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使用可能な接続リソース数  

表 3- 7 使用可能な接続リソース数 

うち以下に予約されているもの  CPU 接続リソー

スの 
総数 

PG 通信 OP 通信 S7 基本通信 

自由に使用

できる S7 接
続 

312 
312C 

6 1 ～ 5、デフォル

ト 1 
1 ～ 5、デフォル

ト 1 
0 ～ 2、デフォル

ト 0 

313C/  
313C-2 PtP 
313C-2 DP 

8 1 ～ 7、デフォル

ト 1 
1 ～ 7、デフォル

ト 1 
0 ～ 4、デフォル

ト 0 

314 
314C-2 PtP 
314C-2 DP 
314C-2 
PN/DP 

12 1 ～ 11、デフォル

ト 1 
1 ～ 11、デフォル

ト 1 
0 ～ 8、デフォル

ト 0 

315-2 DP 
315-2 PN/DP 

16 1 ～ 15、デフォル

ト 1 
1 ～ 15、デフォル

ト 1 
0 ～ 12、デフォル

ト 0 

317-2 DP 
317-2 PN/DP 

32 1 ～ 31、デフォル

ト 1 
1 ～ 31、デフォル

ト 1 
0 ～ 30、デフォル

ト 0 

319-3 PN/DP 32 1 ～ 31、デフォル

ト 1 
1 ～ 31、デフォル

ト 1 
0 ～ 30、デフォル

ト 0 

予約されて

いない全て

の S7 接続

は、自由に

使用できる

接続として

表示されま

す。 

 
 

 注記 
CPU 314C-2 PN/DP を使用する場合は、NetPro において最大 10 の接続リソースを S7 
通信用にプランニングすることができます。 CPU 315-2 PN/DP では、NetPro におい

て最大 14 の接続リソースを S7 通信用にプランニングすることができます。 
この場合、これらは自由に使用できる接続としては使用できなくなります。 
CPU 317-2 PN/DP および CPU 319-3 PN/DP では、NetPro において最大 16 の接続リ

ソースを S7 通信用にプランニングすることができます。 
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3.5.4 ルーティングの際の接続リソース 

ルーティング用の接続リソースの数  

DP インターフェース付きの CPU では、機種により異なる数の接続リソースをルーテ

ィングファンクションに使用することができます。 

表 3- 8 ルーティング用の接続リソースの数（DP-/PN-CPU 用） 

CPU 以下のファームウェア

以降 
ルーティングの接続数 

31xC、CPU 31x 2.0 最大 4 

インターフェース X1： 
 MPI としてプランニングされてい

る場合：最大 10 
 DP マスタとしてプランニングさ

れている場合：最大 24 
 DP スレーブ（アクティブ）とし

てプランニングされている場合：

最大 14 

317-2 DP 3.3 

インターフェース X2： 
 DP マスタとしてプランニングさ

れている場合：最大 24 
 DP スレーブ（アクティブ）とし

てプランニングされている場合：

最大 14 

インターフェース X1： 
 MPI としてプランニングされてい

る場合：最大 10 
 DP マスタとしてプランニングさ

れている場合：最大 24 
 DP スレーブ（アクティブ）とし

てプランニングされている場合：

最大 14 

31x-2 PN/DP 2.2 

インターフェース X2： 
 PROFINET としてプランニング

されている場合：最大 24 
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CPU 以下のファームウェア

以降 
ルーティングの接続数 

インターフェース X1： 

 MPI としてプランニングされてい

る場合：最大 10 

 DP マスタとしてプランニングさ

れている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）とし

てプランニングされている場合：

最大 14 

314C-2 PN/DP 3.3 

インターフェース X2： 

 PROFINET としてプランニング

されている場合：最大 24 

インターフェース X1： 

 MPI としてプランニングされてい

る場合：最大 10 

 DP マスタとしてプランニングさ

れている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）とし

てプランニングされている場合：

最大 14 

インターフェース X2： 

 DP マスタとしてプランニングさ

れている場合：最大 24 

 DP スレーブ（アクティブ）とし

てプランニングされている場合： 
最大 14 

319-3 PN/DP 2.4 

インターフェース X3： 

 PROFINET としてプランニング

されている場合： 最大 48 
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CPU 314C-2 DP1 の例  

CPU 314C-2 DP は 12 の接続リソースを提供します（表 3-10 を参照）。 

● PG 通信用に 2 つの接続リソースを予約します。 

● OP 通信用に 3 つの接続リソースを予約します。 

● S7 基本通信用に 1 つの接続リソースを予約します。 

この場合、他の通信サービス用にまだ 6 つの接続リソースが使用可能です。例： S7 通
信、OP 通信など。 

さらに CPU を介した 4 つのルーティング接続が可能です。 

CPU 317-2 PN/DP / CPU 319-3 PN/DP 用の例 

CPU 317-2 PN/DP と CPU 319-3 PN/DP は 32 の接続リソースを提供します（表 3-10 
を参照）。 

● PG 通信用に 4 つの接続リソースを予約します。 

● OP 通信用に 6 つの接続リソースを予約します。 

● S7 基本通信用に 2 つの接続リソースを予約します。 

● NetPro において 8 つの S7 接続リソースを、内蔵 PROFINET インターフェースに

よる S7 通信用にプランニングします。 

この場合、任意の通信用に 12 の S7 接続が使用可能です。例： S7 通信、OP 通信など。 

ただし NetPro では、S7 通信用として内蔵 PN インタフェースでプランニング可能な接

続リソースは最大で 16 です。 

その他、CPU 317-2 PN/DP 用になお 24 個のルーティング接続を、CPU 3193 PN/DP 
用に 48 個のルーティング接続を使用することができます。上記の S7 接続リソースは

影響を受けません。 

その際は、各インターフェース別の上限を確認してください（表 3-11 を参照）。 
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3.6 DPV1 
オートメーションおよびプロセステクノロジで新しい役割を設定するには、既存の DP 
プロトコルのファンクションを拡張する必要があります。 周期的な通信ファンクショ

ンの他に、S7 外部フィールド装置への非周期的なアクセスも顧客の基本的な要求であ

るため、規格 EN50170 で変更が行われました。 非周期的なアクセスは、これまで S7 
スレーブでのみ可能でした。 リモートペリフェラルに対する EN50170 規格は変更され

ました。 新しい DPV1 ファンクションに関する全ての変更は、IEC 61158/ EN 50170、
Vol.2、PROFIBUS に記載されています。 

DPV1 の定義  

DPV1 は、DP プロトコルの非周期的通信サービスの機能的拡張（例えば、新しいアラ

ームの追加）として定義されます。 

可用性  

DP インターフェースを持つ全ての CPU は、DP マスタとして拡張された DPV1 ファ

ンクションを備えています。 
 

 注記 
CPU を I スレーブとして利用する場合は、DPV1 ファンクションは備わっていません。

 

DP スレーブで DPV1 ファンクションを利用する場合の前提条件 

他メーカーの DPV1 スレーブに対しては、EN50170 改訂 3 以上に準拠した GSD ファ

イルが必要です。 

DPV1 の拡張ファンクション 

● 他メーカーの任意の DP1 スレーブの利用（従来の DPV0 および S7 スレーブの他）。 

● DPV1 固有のアラームイベントを新しいアラームブロックで選択的に処理する。 

● データセットの読み出し/書き込み用の規格に一致した新しい SFB（ただし、中央部

に採用されるモジュールにも利用可能）。 

● 診断読み出し用のコンフォート SFB。 
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アラームブロックと DPV1 ファンクション 

表 3- 9 アラームブロックと DPV1 ファンクション 

OB 機能 

OB 40 プロセスアラーム 

OB 55 ステータスアラーム 

OB 56 更新アラーム 

OB 57 メーカー固有のアラーム 

OB 82 診断アラーム 
 

 

 注記 
オーガニゼーションブロック OB82 と OB40 は、DPV1 アラームにも使用できるように

なりました。 
 

システムファンクションブロックと DPV1 ファンクション 

表 3- 10 システムファンクションブロックと DPV1 ファンクション 

SFB 機能 

SFB 52 DP スレーブ/IO デバイスまたは中央のモジュールからデータセットを読み出

す 

SFB 53 DP スレーブ/IO デバイスまたは中央のモジュールにデータセットを書き込む

SFB54 各 OB で DP スレーブ/IO デバイスまたは中央のモジュールのアラーム追加

情報を読み出す 

SFB 75 アラームを DP マスタに送信する 
 

 

 注記 
SFB 52 ～ SFB 54 は原則として、中央部で使用するペリフェラルモジュールにも利用

できます。 SFB 52 ～ 54 は PROFINET IO にも利用可能です。 
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備考 

上記のブロックに関する詳細情報は、リファレンスマニュアル S7-300/400 用システム

ソフトウェア： システムおよび標準ソフトウェアを参照されるか、または直接 STEP 7
オンラインヘルプで確認してください。 

下記も参照 

PROFIBUS DP (ページ 79) 

3.7 ウェブサーバ 

はじめに 

ウェブサーバを利用すると、インターネットまたは社内イントラネットを通じて CPU 
を見ることができます。 したがって遠隔評価・診断が可能になります。 

メッセージやステータス情報は HTML ページに表示されます。 

ウェブブラウザ  

CPU の HTML ページにアクセスするには、ウェブブラウザが必要です。 

CPU との通信には下記のウェブブラウザが適しています。 

● Internet Explorer（バージョン 6.0 以降） 

● Mozilla Firefox（バージョン 1.5 以降） 

● Opera（バージョン 9.0 以降） 

● Netscape Navigator（バージョン 8.1 以降） 
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ウェブサーバを介しての情報の読み出し 

以下のテーブルは PN-CPU から読み込まれるべき CPU ファームウエアバージョン情報

のファンクションが利用できます： 

 

 CPU 314、
ファームウ

ェア…以降 

CPU 315、
ファームウ

ェア…以降 

CPU 317、
ファームウ

ェア…以降 

CPU 319、
ファームウ

ェア…以降 

一般的な CPU 情報を示すスタートページ V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

識別情報 V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

診断バッファの内容 V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

モジュールの状態 V3.3 V3.1 V3.1 V2.7 

メッセージ（確認機能なし） V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

通信に関する情報 V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

 インターフェースパラメーターの重要性 V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

 ポートスタスティックス V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

 オープンコミュニケーション（OUC）とコ

ミュニケーションリンクの表示 
V3.3 V3.2.1 V3.2.1 V3.2.1 

 コミュニケーションにおけるリソースの表示 V3.3 V3.2.1 V3.2.1 V3.2.1 

トポロジー V3.3 V3.1 V3.1 V2.7 

 実トポロジの表示 V3.3 V3.1 V3.1 V2.8 

 プロジェクトからのトポロジーを見せる V3.3 V3.2.1 V3.2.1 V3.2.1 

変数ステータス V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

変数テーブル V3.3 V2.5 V2.5 V2.5 

ユーザページ (CPU31x PN/DP ≥ V3.2.1 と 
STEP 7 V5.5) 

V3.3 V3.2.1 V3.2.1 V3.2.1 

 

各 HTML ページの情報については、後続のページで更に詳細な説明がなされています。 
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PG/PC 経由での CPU へのウェブアクセス  

ウェブサーバにアクセスするには次の手順に従います。 

1. PROFINET インターフェースを介してクライアント（PG、PC）を CPU に接続し

ます。 

2. ウェブブラウザを開きます。 

ウェブブラウザの「アドレス」フィールドにの形式で CPU の IP アドレスを入力し

ます http://a.b.c.d https://a.b.c.d （例： http://192.168.3.141）。http://192.168.3.141 
CPU のスタートページが開きます。 スタートページから更に詳細な情報へ移動する

ことができます。 

  注記 
 最大 5 http / https の接続が可能。 

HMI 装置および PDA 経由での CPU へのウェブアクセス  

ウェブサーバは Windows の Terminal Service もサポートしており、PG および PC の
他にモバイル機器（PDA、MOBIC T8 など）と堅牢なローカルステーション（SIMATIC 
MP370 と ThinClient/MP オプションなど）を用いて、Windows CE 環境で シンクライ

アントソリューションによる通信を行うこともできます。  

ウェブサーバにアクセスするには次の手順に従います。 

1. PROFINET インターフェースを介してクライアント（HMI 装置、PDA）を CPU に
接続します。 

2. ウェブブラウザを開きます。 

ウェブブラウザの「アドレス」フィールドに「http://a.b.c.d/basic」の形式で CPU の 
IP アドレスを入力します（例： http://192.168.3.141/basic）。 
CPU のスタートページが開きます。 スタートページから更に詳細な情報へ移動する

ことができます。 
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OS が Windows CE バージョン V 5.x 以前の HMI 装置では、CPU の情報は Windows 
CE 専用に開発されたブラウザで処理されます。 このブラウザでは、情報の表示形式が

簡素化されます。 以下の各図に形式の詳細があります。 
 

 注記 
ウェブサーバ使用時の SIMATIC マイクロメモリカード 
ウェブサーバのプランニングデータは SIMATIC マイクロメモリカードに保存されま

す。 このため、少なくとも 512 k バイトの容量のある SIMATIC マイクロメモリカード

を使用することをお勧めします。 
ウェブサーバは、SIMATIC マイクロメモリカードを挿入していなくても使用できま

す。 動作の条件は、CPU に IP アドレスが割り当てられていることです。 

 診断バッファの内容は、16 進コードで表示されます。 

 スタートページ、識別および PROFINET 情報、そして変数ステータスはプレーンテ

キストとして表示されます。 

 以下の表示は空欄のままになります： 
– モジュールの状態 
– メッセージ 
– トポロジー 
– 変数テーブル 
– ユーザーページ 

 デフォルトにょって設定せずに自動ページ再読み込みが可能。 
 

セキュリティ  

ウエッブサーバーはセキュリティー機能をオファー： 

● 安全転送プロトコル https によるアクセス 

● ユーザーリストでのユーザー許可の設定変更可能 

ファイアウォールを導入して、ウェブ対応 CPU を不当アクセスから保護してください。 
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3.7.1 言語の設定 

はじめに  

ウェブサーバからは下記の言語でメッセージと診断情報が送られます。 

● ドイツ語（ドイツ） 

● 英語（米国） 

● フランス語（フランス） 

● イタリア語（イタリア） 

● スペイン語（トラディショナルソーティング） 

● 中国語 (簡体字) 

● 日本語 

両アジア言語は、以下のように組み合わせることができます:  

● 中国語と英語 

● 日本語と英語 

アジア言語を使用するための前提条件  

アジア言語の中国語と日本語を使用するには、以下の条件を満たす必要があります: 

● Windows XP が PC のような表示装置に、ふさわしい言語パックと一緒にインスト

ールされていること。 

● CPU のプランニング用の PG に、アジア言語用の STEP 7（STEP 7 V5.5 以降）が

インストールされていること。 

  注記 
SIMATIC HMI デバイス と Windows CE オペレーティングシステムはアジアの言語

によるサポートはありません。 
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テキストの多言語表示の条件  

ウェブサーバで各言語が正しく表示されるようにするためには、STEP 7 で次の 2 つの

言語設定を行う必要があります。 

● SIMATIC Manager の表示装置の言語設定 

● CPU のプロパティダイアログでのウェブの言語設定。 詳細については ハードウェ

ア設定、「ウェブ」タブの設定 (ページ 133)を参照してください。 

SIMATIC Manager の表示装置の言語設定 

SIMATIC Manager の表示言語を下記から選択します。 
その他 > 表示装置の言語 

 

図 3-2 表示装置の言語選択の例 
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3.7.2 ハードウェア設定、「ウェブ」タブの設定 

前提条件  

ハードウェア設定で CPU のプロパティダイアログを開く必要があります。 

ウェブサーバの機能すべてを利用するには、「ウェブ」タブで次の設定を行なってくだ

さい: 

● ウェブサーバを有効にする 

● ウェブの言語を設定する 

● ユーザーリストを追加する 

● HTTPS のアクセスをアクティブにする 

● 自動更新を有効にする 

● メッセージの表示クラスを選択する 

全てのモジュールステイタス、トポロジー、メッセージ の機能を可能にするには、

「システムエラー」がプロジェクトに発生するのは避けず、ロードされます。 
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① ウェブサーバを有効にする  
ハードウェア設定のベース設定ではウェブサーバは無効となっています。 ハードウェ

ア設定でウェブサーバを有効にします。 
CPU のプロパティダイアログで以下の操作を行ないます: 
● オプションボックス「ウェブサーバをこのモジュールで有効にする」を有効にしま

す。 

② ウェブの言語設定 
インストールされている表示用言語のうち、最大 2 つをウェブ用として選択します。 
CPU のプロパティダイアログで以下の操作を行ないます: 
● オプションボックス「ウェブサーバをこのモジュールで有効にする」を有効にしま

す。 
● ウェブ用として最大 2 つの言語を選択します。 

  注記 
ウェブサーバを有効にして言語を選択しなかったときは、メッセージと診断情報が 
16 進コードで表示されます。  

③ メンバーのリスト 
リストは以下の事がユーザーが出来るようにします： 
● ユーザーを作る、 
● 削除の権利を確定、 
● パスワードの割り当て。 
この割り当てによって、ユーザーは、削除をする権利が永久的に割り当てられるという

唯一のオプションを入手できます。 
● ハードウェア設定にユーザーが提示されていない場合、リードアクセスは全てのウ

エブサイトに認められます。 
● ユーザーが提示されている場合、不明なユーザーはイントロとホームページのみの

アクセスとなります。 
● 提示されているユーザーがログオンした場合、アクセス権に従ってウエブサイトに

アクセスすることができます。 
●  "everybody"でログオンするように設定されている限られたユーザーの場合、ログ

オンしていないユーザーは従来のパスワードを入力することなく"everybody"に許可

されているページにアクセスすることができます。 
例えば、"everybody"アクセスの権利が「変数」の読み込みだとすると、デフォルト

によって、ウエッブサイト、変数表にパスワードを要れずに、メインメニューのバ

ーで見ることができます。  
最大 20 ユーザーをユーザ"everybody"ーは作り出せます。 
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④ HTTPS によってのみアクセスできます 
https はブラウザーとウエブサーバーの間のコミュニケーションで暗号化されています。  
CPU へのエラー-https アクセスは以下のことが必要です： 
● 現在の時刻が必要 CPU に調整することが 
● CPU の IP アドレス（サンプルエントリー： https://192.168.3.141) 
● 有効な証明書がインストールされている必要があります 
ない証明書がインストールされている場合は、警告が推薦サイトを使用しないように表

示されます。 ページを観るには、ユーザーは「例外」を明確に加えていなければなり

ません。 
有効な証明書（ Certification Authority）はウエッブサイトの「証明書のダウンロード」

にある「イントロ」のダウンロードにあります。 いかに証明書をインストールするか

はご自分のウエブブラウザーにあるヘルプをご覧ください。 
暗号化された接続は、ウエブサイトのステータスバーのロックアイコンで見ることがで

きます。 

⑤ 自動更新を有効にする  
以下のウェブページは自動的に更新されます: 
● スタートページ 
● 診断バッファ 
● モジュールの状態 
● メッセージ 
● 通信に関する情報 
● トポロジ 
● 変数ステータス 
● 変数テーブル 
新しいモジュールを取り付けるには、以下のように行ってください: 
● 「オートマチック アップデート」オプションにある CPU のダイアログのプロパ

ティ（タブの「ウエッブ」）のボックス、「可能」オプション選択。 
● 更新間隔を指定します。 

  注記 
更新時間 
ハードウェア設定で設定された更新間隔が、最短の更新時間です。 データ量が大き

い場合、あるいは多数の HTTP 接続を使用する場合は、更新にかかる時間は増大し

ます。 
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⑥ メッセージの表示クラス 

ハードウェア設定のベース設定では、メッセージの表示クラスはすべて有効になってい

ます。 選択された表示クラスのメッセージは、後にウェブページ「メッセージ」に表

示されます。 選択されていない表示クラスのメッセージは、プレーンテキストではな

く 16 進コードで表示されます。 

表示クラスは以下のようにプランニングします: 

● 「システムエラーを報告する」は、ハードウェア設定でその他 > システムエラーを

報告するの手順で選択します。 

● STEP 7 のブロックに関するメッセージ用 

メッセージテキストおよびメッセージクラスのプランニングについての詳細は、STEP 
7 にあります。 

 

 注記 
ウェブ SDB のメモリ要件を減らす 
ウェブ SDB に表示されるメッセージの表示クラスのみを選択することにより、ウェブ 
SDB のメモリ要件を減らすことができます。 
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3.7.3 情報の更新と保存 

画面内容の適時性  

ハードウェア設定のベース設定では自動更新は無効化されています。  
つまり、ウェブサーバの画面表示はスタティックな情報になっています。  

各ウェブページの更新は、シンボルまたはファンクションキー <F5> によってマニュア

ルで行ないます。 

 

プリントアウトの適時性 

これに対してプリントアウトしたものは常に CPU の最新情報を示しています。 プリン

トアウトされた情報が、画面表示よりも新しいものである場合があります。  

ウェブページのプリントプレビューは、シンボルで行ないます。 

 

フィルタの設定はプリントアウトには影響しません。 ウェブページ「メッセージ」と

「モジュールの状態」のプリントアウトには、ページの全内容が常に表示されます。  

個々のウェブページの自動更新を無効化する 

ウェブページの自動更新を短期間無効化するには、シンボルを選択します。 

 

オートマチックアップデートをファンクションキーかこのアイコンの<F5>で再び動か

す： 
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メッセージと診断バッファ入力の保存 

メッセージと診断バッファ入力は csv ファイルに保存できます。 ファイルはシンボル

によって保存します： 

 

ダイアログが開き、ここでファイル名とターゲットディレクトリを指定できます。 

正しくデータをエクセル表示するには、 csv ファイルをダブルクリックであけることは

できません。 エクセルを介して「データ」と「エクセルデータ」をインポートファイ

ルにインポートします。 

3.7.4 ウェブページ 

3.7.4.1 一般的な CPU 情報を示すスタートページ 

ウェブサーバへの接続の確立  

ウェブサーバに接続するには、プランニングされた CPU の IP アドレスをウェブブラ

ウザのアドレスバーに入力します。例 http://192.168.1.158 または https://192.168.1.158. 
接続が確立され、「Intro」 ページが開きます。 

ここでは異なるトポロジービューがどのように表示されるのかを、例を用いて説明しま

す。 
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Intro 

ウェブサーバが最初に表示するページ（Intro）には次の図が表示されます。 

 

図 3-3 Intro  

ウェブサーバの種々のページに移動するには、リンク上で ENTER をクリックします。 
 

 注記 
Intro ページのスキップ 
オプション「Skip Intro」を有効にすると Intro ページをスキップすることができます。 
その後、ウエブサーバーによって、ホームページが導かれます。 ウェブサーバのスタ

ート時に Intro を再び表示するには、スタートページの「Intro」リンクをクリックしま

す。 
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スタートページ  

スタートページには下図に示す情報が表示されます。 LED 付き CPU の図はデータ読

み取り時点でのステータスを示します。 

 

図 3-4 ログイン前のホーム 

ログイン 

ウエブサイトの全ての機能を使うには、ログインしていなければなりません。 ログイ

ンはハードウェア設定にあるウエブ設定のユーザーネームとパスワードが必要です。 
その後、共有サイトに正規のアクセス許可のあるユーザーとしてアクセスできます。 
(細は章を参照してください: ハードウェア設定、「ウェブ」タブの設定 (ページ 133) 

① 「一般情報」 

「一般情報」には、現在接続されているウェブサーバの CPU に関する情報が含まれま

す。 

② 「ステータス情報」 

「ステータス情報」には、クエリの際の CPU の情報が含まれます。 
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備考 

http/https 接続に関する情報については ハードウェア設定、「ウェブ」タブの設定 (ペ
ージ 133) の章を参照してください  

3.7.4.2 識別 

特性データ  

CPU の特性データが「識別」ページにあります。 

 

図 3-5 識別 

① 「識別」 

設備および設置場所の記号、およびシリアル番号が「識別」フィールドに示されます。 
設備および設置場所の記号は、ハードウェア設定の CPU プロパティダイアログ、「一

般情報」タブでプランニングします。 

② 「注文番号」 

ハードウェアおよび（もし備えている場合には）ファームウェアの注文番号が「注文番

号」フィールドに示されます。 
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③ 「バージョン」 

ハードウェア、ファームウェア、ブートローダのバージョンが「バージョン」フィール

ドに示されます。 

3.7.4.3 診断バッファ 

診断バッファ  

診断バッファの内容が 「診断バッファ」 ウェブページでブラウザ上に表示されます。  

 

図 3-6 診断バッファ 
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前提条件 

ウェブサーバが有効であること、言語が設定されていることおよびプロジェクトが 
STEP 7 でコンパイルされロードされていることが必要です。 

① 「診断バッファ項目 1 ～ 100」  

診断バッファには最大 500 件のメッセージを記録できます。 選択リストで入力間隔を

選択してください。 間隔 1 単位には 100 件が含まれます。  

PROFINET-CPU V2.8 以降では「RUN」モードで表示される診断バッファ入力の数を

ハードウェア設定で 10 ～ 499 の間に設定することができます。 デフォルトでは、

「RUN」モードで 10 の入力が設定されています。 

② 「イベント」 

「イベント」フィールドには診断結果が日付・時間と共に示されます。 

③ 「詳細」 

このフィールドには選択されたイベントの詳細情報が示されます。  

そのためには、フィールド ② 「イベント」で特定のイベントを選択します。  

プランニング  

プランニングには次の手順が必要です。 

1. 当該 CPU のコンテキストメニューで「オブジェクト特性」ダイアログを開きます。 

2. 「ウェブ」タブを選択し、オプションボックス「このモジュールでウェブサーバを

有効にする」を有効にします。 

3. プレーンテキストのメッセージに使用する言語を最大 2 つ選択します。 

4. プロジェクトを保存・コンパイルし、プランニングを CPU にロードします。 

言語の切換えに関する特記事項 

右上隅で言語の切換え（たとえばドイツ語から英語へ）ができます。 プランニングさ

れていない言語を選択すると、情報はプレーンテキストでなく 16 進コードで表示され

ます。 
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3.7.4.4 モジュールの状態 

前提条件  

● ハードウェア設定で以下の設定が行なわれている必要があります: 

– ウェブサーバが有効にされ、 

– 言語設定が行なわれ、 

– 「システムエラーの通知」が生成され、有効化されていること。 

● プロジェクトを STEP 7 ハードウェア設定でコンパイルし、SDB Container とユー

ザプログラムをロードしている必要があります（特に「システムエラーの通知」で

生成されたユーザプログラムブロック）。 

● CPU は RUN 状態です。 

  注記 
「システムエラーの通知」 

 表示期間 装置の構成に応じて、「システムエラーの通知」表示には、プランニン

グされたすべてのペリフェラルモジュールとペリフェラルシステムの状態の起動

評価を作成するために若干時間がかかります。 この間、ウェブページ「モジュー

ルの状態」ではステータスの具体的な表示は行なわれません。 「エラー」欄に

「?」が表示されます。 

 時間動作:  「システムエラーの通知」は周期的に少なくとも 100 ミリ秒ごとに呼

び出さねばなりません。  
呼び出しは OB 1 において、あるいはサイクルタイムが 100 ミリ秒以上の場合に

は起動アラーム OB 3x（≤ 100 ミリ秒）および始動 OB 100 で行なわれます。 

 診断サポート: 「システムエラーを報告」ダイアログの「診断サポート」タブ

で、コントロールボックス「診断ステータス DB」にチェックマークがついてお

り、DB 番号が指定されている必要があります。 プランニングされたウェブサー

バにおいては、通常このチェックマークはあらかじめついた状態になっていま

す。 ただし古いプロジェクトを移した場合には、このチェックマークを後からつ

ける必要が生じる場合があります。 
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モジュールの状態  

ステーションの状態は、シンボルおよびコメントとともにウェブサイト「モジュールの

状態」に表示されます。 

 

図 3-7 モジュールの状態 - ステーション 

シンボルの意味は「シンボル」の箇所を参照 

 

シンボ

ル 
色 意味 

 緑 コンポーネントは正常 
 グレー 無効な PROFIBUS スレーブまたは PROFINET デバイス 

サポートの条件： 

 CPU31x PN/DP ≥ V3.2.1 以降および STEP 7 V5.5 場合によっ

ては CPU に必要な HSP 

 SFC12 モード 3/4 による PROFIBUS スレーブおよび 
PROFINET IO デバイスの有効化／無効化 

 「シンボルエラー」のレポートは「診断結果的サポート」の登

録の中に含まれており、「ステイタス／不具」の領域で、「デ

バイスクエリーステイタス」をチェックボックスを選択するこ

とによって、CPU のセットアップセットを可能／不可能にする

ことができ、さらに、セットアップにある「ステータスの変更

時のメッセージ」のボックスによっても可能にします。 
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シンボ

ル 
色 意味 

 黒 コンポーネントにアクセスできない／状態が割り出せない 

 「状態が割り出せない」は、例えば CPU が「STOP」状態にあ

るときや、CPU の再起動の後ですべてのプランニングされたペ

リフェラルモジュールとペリフェラルシステムにおける「シス

テムエラーの通知」の始動評価の間に、表示されます。 

 稼動中に診断アラームが連続して出た場合にも、すべてのモジ

ュールにおいて一時的にこの状態が表示されることがありま

す。 

 サブシステムのモジュールはＣＰに接続してあり、ステータス

を決断することはできません。 
 緑 メンテナンス不足 (メンテナンスを要求) 
 黄 メンテナンス要求 (メンテナンスが必要) 
 赤 エラー - コンポーネントが停止または故障しています 

 - より低いレベルのモジュールにおけるエラー 
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他のモジュールレベルへのナビゲーション 

他のモジュールレベルへ移動すると、個々のアセンブリ／モジュール／サブモジュール

の状態が表示されます： 

● モジュールレベル ②の表示にあるリンクで、上のモジュールレベルへ移動します 

● 下のモジュールレベルへは「名前」欄のリンクによって移動します 

 

図 3-8 モジュールの状態 - モジュール 

① 「モジュールの状態」 

選択したレベルに応じて、表にはモジュールラック、DP マスタシステム、PNIO マス

タシステム、ノード、個々のアセンブリあるいはステーションのモジュールやサブモジ

ュールについての情報が表示されます。 

② 「モジュールレベルの表示」 

上のモジュールレベルの「モジュールの状態」には、リンクで移動します。 
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③ 「詳細」 

「詳細」リンクにより、選択したモジュールの詳細を「ステータス」タブおよび「識

別」タブで確認できます。 

④ 「IP アドレス」 

もしリンクが利用できる場合、選択したデバイスのウエブサーバに移動します。 

⑤ 「トポロジ」 

2 つのウェブページ「モジュール状態」および「トポロジ」は互いにリンクされていま

す。 選択したモジュールの「トポロジ」をクリックすると、ウェブページ「トポロ

ジ」の実トポロジのグラフィック表示にあるこのモジュールに自動的に移動します。 
モジュールはウェブページ「トポロジ」の表示エリアに表示され、選択したモジュール

のヘッダが数秒間点滅します。 

⑥ 「フィルタ」 

表を一定の基準に従って整理することができます: 

1. ポップアップリストからパラメータを選択します。 

2. 必要に応じて、選択したパラメータ値を入力します。 

3. 「フィルタ」をクリックします。 

フィルタリング条件はページを更新しても有効です。 

フィルタの設定を無効化するには、もう一度「フィルタ」をクリックします。 

⑦ 「ステータス」タブ 

故障やメッセージがある場合は、選択したモジュールのステータス情報がタブに表示さ

れます。 

⑧ 「識別」タブ 

タブには選択したモジュールの識別データが表示されます。 
 

 注記 
このタブには、オフラインでプランニングされたデータのみが表示されます。 
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⑨ 「Statistik」タブ (CPU31x PN/DP ≥ V3.2.1 と STEP 7 V5.5) 

PROFINET IO デバイスにのみ登録が表示されます。 以下の選ばれた IO デバイスの情

報コミュニケーションスタティスティックスが含まれます。 

● 全体統計 - 送信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、送信ケーブル上のデータ転送の質を判

定することができます。 

● 全体統計 - 受信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、受信ケーブル上のデータ転送の質を判

定することができます。 

● 「統計ポート x - 送信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、送信ケーブル上のデータ転送の質を判

定することができます。 

● 「統計ポート x - 受信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、受信ケーブル上のデータ転送の質を判

定することができます。 

 

備考 

「コミュニケーション」 (ページ 154)にあるタブ「スタティスティックス」を観てくだ

さい。 
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例： モジュールの状態 - モジュール 

 

図 3-9 モジュールの状態 - モジュール 
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例： モジュールの状態 - サブモジュール 

 

図 3-10 モジュールの状態 - サブモジュール 

備考 

「モジュールの状態」および「『システムエラーを報告する』のプランニング」につい

ての詳細は、STEP 7 のオンラインヘルプを参照してください。  
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3.7.4.5 メッセージ 

前提条件 

メッセージテキストは希望する言語で構成できます。 メッセージテキストのプランニ

ングについての詳細は、STEP 7 およびサービス&サポートページ 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/23872245)を参照してください。 

メッセージ  

メッセージバッファの内容が 「メッセージ」 ウェブページでブラウザ上に表示されま

す。  
メッセージをウェブサーバ経由で確認することはできません。 

 

図 3-11 メッセージ 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/23872245�
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① 「フィルタ」 

一定の基準に従って表を整理することができます。 

1. ポップアップリストからパラメータを選択します。 

2. 必要に応じて、選択したパラメータ値を入力します。 

3. 「フィルタ」をクリックします。 

フィルタリング条件はページを更新しても有効です。 

フィルタの設定を無効化するには、もう一度「フィルタ」をクリックします。 

効果 

● フィルタの設定はページを更新しても有効です。 

● フィルタの設定はプリントアウトには影響しません。 プリントアウトには常にメッ

セージバッファの全内容が示されます。 

② 「メッセージ」 

CPU のメッセージは時系列順に日付およびクロックタイムと共に Info フィールド ② 
に表示されます。  

パラメータメッセージテキストは、それぞれのエラー定義のプランニングされたメッセ

ージテキストの入力内容のことです。  

並べ替え 

各パラメータを昇順または降順に表示させることもできます。 表頭で下記のいずれか

のパラメータをクリックします。 

● メッセージ番号 

● 日付 

● クロックタイム 

● メッセージテキスト 

● ステータス 

● 確認 

「日付」欄をクリックすると、メッセージが時系列で表示されます。 イベントの発生

や出力は、パラメータステータスで示されます。 



通信  
3.7 ウェブサーバ 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
154 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

③ 「メッセージ番号の詳細」 

このフィールドにはメッセージの詳細情報を表示させます。 詳細を表示させたいメッ

セージをフィールド ② で選択します。 

言語の切換えに関する特記事項 

右上隅で言語の切換え（たとえばドイツ語から英語へ）ができます。 プランニングさ

れていない言語を選択したとき、またはメッセージテキストに対するプランニングが行

われていないときは、情報はプレーンテキストでなく 16 進コードで表示されます。  

3.7.4.6 通信 

概要 

「コミュニケーション」上に以下のような情報が続いてタブに出ます: 

● パラメータ 

● 統計 

● リソース 

● オープン通信 
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①「パラメータ」タブ  

CPU の統合された PROFINET インターフェース上の集合インフォメーションは「パラ

メータ」タブにあります。 

 

図 3-12 内蔵 PROFINET インターフェースのパラメータ 

② 「ネットワーク接続」 

ここには当該 CPU の内蔵 PROFINET インターフェースの識別情報が示されます。 

③ 「IP パラメータ」 

当該 CPU の存在するサブネットの構成された IP アドレスおよびサブネットの番号が

示されます。 
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④ 「物理的プロパティ」 

このフィールドには次の情報が示されます。 

● ポート番号 

● リンクのステータス 

● 設定 

● モード 
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「パラメータ」タブ 

データ転送の品質に関する情報は「統計」タブ ① で見ることができます。 

 

図 3-13 データ転送の特性値 
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② 「最初のデータパケット」 

ここには前回の「電源 ON」／「完全再起動」の後、どの時点で最初のデータパケット

の送信または受信が行なわれたかが示されます。 

③ 「全体統計 - 送信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、送信ケーブル上のデータ転送の質を判定す

ることができます。 

④ 「全体統計 - 受信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、受信ケーブル上のデータ転送の質を判定す

ることができます。 

⑤「統計ポート x - 送信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、送信ケーブル上のデータ転送の質を判定す

ることができます。 

⑥「統計ポート x - 受信データパケット」 

このフィールドに示される特性値によって、受信ケーブル上のデータ転送の質を判定す

ることができます。 
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①「リソース」タブ 

データ転送の品質に関する情報は「リソース」タブで見ることができます。 

 

② 接続数 

ここでは最大値と使われていない接続の数を知ることが出来ます。 

③ 接続 

ここでは、PG, OP, S7-ベースのコネクション, S7 コネクション又は他のコネクション

によって確保されているものとすでに使われている接続の数を知ることが出来ます。 
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「オープン通信」タブ 

データ転送の品質に関する情報は「オープン通信」タブ ① で見ることができます。 
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② ステータス情報 

ここでの要約され、新興既に接続を確立し、産業用イーサネットを介してオープンコミ

ュニケーションを設定します。 

ブルはそれぞれのコンポーネントを含む、以下の情報があります： 

● 「エラー」欄： コネクション状態のアイコンを含む 

● 「ID」列： 接続 ID 

● 「リモート IP」欄: リモート IP アドレス 

● 「種類」列： 接続種類 

可能な接続状態は接続タイプによって決まります。 それは次の表のとおりです。 

 

接続種類 可能な接続状態 意味 

接続がアクティブ／パッシブ ユーザは TCON ブロックでアク

ティブ／ 
パッシブ接続の接続リクエストを

起動しました。 

TCP,  

ISO on TCP 

接続がアクティブ／パッシブ設定

です 
ブロック接続で起動された

TCON が確立しました。 

UDP 接続確立 - 

 

次のシンボルが接続状態を示すのに使われています: 

 

シンボ

ル 
色 意味 

 緑  接続確立（UDP） 

 接続がアクティブ／パッシブ設定です（TCP と ISO on TCP） 

 赤  接続がアクティブ／パッシブ設定です (TCP と ISO on TCP) 

③ 詳細  

こちらで、選択した接続に関する詳細をご覧いただけます。 
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備考 

接続が失われた場合や接続に失敗した場合には、エラーメッセージの解説が表示される

場合があります。オンラインヘルプの STEP 7 を参照してください。 

3.7.4.7 トポロジー 

PROFINET ノードのトポロジー  

ウェブサイトのトポロジで、トポロジ構造または、お使いのシステムの PROFINET 
PROFINET IO デバイスのステータスに関する情報を得ることができます。 

次の表示には 3 つのタブがあります: 

● グラフィック表示（ターゲットおよび既存トポロジ） 

● テーブル表示（既存トポロジのみ） 

● ステータス概要（トポロジの関係に関する記述なし） 

テーブル表示とステータス概要については印刷可能です。 プリントアウトを実行する

前に、ご使用のブラウザのプリントプレビュー機能で確認をおこない、必要に応じてフ

ォーマットを修正します。 

ターゲットトポロジ 

対応するトポロジエディターに関連するステータスディスプレイを有する PROFINET 
IO システムの予測 PROFINET デバイスのトポロジ構造のディスプレイ 周辺の 
PROFINET デバイスは、そのトポロジ構造が同様にある場合も表示されます。 ステー

タスインディケータがあります。 

この表示では、通常以外の PROFINET デバイスのトポロジマッピングとターゲットの

相違、リバースドポートのプレゼンテーションが現れます。 
 

 注記 
以下の場合には常に実トポロジが表示されます： 

 ナビゲーションバーによるウェブページ「トポロジ」の呼び出し時 

 ウェブページ「モジュール状態」の PROFINET IO デバイス一覧から「トポロジ」

リンク経由でウェブページ「トポロジ」に切り替えた場合 
トポロジにデフォルト設定されたターゲットトポロジがない場合、呼び出されます。 
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実トポロジ 

PROFINET IO システムの「あらかじめ決められた」PROFINET デバイスの既存のトポ

ロジ構造と周辺の非予測 PROFINET デバイスをディスプレイします（決定可能な場合

は周辺のディスプレイ。しかし、周辺の PROFINET デバイスにはステータスがディス

プレイされない）。 

前提条件  

トポロジを正しく使用するためには、次の条件が必要です: 

● 言語設定 

● ポートのトポロジ接続は STEP 7 のトポロジエディターで設定されます（ターゲッ

トトポロジと対応するトポロジのターゲットコンパウンドのディスプレイに必要）。 

● プロジェクトはハードウェア設定で入手可能です。 

● 「システムエラー」が生じました。 

● プロジェクトのロード（プロジェクトとプログラム）が完了しました。 
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ターゲットトポロジと既存トポロジ-グラフィック表示 

 

図 3-14 ターゲットトポロジと既存トポロジ-グラフィック表示 
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ターゲットトポロジと既存トポロジ-で接続を色分けすることの重要性 

 

意味 接続 

ターゲットトポロジ 実トポロジ 

緑 現在の接続は予定ターゲットリンクと同等です。 接続を認識する 

赤 現在の既存接続が予定ターゲット接続にマッチし

ません（スワップされたポートなど）。 
- 

黄 接続は診断できない場合があります。 原因： 

 デバイスとの通信に問題がある（ケーブルな

ど）。 

 パッシブコンポーネントに接続されている。 

 他の IO コントローラ または IO サブシステムの

デバイス/PROFINET デバイスに接続されてい

る。 

- 

① プランニングされたアクセス可能な PROFINET ノード 

プランニングされたアクセス可能な PROFINET ノードは、濃灰色で表示されます。 緑
色の接続表示は、PROFINET ノードがステーションにどのポートでつながっているか

を示します。 

② プランニング済みだがアクセス不可能な PROFINET ノード  

ピンクと赤のボーダーが予定されていますが、ディスプレイされた PROFINET パーテ

ィシパントにはアクセスできません（不良デバイス、ケーブル未接続） 

③ 無効にされたパーティシパント 

無効または予定 PROFINET パーティシパントのディスプレイには明るいグレーを使用 

④ スワップされたポート 

スワップされたポートはターゲットトポロジの表示内では赤で表されます。 接続され

ているポートの既存トポロジはトポロジと予定ターゲットコネクションで表示されなけ

ればなりません。 
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⑤ 他の PROFINET IO サブシステムの PROFINET デバイス 

● ターゲットトポロジ： 

他の PROFINET IO サブシステムの PROFINET は、予定 PROFINET デバイス①ボ

ーダーに直接接続可能な場合や、それ自体がアクセス可能な場合、接続がグリーン

で表示されます（スワップされたポート接続は赤）。  
他の PROFINET IO サブシステムの PROFINET デバイスが利用できない場合、黄色

の接続ラインが表示されます。  
それぞれ異なる PROFINET IO サブシステムに繋がる 2 つの PROFINET デバイス間

の接続が見つからない場合は黄色で表示されます。 

● ターゲットトポロジ： 

他の PROFINET IO サブシステムの PROFINET デバイスは、予定 PROFINET デバ

イスに近接している場合のみ表示されます。 点線の入った明るいグレーで表示され

ます。 

その他のサブシステムの PROFINET PROFINET IO デバイスについては、 なしステー

タスがデバイスヘッドにディスプレイされます。 

⑥ エラーのある近隣関係の表示 

近隣関係が完全でないか、あるいは読み込み時にエラーが生じるノードについては、薄

灰色で赤い縁取りとともに表示されます。 
 

 注記 
エラーのある近隣関係の表示 
該当するコンポーネントのファームウェア更新が必要です。 

 

構造に対する変更表示 

● デバイスが失敗した場合、デバイスは同じ場所の「ターゲットトポロジ」表示内に

残り、ユニットヘッドで赤のボーダーと赤のレンチでマークされます 。 

● デバイスが失敗した場合、デバイスは同じ場所の「実トポロジー」表示内に残り、

ユニットヘッドで赤のボーダーと赤のレンチでマークされます。 
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ウェブサイトの「トポロジ」と「モジュールステータス」の間のリンク  

2 つのウェブページ「トポロジー」および「モジュール状態」は互いにリンクされてい

ます。 トポロジー表示で選択したモジュールのヘッダをクリックすると、ウェブペー

ジ「モジュール状態」の該当するモジュールに自動的に移動します。 

「モジュール状態 (ページ 144)」の章も参照してください。 

トポロジー - 一覧表示  

「一覧表示」では常に「実トポロジー」が表示されます。 

 

図 3-15 トポロジー - 一覧表示 
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① PROFINET ノードの状態に関するシンボルの意味 

 

シンボ

ル 
意味 

 プランニング済みでアクセス可能な PROFINET ノード 
 プランニングされていないアクセス可能な PROFINET ノード 
 プランニング済みだがアクセス不可能な PROFINET ノード 
 近隣関係が判明しない、あるいは近隣関係が完全でないか、読み込み時にエ

ラーが生じるノード 

② PROFINET ノードのモジュール状態に関するシンボルの意味 

 

シンボ

ル 
色 意味 

 緑 コンポーネントは正常 
 グレー 無効な PROFIBUS スレーブまたは PROFINET デバイス 

サポートの条件： 

 CPU 31x PN/DP ≥ V3.2.1 以降および STEP 7 V5.5 場合によっ

ては CPU に必要な HSP 

 SFC12 モード 3/4 による PROFIBUS スレーブおよび 
PROFINET IO デバイスの有効化／無効化 

 「シンボルエラー」のレポートは「診断結果的サポート」の登

録の中に含まれており、「ステイタス／不具」の領域で、「デ

バイスクエリーステイタス」をチェックボックスを選択するこ

とによって、CPU のセットアップセットを可能／不可能にする

ことができ、さらに、セットアップにある「ステータスの変更

時のメッセージ」のボックスによっても可能にします。 
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シンボ

ル 
色 意味 

 黒 コンポーネントにアクセスできない／状態が割り出せない 

 「状態が割り出せない」は、例えば CPU が「STOP」状態にあ

るときや、CPU の再起動の後ですべてのプランニングされたペ

リフェラルモジュールとペリフェラルシステムにおける「シス

テムエラーの通知」の始動評価の間に、表示されます。 

 稼動中に診断アラームが連続して出た場合にも、すべてのモジ

ュールにおいて一時的にこの状態が表示されることがありま

す。 

 サブシステムのモジュールは CP に接続してあり、ステータス

を決断することはできません。 
 緑 メンテナンス不足 (メンテナンスを要求) 
 黄 メンテナンス要求 (メンテナンスが必要) 
 赤 エラー - コンポーネントが停止または故障しています 

 - より低いレベルのモジュールにおけるエラー 
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トポロジー - ステータス概要  

「ステータス概要」には、すべての PROFINET IO デバイス / PROFINET デバイスの概

要が 1 つのページ上に（接続関係なしで）表示されます。 モジュール状態を表示する

シンボルにより、迅速なエラー診断が可能です。  

ここでもモジュールはウェブページ「モジュール状態 (ページ 144)」にリンクされます。 

 

図 3-16 トポロジー - ステータス概要 
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3.7.4.8 変数ステータス 

変数ステータス 

変数ステータスはウェブブラウザにより、同名のウェブページで見ることができます。 
最大 50 個の変数のステータスを見ることができます。 

 

図 3-17 変数ステータス 

① 「アドレス」 

「アドレス」テキストフィールドには、動作を監視したいオペランドのアドレスを入力

します。 入力したアドレスが無効なときは赤字で示されます。 

② 「表示形式」 

ポップアップリストで各変数の表示形式を選択することができます。 希望する形式で

表示できない場合は、変数は 16 進コードで表示されます。 

③ 「値」 

ここには対応するオペランドの値が選択した形式で表示されます。 
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言語の切換えに関する特記事項 

右上隅で言語の切換え（たとえばドイツ語から英語へ）ができます。 ドイツ語の略語

が他言語と異なることに注意してください。 したがって言語を切り換えると、入力し

たオペランドのシンタックスが誤りとなる可能性があります。 例： QBxy の代わりに 
ABxy 誤ったシンタックスはブラウザ上で赤字表示されます。 

3.7.4.9 変数テーブル 

変数テーブル  

変数テーブルの内容が同名のウェブページでブラウザ上に表示されます。  
1 つの変数テーブルで最大 200 の変数を見ることができます。 

 

図 3-18 変数テーブル 

① 選択 

ポップアップメニューにより、構成された変数テーブルが選択できます。 
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② 「名称」および「アドレス」 

オペランドの名称とそのアドレスがこのフィールドに示されます。 

③ 「形式」 

ポップアップリストでオペランドの表示形式を選択できます。 ポップアップリストに

は選択可能な表示形式が示されます。 

④ 「値」 

値はこの欄にそれぞれの表示形式で示されます。  

⑤ 「コメント」 

オペランドの意味が簡単に知られるようにするため、プランニングしたコメントが表示

されます。 

ウェブサーバ用変数テーブルの構成 

ウェブサーバを介して、最大 50 件の変数テーブルで最大 200 個の変数を見ることがで

きます。 CPU のメモリロケーションはメッセージと変数に共通に利用されるため、実

際に入力可能な変数テーブルの数はこれより少なくなる可能性があります。  

例： メモリロケーションは、プランニングされたメッセージ 400 件および変数 100 個
（シンボル名使用、ただしシンボルコメントなし）を含む変数テーブル 50 件程度を保

存するのに十分な容量があります。 

メッセージと変数の量が利用できるメモリ容量を超えたときは、ブラウザ上の変数テー

ブルが不完全にしか表示されません。 そのような場合には、メッセージやシンボルコ

メントによるメモリ消費を減らす必要があります。 また表示用に指定する言語はなる

べく 1 つだけにしてください。 

変数テーブルをプランニングする際には、できるだけ変数を減らし、短い名前を使用し、

コメントを短くしてください。これにより変数テーブルをウェブサーバで完全に表示す

ることができ、また更新も変数の多い表に比べて速くなります (CPU のメモリに限りが

あるため)。 



通信  
3.7 ウェブサーバ 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
174 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

ウェブサーバ用変数テーブルの作成 

1. STEP 7 で変数テーブルを作成します。 

2. 変数テーブルのプロパティダイアログを開き、「一般情報 パート 2」タブを選択し

ます。 

3. オプションボックス「ウェブサーバ」を有効にします。 

 

4. プロジェクトを保存・コンパイルし、このプランニングを CPU に転送します。 
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3.7.4.10 ユーザーページ 

ユーザーページ  

このウェブサイトには、自由にプログラムできるユーザーページへのリンクがあります。  

 

図 3-19 ユーザーページ 
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ウェブサーバーで CPU データが含まれるアプリケーションを特定した HTML ページを

作成することができます。 ステップ 7 のユーザープログラムのシンボルを使い、どの

ウェブエディターでもユーザーページを作ることができます。 ステップ 7 で供給され

る Web2PLC プログラムは DB のユーザーページを変換します。 生成された DB が

CPU にロードされます。 システム機能 SPC99「WWW」は、CPU の内部ウェブサー

バーによりアプリケーションプログラムに結び付けられます。最初に SPC99
「WWW」を呼び出すときに、CPU ウェブサイトのユーザーページにリンクがディス

プレイされます。 リンクをクリックすると、ユーザーページが別ウィンドウで表示さ

れます。  

最高 2 つのユーザーページを同時にアクティベート可能です。 

前提条件 

● ユーザーページで使用するインプット/アウトプット変数用のシンボルがステップ 7
プロジェクトで作成されました。 

● CPU「ウェブ」レジスターのプロパティダイアログで、少なくとも次のステップの

うち 1 つを実行しています 

– ウェブサーバーを使用可能にする 

– ユーザーリストにユーザーを追加 

– この（または別の）ユーザに読み取りまたは読み取り/書き込みアクセスを割り当

てる（ハードウェア設定、「ウェブ」タブの設定 (ページ 133)の章を参照） 

● 通信に必要な設定がされました（IP アドレスパラメータ、サブネットマスクなど）。 

● ハードウェア設定を保存およびダウンロードしました。 

● HTML エディターを使ってユーザーページを作ります： 

– もし、ユーザープログラムによるページレイアウトコントロールが無い場合、自

動 HTML ページが選ばれます。 (SFC 99 独自のビューが必要です） 

– もし、ユーザープログラムによるページレイアウトコントロールが無い場合、手

動 HTML ページが選ばれます。 (SFC 99 独自のビューが必要です） 

● CD Web2PLC （インストレーションパス）を含むプログラムの STEP 7 
をインストールする: CD2: \Optional Components\S7 Web2PLC\) 
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活動的なユーザーページの作成 

ユーザーページを活発にするには HTML ページの AWP ユーザーコマンドページを使う

（上級ウエブプログラム）。 AWP コマンドは CPU 情報にアクセスするのに役立つ 
Siemens コマンドにあります。 AWP コマンドは Web2PLC のオンラインヘルプに説明

されています。 

手順 

1. CPU の S7 プログラムの SIMATIC マネジャーにある ディレクトリー「ブロック」 
を選択し、「S7 Web2PLC」を選択します。 S7 Web2PLC プログラムが開始します。 

2. メニューコマンド ファイル > 新規プロジェクト ... を選択し、希望のプロジェクト

の名前を入力します. 

3. メニュー項目[ファイル > プロジェクトプロパティの変更...]を選択します。  
プロジェクトプロパティのダイアログ画面が開きます。 

4. タブ「一般」に HTML フォルダーへの道筋を入力します。 

5. ユーザーページですでに開始されている HTML ファイルとアプリケーションの名前

をエンターします。 

6. タブ STEP 7（333 と 334 のデフォルト設定） 
にある 希望の DB ナンバーを入力し、OK をクリック。 STEP 7 / ウエブプロジェク

トダイアログが開きます。 

7. ユーザーウエブページを HTML 編集で開き、AWP コマンドと STEP 7 のシンボル

ネームを使ってユーザーページで使いたい変数を閲覧します。 Web2PLC のオンラ

インヘルプを使ってください。 

8. もし HTML ページが編集されていたり、保存されている場合、S7-Web2PLC プロ

ジェクトに必ず戻ってください。 以下のボタンを確実にクリックしてください： 

– 「エキスポートシンボル」 

– 「DB ソースを発生させる」 

– 「DB ソースの翻訳」 

連動作業コントロール DB ("Web DB")と CPU の S7 プログラムにある fragment-DB 
の一つに送られ、「ブロック」ディレクトリが作られます。 

9. 「CPU ダウンロード」ボタンをクリックし、DBs を CPU 内にダウンロードする。 

  注記 
このプロセス中、 CPU は STOP ステータス状態です。 WEB-DB が RUN にオーバ

ーロードされた場合、ユーザープログラムからコントロール DB にアクセスする

際、ローディングタイムの間に同期エラーが起こることがあります。  
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備考 

更なる情報と修正可能なエリアの説明は Web2PLC のオンラインヘルプをご覧ください。 

等間隔に関する詳細な説明は STEP 7 のオンラインヘルプを参照してください。 

PROFINET インターフェース付き SIMATIC CPU でのユーザ定義のウェブページによ

る可視化の詳細については、インターネットサイト 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/44212999)を参照してください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/44212999
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PROFINET 4
4.1 PROFINET による通信 

4.1.1 はじめに 

PROFINET とは?  

統合オートメーション（TIA）のコンセプトに基づき、PROFINET は以下の信号を一貫

性を保って伝送します。 

● PROFIBUS DP（既成のフィールドバス）および 

● 工業用イーサネット（セルレベル用通信バス）  

両システムのフィールドは PROFINET で統合されています。 

つまり、PROFIBUS International（旧 PROFIBUS User Organization）のイーサネット

ベースのオートメーションの標準である PROFINET により、メーカ各社に共通の通信、

オートメーションおよびエンジニアリングモデルが定義されます。 

PROFINET の目標  

PROFINET の目的： 

● 工業用イーサネットをベースにしたオートメーション用のオープンなイーサネット

標準。 
工業用イーサネットコンポーネントと標準イーサネットコンポーネントを併用する

ことは可能ですが、工業用イーサネット装置は耐性に優れているので、工業環境

（温度、耐障害など）により良く適合します。 

● TCP/IP と IT 標準の利用 

● リアルタイムイーサネットによるオートメーション 

● フィールドバスシステムによるシームレスな統合 
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SIMATIC における PROFINET の実行  

PROFINET を以下のように実行しました。 

● フィールド装置間の通信は SIMATIC においては PROFINET IO により実行されて

います。  

● 分散型システムのコンポーネントとしてのコントローラ間の通信は、 
 SIMATIC においては PROFINET CBA（Component Based Automation、コンポー

ネントベースオートメーション）により実行されています。  

● 設置技術とネットワークコンポーネントは SIMATIC NET 商標で使用可能です。 

● リモートメンテナンスとネットワーク診断用には、オフィス世界で認可された IT 標
準が使用されます（例： SNMP=Simple Network Management Protocol、ネットワ

ークパラメータ設定および診断用）。 

インターネット上の PROFIBUS International の解説書  

PROFIBUS International（旧 PROFIBUS User Organization、PNO）の インターネット

ページ (http://www.profinet.com)に PROFINET に関する数多くの資料があります。 

詳細はインターネットページ (http://www.siemens.com\profinet)を参照してください。 

PROFINET IO とはどのようなものでしょうか？  

PROFINET において PROFINET IO とは、モジュール化されたリモートアプリケーシ

ョンを実現するための通信コンセプトです。  

PROFINET IO により、PROFIBUS で周知の、信頼性のあるオートメーションソリュー

ションを作成することができます。  

PROFINET IO の実行は、オートメーション装置用標準 PROFINET により実現されま

す。 

エンジニアリングツール STEP 7 は、オートメーションソリューションの構成およびプ

ランニングの際にあなたをサポートするものです。 

STEP 7 では、PROFINET 装置をプランニングするのか PROFIBUS 装置をプランニン

グするのかには関係なくアプリケーションビューは同じです。 ユーザープログラムの

プログラミングは、PROFINET IO に対しても PROFIBUS DP に対しても同じです。こ

の際、PROFINET IO 用に拡張された SFC/SFB およびシステムステータスリストを使

用します。  

http://www.profinet.com/�
http://www.siemens.com/profinet�
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PROFINET CBA（コンポーネントベースオートメーション）とはどのようなものでしょうか？  

PROFINET の一環を成す PROFINET CBA（コンポーネントベースオートメーション）

は、以下の点に主眼を置いたオートメーションコンセプトです。 

● モジュール式アプリケーションの実現 

● マシン間の通信 

PROFINET CBA により、既存のコンポーネントとパートソリューションに基づいて、

分散型オートメーションソリューションが作成されます。 このコンセプトは、装置と

システムの構成における高度なモジュール化の要求を、広範囲のインテリジェントなリ

モート処理によって実現します。 

コンポーネントベースオートメーションにより、完全なテクノロジモジュールを大規模

なシステムで使用される標準化されたコンポーネントとして実現することができます。  

装置メーカーによって異なることのあるエンジニアリングツール内に、モジュール式の

インテリジェントなコンポーネント PROFINET CBA を作成します。 SIMATIC 装置で

構成されたコンポーネントは STEP 7 で作成し、これを SIMATIC iMAP ツールで接続

します。 
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PROFINET IO と PROFINET CBA の区別  

PROFINET IO と CBA は、工業用イーサネットのオートメーション装置に関する 2 つ
の異なる表示形式です。 

 

図 4-1 PROFINET IO とコンポーネントベースオートメーションの区別 

コンポーネントベースオートメーションは、システムアセンブリをさまざまなファンク

ションに分割します。 これらのファンクションはプランニングおよびプログラミング

されます。 

PROFINET IO は PROFIBUS 表示方式に非常に類似したシステム図を提供し、 個々の

オートメーション装置をプランニングおよびプログラミングします。 
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備考 

詳しい情報 

● PROFINET IO および PROFINET CBA に関する詳細情報はシステムの説明 
PROFINET 
を、PROFIBUS DP と PROFINET IO の相違点と共通点に関してはプログラミング

マニュアル PROFIBUS DP から PROFINET IO へを参照してください。 

● PROFINET CBA に関する詳細情報は、マニュアル 
SIMATIC iMap およびコンポーネントベースオートメーションを参照してください。 
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4.1.2 PROFINET IO システム 

PROFINET IO の機能  

PROFINET IO の機能を以下に図示します: 

11 10

9

8

7 6 543

21
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上図に示されているも

の 
接続経路の例 

企業のネットワークと

フィールドレベルとの

接続  

貴社のネットワーク内の PC を介してフィールドレベルの装置へアクセスでき

ます。  
例：  
 PC - スイッチ 1 - ルータ - スイッチ 2 - CPU 319-3 PN/DP ① 

オートメーションシス

テムとフィールドレベ

ルとの接続 

フィールドレベルの PG を介して工業用イーサネットの他の領域へアクセスす

ることも可能です。 
例： 
 PG - 内蔵スイッチ IM 154-8 CPU ② - スイッチ 2 - 内蔵スイッチ 

CPU 319--3 PN/DP ① - 内蔵スイッチ IO デバイス ET 200 S ⑥ - IO デバイ

ス ET 200S ⑦ へアクセス。 
CPU IM 154-8 CPU ② 
の IO コントローラが 
PROFINET IO システム 
1 を展開し、工業用イ

ーサネットと 
PROFIBUS にある装置

を直接制御 

ここでは工業用イーサネットの IO コントローラと I デバイスおよび 
IO デバイスの間の IO Feature は次のとおりです。 
 IM 154-8 CPU ② は両方の IO デバイス ET 200S ③ および ET 200S ④、

スイッチ 2 および I デバイス CPU 317-2 PN/DP ⑤ 用の IO コントローラ

です。 
 IO デバイス ET 200S ③ はこの際共用デバイスとして作動し、コントロー

ラである IM154-8 CPU ② は、IO デバイスにあるこのコントローラに割り

当てられているモジュール（サブモジュール）にしかアクセスできませ

ん。 
 IM 154-8 CPU ② は IE/PB リンクを介して  

ET 200（DP スレーブ）⑩ のための IO コントローラともなっています。 
CPU 319-3 PN/DP ① 
は IO コントローラとし

て PROFINET システム 
2 を展開し、同時に 
PROFIBUS で  
DP マスタとなっていま

す。 この IO コントロ

ーラでは、 
他の IO デバイスに加

え、自らも IO コントロ

ーラとして下位の 
PROFINET システムを

展開する  
CPU319-3 PN/DP ⑧ が 
I デバイスとして作動し

ます。 

ここでは、CPU が IO 装置の IO コントローラであることも DP スレーブの 
DP マスタであることも可能なことが確認できます： 
 CPU 319-3 PN/DP ① は両方の IO デバイス ET 200S ⑥ および ET 200S 

⑦ と 
 I デバイス CPU 319-3 PN/DP ⑧ 用の IO コントローラです。 

 さらに CPU319-3 PN/DP ① は共有デバイスとして作動している 
 IO デバイス ET 200S ③ を IO コントローラ IM 154-8 CPU ② との間で分

割し、 
CPU319-3 PN/DP ① はコントローラとして、IO デバイスにあるこのコン

トローラに 
割り当てられているモジュール（サブモジュール）にしかアクセスできま

せん。 
 I デバイスとして CPU319-3 PN/DP ① で作動する CPU319-3 ⑧ は、同時

に IO コントローラでもあり、独自の PROFINET システム 3 を展開しま

す。この PROFINET システムでは IO デバイス ET 200S ⑨ が作動しま

す。 
 CPU 319-3 PN/DP ① は DP スレーブ ⑪ の DP マスタです。  

DP スレーブ ⑪ はここでは CPU 319-3 PN/DP ① にローカルに割り当てら

れていて、工業用イーサネットでは確認できません。 
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詳しい情報 

PROFINET に関する詳細は以下のマニュアルを参照してください： 

● PROFINET システムの説明 

● プログラミングマニュアル「PROFIBUS DP から PROFINET IO へ」。  
このマニュアルには、新しい PROFINET ブロックとシステムステータスリストの

概要についても記載されています。 

 

4.1.3 PROFINET IO の場合のブロック 

本章の内容  

本章では以下について説明します： 

● PROFINET IO 用にはどのようなブロックが用意されているか、 

● PROFIBUS DP 用にはどのようなブロックが用意されているか、 

● PROFINET IO および PROFIBUS DP 用としてはどのようなブロックが用意されて

いるか。 

新しいブロックの互換性  

PROFINET IO に対してブロックを新たに作成しました。主な理由は、PROFINET によ

り可能なプロジェクトデータ量が増大したことです。 新しいブロックは PROFIBUS で
も利用できます。 
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システムファンクションおよび標準ファンクションに関する PROFINET IO と PROFIBUS DP の比

較  

下表は、PROFINET インターフェース内蔵型 CPU の以下の項目についてまとめたもの

です： 

● PROFIBUS DP から PROFINET IO への切換え時に更新が必要な SIMATIC のシス

テムファンクションおよび標準ファンクション 

● 新しいシステムファンクションおよび標準ファンクション 

表 4- 1 新しい/交換すべきシステムファンクションおよび標準ファンクション  

ブロック PROFINET IO PROFIBUS DP 

SFC 5（モジュールの開始

アドレスを検出する） 
なし（交換： SFC 70） あり 

SFC 12（DP スレーブ/IO 
デバイスの無効化および有

効化） 

あり  

CPU S7-300: FW V2.4 以降 

あり 

SFC 13（DP スレーブ診断

データを読み出す） 
なし 

交換：  

 イベントに関して： 
SFB 54 

 ステータスに関して： 
SFB 52 

あり 

SFC 49（論理アドレスに

割り当てられているスロッ

トを検出する） 

なし  

交換： SFC 71 

あり 

SFC 58/59（ペリフェラル

のデータセットを書き込む/
読み出す） 

なし  

交換： SFB 53/52 

あり  

DPV1 では SFB 53/52 に交

換済み 

SFC 70（モジュールの開

始アドレスを検出する） 
あり あり 

SFC 71（論理アドレスに

割り当てられているスロッ

トを検出する） 

あり あり 
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ブロック PROFINET IO PROFIBUS DP 

SFC 102 （事前定義された

パラメータを読み出す、

CPU S7-300 の場合のみ） 

なし  

交換： SFB 81 

S7-300 に関してはあり  

SFB 52/53（データセット

を読み出す/ 
書き込む） 

あり あり 

SFB 54（アラームを評価す

る） 
あり あり 

SFB 73 ((PROFI Energy) 
データは上位のコントロー

ラから受け取った I デバイ

スに保存されています  

あり なし 

I デバイスの SFB 7４ 
((PROFI Energy) データ保

存は上位のコントローラに

あります。  

あり なし 

SFB 81（事前定義されたパ

ラメータを読み出す）  
あり あり 

SFB 104（ユーザプログラ

ムからの IP パッケージ/デ
バイス名の割り当て） 

あり なし 
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次の表に、SIMATIC 用システムファンクションおよび標準ファンクションの概要を示

します。PROFIBUS DP から PROFINET IO への切り替えの際、これらのファンクショ

ンの機能を別のファンクションにより再現する必要があります。 

表 4- 2 PROFINET IO において再現可能な PROFIBUS DP のシステムファンクション

および標準ファンクション  

ブロック PROFINET IO PROFIBUS DP 

SFC 55（ダイナミックパ

ラメータを書き込む） 
なし 
SFB 53 により再現 

あり 

SFC 56（事前定義された

パラメータを書き込む） 
なし 
SFB 81 および SFB 53 に
より再現 

あり 

SFC 57（モジュールをパ

ラメータ設定する） 
なし 
SFB 81 および SFB 53 に
より再現 

あり 

以下の SIMATIC 用システムファンクションおよび標準ファンクションを PROFINET 
IO で使用することはできません。 

● SFC 7（DP マスタでプロセスアラームを作動させる） 

● SFC 11（DP スレーブグループを同期化する） 

● SFC 72（個々の S7 ステーション内で通信パートナからデータを読み出す） 

● SFC 73（個々の S7 ステーション内で通信パートナにデータを書き込む） 

● SFC 74（個々の S7 ステーション内で通信パートナへのリンクを切断する） 

● SFC 103（DP マスタシステム内でバストポロジを検出する） 
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PROFINET IO と PROFIBUS DP のオーガニゼーションブロックの比較  

PROFINET IO に関しては、PROFIBUS DP と比較して OB 83 および 86 において下表

に示す変化があります。 

表 4- 3 PROFINET IO および PROFIBUS DP における OB 

ブロック PROFINET IO PROFIBUS DP 

OB 83（運転中のモジュー

ルの挿抜）  
S7-300 でも可能、新しい

エラーメッセージ 
S7-300 では不可能 

運転中のモジュールの挿抜

は、GSD ファイルに接続

されているスレーブと診断

アラームを介し、OB 82 に
より通知されます。 

S7 スレーブでは、挿抜ア

ラームが発生するとステー

ションの故障が通知され、

OB 86 が呼び出されます。 

OB 83 (I デバイスの変換エ

リアにおけるサブモジュー

ルのサブモジュール警報の

リターン） 

サブモジュールに関する情

報を対応する 
 関連しない 

OB 86 (駅の障害) 新しいエラーメッセージ 変わらない 

一部のステーションの不具

合／一部のステーションリ

ターン 

I デバイスの共有使用の可

能性 
関連しない 

データ情報 

個々のブロックの詳細な説明はリファレンスマニュアル システムソフトウェア S7-
300/400 システムファンクションおよび標準ファンクションに記載されています。 
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4.2 等時性リアルタイム通信 
PROFINET デバイス間の IRT データの周期的交換のために同期化された送信方法 保存

されている処理能力である IRT IO データは、送信クロック内で利用できます。  

この確保された帯域幅により、IRT データは他の高いネットワーク負荷のとき（TCP/IP 
通信あるいは追加のリアルタイム通信など）でも確保された時間的に同期化された間隔

での転送が可能になります。  

IRT を伴う PROFINET は、次のふたつのオプションで使用することができます。  

● IRT-オプション「フレキシビリティ」： 

プラントのプラニングとエクスパンションの最大フレキシビリティ。  
トポロジの設定は必要ありません。 

● IRT-オプション「ハイパフォーマンス」： 

トポロジの設定は必要ありません。 

  注記 
「ハイパフォーマンス」の IRT 通信の Sync Master IRT としての IO-コントローラ 
「ハイパフォーマンス」オプションで IRT 通信を設定する場合、Sync master とし

て IO-コントローラを作動させることをお勧めします。 それ以外の場合、Sync 
master に不具合が出た場合、IRT と RT 設定 IO デバイスが遮断されます。  

詳細情報 

PROFINETデバイスの設定に関する詳細は、ステップ７のオンラインヘルプおよび

PROFINET System Description 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) マニュアルをご覧

ください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�
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4.3 優先起動 
優先起動とは、RT 通信および IRT 通信による PROFINET IO システムにおいて、IO デ
バイスの始動を加速するための PROFINET 機能です。  

この機能により、次のような場合に再び有効データの送受信を周期的に行なうことがで

きるようになるために、適切にプランニングされた IO デバイスが必要とする時間が短

縮されます: 

● パワーサプライのリセット後（優先スタートアップ機能付き I デバイスとして作動

する CPU 以外） 

● ステーションの復帰後 

● IO デバイスの有効化の後 
 

 注記 
起動時間 
ランタイムはモジュールの数およびタイプによります。 

 

 注記 
優先スタートアップとメディアリダンダンシー 
メディアリダンダンシーのあるリングトポロジに優先実行 IO デバイスを入れることは

できません。 
 

詳細情報 

詳細についてはステップ７のオンラインヘルプおよびPROFINET System Description 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) マニュアルをご覧

ください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�
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4.4 リムーバブルメディア/PG なしの装置交換 
この機能のある IO デバイスは簡単に交換できます:  

● 保存された装置名をもつリムーバブルメディア（マイクロメモリカードなど）は必

要ありません。 

● 装置名は PG によって割り当てる必要はありません。 

交換された IO デバイスは 装置名をリムーバブルメディアや PG から受け取らず、IO 
コントローラから受け取ります。 IO コントローラはこのために、プランニングされた

トポロジと IO デバイスにより導出された近隣関係を使用します。 その際プランニング

された規定トポロジーは実際のトポロジーと一致していなければなりません。 

初期設定に戻す前に、作動している IO デバイスを挿入してください。  

詳細情報 

詳細についてはステップ７のオンラインヘルプおよびPROFINET System Description 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) マニュアルをご覧

ください。 

4.5 作動中に切り替わる IO デバイス 
PROFINET 装置のファンクション IO コントローラと IO デバイスがこのファンクショ

ンをサポートしている場合は、ある IO デバイスポートに他の複数のデバイスの「切り

替わるパートナーポート」をプランニングにより割り当てることができます。これによ

りこのポートを介して、ある時点においてそのつどこれらの切り替わる IO デバイスの

うちの 1 つと通信ができます。通信が必要な交換ポートにはそのつど切り替わるデバイ

スのみを物理的に接続できます。 
 

 注記 
CPU が I-デバイスとして作動する場合、CPU ポートは、「変動パートナーポート」と

してのみ記されます。 IO コントローラとして作動している場合は不可能です。 
 

詳細情報 

詳細についてはステップ７のオンラインヘルプおよびPROFINET System Description 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) マニュアルをご覧

ください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�
http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�
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4.6 タイミング同期 
PROFINET IO 上のプロセスデータ伝達サイクルおよびユーザープログラムは最大決定

値を出すために、互いに同期化されます。 システムの周辺分配インプット/アウトプッ

トデータは同時に記録され、表示されます。 このクロックの等距離 PROFINET IO は

サイクルです。  
 

 注記 
次のコンポーネントは、clock sync で作動させることはできません： 

 シェアデバイス 

 上位の IO コントローラの I デバイス 
 

 注記 
クロック同期アプリケーションの送信クロックの限界  
クロック同期は、CPU 319-3 PN/DP では送信サイクルが 500 マイクロ秒以上、CPU 
31x PN/DP では 1 ミリ秒以上で可能です。 時間的な制限に対応するため、ユーザーデ

ータとトポロジのサイズ次第では、サイバー-ファクターアプリケーションまたは送信

クロックを増やす必要があります。  
 

詳細情報 

詳細についてはステップ７のオンラインヘルプおよびPROFINET System Description 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) マニュアルをご覧

ください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�
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4.7 I デバイス 
CPU の「I デバイス (インテリジェント IO デバイス)」の機能により、 
IO コントローラとのデータエクスチェンジが可能となります。また、例えば CPU をサ

ブプロセスのインテリジェントな前処理として使用します。 I デバイスは、ここで IO 
デバイスとして IO コントローラの親機に接続されます。  

前処理は、I デバイス機能のある CPU のユーザープログラムにより確実になります。 
集中型または非集中型（PROFINET IO または PROFIBUS DP）取得プロセス値は、ユ

ーザープログラムによって前処理され、 
CPU の PROFINET IO デバイス インターフェース経由で上位のステーションを提供さ

れます。 
 

 注記 
タイミング同期 
上位の IO コントローラの I デバイスは、クロックコントロールとは作動しません。  

 

機能コンビネーション  

「親機」IO コントローラの I デバイスとして作動する CPU は、IO コントローラとし

て機能することがあります。そのため、低いサブネット IO デバイスで作動します。  

また、I デバイスはシェアデバイスとしても作動します。  

トランスファーエリアアプリケーション  

設定されたサブモジュールのトランスファーエリアは、IO コントローラと I デバイス

間の通信となります。 ユーザーデータの転送は、一貫したサブモジュールに基づき実

行されます。  

詳細情報 

I デバイスの設定に関する詳細は、ステップ７のオンラインヘルプおよびPROFINET 
System Description http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) 
マニュアルをご覧ください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�


PROFINET  
4.8 シェアデバイス 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
196 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

4.8 シェアデバイス 
設定されたサブモジュールのトランスファーエリアは、IO コントローラと I デバイス

間の通信となります。 ユーザーデータの転送は、一貫したサブモジュールに基づき実

行されます。  

「シェアデバイス」機能を使うには、IO コントローラと同じ Ethernet のサブネット上

のシェアデバイスの使用が必要となる場合があります。 

IO コントローラは、同じまたは異なる STEP ７プロジェクト内にあることがあります。 
もし同じス STEP ７プロジェクト内にある場合、一貫性の確認が自動で行われます。  

 

 注記 
シェアデバイスはクロックコントロールとは作動できません。  

 

 注記 
シェア IO デバイス（例 ET 200S）のポテンシャルグループのパワーモジュールとエレ

クトロニックモジュールは、ロードボルテージの失敗の原因を突き止めるために、同じ

IO コントローラに割り当てる必要があります。  
 

詳細情報 

シェアデバイスの設定に関する詳細は、ステップ 7 のオンラインヘルプとPROFINET 
System Description 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) のマニュアルをご

覧ください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�


 PROFINET 
 4.9 メディアの冗長度 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 197 

4.9 メディアの冗長度 
ネットワークとシステムの有効性を確保する機能 伝送回路のリダンダント伝送路（リ

ングトポロジ）は、代替通信チャネルの利用を可能にします。  

IO デバイス、スウィッチ、V3.2.1 以上の CPU については、IEC61158 の PROFINET
規格の一部であるメディアリダンダンシープロトコル（MRP）が有効化されます。  

リングトポロジの確立  

メディアリダンダンシーでリングトポロジを確立するには、シングルデバイスの線形ネ

ットワークトポロジの 2 つの自由端を結合する必要があります。 リングへのライント

ポロジは、リング（リングポート）内のデバイスの 2 つのポートを介して実行されます。 
リングポートの選択と定義は、各デバイスの設定内で行われます。  

リングポートの裏側にあるボードには、ポートナンバーとして「R」と記されています。  
 

 注記 
IRT 通信/優先スタートアップ 
IRT－通信または非優先スタートアップを使用する場合、メディアリダンダンシーがサ

ポートされます。  
 

詳細情報 

詳細についてはスSTEP ７のオンラインヘルプおよびPROFINET System Description 
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja) マニュアルをご覧

ください。 

http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/19292127/0/ja�
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メモリコンセプト 5
5.1 メモリ領域と保持 

5.1.1 CPU のメモリ領域 

CPU の 3 つのメモリ領域 

 

ロードメモリ  

ロードメモリは SIMATIC マイクロメモリカード上にあり、容量は SIMATIC マイクロ

メモリカードのそれと正確に一致します。 ロードメモリは、コードおよびデータブロ

ックならびにシステムデータ（コンフィグレーション、接続、モジュールパラメータな

ど）を受領するためのものです。 シーケンス関連でないブロックは、ロードメモリに

のみ記録されます。 さらに、プロジェクト用の全プロジェクトデータを SIMATIC マイ

クロメモリカード上に保存することができます。 
 

 注記 
アプリケーションプログラムのロード、したがって CPU の動作は SIMATIC マイクロ

メモリカードを CPU に挿入してある場合にのみ可能です。 
 



メモリコンセプト  
5.1 メモリ領域と保持 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
200 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

システムメモリ  

システムメモリは CPU に内蔵されており拡張はできません。 

システムメモリには以下が含まれています。 

● オペランド領域のフラグ、クロックタイムおよびカウンタ 

● I/O のプロセスイメージ 

● ローカルデータ 

メインメモリ  

メインメモリは CPU に内蔵されており拡張はできません。 メインメモリは、コードの

処理およびユーザープログラムのデータの処理に使用されます。 プログラム処理はメ

インメモリとシステムメモリの領域内だけで行われます。  

5.1.2 ロードメモリ、システムメモリ、メインメモリの保持 

CPU はメンテナンスフリーの保持型メモリを備えています。つまり動作にあたってバ

ッファバッテリは必要ないということです。 保持型メモリの内容は、電源 OFF および

再起動（警告スタート）後も保持されます。 

ロードメモリ内の保持データ  

ロードメモリ内のプログラムは常に保持されています。 プログラムは既にロードの際

に、電源故障および完全再起動により失われることのないよう SIMATIC マイクロメモ

リカードにバックアップされます。 

システムメモリ内の保持データ  

フラグ、クロックタイムおよびカウンタ用にどのセクションを保持し、再起動（警告ス

タート）の際にどれを「0」にリセットするかは、プランニング（CPU のプロパティ、

レジスタ保持）によって決定されます。 

診断バッファ、MPI アドレス（および転送レート）さらに動作時間カウンタは、通常 
CPU 上の保持型メモリ領域内に格納されています。 MPI アドレスと転送レートの保持

によって、CPU は停電後や完全再起動後あるいは通信パラメータ設定の喪失

（SIMATIC マイクロメモリカードの取り出しや通信パラメータ設定の消去）後も通信

能力を持ちます。 
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メインメモリ内の保持データ 

保持 DB の内容は、基本的に再起動および電源 ON/OFF の際に保持されます。 保持デ

ータブロックは、メインメモリの保持限界に達するまでメインメモリにロードすること

ができます。 

V2.0.12 以降の CPU では、非保持 DB もサポートしています。  

非保持 DB は、再起動時および電源 ON/OFF 時にロードメモリからの初期値で初期化

されます。 非保持 DB およびコードブロックは、メインメモリの最大限界までロード

できます。  

CPU の保持型メインメモリ（保持データブロック用）のサイズについては「CPU 31x 
のテクニカルデータ (ページ 383)」および「CPU 31xC のテクニカルデータ (ペー

ジ 271)」の章を参照してください。 

下記も参照 

SIMATIC マイクロメモリカードの特性 (ページ 209) 

5.1.3 メモリオブジェクトの保持 

メモリオブジェクトの保持動作  

次の表は、各動作モード移行時のメモリオブジェクトの保持動作を示しています。 

表 5- 1 メモリオブジェクトの保持動作 

メモリオブジェクト 動作モード移行 

 電源 ON/ 
電源 OFF 

STOP → RUN 完全再起動 

ユーザープログラム/ユーザーデータ（ロード

メモリ） 
X X X 

 ファームウェア V2.0.12 以前の CPU の 
DB の保持動作 

X X – 

 ファームウェア V2.0.12 以降の CPU の 
DB の保持動作 

V5.2 + SP1 以降の STEP 7 の DB の
プロパティで設定可能 

– 

保持能力を持つものとしてプログラミングさ

れたフラグ、クロックタイムおよびカウンタ 
X X – 
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メモリオブジェクト 動作モード移行 

 電源 ON/ 
電源 OFF 

STOP → RUN 完全再起動 

診断バッファ、動作時間カウンタ X 1 X X 

MPI アドレス、MPI インターフェースのボー

レート  

DP ユーザーとして設定された場合、DP アド

レス、MPI/DP インターフェースのボーレー

ト  

注意事項： 本物の DP インターフェースパラ

メータは、パラメータ機能（SDB）がロード

されている場合に限り、電源が ON/OFF の場

合やメモリがリセットされた場合に保持され

ます。  

X  X X 

 PROFINET インターフェースの IP-パッケ

ージ/デバイスネーム 
IP アドレスのパ

ラメータとデバ

イス名の割り当

ての性質に応じ

て 

X IP アドレスのパ

ラメータとデバ

イス名の割り当

ての性質に応じ

て 

x = 保持される- = 保持されない 

1 電源 ON/OFF の際には診断バッファの最後の 100 件のみ保持 

備考 

IP アドレスパラメータの割り当ておよびデバイスネームに関する詳細は、マニュアル

S7-300 の「ビルディング」チャプターの IP アドレスパラメータとデバイスネームをご

覧ください: IP アドレスのパラメータとデバイス名。 

ファームウェア V2.0.12 以前の CPU の DB の保持動作  

この CPU では、電源 ON/OFF または STOP-RUN の際 DB の内容は常に保持されます。 
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ファームウェア V2.0.12 以降の CPU の DB の保持動作 

これらの CPU では、プロパティ「非保持」でデータブロックを生成することができま

す。 

プロパティ「非保持」のデータブロックは、電源 OFF または ON および CPU の
「STOP」と「RUN」の切換えの際にその都度初期値にリセットされます。 

データブロックにプロパティ「非保持」を割り当てる方法は 2 つあります。 

● STEP 7（バージョン 5.2 + SP 1 以降）： DB のプロパティ「非保持」を有効にし

ます。 

● SFC 82「Crea_DBL」（ロードメモリに DB を生成）： パラメータ ATTRIB、Bit 2 
を「1」にします。 

表 5- 2 ファームウェア V2.0.12 以降の CPU の DB の保持動作 

電源 ON/OFF または CPU の再起動時に、DB は 

初期値を保持します 
（非保持 DB）  

最新値を保持します（保持 DB） 

背景： 

電源 ON/OFF および CPU の再起動

（STOP-RUN）時には、DB の最新値は

保持されません。 DB は外部記憶媒体か

ら初期値を読み出します。 

背景： 

電源 ON/OFF および CPU の再起動

（STOP-RUN）時には、DB の最新値が保

持されます。 

STEP 7 における前提条件：  

 DB のブロックプロパティのコントロ

ールボックス「非保持」がアクティ

ブになっている 

あるいは 

 SFC 82「CREA_DBL」および関連す

るブロック属性（ATTRIB → Bit 
NON_RETAIN）によって、非保持 
DB が生成されていること。 

STEP 7 における前提条件： 

 DB のブロックプロパティのコントロー

ルボックス「非保持」が非アクティブに

なっている 

あるいは 

 SFC 82「CREA_DBL」によって保持さ

れた DB が生成されている 

CPU の保持型メインメモリ（保持データブロック用）のサイズについては「CPU 31x 
のテクニカルデータ (ページ 383)」および「CPU 31xC のテクニカルデータ (ペー

ジ 271)」の章を参照してください。 
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5.1.4 システムメモリのオペランド領域 

S7-CPU のシステムメモリは、オペランド領域に分割されます。 対応するオペレーシ

ョンを使用して、プログラム内でデータを直接、各オペランド領域にアドレス指定して

ください。  

システムメモリのオペランド領域  

表 5- 3 システムメモリのオペランド領域 

オペランド領域 説明 

入力プロセスイメージ 各 OB 1 サイクルの開始時に、CPU は入力モジュール

からの入力を読み取り、値を入力プロセスイメージに

保存します。 

出力プロセスイメージ プログラムは、サイクル中に出力値を計算し、それを

出力プロセスイメージ内に格納します。 OB 1 サイクル

の最後に、CPU は、計算された出力値を出力モジュー

ルに書き込みます。 

フラグ この領域では、プログラム内で計算された中間リザル

ト用にメモリロケーションを使用できます。 

クロックタイム この領域ではクロックタイムが使用できます。 

カウンタ この領域ではカウンタが使用できます。 

ローカルデータ このメモリ領域は、コードブロック（OB、FB、FC）

の一時的なデータをブロック処理継続のために記録し

ます。 

データブロック レシピおよび測定値アーカイブを参照 

備考 

ご使用の CPU でどのアドレス領域が可能かについては、S7-300 オペレーションリス

トおよび  CPU 31x のテクニカルデータ (ページ 383)の章、および CPU 31xC のテクニ

カルデータ (ページ 271)の章を参照してください。 
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I/O プロセスイメージ  

ユーザープログラム内でオペランド領域の入力（I）と出力（O）が応答する場合は、デ

ジタルのシグナルモジュールの信号状態は問われず、CPU のシステムメモリ内のメモ

リ領域へのアクセスが行われます。 このメモリ領域はプロセスイメージと呼ばれます。 

プロセスイメージは 2 つのセクションにより構成されています。 入力のプロセスイメ

ージと出力のプロセスイメージがそれです。 

プロセスイメージの利点 

プロセスイメージへのアクセスは、直接的なアクセスと比べて I/O モジュールに利点を

もたらします。つまり、CPU は周期的なプログラム処理の継続のために、プロセス信

号の一貫性のあるイメージを使用することができます。 プログラム処理中に入力モジ

ュールの信号状態を変更する場合、プロセスイメージ内の信号状態は次のサイクルでの

プロセスイメージ更新まで維持されます。 さらに、プロセスイメージが CPU のシステ

ムメモリ内にあるので、プロセスイメージへのアクセスはシグナルモジュールへの直接

アクセスよりかなり短い時間で完了します。 

プロセスイメージの更新 

プロセスイメージはオペレーティングシステムにより周期的に更新されます。 次の図

は 1 サイクル内の処理ステップを示しています。 
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CPU の設定可能なプロセスイメージ 

下記の CPU については、STEP 7 で入出力プロセスイメージのサイズを自由に設定で

きます。 

 

CPU ファームウェア 

CPU 312 V3.0 以降 

CPU 312C V3.3 以降 

CPU 313C V3.3 以降 

CPU 313C-2 DP V3.3 以降 

CPU 313C-2 PtP V3.3 以降 

CPU 314 V3.0 以降 

CPU 314C-2 DP V3.3 以降 

CPU 314C-2 PtP V3.3 以降 

CPU 314C-2 PN/DP V3.3 以降 

CPU 315-2 DP V3.0 以降 

CPU 315-2 PN/DP V2.5 以降 

CPU 317-2 DP V2.5 以降 

CPU 317-2 PN/DP V2.3 以降 

CPU 319-3 PN/DP V2.4 以降 

CPU のプロセスイメージのサイズについてはテクニカルデータを参照してください。 
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このとき下記の注意事項に留意してください。 
 

 注記 
現在のところプロセスイメージの可変設定が有効なのは、サイクルチェックポイントに

おけるプロセスイメージの更新に対してのみです（つまり、入力のプロセスイメージ

が、設定された PAE サイズまで当該のアドレス領域に存在している入力ペリフェラル

モジュールの対応する値と共に更新されるか、出力のプロセスイメージの値が、設定さ

れた PAA 限界まで当該のアドレス領域に存在する出力ペリフェラルモジュールに書き

込まれます）。  
プロセスイメージへのアクセスに使用される STEP 7 命令（例： 
U E100.0、L EW200、= A20.0、T AD150 あるいは対応する間接的にアドレス指定する

命令）に関しては、この設定したプロセスイメージサイズは考慮されません。  
これらの命令はプロセスイメージの最大サイズ（サイズについてはテクニカルデータ参

照）まで同期アクセスエラーを発生させず、プロセスイメージの常に存在する内部メモ

リ領域にのみアクセスします。 このことは、I/O 領域（プロセスイメージの領域）から

のブロック呼び出しの更新パラメータに対しても適用されます。 
したがって特にこれらのプロセスイメージ限界の変更の際は、ユーザープログラムにお

いて設定されたプロセスイメージサイズと最大サイズとの間にあとどれだけのプロセス

イメージへのアクセスが行われるかに注意が必要です。 そのようなアクセスが引き続

き行われる場合は、場合によってはユーザープログラムのペリフェラルモジュールの変

化する入力が検知されなくなる、あるいは出力が実際に出力モジュールに書き込まれ

ず、しかもその際エラーメッセージが生成されることもないということになります。 
さらに、特定の CP は必ずプロセスイメージ外でなければアドレス指定してはならない

ということに注意が必要です。 
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ローカルデータ  

ローカルデータは以下を保存します。  

● コードブロックの一時的な変数 

● オーガニゼーションブロックのスタート情報 

● 転送パラメータ 

● 中間リザルト 

一時的な変数 

ブロックの作成では、一時的な変数（TEMP）を宣言できます。この変数はブロックの

処理中にだけ使用可能で、再び上書きされます。 これらのローカルデータは OB ごと

に固定した長さを持っています。 最初の読み出しアクセス前には、ローカルデータを

初期化しなければなりません。 その他に、各オーガニゼーションブロックはスタート

情報用として 20 バイトのローカルデータを必要とします。  

CPU は、処理したばかりのブロックの一時的な変数（ローカルデータ）用のメモリを

備えています。 このメモリ領域のサイズは、CPU により異なります。 メモリ領域は優

先度クラスで同じセクションに分割されます。 各優先度クラスは専用のローカルデー

タ領域を使用できます。 
 

注意  
OB とその基礎となるブロックの一時的な変数（TEMP）の全ては、ローカルデータ内

に保存されます。 多くのネスティングレベルをブロック処理で使用する場合は、ロー

カルデータ領域を超えることができます。  
優先度クラスのローカルデータの許容サイズを超える場合、CPU は「STOP」動作モ

ードに切り換わります。  
その際、同期制御エラー OB のローカルデータ要求を考慮してください。このローカ

ルデータはその都度、原因となる優先度クラスに割り当てられます。  
 

下記も参照 

ロードメモリ、システムメモリ、メインメモリの保持 (ページ 200) 
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5.1.5 SIMATIC マイクロメモリカードの特性 

CPU メモリモジュールとしての SIMATIC マイクロメモリカード  

CPU は、SIMATIC マイクロメモリカードをメモリモジュールとして使用します。 マイ

クロメモリカードはロードメモリとして、またポータブルなデータ媒体としても使用で

きます。  
 

 注記 
動作のためには、SIMATIC マイクロメモリカード が CPU に装着されていることが必

要です。 
 

SIMATIC マイクロメモリカードに保存される情報 

SIMATIC マイクロメモリカードには以下のデータが保存されます。 

● ユーザープログラム、すなわちすべてのブロック（OB、FC、FC、DB）とシステム

データ 

● アーカイブおよびレシピ 

● プロジェクトデータ（STEP 7 プロジェクト） 

● オペレーティングシステムアップデート用データとオペレーティングシステムのバ

ックアップ 

  注記 
1 枚の SIMATIC マイクロメモリカードには、ユーザーデータとプロジェクトデータ

あるいは オペレーティングシステムのどちらかを保存できます。 
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SIMATIC マイクロメモリカードの特性  

SIMATIC SIMATIC マイクロメモリカードは、これらの CPU  のためにメンテナンスフ

リーと保持を保障しています。 
 

注意  
SIMATIC マイクロメモリカードのモジュール内容は、書き込み動作中にカードを抜き

取ると無効になることがあります。 その場合は必要に応じて、SIMATIC マイクロメ

モリカードを PG で消去するか、CPU でフォーマットする必要があります。 
SIMATIC マイクロメモリカードは「RUN」動作モードでは抜き取らないでください。

書き込み PG アクセスが行われていない時に、必ずメイン電源を OFF または CPU を
「STOP」モードにして抜き取ります。 「STOP」モードで、書き込み PG ファンク

ション（例：ブロックのロード/消去）が有効になっていないことを確認できない場合

は、あらかじめ通信接続を切り離しておいてください。 
 

SIMATIC マイクロメモリカードのコピー保護 

SIMATIC マイクロメモリカードのコピー保護をユーザーレベルで実現するために、

SIMATIC マイクロメモリカードには内部シリアル番号が付いています。 このシリアル

番号は、SZL 部品リスト 011C H インデックス 8 を介して SFC 51 RDSYSST で読み出

すことができます。 例えば SIMATIC マイクロメモリカードのシリアル番号の規定値と

現在値が一致しない場合に、ノウハウ保護ブロック中で STOP コマンドをプログラミ

ングしてください。 

SIMATIC マイクロメモリカードの寿命  

SIMATIC マイクロメモリカードの寿命は以下の要因に左右されます。 

1. 消去処理あるいはプログラミング処理の回数 

2. 周囲温度などの外部の影響 

周囲温度が 60 ℃ 以下の場合は、SIMATIC マイクロメモリカードは最大で 100,000 回
まで消去/書き込み処理できます。 

 

注意  
消去/書き込み処理の最大回数を超えないように注意し、データ喪失を防止してくださ

い。 
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備考 

詳細情報： 

● SZL 部分リストについては CPU 31xC および CPU 31x のオペレーションリスト、

またはリファレンスマニュアルシステムソフトウェア S7-300/400 のシステムファ

ンクションおよび標準ファンクションを参照してください。 

● CPU の完全再起動については、 CPU 31xC および CPU 31x 取扱説明書の、スター

トアップ、モジュールのスタートアップ、CPU の動作モードスイッチによる完全再

起動を参照してください。 

下記も参照 

動作制御および表示エレメント： CPU 313C-2 DP (ページ 44) 

動作制御および表示エレメント： CPU 312 および CPU 314 (ページ 63) 

動作制御および表示エレメント： CPU 315-2 DP および CPU 317-2 DP (ページ 66) 

動作制御および表示エレメント： CPU 315-2 PN/DP および CPU 317-2 PN/DP (ペー

ジ 69) 

動作制御および表示エレメント： CPU 319-3 PN/DP (ページ 72) 

5.2 メモリファンクション 

5.2.1 一般事項：メモリファンクション 

メモリファンクション 

メモリファンクションでは、ユーザープログラム全体あるいは個々のブロックを生成、

変更、消去することができます。 さらに、プロジェクトデータをアーカイブすること

によって、データの保持を行うことができます。 新しいユーザープログラムを作成し

た場合は、 PG/PC によりそれを完全に SIMATIC マイクロメモリカードにロードしま

す。 
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5.2.2 CPU の SIMATIC マイクロメモリカードにユーザープログラムをロードする 

ユーザープログラムをロードする  

PG/PC を使用して、ユーザープログラム一式を SIMATIC マイクロメモリカードを介し

て CPU にロードすることができます。 マイクロメモリカードの既存の内容は削除され

ます。 ブロックはロードメモリ内で、「ロードメモリ要求」の下の「一般的なブロッ

クプロパティ」と呼ばれる場所に割り当てられます。  

図は CPU のロードおよびメインメモリを示したものです。 

 
 

 注記 
このファンクションは、CPU が「STOP」の時だけ機能します。 停電時や不当なブロ

ックのためにロード処理を終了できなかった場合は、ロードメモリは空です。  
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5.2.3 ブロックのハンドリング 

5.2.3.1 暗号化デバイス 

重要事項  
 

 注記 
サポートデバイス  
機能ブロック（FB）と機能（FC）は、S7－ブロックプライバシーでのみ暗号化されま

す。.  
 

一度コード化されると、ブロック処理が進みます。または、ステップ 7 では見られませ

ん。 テストやステータスブロックまたはブレークポイントといった試用機能はありま

せん。 

前提条件 

暗号化ブロックが次の CPU にロードされています: CPU31x バージョン V3.2.1 以降 

ステップ７のエクステンションパッケージ「S7 ブロックプライバシー」をインストー

ルする必要があります。 この方法だけで、ブロックを強固に暗号化できます。  

基本手順  

ブロックの暗号化は次のように行ってください。  

1. ブロックコンテイナー上でマウスを右クリックしてステップ７を選択し、「ブロッ

クプロテクション」を選択します。 

2. S7BLP ツールが起動します。 

3. ご希望のモジュールを選択します（複数の選択が可能）。 

4. 暗号化するには、マウスの右ボタンをクリックし、暗号化モジュールを選択します。 
ダイアルボックスの暗号化モジュールが開きます。 

5. リバーストランスレーション情報を暗号化するかどうか選択します。 

  注記 
チェックボックスをはずすと、デバイスはどの状態でも前の状態に戻ります。  
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6. 2 つのフィールドに、最低 12 文字のキーを入力します。 キーは誰にも教えないよ

うにしてください。 暗号化を開始するには、「OK」ボタンをクリックします。 

結果： デバイスが暗号化されました。 次のシンボルが表示されます:  

 
 後ろに戻すことができる暗号化されたブロック  

 後ろに戻すことができない暗号化されたブロック  

 
 

 注記 
コマンドピリオド  
暗号化されたブロックの最適化が完了されないため、コマンド時間が延期されます。 
ブロックが暗号化された場合のみ、ファイナルサイクル時間が決まります。  

 

 注記 
電源 ON/完全再起動/ダウンロードのために延長されたランタイム  
全体のリセットとブロックの確立に必要なロード時間に必要となる CPU ランタイムは

大幅に延長されることがあります。  
 

詳細情報 

詳細は STEP 7 のオンラインヘルプの「S7 ブロックプライバシー」を参照してくださ

い。 
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5.2.3.2 ブロックの再ロードまたはオーバーロード 

 

ユーザーブロックの再ロードとユーザーブロックのオーバロードの 2 つが可能です。 

● ブロックの再ロード： すでにユーザープログラムを作成し、SIMATIC マイクロメ

モリカードにロードしている場合は、ユーザープログラムを新しいブロック分だけ

拡張してください。 その際、ユーザープログラムを新たに完全に SIMATIC マイク

ロメモリカードにロードするのではなく、新しいブロックだけを SIMATIC マイク

ロメモリカードに再ロードします（非常に複雑なプログラムの場合は、この方法に

よってロード時間を短縮できます）。 

● オーバーロード： このケースでは、ユーザープログラムのブロックを変更します。 
次のステップでは、ユーザープログラムまたは変更したブロックのみを、PG/MC 
により SIMATIC マイクロメモリカードにオーバロードします。 

警告  
 

ブロック/ユーザープログラムのオーバロードでは、同じ名称で SIMATIC マイクロ

メモリカードに保存されているデータは全て失われます。 

ブロックのロード後は、シーケンス関連ブロックの内容がメインメモリに転送されて有

効になります。 

5.2.3.3 ブロックのアップロード 

ブロックのアップロード 

アップロードとはロードとは反対に、個々のブロックあるいは完全なユーザープログラ

ムを CPU から PG/PC へロードすることを意味します。 その際ブロックの内容は、

CPU への最後のロード時のものです。 シーケンス関連のデータブロックは例外で、こ

のデータブロックでは最新値が転送されます。 ブロックをアップロードする場合、ま

たは STEP 7 により CPU からユーザープログラムをアップロードする場合、CPU のメ

モリ割り当てに影響はありません。 
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5.2.3.4 ブロックの消去 

ブロックの消去  

消去を行うと、ブロックはロードメモリから削除されます。 消去は、STEP 7 によって

（DB は SFC 23「DEL_DB」でも可能）ユーザープログラムから実行されます。 この

ブロックによってメインメモリ内にメモリが割り当てられていた場合、メモリはクリア

されます。 

5.2.3.5 ブロックの圧縮 

ブロックの圧縮  

圧縮では、ロードメモリとメインメモリ内のメモリオブジェクト間に発生した空隙箇所

が、ロード処理と消去処理によって埋められます。 これによって、空いているメモリ

を連続して使用することができます。 圧縮は、CPU が「STOP」でも「RUN」でも可

能です。 

5.2.3.6 プログラマブル ROM（RAM から ROM へ） 

プログラマブル ROM（RAM から ROM へ） 

プログラマブル ROM では、データブロックの最新値が新しい DB の最新値として、メ

インメモリからロードメモリに引き渡されます。  
 

 注記 
このファンクションは、CPU が「STOP」の時だけ機能します。 停電のためにファン

クションを終了することができなかった場合は、その後ロードメモリは空になります。
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5.2.4 完全再起動および再起動 

完全再起動 

CPU の再起動（警告スタート）を可能にするため、完全再起動は SIMATIC マイクロメ

モリカードの取り出し/挿入後に、定義された関係を再び確立します。 完全再起動では、

CPU のメモリ管理が新たに構成されます。 ロードメモリの全てのブロックは維持され

ます。 シーケンス関連の全ブロックは、ロードメモリから新たにメインメモリに受け

継がれます。これによって特にメインメモリ内のデータブロックが初期化されます（初

期値を再び取得）。 

再起動（警告スタート）  

● 全ての保持 DB はその最新値を維持します（ファームウェア V2.0.12 以降の CPU 
では、非保持 DB もサポートされます。 非保持 DB は、初期値を取得します）。 

● 保持能力のある M、Z、T は全て自己の値を維持します。 

● 保持されないユーザーデータは全て次のように初期化されます。 

– M、Z、T、E、A は「0」で初期化されます。 

● 全てのシーケンスレベルは前方から始まります。 

● プロセスイメージは消去されます。 

備考 

取扱説明書 CPU31xC および CPU 31 のスタートアップおよび CPU の動作モードスイ

ッチによる完全再起動のセクションを参照してください。 



メモリコンセプト  
5.2 メモリファンクション 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
218 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

5.2.5 レシピ 

はじめに  

レシピはユーザーデータの集まりです。 簡単なレシピコンセプトはシーケンス関連の

データブロックからは実現できません。 レシピは同じ構造（長さ）を持たなければな

りません。 各レシピーに対しては 1 つの DB が与えられます。 

処理シーケンス 

レシピはロードメモリに保存しなければなりません。 

● レシピの個々のデータセットは STEP 7 によって、シーケンス関連でない DB とし

て作成されて CPU にロードされます。 レシピは、メインメモリ内ではなくロード

メモリ内にのみ保存されます。 

レシピデータに関する作業： 

● SFC 83 "READ_DBL"により、ユーザープログラムから現在のレシピのデータセッ

トが、ロードメモリ内の DB からメインメモリ内のシーケンス関連の DB に読み出

されます。 これにより、メインメモリはデータセットのデータ量のみを記録すれば

よいことになります。 これでユーザープログラムは現在のレシピのデータにアクセ

スできます。 以下の図はレシピデータの取扱いについて説明したものです。 
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変更されたレシピの再保存： 

● SFC 84「WRIT_DBL」により、プログラム編集中に新規作成または変更されたレシ

ピのデータセットはユーザープログラムからりロードメモリへ書き戻されます。 ロ
ードメモリに書き込まれたデータは、完全再起動時も維持され転送も可能です。 変
更されたデータセット（レシピ）を PG/PC 上に保存する場合、データセットは完

全なブロックとしてアップロードされて保存されます。 

  注記 
アクティブなシステムファンクション SFC 82 ～ 84（SIMATIC マイクロメモリカー

ドへアクセス中）は、PG ファンクションに大きな影響を及ぼします（ステータスブ

ロック、ステータス変数、ブロックのロード、アップロード、オープンなど）。 そ
の際パフォーマンスは、通常（非アクティブなシステムファンクションに対して）

係数 10 だけ低くなります。 

  注記 
消去/書き込み処理の最大回数を超えないように注意し、データ喪失を防止してくだ

さい。 これについては、「CPU の構成と通信ファンクション」の章の「SIMATIC 
マイクロメモリカード」を参照してください。 

注意  
 

SIMATIC マイクロメモリカードのモジュール内容は、書き込み動作中にカードを

抜き取ると無効になることがあります。 その場合は必要に応じて、SIMATIC マイ

クロメモリカードを PG で消去するか、CPU でフォーマットする必要がありま

す。 SIMATIC マイクロメモリカードは「RUN」動作モードでは抜き取らないでく

ださい。書き込み PG アクセスが行われていない時に、必ずメイン電源を OFF ま
たは CPU を「STOP」モードにして抜き取ります。 「STOP」モードで、書き込

み PG ファンクション（例：ブロックのロード/消去）が有効になっていないこと

を確認できない場合は、あらかじめ通信接続を切り離しておいてください。  
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5.2.6 測定値アーカイブ 

はじめに  

CPU によってユーザープログラムを処理する時には測定値が生じます。 この測定値は、

アーカイブされて評価される必要があります。 

処理シーケンス 

測定値の収集： 

● DB（複数の DB 内の切り換えバッファ動作用）内では、測定値は CPU によってメ

インメモリ内に集められます。 

測定値のアーカイブ： 

● SFC 84「WRIT_DBL」により、ユーザープログラムでは、データ量がメインメモリ

のメモリ容量を超える前に、DB 内の測定値をロードメモリ内に保存することがで

きます。 以下の図は測定値アーカイブの取扱いについて説明したものです。 

 

● SFC 82「CREA_DBL」 により、ユーザープログラムでは、新しい（追加の）DB 
を、シーケンス関連でない DB（メインメモリに場所を必要としない DB）としてロ

ードメモリ内に生成することができます。 
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備考 

ブロック SFC 82 についての詳しい説明は、リファレンスマニュアル S7-300/400 用シ

ステムソフトウェア、システムファンクションおよび標準ファンクションまたは直接 
STEP 7 のオンラインヘルプを参照してください。 

 

 注記 
すでにロードメモリおよび/またはメインメモリ内で DB に同じ番号が付いている場合

は、SFC 82 は終了してエラーメッセージが表示されます。 
 

ロードメモリに書き込まれたデータは、完全再起動時も維持され、転送も可能です。 

測定値の評価： 

● ロードメモリ内に保存された測定値データブロックは、アップロードごとに別の通

信パートナ（PG、PC など）によって評価されます。 

  注記 
アクティブなシステムファンクション SFC 82 ～ 84（SIMATIC SIMATIC マイクロ

メモリカードへアクセス中）は、PG ファンクションに大きな影響を及ぼします（ス

テータスブロック、ステータス変数、ブロックのロード、アップロード、オープン

など）。 その際パフォーマンスは、通常（非アクティブなシステムファンクション

に対して）係数 10 だけ低くなります。 

  注記 
ファームウェア V2.0.12 以降の CPU の場合は、SFC 82 によって非保持 DB も生成

することができます（パラメータ ATTRIB → Bit NON_RETAIN）。 

  注記 
消去/書き込み処理の最大回数を超えないように注意し、データ喪失を防止してくだ

さい。 これに関しては、ご使用の CPU の一般テクニカルデータの SIMATIC マイク

ロメモリカードのテクニカルデータも参照してください。 

注意  
 

SIMATIC マイクロメモリカードのモジュール内容は、書き込み動作中にカードを

抜き取ると無効になることがあります。 その場合は必要に応じて、SIMATIC マイ

クロメモリカードを PG で消去するか、CPU でフォーマットする必要がありま

す。 SIMATIC マイクロメモリカードは「RUN」動作モードでは抜き取らないでく

ださい。書き込み PG アクセスが行われていない時に、必ずメイン電源を OFF ま
たは CPU を「STOP」モードにして抜き取ります。 「STOP」モードで、書き込

み PG ファンクション（例：ブロックのロード/消去）が有効になっていないこと

を確認できない場合は、あらかじめ通信接続を切り離しておいてください。 
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5.2.7 プロジェクトデータの SIMATIC マイクロメモリカードへのバックアップ 

ファンクションの作業方法  

プロジェクトをメモリカードに保存する と プロジェクトをメモリカードから取り出す 
のファンクションを使用し、プロジェクトの全データ（後で使用予定）を SIMATIC マ
イクロメモリカードに保存して、後で取り出すことができるようにします。 SIMATIC 
マイクロメモリカードは、CPU 内か PG あるいは PC の MMC プログラミング装置内

にあります。  

プロジェクトデータは保存の前に SIMATIC マイクロメモリカード上に圧縮され、取り

出す際に解凍されます。  
 

 注記 
マイクロメモリカードには、純粋なプロジェクトデータの他に、場合によってはユーザ

ーデータも保存しなければなりません。 したがって、前もって十分なメモリ付き 
SIMATIC マイクロメモリカードを選択するように注意してください。  
SIMATIC マイクロメモリカードのメモリ容量が十分でない場合は、メッセージが表示

されます。 
 

保存されるプロジェクトデータのサイズは、そのプロジェクトのアーカイブデータサイ

ズと同じです。  
 

 注記 
技術的な理由により、プロジェクトをメモリカードに保存する の動作では、全内容

（ユーザープログラムとプロジェクトデータ）を転送することしかできません。 
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サイクルタイムと反応時間 6
6.1 概要 

概要 

この章には以下の事柄に関する詳細な情報が記載されています。 

● サイクルタイム 

● 反応時間 

● アラーム反応時間 

● 計算例 

備考 サイクルタイム 

ユーザープログラムのサイクルタイムを PG で読み出すことができます。 詳細につい

ては、STEP 7 のオンラインヘルプまたはマニュアル「ハードウェアの環境設定および 
STEP 7 との接続のプランニング」および STEP 7 によるプログラミングを参照してく

ださい。 

備考 処理時間 

S7-300 の CPU および CPU 内蔵 IM 用 S7-300 オペレーションリストを参照してくだ

さい。 以下に対する処理時間が表にまとめられています。 

● それぞれの CPU から処理可能な STEP 7 ステートメント 

● CPU 内に内蔵されている SFC/SFB 

● STEP 7 内で呼び出し可能な IEC ファンクション 
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6.2 サイクルタイム 

6.2.1 サイクルタイムの概要 

はじめに  

ここでは、サイクルタイムの定義と構成を明らかにし、またそれがどのように計算でき

るかを説明します。 

サイクルタイムの定義 

サイクルタイムとは、プログラム実行（つまり OB 1 実行）の処理のためにオペレーテ

ィングシステムが必要とする時間、およびこの実行に割り込みをかけるプログラムセク

ションおよびシステムジョブが必要とする時間のことです。 

この時間はモニタされています。 

タイムスライスモデル 

周期的なプログラム処理とユーザープログラムの処理は、タイムスライス内で行われま

す。 シーケンスをより分かりやすく説明するため、以下では各タイムスライスの長さ

をちょうど 1 ミリ秒にしてあります。 

プロセスイメージ 

CPU が周期的なプログラム処理中に一貫性のあるプロセスシグナルのイメージを使用

できるように、プロセスシグナルはプログラム処理に先立って読み出されるか書き込ま

れるかされます。続いて CPU はプログラム処理中は、入力オペランド領域（I）および

出力オペランド領域（O）の応答時には直接シグナルモジュールへはアクセスせず、I/O 
のプロセスイメージがある CPU のシステムメモリ領域へアクセスします。 
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周期的なプログラム処理のシーケンス  
以下の表と図には、周期的なプログラム処理段階が示されています。 

表 6- 1 周期的なプログラム処理 

ステ

ップ 
シーケンス 

1 オペレーティングシステムがサイクルタイムモニタを開始します。 
2 CPU は値を出力のプロセスイメージから出力モジュールに書き込みます。  
3 CPU は入力状態を入力モジュールに読み出し、入力のプロセスイメージを実

現します。 
4 CPU はユーザープログラムをタイムスライス内で処理し、プログラムで決め

られているオペレーションを実行します。 
5 サイクルの最後に、オペレーティングシステムはブロックのロードと消去など

の、残っているタスクを実行します。 
6 その後、CPU はサイクルの開始点に戻り、サイクルタイムモニタを再び開始

します。 

2 

3 

4 

5 

 
S7-300-CPU ではデータアクセスは OP/TP（動作制御および観測ファンクション）に

よりサイクルチェックポイントでのみ行われます（データの一貫性についてはテクニカ

ルデータを参照）。 ユーザープログラム処理は動作制御および観測ファンクションに

よって中断されません。 
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6.2.2 サイクルタイムの計算 

はじめに 

サイクルタイムは以下の影響要因の合計となります。  

サイクルタイムの延長  

基本的に注意していただきたいのは、ユーザープログラムのサイクルタイムは、以下に

より延長されるという点です。 

● 時間制御されたアラーム処理 

● プロセスアラーム処理 

● 診断とエラー処理 

● 同期クロックアラームの処理 

● プログラミング装置（PG）とオペレータパネル（OP）を使用した通信、接続され

た CP（イーサーネット、PROFIBUS DP など）を経由した通信 

● 変数のステータス/制御またはブロックのステータスのようなテストおよびスタート

アップファンクション 

● ブロックの転送と消去、ユーザープログラムメモリの圧縮 

● SFC 82 ～ SFC 84 によるマイクロメモリカードへのユーザープログラム書き込み/
読み出し 

● 内蔵 PROFINET インターフェースを介しての S7 通信 

● PROFINET インターフェースを介しての PROFINET CBA 通信（システム負荷、

SFC 呼び出し、サイクルチェックポイントの更新） 

● PROFINET インターフェースを介しての PROFINET IO 通信（システム負荷） 

● CPU プロパティダイアログの「優先 BUB 通信」を有効にする 
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影響要因 

以下の表は、サイクルタイムに影響を及ぼす要因を示しています。 

表 6- 2 サイクルタイムの影響要因 

要因 注記 

出力（PAA）のプロセスイメージ

および入力のプロセスイメージ

（PEA）の転送時間 

... 「プロセスイメージの典型的な転送時間計算

のためのデータ」の表を参照してください。 

ユーザープログラム処理時間  ... 各オペレーションの実行時間から計算しま

す。S7-300 のオペレーションリストを参照して

ください。 

サイクルチェックポイント内のオ

ペレーティングシステム処理時間 
... 「サイクルチェックポイントの典型的なオペ

レーシングシステム処理時間」の表を参照して

ください。 

通信によるサイクルタイムの延長 ... STEP 7 の通信による最大許容サイクル負荷

を % でパラメータ設定します。マニュアル

STEP 7 によるプログラミングを参照してくださ

い。 

アラームによるサイクルタイムの

負荷 
アラームはユーザープログラムをいつでも中断

することができます。 「アラームのネスティン

グによる典型的なサイクルの延長」の表を参照

してください。 
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プロセスイメージ更新 

以下の表は、プロセスイメージ更新のための CPU 時間（プロセスイメージ転送時間）

を示しています。 これらの時間は、アラーム発生または CPU の通信により延長される

ことがあります。 プロセスイメージ更新のための転送時間は以下のように計算します。 

表 6- 3 プロセスイメージ（PA）の典型的な転送時間の計算式： 

基本負荷 
（ライン K の値) 

+ モジュールラック 0 の PA のバイト数 x （ライン A の値） 

+ モジュールラック 1 ～ 3 の PA のバイト数 x （ライン B の値） 

+ DP 経由の PA のワード数 x （ライン D の値） 

+ PROFINET 経由の PA のワード数 x （ライン P の値） 

= プロセスイメージの転送時間 
 

表 6- 4 CPU 31xC： プロセスイメージの典型的な転送時間計算のためのデータ 

CPU 定数 関与 
312C 313C 313C-

2DP 
313C-2 

PtP 
314C-2 

PtP 
314C-2 DP 314C-

2 PN/DP 
K 基本負荷 170 

μs 
150 
μs 

150 μs 150 μs 

A モジュールラ

ック 0 の各バ

イトごと 

35 μs 35 μs 35 μs 

B モジュールラ

ック 1～3 の
各バイトごと 

- 35 μs* 35 μs* 35 μs* 

D 
（DP の
み） 

内蔵 DP イン

ターフェース

用 DP 領域の

各ワードごと 

-- 0.5 μs - - 0.5 μs 

P 
（PN の
み） 

内蔵 
PROFINET イ
ンターフェー

ス用 
PROFINET 領
域の各ワード

ごと 

- - - 0.5 μs 

* 各モジュールラックにつき + 40 μs 
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表 6- 5 CPU 31x： プロセスイメージの典型的な転送時間計算のためのデータ 

CPU 定数 関与 

312 314 315 317 319 

K 基本負荷 150 μs 120 μs 100 μs 70 μs 40 μs 

A モジュールラック 0 の各バイトご

と 
20 μs 15 μs 

B モジュールラック 1～3 の各バイ

トごと 
- 30 μs* 25 μs* 22 μs* 

D（DP のみ） 内蔵 DP インターフェース用 DP 
領域の各ワードごと 

- 0.5 μs 

P（PROFINET の
み） 

内蔵 PROFINET インターフェー

ス用 PROFINET 領域の各ワード

ごと 

- 0.5 μs 

* 各モジュールラックにつき + 40 μs 

ユーザープログラム処理時間の延長 

ご使用の CPU のオペレーティングシステムは、ユーザープログラムの本来の実行の他

に、さらに同時にその他のプロセスを実行します（コアオペレーティングシステムの時

間管理など）。 これらのプロセスはユーザープログラムの処理時間を最大 10 % 延長し

ます。 
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サイクルチェックポイント内のオペレーティングシステム処理時間 

以下の表は、CPU のサイクルチェックポイント内のオペレーティングシステム処理時

間を示しています。 この時間には以下の内容は含まれていません： 

● 変数のステータス/制御あるいはブロックステータスのようなテストおよびスタート

アップファンクション 

● ブロックの転送と消去、ユーザープログラムメモリの圧縮 

● 通信 

● ユーザープログラムの SFC 82 ～ 84 による SIMATIC マイクロメモリカードの書き

込みおよび読み出し 

表 6- 6 サイクルチェックポイント（ZKP）内の典型的なオペレーティングシステム処

理時間 

CPU サイクルチェックポイント内のサイクル

制御 

312, 312C 250 μs 

313C, 313C-2 180 μs 

314, 314C-2, 314C-2 PN/DP 150 μs 

315 140 μs 

317 120 μs 

319 90 μs 
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アラームのネスティングによるサイクルタイムの延長 

有効にされたアラームにより、サイクルタイムははさらに延長されます。 詳細は以下

の表を参照してください。 

表 6- 7 アラームのネスティングによる典型的なサイクルの延長 

 アラームタイプ 

CPU プロセスアラ

ーム 
診断アラーム クロックタイ

ムアラーム 
遅延アラーム 起動アラーム 

312C 300 μs 300 μs 400 μs 250 μs 250 μs 

313C 250 μs 250 μs 300 μs 220 μs 200 μs 

313C-2 250 μs 250 μs 300 μs 220 μs 200 μs 

314C-2 250 μs 250 μs 300 μs 200 μs 170 μs 

312 300 μs 300 μs 400 μs 200 μs 200 μs 

314 250 μs 250 μs 300 μs 170 μs 150 μs 

315 200 μs 200 μs 200 μs 150 μs 140 μs 

317 160 μs 180 μs 150 μs 80 μs 80 μs 

319 120 μs 100 μs 100 μs 50 μs 40 μs 

この延長に、アラームレベルでのプログラム実行時間を加えなければなりません。 

複数のアラームがネスティングされる場合、それぞれに対応する時間が加算されます。 
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エラーによるサイクルタイムの延長 

表 6- 8 エラーによる典型的なサイクルの延長 

CPU エラーの種類： プログラミングエラー/ペリフェ

ラルアクセスエラー 

312C 220 μs 

313C 180 μs 

313C-2 180 μs 

314C-2 150 μs 

312 220 μs 

314 150 μs 

315 100 μs 

317 60 μs 

319 20 μs 

この延長に、エラー OB のプログラム実行時間を加えなければなりません。 複数のア

ラーム/エラー OB がネスティングされる場合、それぞれに対応する時間が加算されま

す。 
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6.2.3 さまざまなサイクルタイム 

概要  

サイクルタイム（Tzyk）の長さは、各サイクルとも同じではありません。 次の図は、相

互に異なるサイクルタイム Tzyk1 および Tzyk2 を示したものです。 サイクルタイム Tzyk2 
は Tzyk1 より大きくなっています、これは周期動作をしている OB 1 がクロックタイム

アラーム （ここでは OB 10）により中断されるからです。 

 

ブロックの処理時間は変動することがある 

ブロック（OB 1 など）の処理時間は、様々な理由で変動することがあります。 変動の

理由： 

● 条件付きの命令 

● 条件付きのブロック呼び出し 

● さまざまなプログラムパス 

● ループ、他 

これらの影響により、サイクルタイムの長さに大きな差が生じます。 
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サイクルモニタリングタイム  

OB 1 でのプログラム処理は時間的にモニタリングされます。 このモニタリングは、い

わゆるサイクルモニタリングタイムによって行なわれます。 通常、STEP 7 のモニタリ

ングタイムは 150 ミリ秒に初期設定されています。 この値は、CPU のパラメータ設定

によって 1 ミリ秒 ～ 6 秒の範囲内で変更することができます。 

メインプログラムの処理が設定されているサイクルモニタリングタイムを超えると、

CPU によって OB 80（エラーアラーム）が呼び出されます。 OB 80 がない場合、CPU 
は STOP モードに切り替わります。 

サイクルモニタリングタイムは OB 1 の全処理時間を含みます。この時間には、（現在

のサイクルで）メインプログラムを中断する、より高い優先度クラスの処理時間も含ま

れます。 オペレーティングシステムによる通信プロセスもメインプログラムの実行時

間を延長します。 
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6.2.4 通信負荷 

PG/OP 通信、S7 通信および PROFINET CBA に対するプランニングされた通信負荷  

CPU のオペレーティングシステムは、全ての CPU 処理能力のうちプランニングされた

パーセンテージを通信用として継続的に使用します（タイムスライステクニック）。 
この処理能力が通信に必要でない場合は、その他の処理に使用されます。  

ハードウェアコン設定では、通信による負荷を 5 % ～ 50 % に設定できます。 デフォ

ルトでは値は 20 % に設定されています。 

「優先 BUB 通信」が設定されている場合、通信による最大ロード値は約 10 % まで増

加します（50 % から 60 % まで増加）。 

サイクルタイムの延長は通信による負荷次第で変動することもあります。  

サイクルタイムを延長する係数の計算には、以下の計算式を使用します。 

● 優先 BUB 通信なし： 

100/（100 - プランニングされた通信負荷 %） 

● 優先 BUB 通信付き: 

100/（100 - （プランニングされた通信負荷 % + 10 %）） 

 

 

例： 20 % の通信負荷 

ハードウェア設定で 20 % の通信負荷をプランニングしたとします。 計算により求めら

れるサイクルタイムは 10 ミリ秒です。 上記の計算式を使用することにより、サイクル

タイムが係数 1.25 だけ延長されます。 
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例： 50 % の通信負荷 

ハードウェア設定で 50 % の通信負荷をプランニングしたとします。 計算により求めら

れるサイクルタイムは 10 ミリ秒です。 上記の計算式を使用することにより、サイクル

タイムが係数 2 だけ延長されます。 

実サイクルタイムの通信負荷への依存  

以下の図は、実サイクルタイムの通信負荷への依存関係が直線的でないことを示してい

ます。 例として、10 ミリ秒のサイクルタイムを選択しました。 

 

実際のサイクルタイムへの影響  

統計的に見ると、通信関与によるサイクルタイムの延長によって、アラームなどと同様

に OB 1 サイクル内でさらに多くの非同期イベントが発生します。 これにより、OB 1 
サイクルが追加延長されます。 この延長は、OB 1 サイクルごとに発生するイベントの

数、およびイベント処理が継続する時間に左右されます。 
 

 注記 
パラメータ「通信によるサイクル負荷」の値変更による影響をアナログモードで点検し

てください。 
サイクルタイムを最大に設定する際は、通信負荷を考慮し、タイムエラーが発生しない

ようにしなければなりません。 
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ヒント 

● できるだけプリセット値を使用してください。 

● CPU が主に通信目的のために使用され、ユーザープログラムが時間的に問題がない

場合にのみ、値を大きくしてください。 

● その他の場合には、値を小さくするだけにしてください。 

6.2.5 テストおよびスタートアップファンクションによるサイクル延長 

実行時間  

テストおよびスタートアップファンクションの実行時間は、オペレーティングシステム

実行時間です。 したがって実行時間は各 CPU で同じです。 有効なテストおよびスタ

ートアップファンクションによるサイクル延長を以下の表に示します。 

表 6- 9 テストおよびスタートアップファンクションによるサイクル延長 

ファンクション CPU 31x および CPU 31xC 

変数のステータ

ス 
ネグリジブル 

変数の制御 ネグリジブル 

ブロックのステ

ータス 
観測されている各ラインに対して標準 3 µs + 3 x 観測されている

ブロックの実行時間 * 

* 大きなブロックの観測やループの観測によりサイクルタイムが大幅に増加する場合

があります。 

パラメータによるプロセスモードとテストモードの設定（CPU < V2.8 用） 

プロセスモードでは、通信による最大許可サイクル負荷は「通信によるサイクル負荷」

によってのみ設定されるのではなく、これに加えて「プロセスモード ⇒ 許可されるテ

ストファンクションによるサイクルタイム増加」によっても設定する必要があります。 
これにより、プロセスモードではパラメータの設定時間が完全に監視され、超過時には

データ収集は中止されます。 STEP 7 により、例えばループ時のデータ要求はループ終

了前に限定されます。 テストモード時のループでは、各実行時に完全なループが処理

されます。 これにより、サイクルタイムを著しく長くすることができます。 
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KOP/FUP/AWL エディタでプロセスモードとテストモードを設定（CPU ≥ V2.8 用） 

V2.8 以降の CPU ではプロセスモードとテストモードの切り替えは KOP/AWL/FUP エ
ディタの「テスト/モード」メニューで直接行ないます。 

ブロックステータスでは、テストモードとプロセスモードでループの処理が異なります。 

● プロセスモード：  ループの最初の実行が表示されます 

● テストモード：  ループの最後の実行が表示されます。 ループの実行が何度も行な

われる場合には、サイクルタイムが大幅に増加します。 

機能上、プロセスモードとテストモードの間に違いはありません。 
 

 注記 
テストモードでは中断ポイントの設定も可能です。 

 

6.2.6 コンポーネントベースオートメーション（CBA）によるサイクル延長 

ご使用の CPU のオペレーティングシステムは、初期設定ではサイクルチェックポイン

トにおいて PROFINET インターフェースだけでなく DP 接続も更新します。 しかしプ

ランニングの際にこの自動更新を OFF にしている場合は（例：CPU の時間動作により

好ましい影響を与えるために）、更新をご自分で実行する必要があります。 これは、

適切なタイミングにおいて SFC 112 ～ 114 を呼び出すことで行います。  

備考 

SFC 112 ～ 114 に関する情報は、STEP 7 のオンラインヘルプを参照してください。 
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OB1 サイクルの延長 

OB1 サイクルは、以下により延長されます。 

● PROFINET CBA 接続数の増加 

● リモートパートナの数の増加 

● データ容量の増大および 

● 転送頻度の増大 

  注記 
PROFINET CBA を周期的な PROFINET CBA 接続により使用する場合には、所定の

パフォーマンスを維持するためにはスイッチを使用することが前提条件となりま

す。 周期的な PROFINET CBA 接続では、100 M ビットの全二重動作が必ず必要に

なります。 

次の図は測定に使用したコンフィグレーションを示したものです。 
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上図における 
入出力リモート接続 

CPU 315、CPU 317、CPU 
314C-2 PN/DP 用の数 

CPU 319 用の数 

イーサネットを介しての周期的な接続 200、サンプリング頻度： 10 
ms ごと 

300、サンプリング頻度： 10 
ms ごと 

イーサネットを介しての非周期的な接

続 
100、サンプリング頻度： 500 
ms ごと 

100、サンプリング頻度： 200 
ms ごと 

プロキシファンクションを備えた 
PROFINET 装置の PROFIBUS 装置へ

の接続 

16 x 4 16 x 4 

PROFIBUS 装置間の接続 16 x 6 16 x 6 

追加限界条件 

測定によれば、通信による最大サイクル負荷は 20 % です。 

次の図では、まず PROFINET に接続されたリモートパートナへの周期的な PROFINET 
CBA 接続の増加により、OB1 サイクルが影響を受けていることが確認できます。 
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PROFIBUS 装置による基本負荷 

16 の PROFIBUS 装置間の相互接続により、基本負荷が最大で 1.0 ミリ秒増大します。 

ヒントおよび注意事項 

上図では、1 つのパートナへの全ての接続の転送頻度に対して単一の値を使用している

ことは考慮済みです。 

● 転送頻度に異なる値を割り当てる場合は、パフォーマンスは最大で 50 % 低下する

ことがあります。 

● 単純なデータ構造の多数の単独接続に代えて 1 つの接続に複数のデータ構造と配列

を持たせることで、パフォーマンスを向上させることができます。 

6.3 反応時間 

6.3.1 反応時間の概要 

反応時間の定義  

反応時間とは、1 つの入力信号の検知から、それによって論理演算された出力信号の変

化までの時間のことです。 

変動幅 

実際の反応時間は、最短の反応時間と最長の反応時間の間に一定の幅のあるものです。 
設備のプランニングの際は、必ず最長の反応時間により計算してください。 

反応時間の変動幅をイメージできるように、以下の説明では最短および最長の反応時間

について考察しています。 
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要因 

反応時間は、サイクルタイムと以下の要因に左右されます。 

● シグナルモジュールの入力および出力の遅延、あるいは内蔵の入力および出力。 

● PROFINET IO の追加更新時間 

● PROFIBUS DP の追加 DP サイクルタイム 

● ユーザープログラムにおける処理 

入力/出力の遅延 

各ブロックにつき、以下の遅延時間に注意してください。 

 

 デジタル出力用： 電源オン遅延時間 

 アラーム機能付きデジタル入力

用： 
電源オン遅延時間 + モジュール内の処理時間 

 デジタル出力用： モジュールの遅延時間は無視して構いません 

 リレー出力用 典型的な遅延時間は 10 ～ 20 ミリ秒です。 リレー

出力の遅延は、特に温度と電圧によって左右されま

す。 

 アナログ入力用： アナログ入力のサイクルタイム 

 アナログ出力用： アナログ出力の応答時間 

遅延時間については、シグナルモジュールのテクニカルデータのオートメーションシス

テム S7-300 モジュールデータを参照してください。 

PROFINET IO の 更新時間  

PROFINET IO システムを STEP 7 でコンフィグレーションすると、PROFINET IO の
更新時間が STEP 7 により計算されます。 その後 PROFINET IO の更新時間が PG に
表示されます。 
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PROFIBUS DP ネットワークの DP サイクルタイム  

PROFIBUS DP マスタシステムが STEP 7 でコンフィグレーションされていると、予想

される DP サイクルタイム典型値が STEP 7 により計算されます。 これにより、PG に
おけるコンフィグレーションの DP サイクルタイムを表示させることができます。 

以下の図は DP サイクルタイムの概要を示したものです。 この例では、各 DP スレー

ブは平均で 4 バイトのデータを持つものとします。 

 

複数のマスタがある PROFIBUS DP ネットワークを運転する場合には、マスタごとの 
DP サイクルタイムを考慮する必要があります。 つまり、各マスタ用の計算は個別に行

って加算します。  



 サイクルタイムと反応時間 
 6.3 反応時間 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 245 

6.3.2 最短反応時間 

最短反応時間の条件  

以下の図は、どのような条件で最短反応時間が達成されるかを示しています。 

 

計算  

（最短）反応時間は、以下のように構成されています。  

表 6- 10 計算式： 最短反応時間 

 1 x 入力のプロセスイメージ転送時間  

+ 1 x 出力のプロセスイメージ転送時間  

+ 1 x プログラム処理時間 

+ 1 x ZKP 内のオペレーティングシステム処理時間 

+ 入力および出力の遅延 

= 最短反応時間 

この値が、サイクルタイムと、入力および出力の遅延の合計に一致します。 

下記も参照 

反応時間の概要 (ページ 242) 
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6.3.3 最長反応時間 

最長反応時間の条件  

以下の図は、どのような場合に最長反応時間となるかを示しています。 
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計算  

（最長）反応時間は、以下のように構成されています。 

表 6- 11 計算式： 最長反応時間 

 2 x 入力のプロセスイメージ転送時間 

+ 2 x 出力のプロセスイメージ転送時間 

+ 2 x プログラム処理時間 

+ 2 x オペレーティングシステム処理時間 

+ 2 x PROFINET IO の更新時間（PROFINET IO 使用時のみ） 

+ 2 x PROFIBUS DP における DP サイクルタイム（PROFIBUS DP 使用時のみ） 

+ 入力および出力の遅延 

= 最長反応時間 

これはサイクルタイムの 2 回分と入力および出力の遅延に、PROFINET IO の更新時間

の 2 倍または PROFIBUS DP における DP サイクルタイムの 2 倍を加えたものに相当

します。 

下記も参照 

反応時間の概要 (ページ 242) 

6.3.4 ペリフェラルアクセスによる反応時間の短縮 

反応時間の短縮  

反応時間を早くするには、ペリフェラル（L PEB、T PAW など）へのダイレクトアク

セスを使用します。 

プロセスアラームを使用することによって反応時間を早めることも可能です。 

下記も参照 

最短反応時間 (ページ 245) 

最長反応時間 (ページ 246) 
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6.4 サイクルタイムと反応時間の計算方法 

はじめに  

この章では、概要としてサイクルタイムと反応時間の計算について説明します。 

サイクルタイム 

1. オペレーションリストを使ってユーザープログラムの実行時間を決定します。 

2. ユーザープログラムの実行時間の値に 10 % 加算します。 

3. プロセスイメージ用の転送時間を計算して加算します（サイクルタイムの計算 (ペ
ージ 226)の章を参照）。 計算方法については、表プロセスイメージ用の転送時間

の算出データを参照してください。 

4. サイクルチェックポイント内の処理時間を加算します。 計算方法については、表サ

イクルチェックポイントのオペレーティングシステム処理時間を参照してください。 

5. テストおよびスタートアップファンクションによる延長、および周期的な 
PROFINET 接続による延長を考慮します。 値は、表テストおよびスタートアップ

ファンクションによるサイクル延長を参照してください。 

その結果、サイクルタイムが得られます。 
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アラームおよび通信によるサイクルタイム延長および最短/最長反応時間 

1. サイクルタイムに下記の係数を掛けます。 

100/（100 －プランニングされた通信負荷 %） 

2. オペレーションリストを使って、処理プログラム部分のアラーム実行時間を計算し

ます。 これに、「アラームのネスティングによる典型的なサイクルの延長」の表か

ら対応する値を加算します。 

3. この値にステップ 1 の係数を掛けます。 

4. 処理プログラムシーケンスのアラーム値にサイクルタイム中のアラーム作動回数

（または予想作動回数）を掛け、その積を理論サイクルタイムに加算します。 

その結果、実際のサイクルタイムの近似値が求められます。 算出結果を記入してくだ

さい。 

表 6- 12 反応時間の計算例  

最短反応時間 最長反応時間 

5. 実際のサイクルタイムに係数 2 を掛け

ます。 
5. この時、出力/入力の遅延も計算に含め

ます。 

6. この時、出力/入力の遅延、PROFIBUS 
DP の DP サイクルタイムまたは 
PROFINET IO 用更新時間も計算に含めま

す。 

6. 以上の結果から最短反応時間が得られ

ます。 
7. 以上の結果から最長反応時間が得られ

ます。 

下記も参照 

コンポーネントベースオートメーション（CBA）によるサイクル延長 (ページ 238) 
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6.5 サイクルタイムおよび反応時間の計算例 

例 I  

以下のモジュール付き S7-300 をモジュールラック 0 に取り付けました： 

● 1 個の CPU 314C-2 PN/DP 

● 2 個のデジタル入力モジュール SM 321; DI 32 x DC 24 V (PA で各 4 バイト） 
⇒ プロセスイメージで 8 バイト 

● 2 個のデジタル出力モジュール SM 322; DO 32 x DC 24 V/0,5 A （PA で各 4 バイ

ト） 
⇒ プロセスイメージで 8 バイト 

ユーザープログラム 

● オペレーションリストによるユーザープログラムの所要時間は、5 ミリ秒です。 

● 通信は行なわれません。 

サイクルタイムの計算 

この例におけるサイクルタイムは、以下の時間より成ります。 

● ユーザープログラム処理時間： 

約 5 ms + ユーザープログラム処理時間の延長 10 % ⇒ 5.5 ms 

● プロセスイメージ転送時間（サイクルタイムの計算 (ページ 226)を参照）： 

入力プロセスイメージ： 150 μs + 8 バイト x 35 μs = 約 0.43 ms 

出力プロセスイメージ： 150 μs + 8 バイト x 35 μs = 約 0.43 ms 

● サイクルチェックポイント内のオペレーティングシステム実行時間： 0.15 ms 

サイクルタイム = 5.5 ms + 0.43 ms + 0.43 ms + 0.15 ms = 6.51 ms 

実際のサイクルタイムの計算 

● 通信は行なわれません。 

● アラーム処理は行なわれません。 

したがって実際のサイクルタイムも 6.51 ミリ秒です。 
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最長反応時間の計算 

最長反応時間： 

6.51 ms x 2 = 13.02 ms 

● 入力および出力の遅延は無視してかまいません。 

● PROFIBUS DP も PROFINET IO も使用していないので、PROFIBUS DP における 
DP サイクルタイムや PROFINET IO の更新時間も考慮する必要はありません。 

● アラーム処理は行なわれません。 

例 II  

以下のモジュール付き S7-300 を 2 個のモジュールラックに取り付けました： 

● 1 個の CPU 314C-2 PN/DP 

通信によるサイクル負荷のパラメータ設定： 40 % 

● 4 個のデジタル入力モジュール SM 321; DI 32 x DC 24 V(PA で各 4 バイト） 
⇒ プロセスイメージで 6 バイト 

● 3 個のデジタル出力モジュール SM 322; DO 16 x DC 24 V/0.5 A（PA で各 2 バイ

ト） 
⇒ プロセスイメージで 6 バイト 

● 2 個のアナログ入力モジュール SM 331; AI 8 x 12 Bit（PA 内になし） 
⇒ プロセスイメージで 0 バイト 

● 2 個のアナログ出力モジュール SM 332; AO 4 x 12 Bit（PA 内になし） 
⇒ プロセスイメージで 0 バイト 

ユーザープログラム 

● オペレーションリストによるユーザープログラムの所要時間は 10.0 ミリ秒です。 
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サイクルタイムの計算 

この例におけるサイクルタイムは、以下の時間より成ります。 

● ユーザープログラム処理時間： 

約 10 ms + ユーザープログラム処理時間の延長 10 % ⇒ 11.0 ms 

● プロセスイメージ転送時間（サイクルタイムの計算 (ページ 226)を参照）： 

入力プロセスイメージ： 150 μs + 16 バイト x 35 μs = 約 0.71 ms 

出力プロセスイメージ： 150 μs + 6 バイト x 35 μs = 約 0.36 ms 

● 第 2 モジュールラックによる転送時間の増加: 40 μs = 0.04 ms 

● サイクルチェックポイント内のオペレーティングシステム実行時間： 0.15 ミリ秒 

サイクルタイムは、実行された時間の合計となります。 

サイクルタイム = 11.0 ms + 0.71 ms + 0.36 ms + 0.04 ms + 0.15 ms = 12.26 ms 

実際のサイクルタイムの計算 

40 % の通信負荷を考慮した場合： 

12.26 ms x 100/ (100 - 40) = 20.43 ms 

したがって実際のサイクルタイムは、タイムスライスを考慮に入れると 20.43 ミリ秒に

なります。 
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最長反応時間の計算 

● 実際のサイクルタイム x 2 = 20.43 ms x 2 = 40.86 ms 

● 入力および出力の遅延時間 

– デジタル入力モジュール SM 321; DI 32 x DC 24 V には、各チャンネルごとに最

大 4.8 ミリ秒の入力遅延があります。 

– デジタル出力モジュール SM 322; DO 16 x DC 24 V/0.5 A の出力遅延は、無視で

きるレベルです。 

– アナログ入力モジュール SM 331; AI 8 x 12 Bit は 50 Hz のノイズ周波数抑制用に

パラメータ設定されています。 これにより、各チャンネルごとに 22 ミリ秒の変

換時間が発生します。 8 チャンネルが作動しているので、アナログ入力モジュー

ルのサイクルタイムは 176 ミリ秒となります。 

– アナログ出力モジュール SM 332; AO 4 x 12 Bit は、0 ～ 10 V の測定範囲用にパ

ラメータ設定されています。これにより、各チャンネルごとに 0.8 ミリ秒の変換

時間が発生します。 4 チャンネルが作動しているので、サイクルタイムは 3.2 ミ
リ秒となります。 この値にさらに、0.1 ミリ秒の抵抗負荷の立ち上がり時間を加

算する必要があります。 この結果、アナログ出力の応答時間は 3.3 ミリ秒となり

ます。 

● PROFIBUS DP も PROFINET IO も使用していないので、PROFIBUS DP における 
DP サイクルタイムや PROFINET IO の更新時間も考慮する必要はありません。 

● 入力および出力の遅延時間を含む反応時間： 

– ケース 1:  デジタル入力信号の読み込みにより、デジタル出力モジュールの出力

チャンネルが設定されます。 したがって、反応時間は以下のようになります。 

反応時間 = 40.86 ms + 4.8 ms = 45.66 ms 

– ケース 2:  アナログ値が読み込まれ、アナログ値が出力されます。したがって、

反応時間は以下のようになります。 

最長反応時間 = 40.86 ms + 176 ms + 3.3 ms = 220.16 ms 
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6.6 アラーム反応時間 

6.6.1 アラーム反応時間の概要 

アラーム反応時間の定義  

アラーム反応時間は、アラーム信号の最初の出現からアラーム OB の最初のステートメ

ントの呼び出しまでの時間です。 一般的には、 優先度の高いアラームが先に処理され

ます。 つまりアラーム反応時間は、優先度が高いアラーム OB および、以前に発生し

た同じ優先度の未処理のアラーム OB（待機中）のプログラム処理時間の分だけ長くな

ります。 

計算  

最小と最大のアラーム反応時間は以下の計算式で求めます。 

表 6- 13 プロセスアラームおよび診断アラーム反応時間 

最小アラーム時間の計算 最大アラーム時間の計算 

CPU の最小アラーム反応時間 

+ シグナルモジュールの最小アラーム反応

時間 

+ PROFINET IO の更新時間 
（PROFINET IO 使用時のみ） 

+ PROFIBUS DP における DP サイクルタ

イム 
（PROFIBUS DP 使用時のみ） 

_____________________________________
_____ 

= 最小アラーム反応時間 

CPU の最大アラーム反応時間 

+ シグナルモジュールの最大アラーム反応

時間 

+ 2 x PROFINET IO の更新時間 
（PROFINET IO 使用時のみ） 

+ 2 x PROFIBUS DP における DP サイク

ルタイム 
（PROFIBUS DP 使用時のみ） 

_____________________________________
_____ 

= 最大アラーム反応時間 
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通信による最大アラーム反応時間の延長 

最大アラーム反応時間は、通信機能がアクティブなときは長くなります。 延長時間は、

下記の計算式によって算出されます。 

tv: 200 μs + 1000 μs x n % 

n=通信によるサイクル負荷の設定 

この結果は最大アラーム反応時間に加算されます。 

CPU のプロセスアラーム反応時間と診断アラーム反応時間  

表 6- 14 プロセスアラームおよび診断アラーム反応時間 

プロセスアラーム反応時間 診断アラーム反応時間 CPU 

外部最小 外部最大 内蔵ペリフェ

ラル最大 
最小 最大 

CPU 312 0.3 ms 0.5 ms - 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 312C 0.3 ms 0.5 ms 0.5 ms 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 313C 0.3 ms 0.5 ms 0.5 ms 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 313C-2 0.3 ms 0.5 ms 0.5 ms 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 314 0.3 ms 0.5 ms - 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 314C-2 0.3 ms 0.5 ms 0.5 ms 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 314C-2 PN/DP 0.3 ms 0.5 ms 0.5 ms 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 315-2 DP 
CPU 315-2 PN/DP 

0.3 ms 0.5 ms - 0.4 ms 0.6 ms 

CPU 317-2 DP 
CPU 317-2 PN/DP 

0.2 ms 0.4 ms - 0.2 ms 0.4 ms 

CPU 319-3 PN/DP 0.2 ms 0.4 ms - 0.2 ms 0.4 ms 
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シグナルモジュール  

シグナルモジュールのプロセスアラーム反応時間は以下のように構成されています。 

● デジタル入力モジュール 

プロセスアラーム反応時間 = 内部アラーム準備時間 + 入力遅延 

時間は各デジタル入力モジュールのデータシートから求めます。 

● アナログ入力モジュール 

プロセスアラーム反応時間 = 内部アラーム準備時間 + 変換時間 

アナログ入力モジュールの内部アラーム準備時間は無視してかまいません。 変換時

間は、各アナログ入力モジュールのデータシートから求めます。 

シグナルモジュールの診断アラーム反応時間は、シグナルモジュールによる診断イベン

トの検知からシグナルモジュールによる診断アラームの作動までの時間です。 この時

間は無視できるほどのわずかなものです。 

プロセスアラーム処理  

プロセスアラーム OB 40 の呼び出しにより、プロセスアラーム処理が行われます。 よ
り優先度の高いアラームはプロセスアラーム処理を中断し、ステートメントの実行時間

時にペリフェラルにダイレクトアクセスします。 プロセスアラーム処理の終了後にサ

イクルプログラム処理が続行されるか、あるいは同等レベルまたは下位レベルのアラー

ム OB が呼び出されて処理されます。 

6.6.2 遅延アラームと起動アラームの再現可能性 

定義「再現性」  

遅延アラーム：  

プログラミングされたアラームタイミングで起こる、アラーム OB の最初のステートメ

ントの呼び出しの時間的なずれ。 

起動アラーム：  

2 つの連続した呼び出しの時間間隔の変動幅。それぞれのアラーム OB の最初のステー

トメント間を計測。 
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再現性 

本マニュアルで説明している CPU（CPU 319 を除く）に対しては、以下の時間が該当

します。 

● 遅延アラーム： ± 100 μs 

● 起動アラーム： ± 100 μs 

CPU 319 に対しては、以下の時間が該当します。 

● 遅延アラーム： ± 60 μs 

● 起動アラーム： ± 60 μs 

これらの時間は、この時点でアラームを実行することができ、かつ例えば優先度の高い

アラームやまだ実行されていない同等レベルのアラームによって遅延されない場合にの

み有効です。 

6.7 アラーム反応時間の計算例 

構成  

コントローラ内に 1 つの CPU 314C-2 PN/DP と 4 つのデジタルモジュールが取り付け

られている S7-300 があります。 デジタル入力モジュールの 1 つはプロセス/診断アラ

ーム付き SM 321; DI 16 x DC 24 V です。 

CPU と SM のパラメータ設定では、プロセスアラームのみが許可されています。 時間

制御された処理、診断、およびエラー処理は行いません。 通信によるサイクル負荷は 
20 % に設定されています。 

デジタル入力モジュール用に対しては、0.5 ミリ秒の入力遅延がパラメータ設定されて

います。 

サイクルチェックポイントで必要となるジョブはありません。  
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計算  

この例におけるプロセスアラーム反応時間は、以下の時間より成ります。 

● CPU 314C-2 PN/DP のプロセスアラーム反応時間： 0.5 ms 

● 計算式に基づいた通信による延長（アラーム反応時間の概要 (ページ 254)を参

照）： 

 200 μs + 1000 μs x 20 % = 400 μs = 0.4 ms 

● SM 321; DI 16 x DC 24 V のプロセスアラーム反応時間： 

– 内部アラーム準備時間： 0.25 ms 

– 入力遅延： 0.5 ms 

● PROFIBUS DP も PROFINET IO も使用していないので、PROFIBUS DP における 
DP サイクルタイムや PROFINET IO の更新時間も考慮する必要はありません。 

プロセスアラーム反応時間は、実行された時間の合計となります。 

プロセスアラーム反応時間 = 0.5 ms + 0.4 ms + 0.25 ms + 0.5 ms = 1.65 ms 

算出されたこのプロセスアラーム反応時間は、デジタル入力に信号が設定されてから 
OB 40 での最初のステートメントまでに経過する時間です。 
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共通テクニカルデータ 7
7.1 規格および認可 

はじめに  

共通テクニカルデータには以下が含まれます。 

● オートメーションシステム S7-300 のモジュールが適合する規格および試験結果 

● S7-300 のモジュールのテストで採用された試験基準 

  注記 
銘板上の情報  
最新の有効な認可は各モジュールの銘板に示されています。 

安全性に関する注意事項 
 

警告  
人身事故および物的損害の発生することがあります。 
S7-300 のプラグ接続を運転中に解除すると、爆発の発生する危険のある領域内で人員

の負傷や物的損害の発生する可能性があります。 
爆発の発生する危険のある領域でのプラグ接続の解除を行う際は、必ず S7-300 を通

電のない状態にしてください。 
 

警告  
爆発の危険 
部品を交換すると、クラス I、ディヴィジョン 2 には適合しません。 

 

警告  
この装置は、クラス I、ディヴィジョン 2、グループ A、B、C、D または危険のない

場所での使用だけに適しています。 
 

マークとその意味  

モジュールを見つける際のマークとその意味です。  
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CE ラベル  

 

 

オートメーションシステム S7-300 は以下の EC 指令の要求事項およ

び安全目標を満たし、欧州共同体の後方において公表されたプログラ

マブルコントローラに関する共通ヨーロッパ規格（EN）に適合してい

ます。 

 2006/95/EG「一定電圧内で使用する電気動作装置」（低電圧指

令） 

 2004/108/EG「電磁適合性」（EMC 指令） 

 94/9/EU「爆発の危険のある箇所で適切に使用するための装置およ

び保護システム」（防爆指令） 

下記の者は、関係官庁の求めに応じて EC 認可証明書を提示できるよ

う準備しております。 

Siemens Aktiengesellschaft 
Industry Sector 
I IA AS R&D DH A 
Postfach 1963 
D-92209 Amberg 

これらは、ウェブサイト上のカスタマサポート「規格との適合」から

ダウンロードすることができます。  

UL 認可  

 

 

Underwriters Laboratories Inc.(損害保険者研究所)の 

 UL 508(Industrial Control Equipment:産業用制御装置)に準拠 

CSA 認可  

 

 

カナダ規格協会の 

 C22.2 No.142(処理制御機器)に準拠 

あるいは 
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cULus - 認可 

 

 

Underwriters Laboratories Inc.(損害保険者研究所)の  

 UL 508(Industrial Control Equipment:産業用制御装置)に準拠 

 CSA C22.2 No. 142（プロセスコントロール装置） 

あるいは 

cULus HAZ. LOC. 認可 

 

 

Underwriters Laboratories Inc.(損害保険者研究所)の  

 UL 508(Industrial Control Equipment:産業用制御装置)に準拠 

 CSA C22.2 No. 142（プロセスコントロール装置） 

 UL 1604（危険な場所） 

 CSA C22.2 No. 213 (危険な場所) 

認可使用場所： 
クラス I、ディヴィジョン 2、グループ A、B、C、D Tx; 
クラス I、ゾーン 2、グループ IIC Tx 

FM 認可  

 

 

認可標準クラス番号 3611、3600、3810 に準拠し、 
クラス I、区分 2、グループ A、B、C、D Tx、 
Class I、Zone 2、Group IIC Tx 
で使用を認可されている Factory Mutual Research(FM) 
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ATEX 認可 

 

 

EN 60079-15 (Electrical apparatus for potentially explosive 
atmospheres; Type of protection "n") によると EN 60079-0 (Electrical 
apparatus for potentially explosive gas atmospheres - Part 0 による: 
General Requirements) 

 
 

 

警告  
人身事故および物的損害の発生することがあります。 
S7-300 のプラグ接続を運転中に解除すると、爆発の発生する危険のある領域内で人員

の負傷や物的損害の発生する可能性があります。 
爆発の発生する危険のある領域でのプラグ接続の解除は、必ず通電のない状態で行っ

てください。 
 

オーストラリアとニュージーランド用のマーク  

 

 
S7-300 オートメーションシステムは、 
AS/NZS 16(クラス A)規格の要件を満たしています。 

 

 

 注記 
UL/CSA cULus が製品に付与されていることが銘板上のマークでわかります。  

 

IEC 61131  

S7-300 オートメーションシステムは、 
IEC 61131-2(Programmable Controllers,Part 2: Equipment requirements and tests：プ

ログ ラマブルコントローラ、パート 2、機器の要件と検証)の要件と基準を満たしてい

ます。 
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船舶認可  

船級協会: 

● ABS(American Bureau of Shipping:米国船級協会) 

● BV(Bureau Veritas:フランス船級協会) 

● DNV(Det Norske Veritas:ノルウェー船級協会) 

● GL(Germanischer Lloyd:ドイツ船級協会) 

● LRS(Lloyds Register of Shipping:英国ロイズ協会) 

● クラス NK(日本海事協会) 

工業分野における使用  

SIMATIC 製品は工業分野における使用に適合するように設計されています。  

表 7- 1 工業分野における使用 

用途 ノイズ発生に関する要求事項  耐ノイズ強度に関する要求事項  

工業 EN 61000-6-4 ： 2007 EN 61000-6-2 ： 2005 

住宅地域における使用  
 

 注記 
S7-300 は工業地域における使用向けに設計されています。住宅地域における使用の場

合、ラジオ/テレビ放送の受信に影響する可能性があります。 
 

S7-300 を住宅地域において使用する場合は、電磁干渉の発生に関して EN 55011 の規

定する限界値等級 B を確実に満たすことが必要です。 

限界値等級 B の電磁干渉強度実現のため、適切な対策を講じる必要があります。 

● グラウンドしたコントロールキャビネット/コントロールボックスへの S7-300 の取

り付け 

● 電源ケーブルにおけるフィルターの使用 
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7.2 電磁適合性 

定義  

電磁適合性（EMC）とは、電気装置がその電磁気的環境を乱すことなく動作する能力

です。 

S7-300 のモジュールは EC の EMC 規制の要求事項にも適合しています。 その前提条

件は、S7-300 システムが電気関係の構成に関する基準とガイドラインに適合している

ことです。 

パルス外乱量  

S7 モジュールのパルス外乱量に対する電磁適合性を次表に示します。 

 

パルス外乱量 試験電圧 対応する感

度 

IEC 61000-4-2 による静電放電 空中放電： ± 8 kV 

接触放電： ± 4 kV 

3 

2 

IEC 61000-4-4 によるバースト

パルス（急速な過渡的外乱） 
2 kV（電源ケーブル） 
2 kV（信号ケーブル > 3 m） 
1 kV（信号ケーブル < 3 m） 

3 
3 

IEC 61000-4-5 による高エネルギーの孤立パルス（サージ） 

外部ヒューズプロテクションが必要です  
（フラッシュとサージのチャプターを参照）。 

 非対称結線 2 kV（電源ケーブル） 
直流電圧、保護装置使用 

2 kV（信号ケーブル/データライン、> 
3 m のみ）、場合により保護装置使用 

 対称結合 1 kV（電源ケーブル）直流電圧、保護

装置使用 

1 kV（信号ケーブル/データライン、> 
3 m のみ）、場合により保護装置使用 

 

 

 

 

3 
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追加対策 

S7-300 システムを商用電源に接続するときは、EN 55022 による限界値等級 B を確認

する必要があります。 

正弦波外乱量 

S7-300 モジュールの正弦波状の外乱量に対する電磁適合性を次表に示します。 

● 高周波放射 

 

IEC 61000-4-3 に応じた高周波放射 
高周波電磁界、振幅変調済み 

対応する感度 

80 ～ 1000 MHz；1.4 ～ 2 
GHz 

2.0 GHz ～ 2.7 GHz 

10 V/m 1 V/m 

80 % 振幅変調で（1 kHz） 

3、2、1 

● 高周波入射 

 

IEC 61000-4-6 に応じた高周波入射 対応する感度 

0.15 ～ 80 MHz 

10 V 実効振幅変調なし 

80 % 振幅変調で（1 kHz） 

150 Ω 電源インピーダンス 

3 
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電磁干渉の放出  

EN 55016 による電磁界ノイズの発生: 限界値等級 A、（距離 10 m で測定）。 

 

周波数 ノイズ発生 

30 ～ 230 MHz < 40 dB (µV/m)Q 

230 ～ 1000 MHz < 47 dB (µV/m)Q 

EN 55016 による交流電力網経由でのノイズ発生 限界値等級 A、グループ 1 

 

周波数 ノイズ発生 

0.15 ～ 0.5 MHz < 79 dB (µV/m)Q 
< 66 dB (µV/m)M 

0.5 ～ 5 MHz < 73 dB (µV/m)Q 
< 60 dB (µV/m)M 

5 ～ 30 MHz < 73 dB (µV/m)Q 
< 60 dB (µV/m)M 

7.3 モジュールの輸送および保管条件 

はじめに  

S7-300 のモジュールは、輸送および保管条件に関しては IEC 61131-2 の要求事項を充

たしております。下記のデータは、原梱包のまま輸送または保管した場合のモジュール

のものです。 

気候条件は保管に関しては IEC 60721-3-3 クラス 3K7 に、 
輸送に関しては IEC 60721-3-2 クラス 2K4 に該当します。 

機械的条件は IEC 6072132、クラス 2M2 に適合しています。 
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モジュールの輸送および保管条件 
 
条件の種類 許容範囲 

自由落下（輸送梱包された状態） ≤ 1 m 

温度 - 40 ℃ ～ + 70 ℃ 

大気圧 1080 ～ 660 hPa（高度 -1000～3500 m に
相当） 

相対湿度 10 ～ 95 %、結露しないこと 
正弦波状振動、 
IEC 60068-2-6 による 

5 ～ 9 Hz： 3.5 mm 
9 ～ 150 Hz： 9.8 m/s 2 

IEC 60068-2-29 による衝撃 250 m/s2、6 ms、1000 回衝撃 

7.4 S7-300 の動作のための物理的および気候的環境条件 

使用条件  
S7-300 は天候から保護された場所に固定して使用するように設計されています。 使用

条件は DIN IEC 60721-3-3 の要求事項を超過達成しています。 
● クラス 3M3（機械的要求事項） 
● クラス 3K3（耐候性の要求事項） 

追加措置を講じての使用 
以下の場合、追加措置を講じないかぎり S7-300 を使用することはできません。 
● 電離放射線濃度の高い場所 
● 以下のような要因による運転条件の厳しい場所 

– ほこり 
– 苛性水蒸気またはガス 
– 強力な電界または磁界 

● 特別な監視を必要とする以下のようなシステム 
– エレベータ 
– 特に危険な場所で使用される電気システム 

追加措置には、例えば S7-300 をキャビネットあるいはハウジングに取り付けること等

が含まれます。 
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物理的環境条件  

物理的環境条件を正弦波振動の形で次表に示します。 

 

周波数域 常時 散発的 

10 ≤ f ≤ 58 Hz 振幅 0.0375 mm 振幅 0.75 mm 

58 ≤ f ≤ 150 Hz 加速度 0.5 g（一定） 加速度 1 g（一定） 

防振対策 

S7300 に大きな衝撃または振動が加わる可能性があるときは、加速度と振幅を抑制す

るため適切な対策を講じる必要があります。 

S7-300 を制動材（例えば、ラバーメタル等）に固定することが推奨されます。 

物理的環境条件の試験 

下記の表は、物理的環境条件の試験の種類および範囲を示しています。 

 

試験の種類 試験規格 注記 

振動 IEC 60068-2-6 に
よる振動試験（正

弦波） 

振動の種類： 1 オクターブ/min での周波数スイープ 

5 Hz ≤ f ≤ 9 Hz、振幅 3.5 mm 一定 

9 Hz ≤ f ≤ 150 Hz、加速度 1 g 一定 

振動時間： 互いに垂直な 3 軸の各々に対して周波数スイープ 
10 回 

衝撃 IEC 60068-2-27 に
よる衝撃試験 

衝撃の種類： 半正弦波 

衝撃の強さ： ピーク値 15 g、持続時間 11 ms 

衝撃の方向： 互いに垂直な 3 軸の各々に対して +/– 方向に各 
3 回の衝撃 
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気候的環境条件  

S7-300 は以下の気候的環境条件下において使用することができます。 

 

環境条件 許容範囲 注記 

温度： 
水平取付け： 
垂直取付け： 

 
0 ～ 60 ℃ 
0 ～ 40 ℃ 

- 

相対湿度 10 ～ 95 % 結露しないこと、IEC 61131 第 2 分冊

の相対湿度（RH）負荷等級 2 に相

当。 

大気圧 1080 ～ 795 hPa -1000 ～ 2000 mの高度に相当。 

SO2: < 0.5 ppm 
（RH < 60 %、結露しないこと） 
H2S： < 0.1 ppm、 
RH < 60 %、結露しないこと 

試験： 10 ppm、4 日 
 
試験： 1 ppm、4 日 

有害物質濃度 

ISA-S71.04 severity level G1; G2; G3 - 

7.5 S7-300 の絶縁試験、保護クラス、保護等級、公称電圧に関するデ

ータ 

試験電圧  

絶縁耐力は IEC 61131-2 による以下の試験電圧での型式試験により証明されています。  

 

他の回路または接地に対する定格電圧 
Ue を持つ回路 

試験電圧 

< 50 V DC 500 V 

< 150 V DC 2500 V 

< 250 V DC 4000 V 

保護クラス 

IEC 60536 による保護クラス I すなわちプロファイルレールへの保護導体接続が必要で

す。 
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異物および水に対する保護  

● IEC 60529 による標準テストプローブを使用しての接触に対する保護等級 IP 20 

水の浸入に対する保護対策は講じられていません。  

7.6 S7-300 の定格電圧 

定格動作電圧 

S7-300 のモジュールは、様々な定格電圧で作動します。 下記の表は、個々の定格電圧

および許容範囲を示しています。 

 

定格電圧 許容範囲 

DC 24 V DC 19.2 ～ 28.8 V 

AC 120 V AC 93 ～ 132 V 

AC 230 V AC 187 ～ 264 V 
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CPU 31xC のテクニカルデータ 8
8.1 一般テクニカルデータ 

8.1.1 CPU 31xC の寸法 

各 CPU は高さおよび奥行きが同じですが、幅だけが異なります。 

● 高さ： 125 mm 

● 奥行き： 115 mm またはフロントフラップが開いた状態では 180 mm 

CPU の幅 

 

CPU 幅 

CPU 312C 80 mm 

CPU 313C 120 mm 

CPU 313C-2 PtP 80 mm 

CPU 313C-2 DP 80 mm 

CPU 314C-2 PtP 120 mm 

CPU 314C-2 DP 120 mm 

CPU 314C2 PN/DP 120 mm 
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8.1.2 マイクロメモリカードのテクニカルデータ 

使用可能な SIMATIC マイクロメモリカード  

以下のメモリモジュールが使用可能です。 

表 8- 1 使用可能な SIMATIC マイクロメモリカード 

マイクロメモリカー

ドのタイプ 
注文番号 SIMATIC SIMATIC マイクロメモリカ

ードによるファームウェア更新に必

要 

64 K バイト 6ES7953-8LFxx-0AA0 - 

128 K バイト 6ES7953-8LGxx-0AA0 - 

512 K バイト 6ES7953-8LJxx-0AA0 - 

2 M バイト 6ES7953-8LLxx-0AA0 DP インターフェースなしの CPU の
場合は最低限このマイクロメモリカ

ードが必要 

4 M バイト 6ES7953-8LMxx-0AA0 DP インターフェース付きで、PN イ
ンターフェースのない CPU の場合は

最低限必要 

8 M バイト 6ES7953-8LPxx-0AA0 DP インターフェースおよび PN イン

ターフェース付きの CPU の場合は最

低限必要 
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SIMATIC マイクロメモリカードでロード可能なブロックの最大数 

最大何個のブロックを SIMATIC マイクロメモリカードに格納できるかは、ご使用の 
SIMATIC マイクロメモリカードの容量によって異なります。 ロード可能なブロックの

最大数は SIMATIC マイクロメモリカードの容量によって決まります（SFC「CREATE 
DB」により生成されるブロックを含む）。 

表 8- 2 SIMATIC マイクロメモリカードでロード可能なブロックの最大数 

容量が「...」の SIMATIC マイ

クロメモリカードを使用する場

合、 

... ロード可能なブロックの最大数は以下の通りです 

64 K バイト 768 

128 K バイト 1024 

512 K バイト 2560 

2 M バイト 

4 M バイト 

8 M バイト 

ここでは CPU に固有のロード可能なブロックの数

は、SIMATIC マイクロメモリカードに保存可能なブ

ロックの数を下回ります。 
CPU に固有のロード可能ブロックの最大数について

は、テクニカルデータを参照してください。 
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8.2 CPU 312C 

技術仕様 

表 8- 3 CPU 312C のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7312-5BF04-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 + SP1 以降または  
STEP 7 V5.3 + SP2 + HSP 203 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 64 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
64 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.1 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.24 μs 
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技術仕様 

 固定少数点計算、最小 0.32 μs 

 浮動小数点計算、最小 1.1 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 



CPU 31xC のテクニカルデータ  
8.2 CPU 312C 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
276 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

技術仕様 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 256 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 255) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 k バイト（ブロックあたり最大 2048 
バイト）  

ブロック 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 4（OB 80、82、85、87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 
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技術仕様 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 1024 バイト（任意にアドレス指定可能） 

 出力 1024 バイト（任意にアドレス指定可能） 

そのうちのリモート 

 入力 - 

 出力 - 

プロセスイメージ I/O 

 入力 1024 バイト 

 出力 1024 バイト 

 入力、設定可能 1024 バイト 

 出力、設定可能 1024 バイト 

 入力、初期設定 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 

デジタルチャンネル 

 内蔵チャンネル（DI） 10 

 内蔵チャンネル（DO） 6 

 入力 266 

 出力 262 
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技術仕様 

 入力、そのうち中央部 266 

 出力、そのうち中央部 262 

アナログチャンネル 

 内蔵チャンネル（AI） - 

 内蔵チャンネル（AO） - 

 入力 64 

 出力 64 

 入力、そのうち中央部 64 

 出力、そのうち中央部 64 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 1 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 - 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 4 

クロックタイム 

クロック 

 ソフトウェアクロック あり 

 バッファリング なし 

 同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 
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技術仕様 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ なし 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

6  
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 



CPU 31xC のテクニカルデータ  
8.2 CPU 312C 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
280 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

技術仕様 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 入力数、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり、10 ～ 499 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート なし 

ルーティング なし 

 ルーティング接続数 0 

 データセットルーティング なし 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 
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技術仕様 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数、トランスミッタ、

最大 
8 

 GD パケットの数、レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND または X_RCV の場

合） 
64 バイト （X_PUT または X_GET の場

合サーバとして） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり、CP およびロード可能な FB による 

 ジョブあたりの有効データ、最大 180 バイト（PUT/GET の場合） 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
240 バイト（サーバとして） 

S5 互換通信 

 サポート あり、CP およびロード可能な FC による 

接続数 

 合計 6 

PG 通信に使用可能 5 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 5 
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技術仕様 

OP 通信に使用可能 5 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 5 

S7 基本通信に使用可能 2 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 2 

接続技術 

 必要なフロントコネクタ 1 x 40 ピン 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 なし 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング なし 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 
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技術仕様 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし、ただし CP およびロード可能な FB 
により可能 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 187.5 k ビット/秒 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

内蔵 I/O 

下記のデフォルトアドレス 

 デジタル入力 124.0 ～ 125.1 

 デジタル出力 124.0 ～ 124.5 
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技術仕様 

内蔵ファンクション 

 カウンタの数 2 個（マニュアルテクノロジファンクショ

ンを参照） 

 周波数メータの数 最大 10 kHz までの 2 チャンネル 
(マニュアル テクノロジファンクション参

照) 

 パルス出力の数 2 個、最大 2.5 kHz までのパルス幅変調 
(マニュアル テクノロジファンクション参

照) 

 周期測定 2 チャンネル 
(マニュアル テクノロジファンクション参

照) 

 制御位置決め なし 

 内蔵ファンクションブロック（クロー

ズドループ制御） 
なし 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
80 x 125 x 130 

 重量 410 g 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 90 mA 

 起動電流、標準 5 A 

 消費電流（定格値） 570 mA 

 I2t 0.7 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨） 
LS スイッチ タイプ C 最小 2 A、 
LS スイッチ タイプ B 最小 4 A 

 電力損失、標準 8 W 
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備考 

内蔵ペリフェラルのテクニカルデータの章 には、以下の説明が記載されています。 

● CPU 31xC のデジタル入力と CPU 31xC のデジタル出力に、内蔵 I/O のテクニカル

データ。 

● 内蔵 I/O の配置と使用 に、内蔵 I/O の単線結線図。 

8.3 CPU 313C 

技術仕様 

表 8- 4 CPU 313C のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7313-5BG04-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 + SP1 以降または  
STEP 7 V5.3 + SP2 + HSP 203 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 128 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
64 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 
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技術仕様 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.07 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.15 μs 

 固定少数点計算、最小 0.2 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.72 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 



 CPU 31xC のテクニカルデータ 
 8.3 CPU 313C 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 287 

技術仕様 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 256 バイト 

 保持能力、装備 はい（MB 0 ～ MB 255） 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 k バイト ブロックあたり最大 2048 バ
イト 

ブロック 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 
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技術仕様 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 4（OB 80、82、85、87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 1024 バイト（任意にアドレス指定可能） 

 出力 1024 バイト（任意にアドレス指定可能） 

プロセスイメージ I/O 

 入力 1024 バイト 

 出力 1024 バイト 

 入力、設定可能 1024 バイト 

 出力、設定可能 1024 バイト 

 入力、初期設定 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 



 CPU 31xC のテクニカルデータ 
 8.3 CPU 313C 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 289 

技術仕様 

デジタルチャンネル 

 内蔵チャンネル（DI） 24 

 内蔵チャンネル（DO） 16 

 入力 1016 

 出力 1008 

 入力、そのうち中央部 1016 

 出力、そのうち中央部 1008 

アナログチャンネル 

 内蔵チャンネル（AI） 5（4 x 電流/線圧、1 x 抵抗） 

 内蔵チャンネル（AO） 2 

 入力 253 

 出力 250 

 入力、そのうち中央部 253 

 出力、そのうち中央部 250 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
最大 8、モジュールラック ER 3 では最大 
7 

DP マスタの数 

 内蔵 - 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 6 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック（リアルタイ

ム） 
あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 
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技術仕様 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 バッファリング期間経過後のクロック

の動作 
クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 

（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ なし 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

8 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 
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技術仕様 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 入力数、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり、10 ～ 499 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 
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技術仕様 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート なし 

ルーティング なし 

 ルーティング接続数 0 

 データセットルーティング なし 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND または X_RCV の場

合） 
64 バイト （X_PUT または X_GET の場合

サーバとして） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり（CP およびロード可能な FB によ

る） 

 ジョブあたりの有効データ、最大 180 バイト（PUT/GET の場合） 
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技術仕様 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの 
240 バイト（サーバとして） 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

接続数 

 合計 8 

PG 通信に使用可能 7 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 7 

OP 通信に使用可能 7 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 7 

S7 基本通信に使用可能 4 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 4 

接続技術 

 必要なフロントコネクタ 2 x 40 ピン 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 なし 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 
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技術仕様 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング なし 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし（ただし CP およびロード可能な FB 
により可能） 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 187,5 k ビット/秒 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザーログラム保護/パスワード保護 あり 
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技術仕様 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

内蔵 I/O 

下記のデフォルトアドレス 

デジタル入力 124.0 ～ 126.7 

デジタル出力 124.0 ～ 125.7 

アナログ入力 752 ～ 761 

アナログ出力 752 ～ 755 

内蔵ファンクション 

 カウンタの数 3 個（マニュアルテクノロジファンクショ

ンを参照） 

 周波数メータの数 最大 30 kHz までの 3 個 
（マニュアル テクノロジファンクション

参照） 

 パルス出力の数 最大 2.5 kHz までの 3 チャンネル パルス

幅変調 
（マニュアル テクノロジファンクション

参照） 

 周期測定 3 チャンネル 
（マニュアル テクノロジファンクション

参照） 

 制御位置決め なし 

 内蔵ファンクションブロック（クロー

ズドループ制御） 
あり、PID コントローラ 
（マニュアル テクノロジファンクション

参照） 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
120 x 125 x 130 

 重量 660 g 
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技術仕様 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 150 mA 

 起動電流、標準 5 A 

 消費電流（定格値） 650 mA 

 I2t 0.7 A2s 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨） 
LS スイッチ タイプ C 最小 2A、 

LS スイッチ タイプ B 最小 4 A 

 電力損失、標準 12 W 

備考 

内蔵ペリフェラルのテクニカルデータの章 には、以下の説明が記載されています。 

● CPU 31xC のデジタル入力、CPU 31xC のデジタル出力、CPU 31xC のアナログ入

力 および CPU 31xC のアナログ出力に、内蔵 I/O のテクニカルデータ。 

● 内蔵 I/O の配置と使用 に、内蔵 I/O の単線結線図。 
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8.4 CPU 313C-2 PtP および CPU 313C-2 DP 

技術仕様  

表 8- 5 CPU 313C-2 PtP/ CPU 313C-2 DP のテクニカルデータ 

技術仕様 
 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

CPU と製品レベル CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 MLFB 6ES7313-6BG04-
0AB0 

6ES7313-6CG04-
0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 + SP1 以
降 
または 
STEP 7 V5.3 + SP2 + 
HSP 204 以降 

STEP 7 V5.5 + SP1 以
降 
または 
STEP 7 V5.3 + SP2 + 
HSP 203 以降 

メモリ CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

メインメモリ 

 内蔵 128 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモ

リ容量、最大 
64 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保

持期間（最終プログラミング

後）、最低期間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メンテナ

ンスフリー） 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 ビットオペレーション、最小 0.07 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.15 μs 

 固定少数点計算、最小 0.2 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.72 μs 

クロックタイム、カウンタとその保

持 
CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限あ

り） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限あ

り） 

データ領域とその保持 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

フラグ 

 数、最大 256 バイト 

 保持能力、装備 はい（MB 0 ～ MB 255） 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 kByte、ブロックあたり最大 2048 バイト 

ブロック CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによっては、

ロード可能なブロックの最大数がこれより少

なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数 - 3（OB 55、56、57） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 4（OB 80、82、85、
87） 

5（OB 80、82、85、
86、87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 1024 バイト 2048 バイト 

 出力 1024 バイト 2048 バイト 

そのうちのリモート 

 入力 - 2030 バイト 

 出力 - 2030 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 1024 バイト 2048 バイト 

 出力 1024 バイト 2048 バイト 

 入力、設定可能 1024 バイト 2048 バイト 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 出力、設定可能 1024 バイト 2048 バイト 

 入力、初期設定 128 バイト 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 128 バイト 

デジタルチャンネル 

 内蔵チャンネル（DI） 16 

 内蔵チャンネル（DO） 16 

 入力 1008 16256 

 出力 1008 16256 

 入力、そのうち中央部 1008 1008 

 出力、そのうち中央部 1008 1008 

アナログチャンネル 

 内蔵チャンネル - - 

 内蔵チャンネル - - 

 入力 248 1015 

 出力 248 1015 

 入力、そのうち中央部 248 248 

 出力、そのうち中央部 248 248 

ハードウェア構成 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュー

ル、最大 
最大 8、モジュールラック ER 3 では最大 7 

DP マスタの数 

 内蔵 なし 1 

 CP 経由 4 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 6 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

クロックタイム CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

クロック 

 ハードウェアクロック（リアルタ

イム） 
あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 バッファリング期間経過後の動作 クロックは電源 OFF が生じたクロックタイム

を継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要あ

り。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり あり 

 MPI に、スレーブ あり あり 

 DP 内、マスタ - あり、DP スレーブで

はクロックタイムスレ

ーブのみ 

 DP に、スレーブ - あり 

 AS 内、マスタ あり あり 

 AS 内、スレーブ なし なし 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

S7 メッセージファンクション CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 メッセージファンクション用とし

てメッセージ可能なステーション

の数（OS など）、最大 

8 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロッ

ク、最大 
300 

テストおよびスタートアップファン

クション 
CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイム、

カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 入力の数（設定不可能）、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持され

るもの 
100、最後の 100 件のみ保持 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の

数、最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり、10 ～ 499 

 RUN 状態で初期設定される入力の

数 
10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 LED ステータス あり 

通信ファンクション CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

PG/OP 通信 あり あり 

優先 BuB 通信 

 サポート なし 

ルーティング なし あり 

 ルーティング接続数 - 最大 4 

 データセットルーティング なし あり 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッ

タ、最大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 ジョブあたりの有効データ、その

うち一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND または X_RCV の場合）

64 バイト （X_PUT または X_GET の場合サー

バとして） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり、CP およびロード可能な FB による 

 ジョブあたりの有効データ、最大 180 バイト（PUT/GET の場合） 

 ジョブあたりの有効データ、その

うち一貫性のあるもの、最大 
240 バイト（サーバとして） 

S5 互換通信 

 サポート あり、CP およびロード可能な FC による 

接続数 

 合計 8 

PG 通信に使用可能 7 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 7 

OP 通信に使用可能 7 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 7 

S7 基本通信に使用可能 4 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 4 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

接続技術 

 必要なフロントコネクタ 1 x 40 ピン 

インターフェース CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 なし 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング なし あり 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニングされ

た接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし（ただし CP およびロード可能な FB によ

り可能） 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 187.5 k ビット/秒 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

第 2 インターフェース 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 422/485 イン

ターフェース 
内蔵 RS 485 インター

フェース 

物理性 RS 422/485 RS 485 

 電位分離 あり あり 

 インターフェースの電源電圧

（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 
なし 200 mA 

機能 

 MPI なし なし 

 DP マスタ なし あり 

 DP スレーブ なし あり 

 PROFINET IO コントローラ なし なし 

 PROFINET IO デバイス なし なし 

 PROFINET CBA なし なし 

 ポイントツーポイント接続 あり なし 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 - あり 

 ルーティング - あり 

 グローバルデータ通信 - なし 

 S7 基本通信 - あり（I ブロックの

み） 

 S7 通信 - あり（サーバのみ、片

側をプランニングされ

た接続） 

 S7 通信、クライアントとして - なし 

 S7 通信、サーバとして - あり 

 等間隔サポート - あり 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 タイミング同期 - なし 

 SYNC/FREEZE - あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な 
DP スレーブの最大数 

- あり 

8 

 直接データ交換（節間） - あり、加入者として 

 DPV1 - あり 

転送速度、最大 - 12 M ビット/秒以下 

DP スレーブ数、最大 - 124 

アドレス領域 

 入力、最大 - 2 K バイト 

 出力、最大 - 2 K バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 - 244 バイト 

 出力、最大 - 244 バイト 

DP スレーブ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 - あり 

 ルーティング - あり（アクティブなイ

ンターフェースの場合

のみ） 

 グローバルデータ通信 - なし 

 S7 基本通信 - なし 

 S7 通信 - あり（サーバのみ、片

側をプランニングされ

た接続） 

 S7 通信、クライアントとして - なし 

 S7 通信、サーバとして - あり 

 直接データ交換（節間） - あり 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 DPV1 - なし 

転送速度、最大 - 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 - あり（パッシブなイン

ターフェースの場合の

み） 

GSD ファイル - 最新の GSD ファイル

は、GSD ファイル 
(http://www.siemens.c
om/profibus-gsd)を参

照してください  

転送メモリ 

 入力、最大 - 244 バイト 

 出力、最大 - 244 バイト 

 アドレス領域、最大 - 32 

 各アドレス領域ごとの有効デー

タ、最大 
- 32 バイト 

ポイントツーポイント接続 

 転送速度 38.4 k ビット/秒 半二

重 
19.2 k ビット/秒 全二

重 

- 

 モジュールラック、最大 1,200 m - 

 インターフェースのユーザープロ

グラムからの制御 
あり - 

 インターフェースによるアラーム

またはユーザープログラムへの割

り込みの作動 

あり（ブレーク識別子

のメッセージ） 
- 

 プロトコルドライバ 3964 （R）、ASCII - 

プログラミング CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

プログラミング言語 

 KOP あり 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/ 
パスワード保護 

あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

内蔵 I/O CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

下記のデフォルトアドレス 

デジタル入力 124.0 ～ 125.7 

デジタル出力 124.0 ～ 125.7 

内蔵ファンクション 

 カウンタの数 3 個（マニュアルテクノロジファンクションを

参照） 

 周波数メータの数 最大 30 kHz までの 3 チャンネル 
（マニュアル テクノロジファンクション参

照） 

 パルス出力の数 3 個、最大 2.5 kHz までのパルス幅変調 
（マニュアル テクノロジファンクション参

照） 
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技術仕様 

 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 周期測定 3 チャンネル 
（マニュアル テクノロジファンクション参

照） 

 制御位置決め なし 

 内蔵ファンクションブロック（ク

ローズドループ制御） 
PID コントローラ（マニュアルテクノロジファ

ンクションを参照） 

寸法 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
80 x 125 x 130 

 重量、約 500 g 

電圧、電流 CPU 313C-2 PtP CPU 313C-2 DP 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 110 mA 

 起動電流、標準 5 A 

 消費電流（定格値） 580 mA 800 mA 

 I2t 0.7 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ

（推奨） 
LS スイッチ タイプ C： 最小 2 A 
LS スイッチ タイプ B： 最小 4 A 

 電力損失、標準 9 W 

備考 

内蔵ペリフェラルのテクニカルデータの章 には、以下の説明が記載されています。 

● CPU 31xC のデジタル入力と CPU 31xC のデジタル出力に、内蔵 I/O のテクニカル

データ。 

● 内蔵 I/O の配置と使用 に、内蔵 I/O の単線結線図。 
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8.5 CPU 314C-2 PtP および CPU 314C-2 DP 

技術仕様  

表 8- 6 CPU 314C-2 PtP および CPU 314C-2 DP のテクニカルデータ 

技術仕様 
 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

CPU と製品レベル CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 MLFB 6ES7314-6BH04-0AB0 6ES7314-6CH04-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 V3.3 

 該当するプログラミングセッ

ト 
STEP 7 V5.5 + SP1 以降

または 
STEP 7 V5.3 + SP2 + 
HSP 204 以降 

STEP 7 V5.5 + SP1 以
降または  
STEP 7 V5.3 + SP2 + 
HSP 203 以降 

メモリ CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

メインメモリ 

 内蔵 192 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持

メモリ容量、最大 
64 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデー

タ保持期間（最終プログラミ

ング後）、最低期間 

10 年 

バッファリング 

 装備 SIMATIC マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

処理時間 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 ビットオペレーション、最小 0.06 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.12 μs 

 固定少数点計算、最小 0.16 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.59 μs 

クロックタイム、カウンタとそ

の保持 
CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 



CPU 31xC のテクニカルデータ  
8.5 CPU 314C-2 PtP および CPU 314C-2 DP 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
314 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

データ領域とその保持 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

フラグ 

 数、最大 256 バイト 

 保持能力、装備 はい（MB 0 ～ MB 255） 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 k バイト ブロックあたり最大 2048 バイト 

ブロック CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

ロード可能なブロックの最大数は、ご使用の MMC 
によって減少することがあります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB 
の数 

1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数 - 3（OB 55、56、57） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 4（OB 80、82、85、
87） 

5（OB 80、82、85、
86、87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 

（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 1024 バイト 
（任意にアドレス指定可

能） 

2048 バイト 
（任意にアドレス指定

可能） 

 出力 1024 バイト 
（任意にアドレス指定可

能） 

2048 バイト 
（任意にアドレス指定

可能） 

そのうちのリモート 

 入力 - 2003 バイト 

 出力 - 2010 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 1024 バイト 2048 バイト 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 出力 1024 バイト 2048 バイト 

 入力、設定可能 1024 バイト 2048 バイト 

 出力、設定可能 1024 バイト 2048 バイト 

 入力、初期設定 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 

デジタルチャンネル 

 内蔵チャンネル（DI） 24 

 内蔵チャンネル（DO） 16 

 入力 1016 16048 

 出力 1008 16096 

 入力、そのうち中央部 1016 

 出力、そのうち中央部 1008 

アナログチャンネル 

 内蔵チャンネル（AI） 5（4 x 電流/線圧、1 x 抵抗） 

 内蔵チャンネル（AO） 2 

 入力 253 1006 

 出力 250 1007 

 入力、そのうち中央部 253 

 出力、そのうち中央部 250 

ハードウェア構成 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュ

ール、最大 
最大 8、モジュールラック ER 3 では最大 7 

DP マスタの数 

 内蔵 - 1 

 CP 経由 4 4 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

クロック 

 ハードウェアクロック（リア

ルタイム） 
あり 

 バッファリングおよび同期可

能 
あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 バッファリング期間経過後の

動作 
クロックは電源 OFF が生じたクロックタイムを継

承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 

（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ なし 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 DP 内、マスタ - あり、DP スレーブで

はクロックタイムスレ

ーブのみ 

 DP に、スレーブ - あり 

S7 メッセージファンクション CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 メッセージファンクション用

としてメッセージ可能なステ

ーションの数（OS など）、最

大 

12 
（PG/OP および S7 基本通信用にプランニングさ

れた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロ

ック、最大 
300 

テストおよびスタートアップファ

ンクション 
CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイム、カウ

ンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、

最大 
30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 装備 あり 

 入力数、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持

されるもの 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入

力の数、最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の

数 
あり、10 ～ 499 

 RUN 状態で初期設定される入

力の数 
10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 

通信ファンクション CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート なし 

ルーティング なし あり 

 ルーティング接続数 - 最大 4 

 データセットルーティング なし あり 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミ

ッタ、最大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、

最大 
8 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 GD パケットの数、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、その

うち一貫性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、

最大 
76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、

そのうち一貫性のあるもの、

最大 

76 バイト（X_SEND または X_RCV の場合） 
64 バイト （X_PUT または X_GET の場合サーバと

して） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり（CP およびロード可能な FB による） 

 ジョブあたりの有効データ、

最大 
180 バイト（PUT/GET の場合） 

 ジョブあたりの有効データ、

そのうち一貫性のあるもの、

最大 

240 バイト（サーバとして） 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC による） 

接続数 

 合計 12 

PG 通信に使用可能 11 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 11 

OP 通信に使用可能 11 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 OP 通信、設定可能、最大 11 

S7 基本通信に使用可能 8 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最

小 
0 

 S7 基本通信 設定可能、最大 8 

接続技術 

 必要なフロントコネクタ 2 x 40 ピン 

インターフェース CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 なし 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最

大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング なし あり 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニングされた接

続） 

 S7 通信、クライアントとして なし（ただし CP およびロード可能な FB により可

能） 

 S7 通信、サーバとして あり 

 転送速度、最大 187.5 k ビット/秒 

第 2 インターフェース CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 422/485 インター

フェース 
内蔵 RS 485 インター

フェース 

物理性 RS 422/485 RS 485 

 電位分離 あり あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最

大 

なし 200 mA 

機能 

 MPI なし 

 DP マスタ なし あり 

 DP スレーブ なし あり 

 PROFINET IO コントローラ なし 

 PROFINET IO デバイス なし 

 PROFINET CBA なし 

 ポイントツーポイント接続 あり なし 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 - あり 

 ルーティング - あり 

 グローバルデータ通信 - なし 

 S7 基本通信 - あり（I ブロックのみ） 



 CPU 31xC のテクニカルデータ 
 8.5 CPU 314C-2 PtP および CPU 314C-2 DP 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 323 

技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 S7 通信 - あり（サーバのみ、片

側をプランニングされ

た接続） 

 S7 通信、クライアントとし

て 
- なし 

 S7 通信、サーバとして - あり 

 等間隔サポート - あり 

 タイミング同期 - なし 

 SYNC/FREEZE - あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可

能な DP スレーブの最大数

- あり 

8 

 直接データ交換（節間） - あり、加入者として 

 DPV1 - あり 

転送速度、最大 - 12 M ビット/秒以下 

DP スレーブ数、最大 - 124 

アドレス領域 

 入力、最大 - 2 K バイト 

 出力、最大 - 2 K バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 - 244 バイト 

 出力、最大 - 244 バイト 

DP スレーブ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 - あり 

 ルーティング - あり（アクティブなイ

ンターフェースの場合

のみ） 

 グローバルデータ通信 - なし 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 S7 基本通信 - なし 

 S7 通信 - あり（サーバのみ、片

側をプランニングされ

た接続） 

 S7 通信、クライアントとして - なし 

 S7 通信、サーバとして - あり 

 直接データ交換（節間） - あり 

 DPV1 - なし 

転送速度、最大 - 12 M ビット/秒以下 

自動ボーレート検索 - あり（パッシブなイン

ターフェースの場合の

み） 

GSD ファイル - 最新の GSD ファイル

は、GSD ファイル 
(http://www.siemens.co
m/profibus-gsd)を参照

してください  

転送メモリ 

 入力、最大 - 244 バイト 

 出力、最大 - 244 バイト 

 アドレス領域、最大 - 32 

 各アドレス領域ごとの有効デ

ータ、最大 
- 32 バイト 

ポイントツーポイント接続 

 転送速度 38.4 k ビット/秒 半二重 
19.2 k ビット/秒 全二重 

- 

 モジュールラック、最大 1200 m - 

 インターフェースのユーザー

プログラムからの制御 
あり - 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 インターフェースによるアラ

ームまたはユーザープログラ

ムへの割り込みの作動 

あり（ブレーク識別子の

メッセージ） 
- 

 プロトコルドライバ 3964（R）、ASCII およ

び RK512 
- 

プログラミング CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/ 
パスワード保護 

あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション

（SFC） 
オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロッ

ク（SFB） 
オペレーションリストを参照 

内蔵 I/O CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

下記のデフォルトアドレス 

デジタル入力 124.0 ～ 126.7 

デジタル出力 124.0 ～ 125.7 

アナログ入力 752 ～ 761 

アナログ出力 752 ～ 755 
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技術仕様 

 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

内蔵ファンクション 

 カウンタの数 4 個（マニュアルテクノロジファンクションを参

照） 

 周波数メータの数 最大 60 kHz までの 4 チャンネル 
（マニュアル テクノロジファンクション参照） 

 パルス出力の数 4 個、最大 2.5 kHz までのパルス幅変調 
（マニュアル テクノロジファンクション参照） 

 周期測定 4 チャンネル 
（マニュアル テクノロジファンクション参照） 

 制御位置決め 1 チャンネル 
（マニュアル テクノロジファンクション参照） 

 内蔵ファンクションブロック

（クローズドループ制御） 
PID コントローラ 
（マニュアル テクノロジファンクション参照） 

寸法 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行

き（mm） 
 120 x 125 x 130 

 重量、約  680 g 

電圧、電流 CPU 314C-2 PtP CPU 314C-2 DP 

電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、

標準 
150 mA 

 起動電流、標準 5 A 

 消費電流（定格値） 660 mA 880 mA 

 I2t 0.7 A2s 

 電源ケーブル用外付けヒュー

ズ（推奨） 
LS スイッチ タイプ C 最小 2 A、 
LS スイッチ タイプ B 最小 4 A 

 電力損失、標準 13 W 
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備考 

内蔵ペリフェラルのテクニカルデータの章 には、以下の説明が記載されています。 

● CPU 31xC のデジタル入力と CPU 31xC のデジタル出力に、内蔵 I/O のテクニカル

データ。 

● 内蔵 I/O の配置と使用 に、内蔵 I/O の単線結線図。 

8.6 CPU 314C-2 PN/DP 

技術仕様 

表 8- 7 CPU 314C-2 PN/DP のテクニカルデータ 

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7314-6EH04-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V 5.5 + HSP 191 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 192 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
64 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 
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技術仕様 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.06 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.12 μs 

 固定少数点計算、最小 0.16 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.59 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 
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技術仕様 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 256 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 255) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 k バイト、最大 ブロックあたり 2048 k 
バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 
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技術仕様 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数 3（OB 55、56、57） 

 クロック同期 OB の数 1（OB 61）、PROFINET IO 用のみ 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 6（OB 80、82、83、85、86、87） 
（OB 83 は PROFINET IO 用） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 2048 バイト（任意にアドレス指定可能） 

 出力 2048 バイト（任意にアドレス指定可能） 

そのうちのリモート 

 入力 2003 バイト 

 出力 2010 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 2048 バイト 

 出力 2048 バイト 

 入力、設定可能 2048 バイト 
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技術仕様 

 出力、設定可能 2048 バイト 

 入力、初期設定 256 バイト 

 出力、初期設定 256 バイト 

プロセスイメージの一部 

 部分プロセスイメージの数 1 

 同期化した時計 PROFINET IO にある

ユーザーデータの数、最大 
1600 バイト 

デジタルチャンネル 

 内蔵チャンネル（DI） 24 

 内蔵チャンネル（DO） 16 

 入力 16048 

 出力 16096 

 入力、そのうち中央部 1016 

 出力、そのうち中央部 1008 

アナログチャンネル 

 内蔵チャンネル（AI） 5 (4 x 電流/線圧、1 x 抵抗) 

 内蔵チャンネル（AO） 2 

 入力 1006 

 出力 1007 

 入力、そのうち中央部 253 

 出力、そのうち中央部 250 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8、モジュールラック 3 では最大 7 

DP マスタの数 

 内蔵 1 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 
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技術仕様 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック(リアルタイム) あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 バッファリング期間経過後のクロック

の動作 
クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 DP 内、マスタ あり（DP スレーブではクロックタイムス

レーブのみ） 

 DP に、スレーブ あり 
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技術仕様 

 NTP を介したイーサネット上 あり（クライアントとして） 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

12 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力/出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス、最大 あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 数 入力、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 
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技術仕様 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 
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技術仕様 

監視機能 

 LED ステータス あり 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 なし 

ルーティング あり 

 ルーティング接続数 MPI としての X1： 最大 10 
DP マスタとしての X1： 最大 24； 
DP スレーブ（アクティブ）としての 
X1： 最大 14 
PROFINET としての X2： 最大 24 

 データセットルーティング あり 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X-SEND/REC の場合）、 
64 バイト（X-PUT/GET の場合サーバと

して） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 
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技術仕様 

 クライアントとして あり（内蔵 PN インターフェースおよび

ロード可能な FB または CP およびロード

可能な FB による） 

 ジョブあたりの有効データ、最大 STEP 7 のオンライヘルプ、S7 通信の 
SFB/FB および SFC/FC の共通パラメー

ターを参照 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

ウェブサーバ 

 サポート あり 

 HTTP クライアントの数 5 

 ユーザー定義のウェブサイト あり 

オープン IE 通信 

 サポート あり 

 接続/アクセスポイントの総数 8 

 システム側で使用されたローカルポー

ト番号 
0、20、21、23、25、80、102、135、
161、8080、34962、34963、34964、
65532、65533、65535 

TCP/IP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 8 

 接続タイプ 01H でのデータ長、最大 1460 バイト 

 接続タイプ 11H でのデータ長、最大 32768 バイト 

 ポートを介しての複数のコネクション

が可能 (Multiport) 
あり 

ISO on TCP（RFC1006） あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 8 

 データ長、最大 32768 バイト 

UDP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 
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技術仕様 

 接続数、最大 8 

 データ長、最大 1472 バイト 

iPAR サーバー 

 サポート あり 

接続数 

 合計 12 

PG 通信に使用可能 11 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 11 

OP 通信に使用可能  11 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 11 

S7 基本通信に使用可能 8 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 8 

S7 基本通信に使用可能 10 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 通信、設定可能、最小 0 

 S7 通信、設定可能、最大 10 

インスタンスの最大数、最大 32 

PROFINET CBA (設定された目標の通信負荷) 

 CPU 通信の目標設定 50 % 

 リモート接続パートナ数 32 

 マスタ/スレーブファンクションの数 30 

 マスタ/スレーブのすべての接続部の合

計 
1000 
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技術仕様 

 マスタ/スレーブのすべての入力接続部

のデータ長、最大 
 

4000 バイト 

 マスタ/スレーブのすべての出力接続部

のデータ長、最大 
 

4000 バイト 

 装置内部および PROFIBUS 接続数 500 

 装置内部と PROFIBUS 接続のデータ

長、最大 
4000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長、最大 1400 バイト 

非周期的転送によるリモート接続 

 サンプリング頻度： サンプリングイン

ターバル、最小 
500 ms 

 接続数（入力） 100 

 接続数（出力） 100 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長（非周期的

な接続）、最大 
1400 バイト 

周期的転送によるリモート接続 

 転送頻度： 転送インターバル、最小 10 ms 

 接続数（入力） 200 

 接続数（出力） 200 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長（非周期的

な接続）、最大 
450 バイト 

PROFINET を経由した HMI 変数（非周期的） 

 HMI 変数更新 500 ms 

 HMI 変数用としてメッセージ可能なス

テーションの数（PN OPC/iMAP） 
3、2xPN OPC/1x iMAP 
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技術仕様 

 HMI 変数の数 200 

 すべての HMI 変数のデータ長、最大 2000 バイト 

PROFIBUS プロキシ機能 

 サポート あり 

 リンクした PROFIBUS 装置の数 16 

 ソケットあたりのデータ長、最大 240 240 バイト（スレーブによる） 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 PROFINET IO デバイス なし 

 PROFINET IO コントローラ なし 

 PROFINET CBA なし 

 オープン IE 通信 なし 

 ウェブサーバ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 あり 
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技術仕様 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし（ただし CP およびロード可能な FB 
により可能） 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり 
（サーバのみ、片側をプランニングされ

た接続） 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 なし 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な DP 

スレーブの最大数 

あり 

8 

 直接データ交換(節間) あり（加入者として） 

 DPV1 あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数、最大 124 

アドレス領域 

 入力、最大 2 K バイト 

 出力、最大 2 K バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 
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技術仕様 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 

DP スレーブ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり 
（サーバのみ、片側をプランニングされ

た接続） 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

転送メモリ 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、インターネット

サイト (http://www.siemens.com/profibus-
gsd)を参照してください 

第 2 インターフェース 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ PROFINET 

物理性 イーサネット RJ 45 

 電位分離 あり 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

 内蔵スイッチ あり 

 ポートの数 2 

 伝送速度の自動決定 あり（10/100 M ビット/秒） 

 オートネゴシエーション あり 

 自動クロッシング あり 

メディアの冗長度  

 サポート あり 

 断線でスイッチング、標準 200 ms (PROFINET MRP) 

 リングの参加者数、最大 50 

実行時に IP アドレスを変更する、サポー

ト 
あり 

Keep Alive 機能、サポート あり 

機能 

 MPI なし 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 PROFINET IO コントローラ あり、同時に IO デバイスファンクション

付き 

 PROFINET IO デバイス あり、同時に IO コントローラ ファンクシ

ョン付き 

 PROFINET CBA あり（非周期的および周期的転送） 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

 ウェブサーバ 

– HTTP クライアントの数 

あり 

5 

PROFINET IO コントローラ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 
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技術仕様 

 S7 通信 あり、ロード可能な FB 付き、 
最大構成の接続： 10, 10、 
インスタンスの最大数: 32 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

内蔵 PROFINET IO コントローラ数 1 

RT、サポート あり 

IRT、サポート あり 

転送速度、最大 100 M ビット/秒 

接続可能な IO デバイスの最大数 128 

接続可能な IO デバイスの最大数 128 

 そのうちライン、最大 128 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高フレキシビリティ」  
128 

 そのうちライン、最大 61 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高パフォーマンス」、 最大 
64 

 そのうちライン、最大 64 

シェアデバイス、サポート あり 

タイミング同期 あり、OB 61 

優先作動のサポートあり、サポート あり 

 優先起動付き IO デバイスの最大数 32 

PROFINET IO デバイスの有効化/無効化 あり 

 同時に有効化/無効化が可能な 
 IO デバイスの最大数 

8 

作動中に切り替わる IO デバイス（パート

ナーポート）サポート 
あり 

 IO デバイスの最大数 8 

リムーバブルメディアなしの装置交換 あり 
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技術仕様 

250 μs、500 μs、1 ms 送信クロック 

2 ms、4 ms 
（オプション「フレキシビリティー」は 
IRT 内にはありません） 

更新時間 

 更新時間 更に最小更新時間は PROFINET IO に設

定した通信への使用比率、IO 装置の数お

よびプランニングされた有効データ数に

より異なります。 

RT では: 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 512 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 4 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 8 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 16 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 32 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 64 ms 

「高パフォーマンス」付きの IRT と「奇

数」と呼ばれているのトランスミット時

計の設定  

アップデートの時間 = 設定されている

「奇数」の送信サイクル（125 μs の倍

数：375 μs、625 μs ～ 3.875 ms） 

アドレス領域 

 入力、最大 2048 バイト 

 出力、最大 2048 バイト 
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技術仕様 

各アドレス領域ごとの有効データ、最大 

 最大有効データ一貫性 1024 バイト 

PROFINET IO デバイス 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 S7 通信 あり、ロード可能な FB 付き、 
最大構成の接続： 10、 
インスタンスの最大数: 32 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

RT、サポート あり 

IRT、サポート あり 

PROFIenergy、サポート あり、I デバイス用のロード可能な 
PROFIenergy Standard-FB のために準備

された SFB 73/74 と使用した場合 

シェアデバイス、サポート あり 

 シェアデバイスに IO コントローラは

ありません、最大 
2 

タイミング同期 なし 

トランスファーエリアアプリケーション  あり 

周辺機器転送ユニット なし 

転送メモリ 

 入力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

 出力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

サブモジュール 

 数、最大 64 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
1024 バイト 
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技術仕様 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 暗号化デバイス あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

内蔵 I/O 

下記のデフォルトアドレス 

デジタル入力 136 ～ 138 

デジタル出力 136 ～ 137 

アナログ入力 800 ～ 809 

アナログ出力 800 ～ 803 

内蔵ファンクション 

 カウンタの数 4 個（マニュアルテクノロジファンクショ

ンを参照） 

 周波数メータの数 最大 60 kHz までの 4 チャンネル 
(マニュアル テクノロジファンクション参

照) 
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技術仕様 

 制御位置決め 1 チャンネル 
（マニュアル テクノロジファンクション

参照） 

 内蔵ファンクションブロック（クロー

ズドループ制御） 
PID コントローラ 
(マニュアル テクノロジファンクション参

照) 

 パルス出力の数 最大 2.5 kHz までの 4 チャンネル パルス

幅変調 
(マニュアル テクノロジファンクション参

照) 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
120 x 125 x 130 

 重量 730 g 

電圧、電流 

電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 190 mA 

 消費電流（定格値） 850 mA 

 起動電流、標準 5 A 

 I2t 0.7 A2s 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨）、最小 
LS スイッチ、タイプ C、最小 2 A、 
LS スイッチ、タイプ B、最小 4 A 

 電力損失、標準 16 W 

備考 

内蔵ペリフェラルのテクニカルデータの章 には、以下の説明が記載されています。 

● CPU 31xC のデジタル入力と CPU 31xC のデジタル出力に、内蔵 I/O のテクニカル

データ。 

● 内蔵 I/O の配置と使用 に、内蔵 I/O の単線結線図。 
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8.7 内蔵ペリフェラルのテクニカルデータ 

8.7.1 内蔵 I/O の配置と使用 

はじめに  

CPU 31xC の内蔵 I/O は、テクノロジファンクション用としてまたは標準ペリフェラル

として使用できます。 

以下の図には、CPU 上で可能な内蔵 I/O の使用方法を示しています。 

備考 

内蔵ペリフェラルに関する詳細情報は、マニュアル「テクニカルデータ」を参照してく

ださい。 

CPU 312C 内蔵 DI/DO（コネクタ X11）  

DI+1. 0
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内蔵デジタルペリフェラルの単線結線図 

 



CPU 31xC のテクニカルデータ  
8.7 内蔵ペリフェラルのテクニカルデータ 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
350 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

CPU 313C、CPU 313C-2 DP/PtP、CPU 314C-2 DP/PtP、CPU 314C-2 PN/DP： DI/DO（コネクタ 
X11 およびコネクタ X12） 

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
X

X
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X
X

X
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X
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X
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X
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Z3 (A)
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B 0
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X
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X
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17
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24
25
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28
27

29
30
31
32
33
34

36
35

37
38

40
39

DI+0.1
DI+0.2
DI+0.3
DI+0.4
DI+0.5
DI+0.6
DI+0.7

DI+0.0

DI+1.1
DI+1.2
DI+1.3
DI+1.4
DI+1.5
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DO+0.0

DO+1.1
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DO+1.4
DO+1.5
DO+1.6
DO+1.7

DO+1. 0

1L+ 2L+

2M
3L+

1M 3M

 

 

備考 

詳細については、マニュアル「テクノロジファンクション」の「カウンタ、周波数測定、

パルス幅変調」を参照してください。 
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CPU 313C/313C-2/314C-2 の内蔵デジタルペリフェラルに関する単線結線図 
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CPU 313C/314C-2: 内蔵 AI/AO および DI の割り当て（コネクタ X11） 
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CPU 313C/314C-2 の内蔵デジタル/アナログペリフェラルに関する単線結線図 

 

テクノロジファンクションと標準ペリフェラルの同時使用  

テクノロジファンクションと標準ペリフェラルは、ハードウェア的に可能な限り同時に

使用できます。 例えば、カウントファンクションによって割り当てられていないデジ

タル入力は、標準 DI として使用できます。 

テクノロジファンクションによって割り当てられている入力は、読み出すことができま

す。 テクノロジファンクションによって割り当てられている出力は、書き込むことが

できません。 
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下記も参照 

CPU 312C (ページ 274) 

CPU 313C (ページ 285) 

CPU 313C-2 PtP および CPU 313C-2 DP (ページ 297) 

CPU 314C-2 PtP および CPU 314C-2 DP (ページ 312) 

CPU 314C-2 PN/DP (ページ 327) 

8.7.2 アナログペリフェラル 

下図で使用されている略語  

 

M グラウンド接続 

Mx+ チャンネル x の測定ケーブル「+」（正） 

Mx- チャンネル x の測定ケーブル「-」（負） 

MANA アナログ測定回路の基準電位 

AIXU チャンネル x の電圧入力「+」 

AIXI チャンネル x の電流入力「+」 

AIXC チャンネル x の電流・電圧共通入力「-」 

AIX アナログ入力チャンネル x 
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電流/電圧入力の保護回路 

次の図は、電流/電圧入力と 2 線/4 線トランスデューサの保護回路を示しています。 

 

図 8-1 CPU 313C/314C-2 のアナログ電流/電圧入力と 
2 線トランスデューサの保護回路 

 

 

図 8-2 CPU 313C/314C-2 のアナログ電流/電圧入力と 
4 線トランスデューサの保護回路 
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測定原理 

CPU 31xC は、瞬時値固定の測定原理を採用しています。 この場合、1 kHz のサンプリ

ングレート、すなわち 1 ミリ秒毎に新しい測定値がペリフェラル入力ワードレジスタに

供給され、ユーザープログラム（L PEW など）で読み出すことができます。 1 ミリ秒

未満のアクセスタイムの場合には、「古い」値が再度読み出されます。 

内蔵ハードウェアローパスフィルタ  

チャンネル 0 から 3 のアナログ入力信号は、内蔵ローパスフィルタを経由して受信さ

れます。 その際、次の図の曲線にしたがって入力信号の減衰が行われます。 

 

 

図 8-3 内蔵ローパスフィルタの減衰特性 

 

 注記 
入力信号の周波数は、最大で 400 Hz です。 
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入力フィルタ（ソフトウェアフィルタ）  

電流/電圧入力には STEP 7 でパラメータ設定可能な入力信号用ソフトウェアフィルタ

があります。 このソフトウェアフィルタによって、パラメータ設定されたノイズ周波

数（50/60 Hz）とその倍数の周波数の通過が阻止されます。 

選択されたノイズ周波数抑制は、同時に積分時間を決定します。 
ノイズ周波数抑制が 50 Hz のとき、ソフトウェアフィルタは直近の 20 個の測定値から

平均値を算出し、これを測定値として保存します。 

STEP 7 でのパラメータ設定に基づき、ノイズ周波数（50 Hz または 60 Hz）を抑制す

ることができます。 400 Hz に設定されている場合は、ノイズ周波数抑制は作用しませ

ん（ソフトウェアフィルタ無効）。 

チャンネル 0 から 3 のアナログ入力信号は、内蔵ローパスフィルタを経由して受信さ

れます。 

 

図 8-4 STEP 7 によるノイズ周波数抑制の原理 
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以下の 2 つのグラフには、50 Hz および 60 Hz のノイズ周波数抑制のファンクション

原理が示されています。 

 

 

図 8-5 50 Hz ノイズ周波数抑制 
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図 8-6 60 Hz ノイズ周波数抑制 

 
 

 注記 
ノイズ周波数が 50/60 Hz またはその倍数でない場合は、入力信号を外部でフィルタ処

理する必要があります。  
そのためには、該当する入力に対するノイズ周波数抑制のパラメータを、400 Hz に設

定しなければなりません。 これは、ソフトウェアフィルタの「無効化」に相当しま

す。 
 

保護されていない入力  

保護されていない電流/電圧アナログ入力チャンネルの 3 個の入力を短絡し、MANA（フ

ロントコネクタのピン 20）と接続してください。 これにより、アナログ入力に対して

最適の耐ノイズ強度を確保することができます。 

保護されていない出力  

保護されていないアナログ出力チャンネルを無電圧とするためには、STEP  7 による

パラメータ設定の際に、該当するチャンネルを無効とし、開放しておく必要があります。 
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備考 

詳細（たとえばアナログ値の表示と編集など）は装置マニュアルの 4 章 モジュールデ

ータを参照してください。  

8.7.3 パラメータ設定 

はじめに  

CPU 31xC の内蔵ペリフェラルは STEP 7 でパラメータ設定します。設定は、CPU の
「STOP」モードで行う必要があります。 設定されたパラメータは、PG から S7-300 
に転送される際に CPU に保存されます。 

または、該当するパラメータをユーザープログラムで SFC 55（リファレンスマニュア

ル「システムファンクションおよび標準ファンクション」を参照）を用いて変更するこ

ともできます。これについては、各パラメータのデータセット 1 の構成を参照してくだ

さい。 
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標準 DI のパラメータ  

下の表は、標準デジタル入力に関するパラメータの概要を示しています。 

表 8- 8 標準 DI のパラメータ 

パラメータ 数値範囲 初期設定 作用範囲 

入力遅延（ms） 0,1/0,5/3/15 3 チャンネルグル

ープ 

下の表は、デジタル入力をアラーム入力として使用する場合のパラメータの概要を示し

ています。  

表 8- 9 アラーム入力のパラメータ 

パラメータ 数値範囲 初期設定 作用範囲 

アラーム入力 無効/立ち上がりエッジ 無効 デジタル入力 

アラーム入力 無効/立ち下がりエッジ 無効 デジタル入力 
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図 8-7 標準 DI およびアラーム入力（長さ：10 バイト）のデータセット 1 の構成 

標準 DO のパラメータ  

標準デジタル出力用のパラメータはありません。 
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標準 AI のパラメータ  

下の表は、標準アナログ入力に関するパラメータの概要を示しています。 

表 8- 10 標準 AI のパラメータ 

パラメータ 数値範囲 初期設定 作用範囲 

統合時間（ms） 

ノイズ周波数抑制（Hz） 

（チャンネル 0 ～ 3） 

2,5/16,6/20 

400*/60/50 

20 

50 

チャンネル 

チャンネル 

測定範囲 

（チャンネル 0 ～ 3） 

 無効 

 ± 20 mA 

 0 ～ 20 mA 

 4 ～ 20 mA 

 ± 10 V 

 0 ～ 10 V 

± 10 V チャンネル 

測定方法 

（チャンネル 0 ～ 3） 

無効/ 
U 電圧/ 
I 電流 

U 電圧 チャンネル 

計測単位 

（チャンネル 4） 

摂氏/華氏/ 
ケルビン 

摂氏 チャンネル 

測定範囲 
（Pt100 入力、チャンネル 
4） 

無効/ 
 Pt 100/600 Ω 

600 Ω  チャンネル 

測定方法 
（Pt100 入力、チャンネル 
4） 

無効/ 
抵抗/ 
熱抵抗 

抵抗 チャンネル 

* パラメータ設定が「400 Hz」のとき、ノイズ周波数制御のソフトウェアフィルタは

無効になります。 

備考 

リファレンスマニュアル「モジュールデータ」の 4.3 章も参照してください。 
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標準 AO のパラメータ  

次の表は、標準アナログ出力のパラメータの概要を示しています（リファレンスマニュ

アル「モジュールデータ」の 4.3 章も参照してください）。 

表 8- 11 標準 AO のパラメータ 

パラメータ 数値範囲 初期設定 作用範囲 

出力範囲 

（チャンネル 0 ～ 1） 

 無効 

 ± 20 mA 

 0 ～ 20 mA 

 4 ～ 20 mA 

 ± 10 V 

 0 ～ 10 V 

± 10 V チャンネル 

出力方法 

（チャンネル 0 ～ 1） 

無効/ 
U 電圧/ 
I 電流 

U 電圧 チャンネル 
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図 8-8 標準 AI/AO（長さ 13 バイト）用のデータセット 1 の構成 
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テクノロジファンクション用のパラメータ  

本パラメータについては、マニュアル「テクノロジファンクション」の中の該当するフ

ァンクションの項を参照してください。 

8.7.4 アラーム 

アラーム入力  

CPU 31xC のオンボードペリフェラルのデジタル入力は、全てアラーム入力として使用

することができます。 

パラメータ設定時に各入力に対してアラーム動作を設定することができます。 以下の

動作が設定可能です。 

● アラームなし 

● 立ち上がりエッジ時のアラーム 

● 立ち下がりエッジ時のアラーム 

● 立ち上がりおよび立ち下りエッジ時のアラーム 

  注記 
アラームが OB 40 による処理可能速度より早く発生する場合は、各チャンネルによ

ってもう 1 イベントの間保持されます。 その他のイベント（アラーム）は、診断お

よび明確なメッセージを伴わずに失われます。 
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OB 40 のスタート情報  

次の表は、CPU 31xC のアラーム入力に関係する一時的な（TEMP）変数を示していま

す。 プロセスアラーム OB 40 については、リファレンスマニュアル 「システムファン

クションおよび標準ファンクション」の説明を参照してください。 

表 8- 12 内蔵ペリフェラルのアラーム入力に対する OB 40 のスタート情報 

バイ

ト 
変数 データタ

イプ 
 説明 

6/7 OB40_MDL_ADDR WORD B#16#7C 

CPU 314C-2 
PN/DP 用： 
B#16#88 

アラームを作動させるモジ

ュールのアドレス（ここで

はデジタル入力のデフォル

トアドレス） 

8 以
上 

OB40_POINT_ADD
R 

DWORD 次の図を参照 アラームを作動させる内蔵

入力の表示 

以下の図は、デフォルトアドレス E124.0 ～ E126.7 用内蔵アラーム入力のステータス

を例として示しています。 

 

図 8-9 CPU 31xC のアラーム入力のステータス表示例 



 CPU 31xC のテクニカルデータ 
 8.7 内蔵ペリフェラルのテクニカルデータ 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 369 

8.7.5 診断 

標準ペリフェラル 

内蔵 I/O を標準ペリフェラルとして使用する場合、診断ファンクションはありません

（リファレンスマニュアル「モジュールデータ」も参照）。 

テクノロジファンクション 

テクノロジファンクションを使用した場合の診断の可能性については、マニュアル「テ

クノロジファンクション」の該当するファンクションの項を参照してください。 

8.7.6 デジタル入力 

はじめに  

この章には CPU 31xC のデジタル入力に関するテクニカルデータが記載されています。 

表では、CPU を以下のようにまとめています。 

● CPU 313C-2 に、CPU 313C-2 DP と CPU 313C-2 PtP を含める。 

● CPU 314C-2 に、CPU 314C-2 DP、CPU 314C-2 PtP、CPU 314C-2 PN/DP を含め

る。 

テクニカルデータ  

表 8- 13 デジタル入力のテクニカルデータ 

テクニカルデータ 
 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

モジュール固有データ CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

入力数 10 24 16 24 

 そのうちテクノロジファンクション

に利用可能な入力数 
8 12 12 16 

ケーブル長 

 シールドなし、最大 600 m; 技術機能: なし 
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テクニカルデータ 

 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

1000 m;  
最大カウント周波数のテクノロジファンクションの場合 

 シールド付き、最大 

100 m 100 m 100 m 50 m 

電圧、電流、電位 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

負荷定格電圧 L+ DC 24 V 

 極性反転保護 あり 

同時に制御可能な入力数 

 水平取り付け 

– 40 ℃ 以下 

– 60 ℃以下 

 

10 

5 

 

24 

12 

 

16 

8 

 

24 

12 

 垂直取り付け 

– 40 ℃ 以下 

 

5 

 

12 

 

8 

 

12 

電位分離 

 チャンネルとバックプレーンバス間 あり 

 チャンネル間 なし 

許容電位差 

 各回路間 DC 75 V/AC 60 V 

右記電圧で絶縁試験済み  DC 600 V 

消費電流 

 負荷電圧 L +（負荷なし）から、最

大 
– 80 mA 80 mA 80 mA 

ステータス、アラーム、診断 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

ステータス表示 チャンネルごとの緑 LED 

アラーム  あり。該当するチャンネルがアラーム入力としてパラメー

タ設定されている場合 

 テクノロジファンクションの使用の際は、マニュアルテク

ノロジファンクションを参照 
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テクニカルデータ 

 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

診断ファンクション  標準ペリフェラルとして使用する場合は、診断ファンクシ

ョンなし 

 テクノロジファンクションの使用の際は、マニュアルテク

ノロジファンクションを参照 

標準 DI 用エンコーダの選択用データ CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

入力電圧 

 定格値 DC 24 V 

 信号「1」用 15 V ～ 30 V 

 信号「0」用 -3 V ～ 5 V 

入力電流 

 信号"1"代表ラッチングと 8 mA 

標準入力の入力遅延 

 パラメータ設定の可能性 あり（0.1/0.5/3/15 ms） 

プログラム実行中に標準入力の入力遅延をプランニング変更

することができます。 新たに設定したフィルタ時間は、場合

により、従来のフィルタ時間が一度実行された後に初めて有

効になる場合があることにご注意ください。 

 定格値 3 ms 

テクノロジファンクション利用時：  

「最大カウント周波数における最小パ

ルス幅/最小パルス休止時間」  

48 μs 16 μs 16 μs 8 μs 

入力特性曲線 IEC 61131 準拠、形式 1 

2 線 BERO 近接スイッチの接続 可能 

 許容消費電流、最大 1.5 mA 
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8.7.7 デジタル出力 

はじめに  

この章には、CPU  31xC のデジタル出力のテクニカルデータを記載しています。 

表では、CPU を以下のようにまとめています。 

● CPU 313C-2 に、CPU 313C-2 DP と CPU 313C-2 PtP を含める。 

● CPU 314C-2 に、CPU 314C-2 DP、CPU 314C-2 PtP、CPU 314C-2 PN/DP を含め

る。 

クイックデジタル出力  

テクノロジファンクションは、クイックデジタル出力を使用します。 

テクニカルデータ  

表 8- 14 デジタル出力のテクニカルデータ 

テクニカルデータ 

 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

モジュール固有データ CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

出力数 6 16 16 16 

2 4 4 4  そのうちのクイック出力数 

注意： 

CPU の高速出力を並列接続することはできません。 

ケーブル長 

 シールドなし、最大 600 m 

 シールド付き、最大 1,000 m 

電圧、電流、電位 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

負荷定格電圧 L+ DC 24 V 

 極性反転保護 なし 
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テクニカルデータ 

 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

出力の合計電流（グループごと） 

 水平マウント、最大 

– 40 ℃ 以下 

– 60 ℃以下 

 

2.0 A 

1.5 A 

 

3.0 A 

2.0 A 

 

3.0 A 

2.0 A 

 

3.0 A 

2.0 A 

 鉛直マウント、最大 

– 40 ℃ 以下 

 

1.5 A 

 

2.0 A 

 

2.0 A 

 

2.0 A 

電位分離 

 チャンネルとバックプレーンバス間 あり 

 チャンネル間 

       -    グループ数 

なし 

–  

あり 

8 

あり 

8 

あり 

8 

許容電位差 

 各回路間 DC 75 V/AC 60 V 

右記電圧で絶縁試験済み DC 600 V 

消費電流 

 電源 L+ から、最大 25 mA 50 mA 50 mA 50 mA 

ステータス、アラーム、診断 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

ステータス表示 チャンネルごとの緑 LED 

アラーム  標準ペリフェラルとして使用する場合は、診断ファンクシ

ョンなし 

 テクノロジファンクションの使用の際は、マニュアルテク

ノロジファンクションを参照 

診断ファンクション  標準ペリフェラルとして使用する場合は、診断ファンクシ

ョンなし 

 テクノロジファンクションの使用の際は、マニュアルテク

ノロジファンクションを参照 

標準 DO 用アクチュエータの選定デー

タ 
CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

出力電圧 

 信号「1」において、最小 最低 L+（-0.8 V） 
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テクニカルデータ 

 CPU 312C CPU 313C CPU 313C-2 CPU 314C-2 

出力電流 

 信号「1」において 

       -    定格値 
       -    許容範囲 

 

0.5 A 
5 mA ～ 0.6 A 

 信号「0」において（残留電流）、最

大 
0.5 mA 

負荷抵抗範囲 48 Ω～4 kΩ 

モジュールラック、最大 5 W 

デジタル入力の制御 あり 

2 つの出力の並行スイッチング 

 1 つの負荷の冗長制御用 可能 

 出力増強のため 不可能 

デジタル入力の制御 可能 

スイッチング周波数 

 抵抗負荷のとき、、最大 100 Hz 

 IEC  947-5、DC13 に基づく誘導負

荷時、最大 
0.5 Hz 

 モジュールラック、最大 100 Hz 

 抵抗負荷付きクイック出力、最大 2.5 kHz 

誘導シャットダウン電圧の制限（シス

テム内部） 
標準 L+（- 48 V） 

出力の短絡保護 あり、電子間欠的 

 起動電流、標準 1 A 
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8.7.8 アナログ入力 

はじめに  

この章には、CPU 31xC のアナログ入力のテクニカルデータを記載しています。 

表では、CPU を以下のようにまとめています。 

● CPU 313C 

● CPU 314C-2 DP 

● CPU 314C-2 PtP 

● CPU 314C-2 PN/DP 

技術仕様  

表 8- 15 アナログ入力のテクニカルデータ 

技術仕様 

モジュール固有データ 

入力数 4 チャンネル電流/電圧入力 

1 チャンネル抵抗入力 

ケーブル長 

 シールド付き、最大 100 m 

電圧、電流、電位 

抵抗入力 

 無負荷運転電圧、標準 3.3 V 

 測定電流、標準 1.25 mA 

絶縁 

 チャンネルとバックプレーンバス間 あり 

 チャンネル間 なし 

許容電位差 

 入力（AIC）と MANA（UCM）間 DC 8.0 V 

 MANA と M 内部（UISO）間 DC 75 V/AC 60 V 
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技術仕様 

右記電圧で絶縁試験済み DC 600 V 

アナログ値生成 

測定原理 瞬時値固定（逐次近似） 

積分時間/変換時間/分解能（チャンネル当り） 

 パラメータ設定の可能性 あり 

 積分時間、ms 16,6/20 

 許容入力周波数、最大 400 Hz 

 分解能（オーバーレンジを含む） 11 ビット + VZ 

 ノイズ周波数 f1 用ノイズ電圧抑制 60/50 Hz 

入力フィルタの時間数 0.38 ms 

基本実行時間 1 ms 

ノイズ抑制、誤差限度 

f = n x（f1 ± 1 %）に対するノイズ電圧抑制、（f1 = ノイズ周波数）、n = 1、2 

 同相ノイズ（UCM < 1.0 V） > 40 dB 

 ノーマルモードノイズ（ノイズのピー

ク値 < 入力領域の定格値） 
> 30 dB 

入力間の漏話 > 60 dB 

使用誤差限度（全温度領域、入力領域関係） 

 電圧/電流 <1 % 

 抵抗 <1 % 

基本誤差限度（25 ℃ の時の使用誤差限度、入力領域関係） 

 電圧/電流 

– 電流および電圧測定時の線形性誤差

（入力領域関係） 

<0.8 % 

±0.06 % 

 抵抗 

– 抵抗測定時の線形性誤差 

（入力領域関係） 

<0.8 % 

±0.2 % 

温度誤差（入力領域関係） ± 0.006 %/K 
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技術仕様 

反復精度（25 ℃ の時の定常状態、入力領

域関係） 
±0.06 % 

ステータス、アラーム、診断 

アラーム  標準ペリフェラルとして使用する場合

は、アラームなし 

診断ファンクション  標準ペリフェラルとして使用する場合

は、診断ファンクションなし 

 テクノロジファンクションの使用の際

は、マニュアル「テクノロジファンク

ション」を参照 

エンコーダ選択用データ 

入力領域（定格値）/入力抵抗 

 電圧 ± 10 V/100 kΩ 
 0 V ～ 10 V/100 kΩ 

 電流 ± 20 mA/100 Ω 
 0 mA ～ 20 mA/100 Ω 
 4 mA ～ 20 mA/100 Ω 

 抵抗 0 Ω ～ 600 Ω/10 MΩ  

 抵抗温度計 Pt 100/10 MΩ  

許容入力電圧（破壊限界値） 

 電圧入力用、最大 30 V 常時 

 電流入力用、最大 5 V 常時 

許容入力電流（破壊限界値） 

 電圧入力用、最大 0.5 mA 常時 

 電流入力用、最大 50 mA 常時 

信号トランスミッタの接続 

 電圧測定用 可能 

 電流測定用 

       -    2 線トランスデューサとして 
       -    4 線トランスデューサとして 

 

可能、外部電源により 
可能 
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技術仕様 

 抵抗測定用 

       -    2 線接続使用 
 
       -    3 線接続使用 
       -    4 線接続使用 

 
可能、ライン抵抗の 
補正なしでは 
不可能 
不可能 

特性曲線の直線化 ソフトウェアによる 

 抵抗温度計用 Pt 100 

温度補正 なし 

温度測定の単位 摂氏（℃） 
華氏（°F） 
ケルビン（K） 

8.7.9 アナログ出力 

はじめに  

この章には、CPU 31xC のアナログ出力のテクニカルデータを記載しています。 

表では、CPU を以下のようにまとめています。 

● CPU 313C 

● CPU 314C-2 DP 

● CPU 314C-2 PtP 

● CPU 314C-2 PN/DP 
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技術仕様  

表 8- 16 アナログ出力のテクニカルデータ 

技術仕様 

モジュール固有データ 

出力数 2 

ケーブル長 

 シールド付き、最大 200 m 

電位 

絶縁 

 チャンネルとバックプレーンバス間 あり 

 チャンネル間 なし 

許容電位差 

 MANA と M 内部（UISO）間 DC 75 V/AC 60 V 

右記電圧で絶縁試験済み DC 600 V 

アナログ値生成 

分解能（オーバーレンジを含む） 11 ビット + VZ 

変換時間（チャンネル当り） 1 ms 

立ち上がり時間 

 抵抗負荷に対して 0.6 ms 

 容量負荷に対して 1.0 ms 

 誘導負荷に対して 0.5 ms 

ノイズ抑制、誤差限度 

出力間の漏話 > 60 dB 

使用誤差限度（全温度領域、出力領域関係） 

 電圧/電流 ±1 % 

基本誤差限度（25 ℃ の時の使用誤差限度、出力領域関係） 

 電圧/電流 ±0.8 % 

温度誤差（出力領域関係） ± 0.01 %/K 

線形性誤差（出力領域関係） ±0.15 % 
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技術仕様 

反復精度（25 ℃ の時の定常状態、出力領

域関係） 
±0.06 % 

出力リプル、帯域幅 0～50 kHz（出力範

囲関係） 
±0.1 % 

ステータス、アラーム、診断 

アラーム  標準ペリフェラルとして使用する場合

は、アラームなし 

 テクノロジファンクションの使用の際

は、マニュアル「テクノロジファンク

ション」を参照 

診断ファンクション  標準ペリフェラルとして使用する場合

は、診断ファンクションなし 

 テクノロジファンクションの使用の際

は、マニュアル「テクノロジファンク

ション」を参照 

アクチュエータ選択用データ 

出力範囲（定格値） 

 電圧 ± 10 V 
 0 V ～ 10 V 

 電流 ± 20 mA 
 0 mA ～ 20 mA 
 4 mA ～ 20 mA 

負荷抵抗（定格出力範囲） 

 電圧出力の場合、最小 

– 容量負荷、最大 

1 kΩ 

0.1 μF 

 電流出力の場合、最大 

– 誘導負荷 

300 Ω 

0.1 mH 

電圧出力 

 短絡保護 あり 

 短絡電流、標準 55 mA 

電流出力 

 無負荷運転電圧、標準 14 V 
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技術仕様 

外部からの電圧/電流に対する破壊限界 

 MANAに対する出力電圧、最大 16 V 常時 

 電流、最大 50 mA 常時 

アクチュエータの接続 

 電圧出力用 

       -    2 線接続 
 
       -    4 線接続（測定ライン） 

 

可能、ライン抵抗の 
補正なし 
不可能 

 電流出力用 

       -    2 線接続 

 

可能 
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CPU 31x のテクニカルデータ 9
9.1 一般テクニカルデータ 

9.1.1 CPU 31x の寸法 

どの CPU も高さと奥行きは同じですが、幅だけは異なります。 
● 高さ： 125 mm 
● 奥行き： 115 mm またはフロントフラップが開いた状態では 180 mm 

 
図 9-1 CPU 31x の寸法 

CPU の幅 

 
CPU 幅（x） 
CPU 312 40 mm 
CPU 314 40 mm 
CPU 315-2 DP 40 mm 
CPU 315-2 PN/DP 40 mm 
CPU 317-2 DP 40 mm 
CPU 317-2 PN/DP 40 mm 
CPU 319 120 mm 
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9.1.2 SIMATIC マイクロメモリカードのテクニカルデータ 

使用可能な SIMATIC マイクロメモリカード  

以下のメモリモジュールが使用可能です。 

表 9- 1 使用可能な SIMATIC マイクロメモリカード 

タイプ 注文番号 SIMATIC SIMATIC マイクロ

メモリカードによるファーム

ウェア更新に必要 

マイクロメモリ

カード 
64 K バイ

ト 
6ES7953-8LFxx-0AA0 – 

マイクロメモリ

カード 
128 K バ
イト 

6ES7953-8LGxx-0AA0 – 

マイクロメモリ

カード 
512 K バ
イト 

6ES7953-8LJxx-0AA0 – 

マイクロメモリ

カード 
2 M バイ

ト 
6ES7953-8LLxx-0AA0 DP インターフェースなしの 

CPU の場合は最低限このマイ

クロメモリカードが必要 

マイクロメモリ

カード 
4 M バイ

ト 
6ES7953-8LMxx-0AA0 DP インターフェース付き

で、PN インターフェースの

ない CPU の場合は最低限必

要 

マイクロメモリ

カード 
8 M バイ

ト 
6ES7953-8LPxx-0AA0 DP インターフェースおよび 

PN インターフェース付きの 
CPU の場合は最低限必要 
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SIMATIC マイクロメモリカードでロード可能なブロックの最大数 

最大何個のブロックを SIMATIC マイクロメモリカードに格納できるかは、ご使用の 
SIMATIC マイクロメモリカードの容量によって異なります。 ロード可能なブロックの

最大数は SIMATIC マイクロメモリカードの容量によって決まります（SFC「CREATE 
DB」により生成されるブロックを含む）。 

表 9- 2 SIMATIC マイクロメモリカードでロード可能なブロックの最大数 

容量が「...」の SIMATIC マイクロ

メモリカードを使用する場合、 
... ロード可能なブロックの最大数は以下の通り

です 

64 K バイト 768 

128 K バイト 1024 

512 K バイト 2560 

2 M バイト 

4 M バイト 

8 M バイト 

ここでは CPU に固有のロード可能なブロックの

数は、SIMATIC マイクロメモリカードに保存可

能なブロックの数を下回ります。 
CPU に固有のロード可能ブロックの最大数につ

いては、テクニカルデータを参照してくださ

い。 

9.2 CPU 312 

技術仕様 

表 9- 3 CPU 312 のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7312-1AE14-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 + SP1 以降または  
STEP 7 V5.2 + SP1 + HSP 218 以降 
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技術仕様 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 32 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
32 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.1 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.24 μs 

 固定少数点計算、最小 0.32 μs 

 浮動小数点計算、最小 1.10 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 
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技術仕様 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 256 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 255) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 32 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 
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技術仕様 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 プロセスレベルで 32 k バイト/ 
ブロックあたり 2 k バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 32 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 4（OB 80、82、85、87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 32 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 32 K バイト 
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技術仕様 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 1024 バイト（任意にアドレス指定可能） 

 出力 1024 バイト（任意にアドレス指定可能） 

プロセスイメージ I/O 

 入力 1024 バイト 

 出力 1024 バイト 

 入力、設定可能 1024 バイト 

 出力、設定可能 1024 バイト 

 入力、初期設定 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 

デジタルチャンネル 

 入力 256 

 出力 256 

 入力、そのうち中央部 256 

 出力、そのうち中央部 256 

アナログチャンネル 

 入力 64 

 出力 64 

 入力、そのうち中央部 64 

 出力、そのうち中央部 64 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 1 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 0 

 CP 経由 4 
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技術仕様 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM、最大 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 4 

クロックタイム 

クロック 

 ソフトウェアクロック あり 

 バッファリングおよび同期可能 バッファリング： なし 
同期可能： あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 231 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ なし 



 CPU 31x のテクニカルデータ 
 9.2 CPU 312 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 391 

技術仕様 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

6 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 

テストおよびスタートアップファンクション 

変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 入力数、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 
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技術仕様 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート なし 

ルーティング なし 

 ルーティング接続数 - 

 データセットルーティング なし 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND/RCV の場合）、 
64 バイト（X_PUT/GET の場合サーバと

して） 
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技術仕様 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり、CP およびロード可能な FB による 

 ジョブあたりの有効データ、最大 180 バイト（PUT/GET の場合） 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
240 バイト（サーバとして） 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

接続数、最大 

 合計 6 

PG 通信に使用可能 5 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 5 

OP 通信に使用可能 5 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 5 

S7 基本通信に使用可能 2 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信 設定可能、最大 2 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 
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技術仕様 

物理性 RS 485 

 電位分離 なし 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング なし 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

 転送速度、最大 187.5 k ビット/秒 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 
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技術仕様 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
40 x 125 x 130 

 重量 270 g 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 140 mA 

 起動電流、標準 3.5 A 

 消費電流（定格値） 650 mA 

 I2t 1 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨）、最小 
2 A 

 電力損失、標準 4 W 
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9.3 CPU 314 

CPU 314 のテクニカルデータ 

表 9- 4 CPU 314 のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7314-1AG14-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 + SP1 以降または  
STEP 7 V5.2 + SP1 + HSP 218 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 128 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
64 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.06 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.12 μs 



 CPU 31x のテクニカルデータ 
 9.3 CPU 314 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 397 

技術仕様 

 固定少数点計算、最小 0.16 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.59 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 
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技術仕様 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 256 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 255) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 プロセスレベルで 32 k バイト/ 
ブロックあたり 2 k バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 4（OB 80、82、85,87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 
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技術仕様 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 1024 バイト 

 出力 1024 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 1024 バイト 

 出力 1024 バイト 

 入力、設定可能 1024 バイト 

 出力、設定可能 1024 バイト 

 入力、初期設定 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 

デジタルチャンネル 

 入力 1024 

 出力 1024 

 入力、そのうち中央部 1024 

 出力、そのうち中央部 1024 

アナログチャンネル 

 入力 256 

 出力 256 
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技術仕様 

 入力、そのうち中央部 256 

 出力、そのうち中央部 256 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 0 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM、最大 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック(リアルタイム) あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 バッファリング期間経過後の動作 クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 
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技術仕様 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ なし 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数（OS 
など）、最大 

12 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力/出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 
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技術仕様 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 入力数、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート なし 

ルーティング なし 

 ルーティング接続数 - 

 データセットルーティング なし 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 



 CPU 31x のテクニカルデータ 
 9.3 CPU 314 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 403 

技術仕様 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND/RCV の場合）、 
64 バイト（X_PUT/GET の場合サーバと

して） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり（CP およびロード可能な FB によ

る） 

 ジョブあたりの有効データ、最大 180（PUT/GET の場合）  

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの 
240 バイト 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

接続数 

 合計 12 

PG 通信に使用可能 11 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 11 

OP 通信に使用可能 11 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 11 
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技術仕様 

S7 基本通信に使用可能 8 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 8 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 なし 

 インターフェースの電源電圧

（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 
200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング なし 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 187.5 k ビット/秒 

プログラミング 

プログラミング言語 
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技術仕様 

 KOP あり 
 FUP あり 
 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 
 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 
 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 
システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
40 x 125 x 130 

 重量 280 g 

電圧、電流 
 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 
 消費電流（無負荷運転時）、標準 140 mA 

 起動電流、標準 3.5 A 
 消費電流（定格値） 650 mA 
 I2t 1 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨）、最小 
2 A 

 電力損失、標準 4 W 
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9.4 CPU 315-2 DP 

技術仕様 

表 9- 5 CPU 315-2 DP のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7315-2AH14-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 + SP1 以降または  
STEP 7 V5.2 + SP1 + HSP 218 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 256 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
128 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 



 CPU 31x のテクニカルデータ 
 9.4 CPU 315-2 DP 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 407 

技術仕様 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.05 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.09 μs 

 固定少数点計算、最小 0.12 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.45 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 
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技術仕様 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし（メインメモリ使用時のみ制限

あり） 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 2048 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 2047) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 プロセスレベルで 32 k バイト/ 
ブロックあたり 2 k バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2 (OB 20、OB 21) 
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技術仕様 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数 3（OB 55、56、57） 

 クロック同期 OB の数 1（OB 61） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 非同期エラー OB の数 5（OB 80、82、85、86、87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 2048 バイト（任意にアドレス指定可能） 

 出力 2048 バイト（任意にアドレス指定可能） 

そのうちのリモート 

 入力 2048 バイト 

 出力 2048 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 2048 バイト 

 出力 2048 バイト 

 入力、設定可能 2048 バイト 

 出力、初期設定 2048 バイト 
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技術仕様 

 入力、設定可能 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 

プロセスイメージの一部 

 部分プロセスイメージの数、最大 1 

デジタルチャンネル 

 入力 16384 

 出力 16384 

 入力、そのうち中央部 1024 

 出力、そのうち中央部 1024 

アナログチャンネル 

 入力 1024 

 出力 1024 

 入力、そのうち中央部 256 

 出力、そのうち中央部 256 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 1 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック(リアルタイム) あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 
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技術仕様 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 バッファリング期間経過後の動作 クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0  

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 

（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 DP 内、マスタ あり（DP スレーブではクロックタイムス

レーブのみ） 

 DP に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ なし 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数（OS 
など）、最大 

16 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 
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技術仕様 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 入力数、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 
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技術仕様 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート あり 

ルーティング あり 

 ルーティング接続数、最大 4 

 データセットルーティング あり 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND/RCV の場合）、 
64 バイト（X_PUT/GET の場合サーバと

して） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり（CP およびロード可能な FB によ

る） 

 ジョブあたりの有効データ、最大 180 バイト（PUT/GET の場合） 
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技術仕様 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
240 バイト（サーバとして） 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

接続数 

 合計 16 

PG 通信に使用可能 15 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 15 

OP 通信に使用可能 15 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 15 

S7 基本通信に使用可能 12 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 12 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 なし 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ なし 
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技術仕様 

 DP スレーブ なし 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度 187.5 k ビット/秒 

第 2 インターフェース 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源電圧

（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 
200 mA 

機能 

 MPI なし 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 ポイントツーポイント接続 なし 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 
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技術仕様 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 あり、OB 61 

 直接データ交換(節間) あり（加入者として） 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な 
DP スレーブの最大数 

あり 

8 

 DPV1 あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数、最大 124 

アドレス領域 

 入力、最大 2048 バイト 

 出力、最大 2048 バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 

DP スレーブ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 



 CPU 31x のテクニカルデータ 
 9.4 CPU 315-2 DP 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 417 

技術仕様 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、GSD ファイル 
(http://www.siemens.com/profibus-gsd)を
参照してください 

転送メモリ 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
40 x 125 x 130 

 重量 290 g 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 150 mA 

 起動電流、標準 3.5 A 

 消費電流（定格値） 850 mA 

 I2t 1 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨）、最小 
2 A 

 電力損失、標準 4.5 W 
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9.5 CPU 315-2 PN/DP 

技術仕様 

表 9- 6 CPU 315-2 PN/DP のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7315-2EH14-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.2.1 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V 5.5 + HSP 199 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 384 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
128 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.05 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.09 μs 

 固定少数点計算、最小 0.12 μs 
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技術仕様 

 浮動小数点計算、最小 0.45 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

S7 時間 

 数 256 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 
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技術仕様 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 2048 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 2047) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 1024 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 プロセスレベルで 32 k バイト/ 
ブロックあたり 2 k バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 1024（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数 3（OB 55、56、57） 

 クロック同期 OB の数 1（OB 61） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 



CPU 31x のテクニカルデータ  
9.5 CPU 315-2 PN/DP 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
422 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

技術仕様 

 非同期エラー OB の数 6（OB 80、82、83、85、86、87） 

（PROFINET IO に対しては OB 83） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 1024 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 2048 バイト 

 出力 2048 バイト 

そのうちのリモート 

 入力 2048 バイト 

 出力 2048 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 2048 バイト 

 出力 2048 バイト 

 入力、設定可能 2048 バイト 

 出力、設定可能 2048 バイト 

 入力、初期設定 128 バイト 

 出力、初期設定 128 バイト 

プロセスイメージの一部 

 部分プロセスイメージの数、最大 1 
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技術仕様 

 同期化した時計 PROFINET IO にある

ユーザーデータの数、最大 
1600 バイト 

デジタルチャンネル 

 入力 16384 

 出力 16384 

 入力、そのうち中央部 1024 

 出力、そのうち中央部 1024 

アナログチャンネル 

 入力 1024 

 出力 1024 

 入力、そのうち中央部 256 

 出力、そのうち中央部 256 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 1 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック(リアルタイム) あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 
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技術仕様 

 バッファリング期間経過後のクロック

の動作 
クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 1 

 番号/範囲 0 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 DP 内、マスタ あり（DP スレーブではクロックタイムス

レーブのみ） 

 DP に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ あり 

 NTP を介したイーサネット上 あり（クライアントとして） 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

16 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 



 CPU 31x のテクニカルデータ 
 9.5 CPU 315-2 PN/DP 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 425 

技術仕様 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 数 入力、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ  

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 
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技術仕様 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート あり 

ルーティング あり 

 ルーティング接続数 MPI としての X1、最大 10 
DP マスタとしての X1、最大 24 
DP スレーブ（アクティブ）としての 
X1、最大 14 
PROFINET としての X2、最大 24 

 データセットルーティング あり 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X-SEND/REC の場合)、 
64 バイト（X-PUT/GET の場合サーバと

して） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 
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技術仕様 

 クライアントとして あり（内蔵 PN インターフェースおよび

ロード可能な FB または CP およびロード

可能な FB による） 

 ジョブあたりの有効データ STEP 7 のオンライヘルプ、S7 通信の 
SFB/FB および SFC/FC の共通パラメー

ターを参照 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

ウェブサーバ 

 サポート あり 

 HTTP クライアントの数 5 

 ユーザー定義のウェブサイト あり 

オープン IE 通信 

 サポート あり 

 接続/アクセスポイントの数、最大 8 

 システム側で使用されたローカルポー

ト番号 
0、20、21、23、25、102、135、161、
8080、34962、34963、34964、65532、
65533、65534、65535 

TCP/IP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 8 

 接続タイプ 01H でのデータ長、最大 1460 バイト 

 接続タイプ 11H でのデータ長、最大 32768 バイト 

  あり 

ISO on TCP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 8 

 データ長、最大 32768 バイト 

UDP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 
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技術仕様 

 接続数、最大 8 

 データ長、最大 1472 バイト 

iPAR サーバー 

 サポート あり 

接続数 

 合計 16 

PG 通信に使用可能 15 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 15 

OP 通信に使用可能  15 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 15 

S7 基本通信に使用可能 14 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 14 

S7 基本通信に使用可能 14 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 通信、設定可能、最小 0 

 S7 通信、設定可能、最大 14 

インスタンスの最大数、最大 32 

PROFINET CBA (設定された目標の通信負荷) 

 CPU 通信の目標設定 50 % 

 リモート接続パートナ数 32 

 マスタ/スレーブファンクションの数 30 

 マスタ/スレーブのすべての接続部の合

計 
1000 
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技術仕様 

 マスタ/スレーブのすべての入力接続部

のデータ長、最大 
 

4000 バイト 

 マスタ/スレーブのすべての出力接続部

のデータ長、最大 
 

4000 バイト 

 装置内部および PROFIBUS 接続数 500 

 装置内部と PROFIBUS 接続のデータ

長、最大 
4000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長、最大 1400 バイト 

非周期的転送によるリモート接続 

 サンプリング頻度： サンプリングイン

ターバル、最小 
500 ms 

 接続数（入力） 100 

 接続数（出力） 100 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長（非周期的

な接続）、最大 
1400 バイト 

周期的転送によるリモート接続 

 転送頻度： 転送インターバル、最小 10 ms 

 接続数（入力） 200 

 接続数（出力） 200 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長（非周期的

な接続）、最大 
450 バイト 

PROFINET を経由した HMI 変数（非周期的） 

 HMI 変数更新 500 ms 

 HMI 変数用としてメッセージ可能なス

テーションの数（PN OPC/iMAP） 
3、2xPN OPC/1x iMAP 
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技術仕様 

 HMI 変数の数 200 

 すべての HMI 変数のデータ長、最大 2000 バイト 

PROFIBUS プロキシ機能 

 サポート あり 

 リンクした PROFIBUS 装置の数 16 

 ソケットあたりのデータ長、最大 240 240 バイト（スレーブによる） 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし（ただし CP およびロード可能な FB 
により可能） 

 S7 通信、サーバとして あり 
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技術仕様 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 あり、OB 61（クロック同期は 
PROFIBUS DP または PROFINET IO の
どちらか一方のみで動作可能） 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な DP 

スレーブの最大数 

あり 

8 

 直接データ交換(節間) あり（加入者として） 

 DPV1 あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数、最大 124 

アドレス領域 

 入力、最大 2 K バイト 

 出力、最大 2 K バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 

DP スレーブ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 
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技術仕様 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

転送メモリ 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、インターネット

サイト (http://www.siemens.com/profibus-
gsd)を参照してください  

第 2 インターフェース 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ PROFINET 

物理性 イーサネット RJ 45 

 電位分離 あり 

 内蔵スイッチ あり 

 ポートの数 2 

 伝送速度の自動決定 あり（10/100 M ビット/秒） 

 オートネゴシエーション あり 

 自動クロッシング あり 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

メディアの冗長度  

 サポート あり 

 断線でスイッチング、標準 200 ms (PROFINET MRP) 

 リングの参加者数、最大 50 

実行時に IP アドレスを変更する、サポー

ト 
あり 

Keep Alive 機能、サポート あり 

機能 

 MPI なし 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 PROFINET IO コントローラ あり、同時に IO デバイスファンクション

付き 

 PROFINET IO デバイス あり、同時に IO コントローラ ファンクシ

ョン付き 

 PROFINET CBA あり（非周期的および周期的転送） 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

 ウェブサーバ 

– HTTP クライアントの数 

あり 

5 

PROFINET IO コントローラ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 S7 通信 あり (ダウンロード可能な FBs, 最大の設

定可能な接続： 14; インスタンスの最大

数: 32) 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

内蔵 PROFINET IO コントローラ数 1 

RT、サポート あり 
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技術仕様 

IRT、サポート あり 

転送速度、最大 100 M ビット/秒 

接続可能な IO デバイスの最大数 128 

接続可能な IO デバイスの最大数 128 

 そのうちライン、最大 128 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高フレキシビリティ」  
128 

 そのうちライン、最大 61 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高パフォーマンス」、 最大 
64 

 そのうちライン、最大 64 

シェアデバイス、サポート あり 

タイミング同期 あり (OB 61 - クロック同期は可能か DP
またはの PROFINET IO（同時に）するこ

とです) 

優先作動のサポートあり、サポート あり 

 優先起動付き IO デバイスの最大数 32 

PROFINET IO デバイスの有効化/無効化 あり 

 同時に有効化/無効化が可能な 
 IO デバイスの最大数 

8 

作動中に切り替わる IO デバイス（パート

ナーポート）サポート 
あり 

 IO デバイスの最大数 8 

リムーバブルメディアなしの装置交換 あり 

250 μs、500 μs、1 ms 送信クロック 

2 ms、4 ms 
（オプション「フレキシビリティー」は 
IRT 内にはありません） 
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技術仕様 

更新時間 

 更新時間 更に最小更新時間は PROFINET IO に設

定した通信への使用比率、IO デバイスの

数およびプランニングされた有効データ

数により異なります。 

RT では: 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 512 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 4 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 8 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 16 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 32 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 64 ms 

「高パフォーマンス」付きの IRT と「奇

数」と呼ばれているのトランスミット時

計の設定  

アップデートの時間 = 設定されている

「奇数」の送信サイクル（125 μs の倍

数：375 μs、625 μs ～ 3.875 ms） 

アドレス領域 

 入力、最大 2 K バイト 

 出力、最大 2 K バイト 

各アドレス領域ごとの有効データ、最大 

 最大有効データ一貫性 1024 バイト 
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技術仕様 

PROFINET I デバイス 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 S7 ルーティング あり 

 S7 通信 あり、ロード可能な FB 付き、最大構成の

接続： 14、インスタンスの最大数: 32 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

RT、サポート あり 

IRT、サポート あり 

PROFIenergy、サポート I デバイス (SFB 73/SFB 74)を使用するた

めのエネルギーとして準備されたプロフ

ェッショナル  

シェアデバイス、サポート あり 

 シェアデバイスに IO コントローラは

ありません、最大 
2 

タイミング同期 なし 

トランスファーエリアアプリケーション  あり 

周辺機器転送ユニット なし 

転送メモリ 

 入力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

 出力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

サブモジュール 

 数、最大 64 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
1024 バイト 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 



 CPU 31x のテクニカルデータ 
 9.5 CPU 315-2 PN/DP 

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 437 

技術仕様 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
40 x 125 x 130 

 重量 340 g 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 150 mA 

 消費電流（定格値） 750 mA 

 起動電流、標準 4 A 

 I2t 1 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨）、最小 
2 A 

 電力損失、標準 4.65 W 
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9.6 CPU 317-2 DP 

技術仕様 

表 9- 7 CPU 317-2 DP のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7317-2AK14-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.3 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 + SP1 以降または  
STEP 7 V5.2 + SP1 + HSP 202 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 1 M バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
256 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.025 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.03 μs 
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技術仕様 

 固定少数点計算、最小 0.04 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.16 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 512 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

S7 時間 

 数 512 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 
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技術仕様 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 4096 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 4095) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 2048 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 プロセスレベルで 32 k バイト/ 
ブロックあたり 2 k バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 2048（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数 3（OB 55、56、57） 

 クロック同期 OB の数 1（OB 61） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 
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技術仕様 

 非同期エラー OB の数 5（OB 80、82、85、86、87） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 2048 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 2048 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力、最大 8192 バイト（任意にアドレス指定可能） 

 出力、最大 8192 バイト（任意にアドレス指定可能） 

そのうちのリモート 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

 入力、設定可能 8192 バイト 

 出力、設定可能 8192 バイト 

 入力、初期設定 256 バイト 

 出力、初期設定 256 バイト 

プロセスイメージの一部 

 部分プロセスイメージの数、最大 1 
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技術仕様 

デジタルチャンネル 

 入力、最大 65636 

 出力、最大 65636 

 入力、そのうち中央部 1024 

 出力、そのうち中央部 1024 

アナログチャンネル 

 入力、最大 4096 

 出力、最大 4096 

 入力、そのうち中央部、最大 256 

 出力、そのうち中央部、最大 256 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 2 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック(リアルタイム) あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 
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技術仕様 

 バッファリング期間経過後の動作 クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 4 

 番号/範囲 0 ～ 3 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 DP 内、マスタ あり（DP スレーブではクロックタイムス

レーブのみ） 

 DP に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ あり 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

32 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 
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技術仕様 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 入力数、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 
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技術仕様 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート あり 

ルーティング あり 

 ルーティング接続数 MPI としての X1、最大 10 
DP マスタとしての X1、最大 24 
DP スレーブ（アクティブ）としての 
X1、最大 14 
DP マスタ（アクティブ）としての X2、
最大 24 
DP スレーブ（アクティブ）としての 
X2、最大 14 

 データセットルーティング あり 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND/RCV の場合）、 
76 バイト（X_PUT/GET の場合サーバと

して） 
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技術仕様 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり（CP およびロード可能な FB によ

る） 

 ジョブあたりの有効データ、最大 180 バイト（PUT/GET の場合） 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
240 バイト（サーバとして） 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

接続数 

 合計 32 

PG 通信に使用可能 31 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 31 

OP 通信に使用可能 31 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 31 

S7 基本通信に使用可能 30 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 30 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 
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技術仕様 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 ポイントツーポイント接続 なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 なし 
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技術仕様 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な DP 

スレーブの最大数 

あり 

8 

 直接データ交換(節間) あり（加入者として） 

 DPV1 あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数 124 

アドレス領域 

 入力、最大 8192 バイト 

 出力、最大 8192 バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 

DP スレーブ（両方のインターフェース上で同時に DP スレーブとなることはできま

せん） 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

転送メモリ 
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技術仕様 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、インターネット

サイト (http://www.siemens.com/profibus-
gsd)を参照してください 

第 2 インターフェース 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI なし 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 ポイントツーポイント接続 なし 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 あり（OB 61） 

 直接データ交換(節間) あり（加入者として） 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な DP 

スレーブの最大数 

あり 

8 

 DPV1 あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数、最大 124 

アドレス領域 

 入力、最大 8192 バイト 

 出力、最大 8192 バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 

DP スレーブ（両方のインターフェース上で同時に DP スレーブとなることはできま

せん） 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 
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技術仕様 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、インターネット

サイト (http://www.siemens.com/profibus-
gsd)を参照してください 

転送メモリ 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
40 x 125 x 130 

 重量 360 g 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 120 mA 

 消費電流（定格値） 870 mA 

 起動電流、標準 4 A 

 I2t 1 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨）、最小 
2 A 

 電力損失、標準 4.5 W 

 

9.7 CPU 317-2 PN/DP 

技術仕様 

表 9- 8 CPU 317-2 PN/DP のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7317-2EK14-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.2.1 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V 5.5 + HSP 199 以降 
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技術仕様 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 1 M バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
256 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 あり (マイクロメモリカードによる保証

（メンテナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.025 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.03 μs 

 固定少数点計算、最小 0.04 μs 

 浮動小数点計算、最小 0.16 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 512 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 
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技術仕様 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

S7 時間 

 数 512 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 4096 バイト 

 保持能力、装備 はい (MB 0 ～ MB 4095) 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 2048 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 
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技術仕様 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 32 プロセスレベルで 32 k バイト/ 
ブロックあたり 2 k バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 2048（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数 3（OB 55、56、57） 

 クロック同期 OB の数 1（OB 61） 

 起動 OB の数 1（OB100） 

 非同期エラー OB の数 6（OB 80、82、83、85、86、87） 

（PROFINET IO に対しては OB 83） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 2048 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 
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技術仕様 

 数、最大 2048 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

そのうちのリモート 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

 入力、設定可能 8192 バイト 

 出力、設定可能 8192 バイト 

 入力、初期設定 256 バイト 

 出力、初期設定 256 バイト 

プロセスイメージの一部 

 部分プロセスイメージの数、最大 1 

 同期化した時計 PROFINET IO にある

ユーザーデータの数、最大 
1600 バイト 

デジタルチャンネル 

 入力 65536 

 出力 65536 

 入力、そのうち中央部 1024 

 出力、そのうち中央部 1024 

アナログチャンネル 

 入力 4096 

 出力 4096 

 入力、そのうち中央部 256 
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技術仕様 

 出力、そのうち中央部 256 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 1 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック(リアルタイム) あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 バッファリング期間経過後のクロック

の動作 
クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 4 

 番号/範囲 0 ～ 3 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 
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技術仕様 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 DP 内、マスタ あり（DP スレーブではクロックタイムス

レーブのみ） 

 DP に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ あり 

 NTP を介したイーサネット上 あり（クライアントとして） 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

32 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御  

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 
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技術仕様 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 数 入力、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート あり 

ルーティング あり 

 ルーティング接続数 MPI としての X1、最大 10 
DP マスタとしての X1、最大 24 
DP スレーブ（アクティブ）としての 
X1、最大 24 
PROFINET としての X2、最大 24 

 データセットルーティング あり 

グローバルデータ通信 
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技術仕様 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数 トランスミッタ、最

大 
8 

 GD パケットの数 レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X-SEND/REC の場合)； 
64 バイト（X-PUT/GET の場合サーバと

して） 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり（内蔵 PN インターフェースおよび

ロード可能な FB または CP およびロード

可能な FB による） 

 ジョブあたりの有効データ STEP 7 のオンライヘルプ S7 通信の 
SFB/FB および SFC/FC の共通パラメー

ターを参照 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

ウェブサーバ 

 サポート あり 

 HTTP クライアントの数 5 

 ユーザー定義のウェブサイト あり 
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技術仕様 

オープン IE 通信 

 サポート あり 

 接続/アクセスポイントの数、最大 16 

 システム側で使用されたローカルポー

ト番号 
0、20、21、23、25、80、102、135、
161、8080、34962、34963、34964、
65532、65533、65534、65535 

TCP/IP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 16 

 接続タイプ 01H でのデータ長、最大 1460 バイト 

 接続タイプ 11H でのデータ長、最大 32768 バイト 

 ポートを介しての複数のコネクション

が可能 (Multiport) 
あり 

ISO on TCP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 16 

 データ長、最大 32768 バイト 

UDP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 16 

 データ長、最大 1472 バイト 

iPAR サーバー 

 サポート あり 

接続数 

 合計 32 

PG 通信に使用可能 31 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最大 1 

 PG 通信、設定可能、最大 31 

OP 通信に使用可能  31 



CPU 31x のテクニカルデータ  
9.7 CPU 317-2 PN/DP 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
462 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

技術仕様 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 31 

S7 基本通信に使用可能 30 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 30 

S7 基本通信に使用可能 16 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 通信、設定可能、最小 0 

 S7 通信、設定可能、最大 16 

インスタンスの最大数、最大 32 

PROFINET CBA (設定された目標の通信負荷) 

 CPU 通信の目標設定 50 % 

 リモート接続パートナ数 32 

 マスタ/スレーブファンクションの数 30 

 マスタ/スレーブのすべての接続部の合

計 
1000 

 マスタ/スレーブのすべての入力接続部

のデータ長、最大 
 

4000 バイト 

 マスタ/スレーブのすべての出力接続部

のデータ長、最大 
 

4000 バイト 

 装置内部および PROFIBUS 接続数 500 

 装置内部と PROFIBUS 接続のデータ

長、最大 
4000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長、最大 1400 バイト 

非周期的転送によるリモート接続 

 サンプリング頻度： サンプリングイン

ターバル、最小 
500 ms 
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技術仕様 

 接続数（入力） 100 

 接続数（出力） 100 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長（非周期的

な接続）、最大 
1400 バイト 

周期的転送によるリモート接続 

 転送頻度： 転送インターバル、最小 10 ms 

 接続数（入力） 200 

 接続数（出力） 200 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 2000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長（非周期的

な接続）、最大 
450 バイト 

PROFINET を経由した HMI 変数（非周期的） 

 HMI 変数更新 500 ms 

 HMI 変数用としてメッセージ可能なス

テーションの数（PN OPC/iMAP） 
3（2 x PN OPC/1 x iMAP） 

 HMI 変数の数 200 

 すべての HMI 変数のデータ長、最大 2000 バイト 

PROFIBUS プロキシ機能 

 サポート あり 

 リンクした PROFIBUS 装置の数 16 

 ソケットあたりのデータ長、最大 240 240 バイト（スレーブによる） 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 
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技術仕様 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 ポイントツーポイント接続 なし 

 PROFINET なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし（ただし CP およびロード可能な FB 
により可能） 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 
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技術仕様 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 あり (OB 61 - クロック同期は可能か DP
またはの PROFINET IO（同時に）するこ

とです) 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 あり 

 同時に有効化/無効化が可能な DP スレ

ーブの最大数 
8 

 直接データ交換(節間) あり（加入者として） 

 DPV1 あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数、最大 124 

アドレス領域 

 入力、最大 8 K バイト 

 出力、最大 8 K バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 

DP スレーブ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 
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技術仕様 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

転送メモリ 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、インターネット

サイト (http://www.siemens.com/profibus-
gsd)を参照してください 

第 2 インターフェース 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ PROFINET 

物理性 イーサネット RJ 45 

 電位分離 あり  

 内蔵スイッチ あり 

 ポートの数 2 

 伝送速度の自動決定 あり（10/100 M ビット/秒） 

 オートネゴシエーション あり 

 自動クロッシング あり 

メディアの冗長度  

 サポート あり 

 断線でスイッチング、標準 200 ms (PROFINET MRP) 

 リングの参加者数、最大 50 

実行時に IP アドレスを変更する、サポー

ト 
あり 

Keep Alive 機能、サポート あり 

機能 

 MPI なし 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 PROFINET IO コントローラ あり、同時に IO デバイスファンクション

付き 

 PROFINET IO デバイス あり、同時に IO コントローラ ファンクシ

ョン付き 

 PROFINET CBA あり（非周期的および周期的転送） 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

 ウェブサーバ 

– HTTP クライアントの数 

あり 

5 

PROFINET IO コントローラ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 S7 通信 あり (ロード可能な FB のと、最大構成の

接続: 16; インスタンスの最大数: 32) 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

内蔵 PROFINET IO コントローラ数 1 

RT、サポート あり 

IRT、サポート あり 

転送速度、最大 100 M ビット/秒 

接続可能な IO デバイスの最大数 128 

接続可能な IO デバイスの最大数 128 

 そのうちライン、最大 128 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高フレキシビリティ」  
128 

 そのうちライン、最大 61 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高パフォーマンス」、 最大 
64 



CPU 31x のテクニカルデータ  
9.7 CPU 317-2 PN/DP 

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
468 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

技術仕様 

 そのうちライン、最大 64 

シェアデバイス、サポート あり 

タイミング同期 あり（OB 61、クロック同期は 
PROFIBUS DP または PROFINET IO の
どちらか一方のみで動作可能） 

優先作動のサポートあり、サポート あり 

 優先起動付き IO デバイスの最大数 32 

IO デバイスの有効化/無効化 あり 

 同時に有効化/無効化が可能な 
 IO デバイスの最大数 

8 

作動中に切り替わる IO デバイス（パート

ナーポート）サポート 
あり 

 IO デバイスの最大数 8 

リムーバブルメディアなしの装置交換 あり 

250 μs、500 μs、1 ms 送信クロック 

2 ms、4 ms 
（オプション「フレキシビリティ」は IRT
内にはありません） 

更新時間 

 更新時間 更に最小更新時間は PROFINET IO に設

定した通信への使用比率、IO デバイスの

数およびプランニングされた有効データ

数により異なります。 

RT では: 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 512 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 
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技術仕様 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 4 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 8 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 16 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 32 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 64 ms 

「高パフォーマンス」付きの IRT と「奇

数」と呼ばれているのトランスミット時

計の設定  

アップデートの時間＝「奇数」のトラン

スミット時計を調節する（125 の倍数に

あたるミクロ秒“ 375 μs、625 μs ～ 
3.875 ms) 

アドレス領域 

 入力、最大 8 K バイト 

 出力、最大 8 K バイト 

各アドレス領域ごとの有効データ、最大 

 最大有効データ一貫性 1024 バイト 

PROFINET I デバイス 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 S7 ルーティング あり 

 S7 通信 あり、ロード可能な FB 付き、最大構成の

接続： 16、インスタンスの最大数: 32 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

RT、サポート あり 

IRT、サポート あり 

PROFIenergy、サポート I デバイス (SFB 73/SFB 74)を使用するた

めのエネルギーとして準備されたプロフ

ェッショナル  

シェアデバイス、サポート あり 
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技術仕様 

 シェアデバイスに IO コントローラは

ありません、最大 
2 

タイミング同期 なし 

トランスファーエリアアプリケーション  あり 

周辺機器転送ユニット なし 

転送メモリ 

 入力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

 出力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

サブモジュール 

 数、最大 64 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
1024 バイト 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 ブロック暗号化 あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 
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技術仕様 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
40 x 125 x 130 

 重量 340 g 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 150 mA 

 消費電流（定格値） 750 mA 

 起動電流、標準 4 A 

 I2t 1 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ（推

奨）、最小 
2 A 

 電力損失、標準 4.65 W 
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9.8 CPU 319-3 PN/DP 

技術仕様 

表 9- 9 CPU 319-3 PN/DP のテクニカルデータ  

技術仕様 

CPU と製品レベル 

 MLFB 6ES7318-3EL01-0AB0 

 ハードウェア製品レベル 01 

 ファームウェア製品レベル V3.2.1 

 該当するプログラミングセット STEP 7 V5.5 以降 

メモリ 

メインメモリ 

 内蔵 2048 K バイト 

 拡張の可能性 なし 

 保持データブロック用の保持メモリ容

量、最大 
700 K バイト 

ロードメモリ 

 挿入可能（MMC） あり 

 挿入可能（MMC）、最大 8 M バイト 

 マイクロメモリカードのデータ保持期

間（最終プログラミング後）、最低期

間 

10 年 

バッファリング 

 装備 マイクロメモリカードによる保証（メン

テナンスフリー） 

 バッテリなし はい（プログラムとデータ） 

処理時間 

 ビットオペレーション、最小 0.004 μs 

 ワードオペレーション、最小 0.01 μs 

 固定少数点計算、最小 0.01 μs 
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技術仕様 

 浮動小数点計算、最小 0.04 μs 

クロックタイム、カウンタとその保持 

S7 カウンタ 

 数 2048 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 Z 0 ～ Z 7 

カウント範囲 

 下限 0 

 上限 999 

IEC カウンタ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 

S7 時間 

 数 2048 

保持 

 設定可能 あり 

 初期設定 保持能力なし 

時間範囲 

 下限 10 ms 

 上限 9990 s 

IEC タイマ 

 装備 あり 

 種類 SFB 

 数 制限なし 
（メインメモリ使用時のみ制限あり） 
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技術仕様 

データ領域とその保持 

フラグ 

 数、最大 8192 バイト 

 保持、あり はい（MB 0 ～ MB 8191） 

 保持能力（初期設定） MB 0 ～ MB 15 

 タイミングフラグの数 8（1 フラグバイト） 

データブロック 

 数、最大 4096 
（範囲 1 ～ 16000） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 保持能力（設定可能） あり（DB の非保持特性による） 

 保持能力（初期設定） あり 

ローカルデータ 

 各優先度クラス毎、最大 プロセスレベルで 32 k バイト/ 
ブロックあたり 2 k バイト 

ブロック 

 ブロック合計数 4096（DB、FC、FB） 

使用するマイクロメモリカードによって

は、ロード可能なブロックの最大数がこ

れより少なくなります。 

OB オペレーションリストを参照 

 サイズ、最大 64 K バイト 

 フリーサイクル OB の数 1（OB 1） 

 クロックタイムアラーム OB の数 1（OB 10） 

 遅延アラーム OB の数 2（OB 20、21） 

 起動アラーム OB の数 4（OB 32、33、34、35） 
（OB 35、500 μs 以上） 

 プロセスアラーム OB の数 1（OB 40） 

 DPV1 アラーム OB の数（DP-CPU の
み） 

3（OB 55、56、57） 

 クロック同期 OB の数 1（OB 61） 
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技術仕様 

 非同期エラー OB の数 6（OB 80、82、83、85、86、87） 
（OB 83 は PROFINET IO 専用） 

 起動 OB の数 1（OB 100） 

 同期エラー OB の数 2（OB 121、122） 

ネストの深さ 

 各優先度クラス 16 

 1 つのエラー OB 内での追加 4 

FB オペレーションリストを参照 

 数、最大 4096 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

FC オペレーションリストを参照 

 数、最大 4096 
（範囲 0 ～ 7999） 

 サイズ、最大 64 K バイト 

アドレス領域（I/O） 

ペリフェラルアドレス領域 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

そのうちのリモート 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

プロセスイメージ I/O 

 入力 8192 バイト 

 出力 8192 バイト 

 入力、設定可能 8192 バイト 

 出力、設定可能 8192 バイト 

 入力、初期設定 256 バイト 

 出力、初期設定 256 バイト 
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技術仕様 

プロセスイメージの一部 

 部分プロセスイメージの数、最大 1 

 同期化した時計 PROFINET IO にある

ユーザーデータの数、最大 
1600 バイト 

デジタルチャンネル 

 入力 65536 

 出力 65536 

 入力、そのうち中央部 1024 

 出力、そのうち中央部 1024 

アナログチャンネル 

 入力 4096 

 出力 4096 

 入力、そのうち中央部 256 

 出力、そのうち中央部 256 

ハードウェア構成 

 モジュールラック、最大 4 

 各モジュールラックのモジュール、最

大 
8 

DP マスタの数 

 内蔵 2 

 CP 経由 4 

動作可能な FM と CP の数（推奨） 

 FM 8 

 CP、ポイントツーポイント 8 

 CP、LAN 10 

クロックタイム 

クロック 

 ハードウェアクロック(リアルタイム) あり 

 バッファリングおよび同期可能 あり 

 出荷時の初期設定 DT#1994-01-01-00:00:00 
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技術仕様 

 バッファリング期間 標準 6 週間 
（周囲温度が 40 ℃ の場合） 

 バッファリング期間経過後のクロック

の動作 
クロックは電源 OFF が生じたクロックタ

イムを継承して作動します。 

 電源 ON 後のクロック動作 クロックは電源 OFF 後も作動します。 

 1 日当たりの最大誤差、最大 10 s、標準 2 s 

動作時間カウンタ 

 数 4 

 番号/範囲 0 ～ 3 

 数値範囲 0 ～ 2 31 時間 
（SFC 101 使用時） 

 細分性 1 時間 

 保持能力 あり。各再起動時に新たに開始する必要

あり。 

クロックタイム同期 

 サポート あり 

 MPI に、マスタ あり 

 MPI に、スレーブ あり 

 DP 内、マスタ あり（DP スレーブではクロックタイムス

レーブのみ） 

 DP に、スレーブ あり 

 AS 内、マスタ あり 

 AS 内、スレーブ あり 

 NTP を介したイーサネット上 あり（クライアントとして） 

S7 メッセージファンクション 

 メッセージファンクション用としてメ

ッセージ可能なステーションの数、最

大 

32 
（PG/OP および S7 基本通信用にプラン

ニングされた接続により異なる） 

 プロセス診断メッセージ あり 

 同時作動するアラーム S ブロック、最

大 
300 
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技術仕様 

テストおよびスタートアップファンクション 

ステータス/制御 

 変数のステータス/制御 あり 

 変数 入力、出力、フラグ、DB、クロックタイ

ム、カウンタ 

 変数の数、最大 30 

 そのうち変数のステータス、最大 30 

 そのうち変数の制御、最大 14 

強制 

 強制 あり 

 変数 入力、出力 

 変数の数、最大 10 

ブロックのステータス あり（同時に最大 2 ブロック） 

シングルステップ あり 

 中断ポイントの数 4 

診断バッファ 

 装備 あり 

 数 入力、最大 500 

 設定可能 なし 

 このうち電源故障の際に保持されるも

の 
100、最後の 100 件のみ保持 

 RUN 状態で読み出し可能な入力の数、

最大 
499 

 RUN 状態で設定可能な入力の数 あり（10 ～ 499） 

 RUN 状態で初期設定される入力の数 10 

サービスデータ 

 読み出し可能 あり 

監視機能 

 LED ステータス あり 
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技術仕様 

通信ファンクション 

PG/OP 通信 あり 

優先 BuB 通信 

 サポート あり 

ルーティング あり 

 ルーティング接続数 X1 としての MPI: 最大 10 
DP マスタとしての X1： 最大 24 
DP スレーブ（アクティブ）としての 
X1： 最大 14 
DP マスタとしての X2： 最大 24 
DP スレーブ（アクティブ）としての 
X2： 最大 14 
PROFINET としての X3： 最大 48 

 データセットルーティング あり 

グローバルデータ通信 

 サポート あり 

 GD 回路の数、最大 8 

 GD パケットの数、最大 8 

 GD パケットの数、トランスミッタ、

最大 
8 

 GD パケットの数、レシーバ、最大 8 

 GD パケットのサイズ、最大 22 バイト 

 GD パケットのサイズ、そのうち一貫

性のあるもの、最大 
22 バイト 

S7 基本通信 

 サポート あり 

 ジョブあたりの有効データ、最大 76 バイト 

 ジョブあたりの有効データ、そのうち

一貫性のあるもの、最大 
76 バイト（X_SEND または X_RCV の場

合） 
64 バイト （X_PUT または X_GET の場合

サーバとして） 
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技術仕様 

S7 通信 

 サポート あり 

 サーバとして あり 

 クライアントとして あり（内蔵 PN インターフェースおよび

ロード可能な FB または CP およびロード

可能な FB による） 

 ジョブあたりの有効データ、最大 STEP 7 のオンライヘルプ S7 通信の 
SFB/FB および SFC/FC の共通パラメー

ターを参照 

S5 互換通信 

 サポート あり（CP およびロード可能な FC によ

る） 

ウェブサーバ 

 サポート あり 

 HTTP クライアントの数 5 

 ユーザー定義のウェブサイト あり 

オープン IE 通信 

 サポート あり 

 接続/アクセスポイントの数、最大 32 

 システム側で使用されたローカルポー

ト番号 
0、20、21、23、25、80、102、135、
161、8080、34962、34963、34964、
65532、65533、65534、65535 

TCP/IP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 32 

 接続タイプ 01H でのデータ長、最大 1460 バイト 

 接続タイプ 11H でのデータ長、最大 32768 バイト 

 ポートを介しての複数のコネクション

が可能 (Multiport) 
あり 
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技術仕様 

ISO on TCP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 32 

 データ長、最大 32768 バイト 

UDP あり（内蔵 PROFINET インターフェース

とロード可能な FB による） 

 接続数、最大 32 

 データ長、最大 1472 バイト 

iPAR サーバー 

 サポート あり 

接続数 

 合計 32 

PG 通信に使用可能 31 

 PG 通信、リザーブ 1 

 PG 通信、設定可能、最小 1 

 PG 通信、設定可能、最大 31 

OP 通信に使用可能 31 

 OP 通信、リザーブ 1 

 OP 通信、設定可能、最小 1 

 OP 通信、設定可能、最大 31 

S7 基本通信に使用可能 30 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 基本通信、設定可能、最小 0 

 S7 基本通信、設定可能、最大 30 

S7 基本通信に使用可能 16 

 S7 基本通信、リザーブ 0 

 S7 通信、設定可能、最小 0 

 S7 通信、設定可能、最大 16 

インスタンスの最大数、最大 32 
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技術仕様 

PROFINET CBA (設定された目標の通信負荷) 

 CPU 通信負荷の目標設定 20 % 

 リモート接続パートナ数 32 

 マスタ/スレーブファンクションの数 50 

 マスタ/スレーブのすべての接続部の合

計 
3000 

 マスタ/スレーブのすべての入力接続部

のデータ長、最大 
24000 バイト 

 マスタ/スレーブのすべての出力接続部

のデータ長、最大 
24000 バイト 

 装置内部および PROFIBUS 接続数 1000 

 装置内部と PROFIBUS 接続のデータ

長、最大 
8000 バイト 

 ソケットあたりのデータ長、最大 1400 バイト 

非周期的転送によるリモート接続 

 サンプリング頻度： サンプリングイン

ターバル、最小 
200 ms 

 接続数（入力） 100 

 接続数（出力） 100 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 3200 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 3200 バイト 

 ソケットあたりのデータ長  
（非周期的な接続）、最大 

1400 バイト 

周期的転送によるリモート接続 

 転送頻度： 転送インターバル、最小 1 ms 

 接続数（入力） 300 

 接続数（出力） 300 

 すべての入力接続部のデータ長、最大 4800 バイト 

 すべての出力接続部のデータ長、最大 4800 バイト 

 ソケットあたりのデータ長  
（周期的な接続）、最大 

450 バイト 
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技術仕様 

PROFINET を経由した HMI 変数（非周期的） 

 HMI 変数更新 500 ms 

 HMI 変数用としてメッセージ可能なス

テーションの数（PN OPC/iMap） 
3（2 x PN OPC/1 x iMap） 

 HMI 変数の数 600 

 すべての HMI 変数のデータ長、最大 9600 バイト 

PROFIBUS プロキシ機能 

 サポート あり 

 リンクした PROFIBUS 装置の数 32 

 ソケットあたりのデータ長、最大 240 240 バイト（スレーブによる） 

インターフェース 

第 1 インターフェース 

インターフェイスの概要 X1 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

150 mA 

機能 

 MPI あり 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 ポイントツーポイント接続 なし 

 PROFINET なし 

MPI 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 あり 

 S7 基本通信 あり 
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技術仕様 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし（ただし CP およびロード可能な FB 
により可能） 

 S7 通信、サーバとして あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 なし 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な DP 

スレーブの最大数 

あり 

8 

 直接データ交換(節間) はい（サブスクライバとして） 

 DPV1 あり 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数、最大 124 

アドレス領域 

 入力、最大 8 K バイト 

 出力、最大 8 K バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 
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技術仕様 

DP スレーブ（両方のインターフェース上で同時に DP スレーブとなることはできま

せん） 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

転送メモリ 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、インターネット

サイト (http://www.siemens.com/profibus-
gsd)を参照してください 

第 2 インターフェース 

インターフェイスの概要 X2 

インターフェースのタイプ 内蔵 RS 485 インターフェース 

物理性 RS 485 

 電位分離 あり 

 インターフェースの電源供給 
（DC 15 V ～ DC 30 V）、最大 

200 mA 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

機能 

 MPI なし 

 DP マスタ あり 

 DP スレーブ あり 

 PROFINET IO コントローラ なし 

 PROFINET IO デバイス なし 

 PROFINET CBA なし 

 オープン IE 通信 なし 

 ウェブサーバ なし 

DP マスタ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 あり（I ブロックのみ） 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

 等間隔サポート あり 

 タイミング同期 あり (OB 61 - クロック同期は可能か DP
またはの PROFINET IO（同時に）するこ

とです) 

 SYNC/FREEZE あり 

 DP スレーブの有効化/無効化 

– 同時に有効化/無効化が可能な DP 

スレーブの最大数 

あり 

8 

 直接データ交換(節間) あり（加入者として） 

 DPV1 あり 
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技術仕様 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

DP スレーブ数 124 

アドレス領域 

 入力、最大 8 K バイト 

 出力、最大 8 K バイト 

DP スレーブあたりの有効データ 

 入力、最大 244 バイト 

 出力、最大 244 バイト 

DP スレーブ（両方のインターフェース上で同時に DP スレーブとなることはできま

せん） 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり（アクティブなインターフェースの

場合のみ） 

 グローバルデータ通信 なし 

 S7 基本通信 なし 

 S7 通信 あり（サーバのみ、片側をプランニング

された接続） 

 S7 通信、クライアントとして なし 

 S7 通信、サーバとして あり 

 直接データ交換(節間) あり 

 DPV1 なし 

転送速度、最大 12 M ビット/秒 

自動ボーレート検索 あり（パッシブなインターフェースの場

合のみ） 

GSD ファイル 最新の GSD ファイルは、インターネット

サイト (http://www.siemens.com/profibus-
gsd)を参照してください 

http://www.siemens.com/profibus-gsd�
http://www.siemens.com/profibus-gsd�
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技術仕様 

転送メモリ 

 入力 244 バイト 

 出力 244 バイト 

 アドレス領域、最大 32 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
32 バイト 

第 3 インターフェース 

インターフェイスの概要 X3 

インターフェースのタイプ PROFINET 

物理性 イーサネット RJ45 

 電位分離 あり  

 内蔵スイッチ あり 

 ポートの数 2 

 伝送速度の自動決定 あり（10/100 M ビット/秒） 

 オートネゴシエーション あり 

 自動クロッシング あり 

メディアの冗長度  

 サポート あり 

 断線でスイッチング、標準 200 ms (PROFINET MRP) 

 リングの参加者数、最大 50 

実行時に IP アドレスを変更する、サポー

ト 
あり 

Keep Alive 機能、サポート あり 

機能 

 MPI なし 

 DP マスタ なし 

 DP スレーブ なし 

 PROFINET IO コントローラ あり、同時に IO デバイスファンクション

付き 
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技術仕様 

 PROFINET IO デバイス あり、同時に IO コントローラ ファンクシ

ョン付き 

 PROFINET CBA あり（非周期的および周期的転送） 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

 ウェブサーバ 

– HTTP クライアントの数 

あり 

5 

PROFINET IO コントローラ 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 S7 通信 あり (ロード可能な FB のと、最大構成の

接続: 16; インスタンスの最大数: 32) 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

内蔵 IO コントローラ数 1 

RT、サポート あり 

IRT、サポート あり 

転送速度、最大 100 M ビット/秒 

接続可能な IO デバイスの最大数 256 

接続可能な IO デバイスの最大数 256 

 そのうちライン、最大 256 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高フレキシビリティ」  
256 

 そのうちライン、最大 61 

大半の IRT 付き IO デバイスとオプション

「高パフォーマンス」、 最大 
64 

 そのうちライン、最大 64 

シェアデバイス、サポート あり 
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技術仕様 

タイミング同期 あり (OB 61 - クロック同期は可能か DP
またはの PROFINET IO（同時に）するこ

とです) 

優先作動のサポートあり、サポート あり 

 優先起動付き IO デバイスの最大数 32 

PROFINET IO デバイスの有効化/無効化 あり 

 同時に有効化/無効化が可能な 
 IO デバイスの最大数 

8 

作動中に切り替わる IO デバイス（パート

ナーポート）サポート 
あり 

 IO デバイスの最大数 8 

リムーバブルメディアなしの装置交換 あり 

250 μs、500 μs、1 ms 送信クロック 

2 ms、4 ms 
（オプション「フレキシビリティ」は IRT 
内にはありません） 

更新時間 

 更新時間 更に最小更新時間は PROFINET IO に設

定した通信への使用比率、IO デバイスの

数およびプランニングされた有効データ

数により異なります。 

RT では: 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 512 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 512 ms 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 128 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 256 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 512 ms 
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技術仕様 

そのうちオプション「ハイフレキシビリティ」のある IRT 

 送信サイクル 250 μs のとき 250 µs ～ 4 ms 

 送信サイクル 500 μs のとき 500 µs ～ 8 ms 

 送信サイクル 1 ms のとき 1 ms ～ 16 ms 

 送信サイクル 2 ms のとき 2 ms ～ 32 ms 

 送信サイクル 4 ms のとき 4 ms ～ 64 ms 

「高パフォーマンス」付きの IRT と「奇

数」と呼ばれているのトランスミット時

計の設定  

アップデートの時間 = 設定されている

「奇数」の送信サイクル（125 μs の倍

数：375 μs、625 μs ～ 3.875 ms） 

アドレス領域 

 入力、最大 8192 バイト 

 出力、最大 8192 バイト 

各アドレス領域ごとの有効データ、最大 

 最大有効データ一貫性 1024 バイト 

PROFINET IO デバイス 

通信サービス 

 PG/OP 通信 あり 

 ルーティング あり 

 S7 通信 あり、ロード可能な FB 付き、最大構成の

接続： 16、インスタンスの最大数: 32 

 オープン IE 通信 あり（TCP/IP、ISO on TCP、UDP 経
由） 

RT、サポート あり 

IRT、サポート あり 

PROFIenergy、サポート I デバイス (SFB 73/SFB 74)を使用するた

めのエネルギーとして準備されたプロフ

ェッショナル 

シェアデバイス、サポート あり 

 シェアデバイスに IO コントローラは

ありません、最大 
2 

タイミング同期 なし 
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技術仕様 

 トランスファーエリアアプリケーション  あり 

周辺機器転送ユニット なし 

転送メモリ 

 入力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

 出力、最大 1440 バイト（シェアデバイスでコントロ

ーラあたり） 

サブモジュール 

 数、最大 64 

 各アドレス領域ごとの有効データ、最

大 
1024 バイト 

プログラミング 

プログラミング言語 

 KOP あり 

 FUP あり 

 AWL あり 

 SCL あり 

 CFC あり 

 GRAPH あり 

 HiGraph® あり 

オペレーションセット オペレーションリストを参照 

 ネストレベル 8 

ノウハウ保護 

 ユーザープログラム保護/パスワード保

護 
あり 

 暗号化デバイス あり、S7 ブロックプライバシー付き 

システムファンクション（SFC） オペレーションリストを参照 

システムファンクションブロック

（SFB） 
オペレーションリストを参照 
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技術仕様 

寸法 

 取り付け寸法 幅 x 高さ x 奥行き

（mm） 
120 x 125 x 130 

 重量 1250 g 

電圧、電流 

 電源電圧（定格値） DC 24 V 

 許容範囲、下限（DC） 19.2 V 

 許容範囲、上限（DC） 28.8 V 

 消費電流（無負荷運転時）、標準 500 mA 

 起動電流、標準 4 A 

 消費電流（定格値） 1250 mA 

 I2t 1.2 A2秒 

 電源ケーブル用外付けヒューズ、最小 2 A 

 電力損失、標準 14 W 
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用語解説 

ASIC 

ASIC は、Application Specific Integrated Circuits（特定用途向け集積回路）の略です。 

PROFINET ASIC は、既存の装置の拡張のために広範囲のファンクションを持ったコン

ポーネントです。 このコンポーネントは PROFINET 標準の要求を回路に変換し、非常

に高い記録密度とパフォーマンスを実現します。 

PROFINET はオープンな規格であるため、SIMATIC NET は既存の装置の拡張用に 
PROFINET ASIC（商標 ERTEC）を提供します。 

CP 

→ コミュニケーションプロセッサ 

CPU 

Central Processing Unit（中央演算装置） = プログラミング装置の制御および計算装置、

メモリ、オペレーティングシステムおよびインターフェースのある S7 オートメーショ

ンシステムの中央モジュールです。 

DB 

→ データブロック 

DCP 

DCP (Discovery and Basic Configuration Protocol) メーカー専用のプランニングツール/
プログラミングツールにより装置のパラメータ（IP アドレスなど）の割り当てを可能

にします。 

DP スレーブ 

プロトコル「PROFIBUS-DP」を使用する PROFIBUS で駆動され、欧州規格 EN 
50170、Vol. 3 に定義された動作を行うスレーブを、DP スレーブと呼びます。 
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DP マスタ 

欧州規格 EN 50170、Vol. 3 に定義された動作を行うマスタを、DP マスタと呼びます。 

DPV1 

DPV1 とは、DP プロトコルの非周期的な通信サービス（新しいアラームなど）のファ

ンクション拡張のことです。 DPV1 ファンクションは、IEC 61158/EN 50170、Vol.2、
PROFIBUS に統合されています。 

ERTEC 

→ ASIC 

FB 

→ ファンクションブロック 

FC 

→ ファンクション 

FEPROM 

→ メモリカード（MC） 

GD エレメント 

GD エレメントは、交換可能なグローバルデータの割り当てにより成立し、グローバル

データテーブルで GD 識別子により一意に識別されます。 

GD パケット 

GD パケットは、1 つのテレグラムにまとめられて転送される 1 個または複数の GD エ
レメントから成ります。 
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GD 回路 

GD 回路にはグローバルデータ通信によってデータを交換する複数の CPU があり、以

下のように利用されています。 

● 1 つの CPU が他の複数の CPU に 1 つの GD パケットを送信する。 

● 1 つの CPU と他の 1 つの CPU 間で 1 つの GD パケットを送受信する。 

GD 回路は GD 回路番号で識別されます。 

GSD ファイル 

PROFINET 装置のプロパティは、プランニングに必要なすべての情報を含む GSD ファ

イル（General Station Description）に記載されます。 

PROFIBUS の場合と同様、PROFINET 装置も GSD ファイルにより STEP 7 に統合す

ることができます。 

PROFINET IO の場合、GSD ファイルは XML 形式です。 GSD ファイルの構造は、装

置記述の世界的な標準となっている ISO 15734 に対応しています。 

PROFIBUS では GSD ファイルは ASCII フォーマットになっています。 

HART 

英語： Highway Adressable Remote Transducer 

I デバイス 

CPU の「I デバイス (インテリジェント IO デバイス)」の機能により、IO コントローラ

とのデータエクスチェンジが可能となります。また、例えば CPU をサブプロセスのイ

ンテリジェントな前処理として使用します。 I デバイスは、ここでは IO デバイスの役

割で「上位」の IO コントローラに接続されています。 

前処理は、I デバイス機能のある CPU のユーザープログラムにより確実になります。 
中央またはリモート(PROFINET IO または PROFIBUS DP)により検知されたプロセス

値は、ユーザープログラムにより前処理され、CPU の PROFINET IO デバイス用イン

ターフェースによって上位のステーションで使用できるようになります。 



用語解説  
  

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
498 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

IP アドレス 

PROFINET 装置が工業用イーサネットのノードとして動作できるようにするには、ネ

ットワーク内で一意の IP アドレスが必要になります。 IP アドレスは 4 個の 10 進数

（数値範囲 0 ～ 255）で成り立っています。10 進数はピリオドで分けられています。 

IP アドレスは次のもので構成されています。 

● （サブ）ネットワークのアドレスと 

● ノードのアドレス（一般にマスタまたはネットワークノードと呼ばれる） 

IRT 

→ 等時性リアルタイム通信 

LAN 

Local Area Network（ローカルエリアネットワーク）、1 つの企業内のコンピュータが

接続されているローカルなネットワークです。 したがって LAN は場所を取らず、企業

あるいはその他の施設はこれを自由に構築することができます。 

LLDP 

LLDP（Link Layer Discovery Protocol、リンクレイヤ検出プロトコル）は、隣接装置の

検知を可能にするプロトコルです。 これにより装置は、それ自身に関する情報を送信

し、隣接する装置から受信した情報を LLDP MIB に保存できるようになります。 これ

らの情報は、SNMP を介して呼び出すことができます。 ネットワークマネジメントシ

ステムは、この情報を基にネットワークトポロジを特定することができます。 

MAC アドレス 

各 PROFINET 装置には、すでに工場出荷時に一意の装置識別コードが割り当てられて

います。 この 6 バイト長の装置識別コードは MAC アドレスです。  

MAC アドレスは次のように分けられます。 

● 3 バイトのメーカー識別子と 

● 3 バイトの装置識別子（通し番号） 

MAC アドレスは通常、装置の前側から読み取れる箇所に記載されています。  
例： 08-00-06-6B-80-C0 
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MPI 

マルチポイントインターフェース（Multi Point Interface、MPI）は、SIMATIC S7 のプ

ログラミング装置インターフェースです。 これにより、1 つあるいは複数の中央モジュ

ールの複数のノード（プログラミング装置、テキスト表示、オペレータパネル）の同時

動作が可能になります。 各ノードは、一意のアドレス（MPI アドレス）により識別さ

れます。 

MPI アドレス 

→ MPI 

NCM PC 

→ SIMATIC NCM PC 

NTP 

ネットワークタイムプロトコル（NTP）は産業用イーサネットによるオートメーション

システムのクロック同期化のための標準です。 NTP では接続不要のネットワークプロ

トコル UDP を使用します。 

OB 

→ オーガニゼーションブロック 

OB によるエラー処理 

オペレーティングシステムは、特定のエラー（例：STEP 7 でのアクセスエラー）を検

出すると、このために予め用意されているオーガニゼーションブロック（エラー OB）
を呼び出します。この OB では CPU のその後の動作が決定されます。 

OB 優先度 

CPU の オペレーティングシステムは、さまざまな優先度クラス（例えば、周期的プロ

グラム処理、プロセスアラームに制御されるプログラム処理など）を識別します。 各
優先度クラスには複数のオーガニゼーションブロック（OB）が割り当てられており、

S7 ユーザーは OB での反応をプログラミングすることができます。 OB は通常異なる

優先度を持っており、OB が同時に発生した場合は、優先度の順に処理が行われるか、

あるいは割り込みがかけられます。 
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PC ステーション 

→ SIMATIC PC ステーション 

PG 

→ プログラミング装置 

PLC 

→ プログラマブルコントローラ 

PNO 

PROFIBUS 標準規格および PROFINET 標準規格を定義し、さらなる開発を推進するた

めの技術委員会です。ホームページは以下のとおりです: http://www.profinet.com 

PROFIBUS 

Process Field Bus - 欧州のフィールドバス規格のことです。 

PROFIBUS DP 

EN 50170 に従って動作するプロトコル DP のある PROFIBUS のことです。 DP はリ

モートペリフェラル（Dezentrale Peripherie）の略です（高速でリアルタイムの周期的

なデータ交換）。 ユーザープログラムから見ると、リモートペリフェラルは中央 I/O 
と全く同様に応答を求められます。 

PROFIBUS 装置 

PROFIBUS 装置には、電気的インターフェース（RS485）または光学的インターフェ

ース POF（ポリマー光ファイバー）を備えた PROFIBUS 接続部が少なくともひとつあ

ります。 

PROFIBUS 装置は直接 PROFINET 通信に加えることはできません。PROFINET 接続

部付きの PROFIBUS マスタあるいはプロキシ機能付きの工業用イーサネット

/PROFIBUS ゲートウェイ（IE/PB ゲートウェイ）を介して接続する必要があります。 
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PROFINET 

統合オートメーション（TIA）のコンセプトに基づき、PROFINET は以下の信号を一貫

性を保って伝送します。 

● PROFIBUS DP（既成のフィールドバス）および 

● 工業用イーサネット（セルレベル用通信バス） 

両システムのフィールドは PROFINET で統合されています。 

つまり、PROFIBUS International（旧 PROFIBUS User Organization）のイーサネット

ベースのオートメーションの標準である PROFINET により、メーカ各社に共通の通信、

オートメーションおよびエンジニアリングモデルが定義されます。 

PROFINET ASIC 

→ ASIC 

PROFINET CBA 

PROFINET の一環を成す PROFINET CBA（コンポーネントベースオートメーション）

は、以下の点に主眼を置いたオートメーションコンセプトです。 

● モジュール式アプリケーションの実現 

● マシン間の通信 

PROFINET CBA により、既存のコンポーネントとパートソリューションに基づいて、

分散型オートメーションソリューションが作成されます。 このコンセプトは、装置と

システムの構成における高度なモジュール化の要求を、広範囲のインテリジェントなリ

モート処理によって実現します。 

コンポーネントベースオートメーションにより、完全なテクノロジモジュールを大規模

なシステムで使用される標準化されたコンポーネントとして実現することができます。  

装置メーカーによって異なることのあるエンジニアリングツール内に、モジュール式の

インテリジェントなコンポーネント PROFINET CBA を作成します。 SIMATIC 装置で

構成されたコンポーネントは STEP 7 で作成し、これを SIMATIC iMAP ツールで接続

します。 
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PROFINET IO 

PROFINET において PROFINET IO とは、モジュール化されたリモートアプリケーシ

ョンを実現するための通信コンセプトです。  

PROFINET IO により、PROFIBUS で周知の、信頼性のあるオートメーションソリュー

ションを作成することができます。  

PROFINET IO の実行は、オートメーション装置用標準 PROFINET により実現されま

す。 

エンジニアリングツール STEP 7 は、オートメーションソリューションの構成およびプ

ランニングの際にあなたをサポートするものです。 

STEP 7 では、PROFINET 装置をプランニングするのか PROFIBUS 装置をプランニン

グするのかには関係なくアプリケーションビューは同じです。 ユーザープログラムの

プログラミングは、PROFINET IO に対しても PROFIBUS DP に対しても同じです。こ

の際、PROFINET IO 用に拡張された SFC/SFB およびシステムステータスリストを使

用します。  

PROFINET IO コントローラ 

接続された IO デバイスと通信するための装置です。 つまり、IO コントローラは割り

当てられているフィールド装置と入力および出力信号を交換します。 IO コントローラ

は、しばしばオートメーションプログラムが作動しているコントローラとなっています。 

PROFINET IO システム 

PROFINET IO デバイスの割り当てられた PROFINET IO コントローラ 

PROFINET IO スーパーバイザ 

スタートアップおよび診断のための PG/PC または HMI 装置です。 

PROFINET IO デバイス 

リモートに配置されたフィールド装置で、いずれかの IO コントローラ（例：リモート 
IO、バルブ群、周波数変換器、スイッチ）に割り当てられています。 
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PROFINET コンポーネント 

PROFINET コンポーネントには、ハードウェア設定の全データ、モジュールのパラメ

ータおよび付随するユーザープログラムが含まれます。 PROFINET コンポーネントは

以下により構成されます： 

● テクノロジファンクション 

（オプションの）テクノロジ（ソフトウェア）ファンクションには、切替え可能な

入力および出力という形での他の PROFINET コンポーネントへのインターフェース

が含まれます。 

● 装置 

装置とは物理的なオートメーション装置またはフィールド装置の表現で、ペリフェ

ラル、センサーとアクチュエータ、機構および装置ファームウェアを含みます。 

PROFINET 装置 

PROFINET 装置は常に、少なくともひとつの工業用イーサネット接続部をもっていま

す。 さらに、PROFINET 装置はオプションで、プロキシとしても機能することができ

ます。これによりこの PROFINET 装置はイーサネットにおける代理サーバとして、す

でに存在する PROFIBUS インターフェースに接続されている PROFIBUS 装置

（PROFIBUS スレーブ）と、イーサネットの他の PROFINET 装置との通信を保証しま

す。  

RAM 

RAM（Random Access Memory）は、書き込み読み出しの双方に使用可能な半導体メ

モリです。 

RT 

→ リアルタイム 

SFB 

→ システムファンクションブロック 

SFC 

→ システムファンクション 
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SIMATIC 

Siemens AG の工業用オートメーションのための製品およびシステムのことです。 

SIMATIC NCM PC 

SIMATIC NCM PC は PC プランニング用に調整された STEP 7 のソケットです。この

ツールは PC ステーションに STEP 7 の完全なファンクションを提供します。 

センターツールである SIMATIC NCM PC を使用することにより、PC ステーション用

に通信サービスをプランニングすることができます。 このツールで作成されたプラン

ニングデータは PC ステーションにロードまたはエクスポートする必要があります。 
これにより、PC ステーションが通信スタンバイ状態になります。 

SIMATIC NET 

ネットワークおよびネットワークコンポーネントを取り扱う Siemens 社の工業用通信

事業部 

SIMATIC PC ステーション 

「PC ステーション」とは、SIMATIC によるオートメーションソリューション内で、通

信モジュールとソフトウェアコンポーネントをもった PC のことです。 

SNMP  

ネットワーク管理プロトコル SNMP（Simple Network Management Protocol、簡易ネ

ットワーク管理プロトコル）は、接続不要の転送プロトコル UDP を使用します。 これ

は、クライアント/サーバーモデルに類似した 2 つのネットワークコンポーネントで構

成されています。 SNMP マネージャはネットワークノードを監視し、SNMP エージェ

ントは個々のネットワークノードにおいて種々のネットワーク固有の情報を収集し、そ

れらを一定の構造で MIB（Management Information Base、管理情報ベース）に保存し

ます。 ネットワークマネジメントシステムは、この情報を基に詳細なネットワーク診

断を実行します。 

STEP 7 

STEP 7 はエンジニアリングシステムであり、SIMATIC S7 コントローラ用のユーザー

プログラムを作成するためのプログラミング言語を含みます。 
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SZL 

→ システムステータスリスト 

UDT 

ユーザー定義タイプ： 任意の構成によるユーザー定義データ型 

WAN 

ローカルなネットワークを越え出て、大陸間の通信を可能にするようなネットワーク。 
法的な監督の対象となるのはユーザーではなく、転送ネットワークの提供者です。 

アキュムレータ 

アキュムレータは CPU 内のレジスタで、ロード、転送、比較、計算 および変換などの

オペレーションのための中間バッファとして働きます。 

アドレス 

アドレスは、特定の 1 つのオペランドまたはオペランド領域に対する識別記号です。

例： 入力 E 12.1、フラグワード MW 25、データブロック DB 3。 

アナログモジュール 

アナログモジュールは、アナログのプロセス値（例：温度）を中央モジュールでの処理

が可能なデジタル値に変換したり、デジタル値をアナログ値に変換したりします。 

アプリケーション 

アプリケーションは、オペレーティングシステム MS-DOS/Windows 上に直接に置かれ

るプログラムです。 PG のアプリケーション、例: STEP 7。 
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アラーム 

CPU の オペレーティングシステムは、ユーザープログラムの処理を制御する種々の優

先度クラスを区別します。 これらの優先度クラスには、プロセスアラームなどのアラ

ームが属します。アラームが発生すると、オペレーティングシステムにより割当てられ

ているオーガニゼーションブロックが自動的に呼び出されます。ユーザーはこのオーガ

ニゼーションブロックにおいて希望の反応をプログラミングすることができます（例：

FB において）。 

アラーム、クロックタイム 

クロックタイムアラームは、SIMATIC S7  
によるプログラム処理の優先度クラスの 1 つです。 このアラームは、特定の日付（ま

たは毎日）とクロックタイム（例：9 時 50 分、または 1 時間毎、1 分毎）に基いて生

成されます。 その後、対応するオーガニゼーションブロックが処理されます。 

アラーム、ステータス- 

ステータスアラームは、DPV1 スレーブあるは PNIO デバイスによって出されます。 
DPV1 スレーブあるいは PNIO コントローラにおいては、アラームが発生すると OB 55 
が呼び出されます。 

OB 56 に関する詳細情報は、リファレンスマニュアル「S7-300/400 用システムソフト

ウェア： システムファンクションおよび標準ファンクション」を参照してください。 

アラーム、プロセス 

→ プロセスアラーム 

アラーム、メーカー固有の- 

メーカー固有のアラームは、DPV1 スレーブあるは PNIO デバイスによって発生させる

ことができます。 DPV1 スレーブあるいは PNIO コントローラにおいては、アラーム

が発生すると OB 57 が呼び出されます。 

OB 57 に関する詳細情報は、リファレンスマニュアル「S7-300/400 用システムソフト

ウェア： システムファンクションおよび標準ファンクション」を参照してください。 
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アラーム、起動 

起動アラームは CPU により、パラメータ設定可能なタイムパターンで周期的に生成さ

れます。 その後、対応するオーガニゼーションブロックが処理されます。 

アラーム、更新- 

更新アラームは DPV1 スレーブあるは PNIO デバイスによって出されます。 DPV1 マ
スタあるいは PNIO コントローラにおいては、アラームが受信されると OB 56 が呼び

出されます。 

OB 56 に関する詳細情報は、リファレンスマニュアル「S7-300/400 用システムソフト

ウェア： システムファンクションおよび標準ファンクション」を参照してください。 

アラーム、診断 

→ 診断アラーム 

アラーム、遅延 

遅延アラームは、SIMATIC S7 によるプログラム処理の優先度クラスの 1 つです。 こ
のアラームは、ユーザープログラムで開始される時刻が過ぎ去った時に生成されます。 
その後、対応するオーガニゼーションブロックが処理されます。 

インスタンスデータブロック 

STEP 7 ユーザープログラムでのファンクションブロックの呼び出しごとに、データブ

ロックが自動生成されて割り当てられます。 インスタンスデータブロックには、入力

パラメータ、出力パラメータ、通過パラメータ、ブロックのローカルデータが格納され

ています。 

インターフェース、マルチポイント 

→ MPI 

エラー反応 

実行時間エラーに対する反応です。 オペレーティングシステムは以下のように反応し

ます。 オートメーションシステムを「STOP」モードへ移行、オーガニゼーションブロ

ックの呼び出し（ユーザーが反応をプログラミングできるようにするため）、エラーの

表示。 
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エラー表示 

エラー表示は、オペレーティングシステムが実行時間エラーに対して示す反応の 1 つで

す。 他に以下の反応が考えられます。 ユーザープログラムのエラー反応、CPU 
「STOP」モード 

オーガニゼーションブロック 

オーガニゼーションブロック（OB）は、CPU のオペレーティングシステムとユーザー

プログラム間のインターフェースとなるものです。 ユーザープログラムの処理順序は、

オーガニゼーションブロックで指定されます。 

オートメーションシステム 

オートメーションシステムは、SIMATIC S7 の プログラマブルコントローラです。 

オペレーティングシステム 

CPU のオペレーティングシステムは、特定の制御タスクと結合されていない CPU のす

べてのファンクションとシーケンスを統合するものです。 

カウンタ 

カウンタは CPU のシステムメモリの構成要素です。 「カウンタセル」の内容は、

STEP 7 ステートメントにより変更可能です（例：順方向計算/逆方向計算）。 

「システムメモリ」も参照してください。 

グラウンド 

装置において相互に接続され、エラー時にも危険な接触電圧を受けることのないインア

クティブな部分の総体をグラウンドと見なします。 

グローバルデータ 

グローバルデータは、各コードブロック（FC、FB、OB）から呼び出すことのできるデ

ータです。 これには、フラグ M、入力 E、出力 A、タイマ、カウンタ、およびデータ

ブロック DB があります。 グローバルデータには、絶対アドレスまたはシンボルアド

レスによりアクセス可能です。 
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グローバルデータ通信 

グローバルデータ通信は、グローバルデータを CPU 間で転送することです（SFC/SFB 
なし）。 

クロックタイム 

クロックタイムは CPU のシステムメモリの構成要素です。 「クロックタイムセル」の

内容は、アプリケーションと同期することなく、オペレーティングシステムにより自動

的に更新されます。 STEP 7 ステートメントによりクロックタイムセルの精確なファン

クション（例：オンディレイ）が確定され、処理（例：スタート）が開始されます。 

クロックタイムアラーム 

→ アラーム、クロックタイム 

コードブロック 

SIMATIC S7 でのコードブロックは、STEP 7 ユーザープログラムのセクションを含み

ます （これに対してデータブロックには データのみが含まれます）。 

コミュニケーションプロセッサ 

コミュニケーションプロセッサは、ポイントツーポイント接続およびバス接続のための

モジュールです。 

コンフィグレーション 

モジュールとモジュールラック/スロットおよび（例えばシグナルモジュールでは）ア

ドレス間の割り当てのことです。 

コンポーネントベースオートメーション 

→ PROFINET CBA 

サイクルタイム 

サイクルタイムは、ユーザープログラムの 1 回の処理のために CPU が必要とする時間

です。 



用語解説  
  

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
510 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

サイクルチェックポイント 

サイクルチェックポイントは CPU プログラム処理のセクションで、ここでは例えばプ

ロセスイメージが更新されます。 

サブネット  

スイッチを介して接続されているすべての装置は、同一のネットワーク - サブネット内

にあります。 サブネット内のすべての装置は直接、相互通信することができます。 

同一サブネット内のすべての装置では、サブネットマスクは同じです。 

サブネットはルータによって物理的に制限されます。 

サブネットマスク 

サブネットマスクのビットは、（サブ）ネットワークのアドレスを含む IP アドレス部

分を規定します。 

一般的には以下が適用されます。  

● ネットワークアドレスは IP アドレスとサブネットマスクの論理積より成ります。 

● ノードアドレスは IP アドレスとサブネットマスクの否定論理積より成ります。 

シェアデバイス 

「シェアデバイス」機能により、さまざまな IO コントローラ間で 1 つの IO デバイス

のサブモジュールを分かつことができます。 

シグナルモジュール 

シグナルモジュール（SM）は、プロセスとオートメーションシステム間のインターフ

ェースとなるものです。 デジタル入力および出力モジュール（I/O モジュール、デジタ

ル）とアナログ入力および出力モジュールがあります。 （I/O モジュール、アナログ） 
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システムステータスリスト 

システムステータスリストは、SIMATIC S7 の現在の状態を記述するデータを含みます。 
これにより、常時以下に関する概要を把握することができます： 

● SIMATIC S7 の構成の状態 

● CPU およびパラメータ設定可能なシグナルモジュールの現在のパラメータ設定 

● CPU およびパラメータ設定可能なシグナルモジュールの現在の状態とシーケンス 

システムファンクション 

システムファンクション（SFC）は CPU のオペレーティングシステムに組み込まれた

ファンクションで、必要に応じて STEP 7 ユーザープログラムで呼び出すことが可能で

す。 

システムファンクションブロック 

システムファンクションブロック（SFB）は CPU のオペレーティングシステムに組み

込まれたファンクションブロックで、必要に応じて STEP 7 ユーザープログラムで呼び

出すことが可能です。 

システムメモリ 

システムメモリは RAM メモリとして中央モジュールに内蔵されています。 システムメ

モリには、オペランド領域（例：タイマ、カウンタ、フラグ）およびオペレーティング

システムが内部的に必要とするデータ領域（例：通信用バッファ）があります。 

システム診断 

システム診断は、オートメーションシステム内で発生するエラー（プログラムエラーま

たはモジュールの故障など）を検知、評価および通報します。 システムエラーは LED 
表示、あるいは STEP 7 により表示されます。 



用語解説  
  

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
512 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

スイッチ  

PROFIBUS DP に対し、工業用イーサネットはポイントツーポイント接続で成り立って

います。 各通信ステーションは、任意の通信ステーションと正確に直接接続されてい

ます。  

ひとつの通信ステーションを複数の通信ステーションと接続する場合、通信ステーショ

ンはアクティブなネットワークコンポーネント（スイッチ）のポートに接続されます。 
スイッチの他のポートには、その他の通信ステーション（スイッチも）を接続すること

ができます。 通信ステーションとスイッチ間では、ポイントツーポイント接続が維持

されます。 

スイッチはまた、受信した信号を再生して割り振る役割をもっています。 スイッチは、

接続された PROFINET 装置または他のスイッチのイーサネットアドレスを「学習し」、

接続された PROFINET 装置または接続されたスイッチ用に規定された信号のみを伝送

します。  

スイッチは規定数の接続部（ポート）を使用します。 各ポート端子に PROFINET 装置

またはスイッチを接続します。 

PROFINET IO システムのスイッチは、二つの構築フォームが利用できます: ケースの

付いた外部スイッチ型、または S7-CPU や S7-CP、あるいはリモートペリフェラルシ

ステム ET 200 の一部としての内蔵スイッチ型（例えば S7-CPU 317-2 PN/DP 内）。 

弊社の装置ファミリー SCALANCE X には、電気および光ポート、あるいは両バージョ

ンを組み合わせたスイッチがあります。 例えば SCALANCE X202-2IRT には 2 つの電

気ポートおよび 2 つの光ポートがあり、IRT 通信をサポートしております。  

装置ファミリー SCALANCE X のスイッチは、STEP 7 から PROFINET IO デバイスと

してプランニング、診断、操作することができます。 

スレーブ 

スレーブはマスタから要求があった場合にのみ、そのマスタとデータを交換することが

できます。 

セグメント 

→ バスセグメント 

タイマ 

→ クロックタイム 
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タイミングフラグ 

タイミング取得のためにユーザープログラムで使用可能なフラグ（1 フラグバイト）。 
 

 注記 
S7-300 の CPU では、タイミングフラグバイトはユーザープログラムで上書きされな

いので注意してください！  
 

タイミング同期 

高度な定時応答性を得るために、プロセスデータ、PROFIBUS DP または 
PROFINET IO による転送サイクルおよびユーザープログラムは、互いに同期していま

す。 設備にある分散型ペリフェラルの入出力データは同時に検知され、同時に出力さ

れます。 等間隔の PROFIBUS DP サイクル/PROFINET IO サイクルがこのためのタイ

ムベースになります。 

ツイストペア 

ツイストペアケーブルによるファストイーサネットは、IEEE 802.3u（100 ベース-
TX）の標準規格によるものです。 転送媒体は、波動インピーダンス 100 Ω（AWG 
22）の 2x2 芯の撚り銅線シールドケーブルです。 このケーブルの転送特性は、カテゴ

リー 5 の要求事項を満たさなければなりません。 

最終装置とネットワークコンポーネント間の接続の長さは、最大で 100 m です。 接続

は、100 ベース TX 標準規格に従い RJ45 プラグ接続システムにより行います。 

データ、スタティック 

スタティックデータは、1 つのファンクションブロック内でのみ使用されるデータです。 
このデータは、ファンクションブロックに属しているインスタンスデータブロック内に

格納されており、 次にファンクションブロックが呼び出される時まで、そのまま保持

されます。 

データ、テンポラリ 

テンポラリデータとはブロックのローカルデータのことで、ブロックの処理中は L スタ

ックに格納されて、処理の終了後は使用できなくなります。 



用語解説  
  

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
514 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

データセットルーティング 

多数のネットワーク接続のあるモジュールのファンクション このファンクションをサ

ポートするモジュールは、イーサネットのようなサブネットのエンジニアリングシステ

ムのデータ（SIMATIC PDM から生成されるパラメータデータなど）を PROFIBUS DP 
のフィールド装置に通わせることができます。 

データブロック 

データブロック（DB）は、ユーザーデータを格納しておくユーザープログラム内のデ

ータ領域です。 データブロックには、全てのコードブロックからアクセスできるグロ

ーバルデータブロックと、特定のファンクションブロック（FB）の呼び出しに割り当

てられているインスタンスデータブロックがあります。 

テクノロジファンクション 

→ PROFINET コンポーネント 

デフォルトルータ 

デフォルトルータは、「専用の」サブネット内に存在しないパートナに、TCP/IP を使

用してデータを伝送する必要がある場合に使用するルータです。 

STEP7 ではデフォルトルータはルータと呼ばれています。 デフォルトルータでは、

STEP7 が標準で独自の IP アドレスを割り当てます。 

トークン 

時間制限のあるバスへのアクセス許可のことです。 

トポロジ 

ネットワークの構造のことです。 以下のような構造が一般的です： 

● バストポロジ 

● リングトポロジ 

● スタートポロジ 

● ツリートポロジ 
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トポロジプランニング 

STEP 7 プロジェクトにおける PROFINET 装置の接続されたポートの総体と、互いの

関係。 

ネストの深さ 

ブロックの呼び出しでは、1 つのブロックを他のブロックから呼び出すことができます。 
ネストの深さとは、同時に呼び出されるコードブロックの数のことです。 

ネットワーク 

ネットワークは、任意の数のノードのある連結された 1 つまたは複数のサブネットより

成ります。 複数のネットワークを並置することが可能です。 

ネットワーク 

ネットワークは、多数のノード間のデータ伝送を可能にする規模の大きな通信システム

です。 

すべてのサブネットはひとつのネットワークを形成します。 

ネットワークトポロジの認識 

LLDP（Link Layer Discovery Protocol、リンクレイヤ検出プロトコル）は、隣接装置の

検知を可能にするプロトコルです。 これにより装置は、それ自身に関する情報を送信

し、隣接する装置から受信した情報を LLDP MIB に保存できるようになります。 これ

らの情報は、SNMP を介して呼び出すことができます。 ネットワークマネジメントシ

ステムは、この情報を基にネットワークトポロジを特定することができます。 

ノード間通信 

→ 直接データ交換 

ノード間通信 

→ 直接データ交換 
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バス 

バスは、複数のノードを相互に結合する転送媒体です。 データ転送は、電気ケーブル

または光ファイバケーブルを介して、直列または並列で行われます。 

バスセグメント 

バスセグメントとは、シリアルバスシステムの 1 つの完結したセクションのことです。 
たとえば PROFIBUS-DP では、バスセグメントはリピータで相互にリンクされていま

す。 

バックアップメモリ  

バックアップメモリは、バッファバッテリのない CPU 内のメモリ領域のバッファリン

グを行うものです。 バッファリングされるのは、クロックタイム、カウンタ、フラグ

およびデータバイトのパラメータ設定可能数、保持されたクロックタイム、カウンタ、

フラグおよびデータバイトです。 

バックプレーンバス 

バックプレーンバスはシリアルデータバスで、これを介してモジュール相互の通信と必

要な電圧の供給が行われます。 モジュール間の接続にはバスコネクタを使用します。 

パラメータ 

1.  STEP 7 コードブロックの変数。 
 2. モジュールの動作を設定する変数（モジュールあたり 1 つまたは複数）。 各モジュ

ールは、工場出荷時に基本パラメータが設定されています。このパラメータは、STEP 
7 のコンフィグレーションによって変更可能です。 
スタティックなパラメータとダイナミックなパラメータの 2 種類があります。 

パラメータ、スタティック 

モジュールのスタティックなパラメータは、ダイナミックなパラメータとは異なり、ユ

ーザープログラムで変更することはできません。変更は、STEP 7 のコンフィグレーシ

ョンでのみ可能です。例：デジタル信号入力モジュールの入力遅延。 
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パラメータ、ダイナミック 

モジュールのダイナミックなパラメータは、スタティックなパラメータとは異なり、動

作中にユーザープログラムの SFC の読出しにより変更することができます。例：アナ

ログ信号入力モジュールの極限値。 

バリスタ 

電圧により変動する抵抗 

パルス基準係数 

パルス基準係数は CPU サイクルを基に、GD パケットの送受信の頻度を決定します。 

ファストイーサネット 

ファストイーサネットは、データを 100 Mbit/s で伝送するための標準です。 ファスト

イーサネットは標準 100 Base-T を使用します。 

ファンクション 

ファンクション（FC）とは、 IEC 1131-3 によればスタティックデータのない 1 つのコ

ードブロックのことです。 ファンクションは、ユーザープログラムにおけるパラメー

タの転送を可能にします。 このためファンクションは、たとえば計算のように頻繁に

繰り返される複雑な機能のプログラミングに適しています。 

ファンクションブロック 

ファンクションブロック（FB）とは、IEC 1131-3 によればスタティックデータのある 
1 つのコードブロックのことです。 FB は、ユーザープログラムにおけるパラメータの

転送を可能にします。 このためファンクションブロックは、たとえばクローズドルー

プ制御、モード選択のように頻繁に繰り返される複雑な機能のプログラミングに適して

います。 

ファンクション接地 

電気装置の特定のファンクションを確保することのみを目的とした接地です。 装置に

対して許容できない影響を及ぼすノイズ電圧は、ファンクション接地により短絡されま

す。 
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フラグ  

フラグは、CPU の システムメモリの構成要素で中間リザルトを保存します。 フラグに

は、ビット、バイト、ワード、ダブルワードでアクセス可能です。 

「システムメモリ」を参照してください。 

フラッシュ EPROM 

FEPROM は停電時にもデータを維持するという特性をもっており、この点では電気的

に消去可能な EEPROM と同等ですが、消去速度は遥かに高速です（FEPROM = Flash 
Erasable Programmable Read Only Memory）。 FEPROM はメモリカードに採用され

ています。 

プロキシ 

プロキシ機能をもった PROFINET 装置はイーサネットの PROFIBUS 装置の代理の役

割を果たします。 プロキシ機能により、PROFIBUS 装置はマスタだけでなく、

PROFINET のすべてのノードと通信することができます。 

PROFINET では IE/PB ゲートウェイや CPU 31x PN/DP などを使用して、問題なく既

存の PROFIBUS システムを PROFINET 通信に接続することができます。 IE/PB ゲー

トウェイ/CPU は PROFIBUS コンポーネントの代理として、PROFINET を介して通信

を行います。  

プログラマブルコントローラ 

プログラマブルコントローラ（PLC）とは、そのファンクションがプログラムとしてコ

ントロール装置に保存されている電子的なコントローラのことです。 したがって装置

の構成と配線は、コントローラのファンクションによる制約を受けません。 プログラ

マブルコントローラの構造はコンピュータの構造と同様です。すなわちメモリ、I/O モ

ジュールおよび内部バスシステムを持つ CPU（中央モジュール）により構成されてい

ます。 ペリフェラルおよびプログラミング言語は、制御技術に対応したものとなって

います。 

プログラミング装置 

プログラミング装置は、工業向けのコンパクトで持ち運び可能なパーソナルコンピュー

タの中核をなすものです。 プログラミング装置の特色は、プログラマブルコントロー

ラ用に専用のハードウェアおよびソフトウェアを装備していることです。 
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プロセスアラーム 

プロセスアラームは、プロセスにおける特定のイベントに基づいてアラーム作動モジュ

ールから発動され、 CPU へ通知されます。 このアラームの優先度に応じて、割り当て

られたオーガニゼーションブロックが処理されます。 

プロセスイメージ 

プロセスイメージは、CPU のシステムメモリの構成要素です。 周期的プログラムの開

始時に、入力モジュールの信号状態が入力のプロセスイメージへ転送されます。 周期

的プログラムの終了時に、出力のプロセスイメージが信号状態として出力モジュールへ

転送されます。 

マイクロメモリカード（MMC） 

マイクロメモリカードは CPU および CP 用のメモリ媒体です。 メモリカードとの違い 
MMC の方がサイズが小さい点だけです。 

マスタ 

トークンがマスタにある場合には、マスタは他のノードへデータを送信し、また他のノ

ードに対してデータを要求することができます（= 有効なノード）。 

メインメモリ 

メインメモリは CPU に内蔵されており拡張はできません。 メインメモリは、コードの

処理およびユーザープログラムのデータの処理に使用されます。 プログラム処理はメ

インメモリとシステムメモリの領域内だけで行われます。 

メディア冗長性 

ネットワークと設備を確実に使用できるようにします。 冗長性のある転送ルート（リ

ングトポロジー）は、転送ルートの故障時に代替の情報伝達経路を用意するためのもの

です。  

メモリカード（MC） 

メモリカードは CPU および CP のための記憶媒体です。 メモリカードには RAM と 
FEPROM の 2 種類があります。 メモリカードと マイクロメモリカードは、サイズが

異なるだけです（MC は、ほぼキャッシュカードのサイズです）。 
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モジュールパラメータ 

モジュールパラメータは、モジュール動作の設定に使用される値です。 スタティック

なモジュールパラメータとダイナミックなモジュールパラメータの 2 種類があります。 

ユーザープログラム 

SIMATIC においては、CPU のオペレーティングシステムとユーザープログラムは相互

に独立しています。 ユーザープログラムには、すべてのステートメントと宣言、なら

びにシステムまたはプロセスを制御することが可能な信号処理用のデータがあります。 
プログラミング可能なモジュール（例：CPU、FM）に割り当てられ、より小さなユニ

ットに細分することができます。 

リアルタイム 

リアルタイムとは、システムが外部イベントを定義された時間で処理することを意味し

ます。 

決定論とは、システムが予測可能な仕方で（決定論的に）反応することです。 

工業用ネットワークでは、両方の要求が重要です。 PROFINET はこれらの要求を満た

します。 PROFINET は同時に、決定論的なリアルタイムネットワークとして以下の性

質をもっています。 

● 定義されたタイムインターバルで、ネットワークを介し異なるステーション間で行

われるスピード重視のデータ伝送が保証されます。 

PROFINET はこのために、リアルタイム通信用の最適化された通信チャンネルを提

供します。 Real-Time（RT）。 

● 伝送時間ポイントの正確な決定（予測）が可能です。 

● 他の標準プロトコル（PG/PC 用産業通信など）を介したスムーズな通信が同じネッ

トワーク内で確実に行われます。 

リアルタイム 

→ リアルタイム 



 用語解説 
  

CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 521 

リムーバブルメディア/PG なしの装置交換 

この機能を備えた IO デバイスは簡単に交換できます： 

● 保存された装置名をもつリムーバブルメディア（SIMATIC マイクロメモリカードな

ど）は必要ありません。 

● 装置名は PG によって割り当てる必要はありません。 

● 交換する場合には、すでに稼働状態にある IO デバイスは「工場設定に戻す」によ

り、納品時の状態に戻す必要があります。 

交換された IO デバイスは IO コントローラの装置名を保持しますが、リムーバブルメ

ディアあるいは PG の名前は保持しません。 IO コントローラはこのために、プランニ

ングされたトポロジーと IO デバイスにより導出された近隣関係を使用します。 その際

プランニングされた規定トポロジーは実際のトポロジーと一致していなければなりませ

ん。 

ルータ 

ルータは 2 つのサブネットを相互に接続します。 ルータはスイッチと同様の働きをし

ます。 さらにルータでは、ルータを介して通信するステーションと通信しないステー

ションを決めることができます。 ルータのそれぞれの側に接続されている通信ステー

ションは、これらの通信ステーション間の通信がルータを介して明確に許可された場合

にのみ、相互通信を行うことができます。 リアルタイムデータは、サブネットを超え

て交換することはできません。 

ローカルデータ 

→ データ、テンポラリ 

ロードメモリ 

ロードメモリにはプログラミング装置によって生成されたオブジェクトが保管されます。 
ロードメモリの容量は挿入されるマイクロメモリカードによって決まります。 CPU の
動作には、必ず SIMATIC マイクロメモリカードが挿入されていなければなりません。 

圧縮 

PG オンラインファンクション「圧縮」により、CPU の RAM 内の全ての有効なブロッ

クは、簡潔に隙間なくまとめられてロードメモリの先頭へ移動します。 これによりブ

ロックの消去または修正の際に生じたデータの空隙がなくなります。 



用語解説  
  

 CPU 31xC および CPU 31x： 技術仕様 
522 マニュアル, 03/2011, A5E00159412-12 

一貫性のあるデータ 

一貫性のあるデータとは、内容的に相互に補完し合う分割できないデータのことです。 

たとえばアナログモジュールの値は常にまとまったものとして取り扱う必要があります。

つまり、アナログモジュールの値が 2 つの異なるタイミングで読み出されることにより

間違ったものになってはならないということです。 

基準接地 

→ 大地 

基準電位 

関与する回路の電圧が監視および/または測定される基準となる電位のことです。 

起動アラーム 

→ アラーム、起動 

強制 

強制ファンクションにより、ユーザープログラムまたは CPU（I/O も）の個々の変数に 
特定の値を割り当てることができます。 

これについては、マニュアル「S7-300 の構成」の「テストファンクション、診断およ

びトラブル解決」の「テストファンクション概要」に記載されている制約事項も参照し

てください。 

決定性 

→ リアルタイム 

工業用イーサネット 

工業用イーサネット（旧 SINEC H1）は、産業分野の環境においてデータを確実に伝送

できるようにする構成技術です。 

PROFINET のオープン性により、標準イーサネットコンポーネントを使用することが

できます。 しかし、PROFINET を工業用イーサネットとして構成されることをお勧め

します。 
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更新時間 

このタイムインターバル内に、PROFINET IO システムの IO デバイス（または IO コン

トローラ）には、IO コントローラ（または IO デバイス）によって新しいデータが供給

されます。 更新時間は各 IO デバイス用に別々にプランニングされ、IO コントローラ

から IO デバイスへのデータ（出力）ならびに IO デバイスから IO コントローラへのデ

ータ（入力）が送られるタイムインターバルを設定します。 

再起動 

中央モジュールの始動時（例：動作モードスイッチを「STOP」から「RUN」へ切り換

えた後、あるいは電源投入時）には、周期的なプログラム処理（OB 1）の前に、まず

オーガニゼーションブロック OB 100（再起動）が処理されます。 再起動では入力のプ

ロセスイメージが読み込まれ、STEP 7 のユーザープログラムは、OB 1 の最初の命令

により処理を開始します。 

作動中の IO デバイスの切り替え（パートナポートの切り替え）  

PROFINET 装置のファンクション  
この機能をサポートする PROFINET 装置では、稼動中に同じポートにおいて、切り替

わる通信パートナと通信できます。 

始動 

動作モード「始動」は、動作モード「STOP」から「RUN」へ移行する際の動作状態で

す。 動作モードスイッチの操作、「電源 ON」の後、またはプログラミング装置の操作

により作動します。 S7-300 は再起動が実行されます。 

実行時間エラー 

ユーザープログラムの処理中にオートメーションシステム内（プロセス内ではない）で

発生したエラーです。 

終端抵抗 

終端抵抗は、信号の反射を防ぐためにデータ転送ケーブルの終端に取り付ける抵抗です。 

診断 

→ システム診断 
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診断アラーム 

診断可能なモジュールは、検出したシステムエラーを診断アラームを介して CPU に通

知します。 

診断バッファ 

診断バッファは CPU 内のバッファリングされたメモリ領域で、ここに診断イベントが

その発生順に保存されます。 

製品レベル 

製品レベルでは、注文番号が同一の製品が区別されます。 製品レベルは、上位互換性

のある機能拡張、製造段階上の変更（新しいエレメント/コンポーネントの使用）およ

びエラー解消に伴なって高くなります。 

接地 

接地とは、電導性のある部分を、接地設備を介して接地電極（1 つあるいは複数の、大

地と極めて良好な接触状態にある電導性部品）と接続することです。 

接地フリー 

大地への電気的な接続のないことを意味します。 

装置 
PROFINET の環境では「装置」は以下の上位概念になります。 
● オートメーションシステム 
● フィールド装置（PLC、PC など） 
● アクティブなネットワークコンポーネント（リモート I/O、バルブターミナル、ド

ライブなど）、 
● 油圧装置および 
● 空圧装置 
装置の主な特徴は、イーサネットまたは PROFIBUS を介して PROFINET 通信への接

続を確立することです。 
装置のバス接続に基づいて、次の種類の装置が区別されます。 
● PROFINET 装置 
● PROFIBUS 装置 
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装置名 

IO デバイスを IO コントローラから操作できるようにする前に、装置名を付ける必要が

あります。 名前は複雑な IP アドレスより取り扱いが簡単なため、PROFINET ではこの

方式が選択されています。  

具体的な IO デバイスに装置名を割り当てることは、DP スレーブにおける PROFIBUS 
アドレスの設定に相当します。  

納品時の状態では IO デバイスに装置名は付いていません。 PG/PC により装置名を割

り当てると、始動時にプロジェクトデータ（特に IP アドレス）を伝送する場合や周期

的な動作においてネットデータを送受信する場合などに、IO デバイスが IO コントロー

ラによってアドレス可能になります。  

代替値 

代替値は、CPU が「STOP」にある時に出力モジュールがプロセスに出力する、パラメ

ータ設定可能な値です。 

代替値は、入力モジュールでのペリフェラルアクセスエラー時に、読み出しができない

入力値の代わりに、アキュムレータに書き込まれます（SFC 44）。 

代理サーバ 

→ プロキシ 

大地 

どの位置においても電位が 0 と仮定される、電導性のある地面のことです。 

接地電極の領域では、大地はゼロとは異なる電位を持ち得ます。 このような大地を

「基準接地」と呼んで区別することがあります。 

遅延アラーム 

→ アラーム、遅延 

中央モジュール 

→ CPU 
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直接データ交換 

直接データ交換は PROFIBUS-DP ノード間の通信の特別な形態です。 直接データ交換

の特長は、DP スレーブがどのデータを DP マスタに返送するかを PROFIBUS-DP ノー

ドが「傍聴」することです。 

転送レート 

データ転送の速度です（ビット/秒）。 

電位分離 

フローティング I/O モジュールでは、制御回路と負荷回路の基準電位が、光カプラ、リ

レー接点、中継器などによって電気的に分離されています。 入出力回路はルート化す

ることも可能です。 

等時性リアルタイム通信 

PROFINET 装置間での周期的な IO データ伝送のための同期転送プロセス。 
送信サイクル内の一定の帯域幅が IRT-IO データ用に確保されています。 この確保され

た帯域幅により、IRT データは他の高いネットワーク負荷のとき（TCP/IP 通信あるい

は追加のリアルタイム通信など）でも確保された時間的に同期化された間隔での転送が

可能になります。 

等電位化 

電気装置の本体と外部電導体を、同等またはほとんど同等の電位にする電気接続で、こ

れらの導体間にノイズの原因となるような電圧や危険な電圧が発生するのを防止します。 

動作モード 

SIMATIC S7 のオートメーションシステムには、以下の動作モードがあります。 STOP、
始動、RUN。 
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同軸ケーブル 

「Coax」または「Co ケーブル」とも呼ばれる同軸ケーブルは、高周波の伝送の際に使

用される金属性のケーブルシステムです。たとえば、ラジオやテレビ受像機のアンテナ、

あるいは高速な転送速度が要求される現代的なネットワークでも使用されます。 同軸

ケーブルでは、外側導線が内側導線をホース状に取り囲んでいます。 2 つの導線の境界

には、プラスチック製の絶縁があります。 他のケーブルとは異なり、この構造は耐ノ

イズ性と電磁波の放出が少ないことに特徴があります。 

非フローティング 

非フローティング I/O モジュールでは、制御回路と負荷回路の基準電位が電気的に接続

されいます。 

負荷電源装置 

シグナルおよびファンクションモジュールとそれらに接続されているプロセスペリフェ

ラルの給電のための電源モジュールです。 

保持 

保持型メモリ領域では、停電後や「STOP」から「RUN」への移行後も内容が維持され

ます。 フラグ、タイマ、カウンタの非保持領域は、停電後や「STOP」から「RUN」

への移行後はリセットされます。 

以下は保持可能です。 

● フラグ 

● S7 時間 

● S7 カウンタ 

● データ領域 
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優先起動 

優先起動とは、RT 通信および IRT 通信による PROFINET IO システムにおいて、IO デ
バイスの始動を加速するための PROFINET 機能です。 

この機能により、次のような場合に再び有効データの送受信を周期的に行なうことがで

きるようになるために、適切にプランニングされた IO デバイスが必要とする時間が短

縮されます: 

● 電源の回復後 

● ステーションの復帰後 

● IO デバイスの有効化の後 

優先度クラス 

S7 CPU のオペレーティングシステムには最大 26 個の優先度クラス（または「プログ

ラム処理レベル」）があり、さまざまなオーガニゼーションブロックが割り当てられて

います。 優先度クラスは、どの OB がどの OB を中断するかを決定します。 1 つの優

先度クラスに複数の OB が存在する場合は、それらは相互に中断されるのではなく、順

次処理されます。 
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